




国際化時代、グローバル化時代の到来に伴って、国同士は

もちろんのこと、国の垣根を越えて地域同士が直接結び付く

国際交流・協力事業の展開の必要性が語られて久しいものが

あります。現に道内の各自治体や民間の国際交流団体は、地

域の持つ特性、歴史、経済、産業、人的つながりなどを生か

しつつ、さまざまな工夫を凝らして国際交流・協力活動に取

り組んでいます。

しかしながら、景気の停滞、地方自治体の財政難などから、

国際交流関係の経費削減、関連事業の縮小といった“逆風”

が吹いているのも事実です。

こういった状況の中で地域の国際交流・協力事業の現状が

どうなっているかを知り、今後どうあるべきか―を考えるこ

とは、大きな意味があると思います。

!北方圏センターが"北海道市町村振興協会のご協力も得

て、本書を発刊したのは、この問題意識の上に立ったもので

すし、ややもすれば横の情報不足に陥りがちな現状などを改

善する一助になれば、との願いも込められています。

本書で取り上げた事例は道内４５市町村で、海外と姉妹友好

都市提携を結んでいる道内７３市町村の６割強に相当します。

時間的制約などからすべての事例をカバー出来なかったのは

残念ですが、道内市町村の国際交流・協力事例を調査し出版す

るのは、!北方圏センターとしてもこれが初めてのことです。

本書では逆風を超えて地域からの国際交流の生き生きとし

た“発信”例や苦悩しながらも地域住民が支え続ける事例、

さらには、経済、産業交流へと発展する事例など、さまざま

な具体的な活動と課題を紹介しています。

単なる交流から積極的な協力へ―の時代の要請もありま

す。本書がそれぞれの地域の国際交流・協力の取り組みに、

何らかの参考になれば幸いです。

２００５年１１月

は じ め に

社団法人 北方圏センター
会長 南 山 英 雄
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グローバル・パートナーシップへの
幅広い取り組み
道内唯一の政令指定都市、文字通り“道都”として巨大な

機能を持つ札幌市は、道内の他地域にはない国際交流の豊富

な機会と場に恵まれ、それ故に、果たさねばならない大きな

役割を担わされているといえる。

１８６９年（明治２年）開拓使の置かれた札幌は、米国の農務

長官だったケプロン氏や札幌農学校教頭のクラーク博士らの

名前を挙げるまでもなく、多くの外国人によってその開拓の

礎が築かれた。その経緯から見てもそもそもが、理屈を超え

た「国際交流都市」だったといっていい。

現在では、米国、ロシア、韓国、中国、オーストラリアの

５カ国の総領事館、領事館、ノルウェー、カナダなど１５カ国

の名誉領事館があり、在留外国人も８千人を超える。

さらに、社団法人北方圏センターといった全道的な国際交

流団体に加え、民間の国際交流団体も道内全体の約３割に当

たる２００団体近くが札幌市に集中しているなど、望むと望ま

ざるとにかかわらず、北海道の国際交流の中心都市であるこ

とはいうまでもない。

そういった自覚の基に札幌市が２００２年（平成１４年）１０月に

まとめた札幌市国際化推進プランは６９ページにのぼり、内容

は多岐にわたっている。

北方圏の拠点都市として、「グローバル・パートナーシッ

プが魅力と活力を生み出す世界都市さっぽろ」がその基本理

念で①グローバル化に対応するとともに、まちづくりの手段

として国際化推進施策を進める②交流―創造―発信の循環を

作るため、国内外の市民、企業、行政などが共通の目的に向

かってグローバル・パートナーシップを築く③北方圏交流の

実績を生かし、北方圏と東アジアを結ぶ交流拠点を目指す―

といった７つの柱を据えている。

推進プランは国際化の具体的な施策ではなく、基本綱領的

なものだが、グローバル時代の国際化、国際交流のあり方を

考える、さまざまな視点を提供している。これがどう実行さ

れていくか、は注目していいだろう。

石狩管内 魅力と活力が生み出す
北方圏の拠点都市札幌市

ポートランドとの姉妹都市提携４５周年を記念して開かれた両市民の交流風景。道内で第１号の姉
妹都市だけに和やかな雰囲気だ＝２００５年２月、札幌市のモエレ沼公園のガラスのピラミッドで
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全国でも注目される札幌方式
―「札幌国際プラザ」
１９７２年（昭和４７年）に冬季オリンピックが開催され、世界

的にもその名を知られたSAPPOROだが８０年代、政令指定都

市を中心に全国の主要都市が経済活性化、国際化の波に乗っ

て国際会議の誘致などを図る動きを本格化させた中で、札幌

はむしろ出遅れ気味だった。

そこで札幌市が注目したのが８７年（同６２年）に任意団体と

して発足し、８９年（平成元年）自治省から地域国際化協会の認

定を受けて、国際交流事業を進めていた札幌国際交流プラザ。

行政と市民を結び、幅広い国際交流事業を市民サイドから

組織的に運営するため９１年（同３年）、北海道運輸局、北海

道より財団法人設立の許可を受けて「財団法人札幌国際プラ

ザ」として本格的な再スタートを切った。

常勤、非常勤職員合わせ７０人近い規模で、大都市の自治体

ならではの“実戦部隊”への衣替えとの言い方も出来るが、

それだけではない。

同プラザの目的は、「札幌の有する歴史、文化、経済その

他の地域的特性を生かし、札幌で開催されるコンベンション

事業などを推進するとともに、国際交流の促進などを図り、

もって地域経済の活性化及び文化の向上並びに国際相互理解

の増進に資すること」とうたわれているが、この言葉の中に

設立当時、「札幌方式」として全国でも注目された特徴が明

確に示されている。

札幌市と同プラザの国際交流の基本理念は国際交流

（Communication）、コンベンション（Convention―集会、

会議など）、市民参加（Citizen）の頭文字を採った３C。

単に国際交流だけでなく、札幌天神山国際ハウス、札幌コ

ンベンションセンターの運営などを通じ、コンベンション事

業の推進、さらには東京、大阪に次いで全国に３つしかない

世界貿易センター・サッポロによる経済交流事業など実に幅

広く、「札幌方式」といわれるゆえんとなっている。

また、組織の名称を通常の「国際交流協会」ではなく、人々

が大勢集う広場という意味の「プラザ」としたのは、市民

（Citizen）へのこだわりがあったからだという。

その意気込みもあってか、札幌時計台の向かいにある同プ

ラザには年間約７万人、うち外国人約２万人もが訪れる文字

通りの「国際交流のプラザ」に成長した。

広範囲な活動

同プラザの活動、事業は多岐にわたっており、具体的に紹

介するのは難しい。

大きく分けると、①外国語の会話を楽しむフリートークな

どの市民交流プログラム②国際学術会議開催などのコンベン

ション事業③札幌を舞台にした映画、テレビ番組などへのさ

まざまな撮影支援をするフィルムコミッション事業④世界貿

易センター・サッポロ事業⑤市民団体が行うコンベンション

などへの助成、「プラザだより」発行などの各種広報・管理

事業⑥外国人の調査、研究、会議などのための宿泊施設「札

幌天神山国際ハウス」、札幌コンベンションセンターの管理

運営―などとなっている。

札幌市と一体となって行うものも多いが、国際交流関連事

業の主催、後援は年間３００件を超えている。その市民交流事

業をソフト面で支えているのが、ボランティア活動だ。

日本人の家庭、暮らしぶりを知ってもらうため、外国人を

自宅に泊めるホームステイ制度は実は札幌市が１９６８年（昭和

４３年）に全国に先駆けて、「登録家庭制度」を採用すること

でスタートさせたという輝かしい歴史を持っている。

２００４年（平成１６年）３月までに１３５カ国、約６千人もの外

国人が、この制度の恩恵を受けている。同プラザへの登録家

庭数は約２４０家庭だが、「東京などから依頼が来るほど、アッ

トホームでオープンと評判が高い」（同プラザ）という。

ボランティア活動のもう１つの柱が、外国語ボランティア

制度。２０カ国語、約１千人が登録しており、国際会議やイベ

ントなどで活躍、ホームステイ制度と合わせ、国際都市・札

幌の目に見える“顔”として、大きな下支えの役割を果たし

ている。

さらに特徴となっているのが、札幌姉妹都市協会、札幌圏

大学国際交流フォーラムなどの事務局をも抱えていることだ

ろう。

札幌圏の大学２３会員校を数える大学国際交流フォーラムは

大学間の国際交流に関する情報交換、研究の促進を図り、学

術面での国際交流を目指す道都ならではの活動といえる。

「札幌方式」のもう１つの特色として挙げられるのが、世

界貿易センター・サッポロ（WTC）の存在だ。中小企業の

国際化と活性化を支援し、経済レベルでの都市交流を促進す

るのが目的で１９９６年（同８年）、東京、大阪に次ぐ国内３番

目の世界貿易センターとして同プラザ内に開設された。

外国人と日本人が集い、語り合う国際都市ならではの交歓風景
＝２００５年１月、札幌国際プラザの交流サロンで
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①貿易情報の提供②WTCカレッジの開催③ビジネスイベ

ントの紹介④業務サポート―などの事業を展開しているが、

外国企業の道内進出、地場企業の海外への業務拡大など、北

の国際ビジネス活動拠点作りを目指す具体的な活動として今

後の成果が期待されている。

ユニークな姉妹都市協会

提携の理由はそれぞれだが、札幌市はポートランド（米国）、

ミュンヘン（ドイツ）、瀋陽（中国）、ノボシビルスク（ロシ

ア）の４市と姉妹都市提携を結んでいる。

５年を節目に公式使節団が相互訪問し、親善を確認し合う

のは共通のイベントで、２００４年（平成１６年）にポートランド

市と４５周年、０５年に瀋陽市、ノボシビルスク市とそれぞれ２５

周年と１５周年、０７年にはミュンヘン市と３５周年―となってい

る。

札幌市の４つの姉妹都市との交流は周年事業だけでなく、

さまざまな交流が札幌市、札幌国際プラザ、姉妹団体などに

よって役割分担されて行われている。しかし、姉妹団体（学

校、学術交流団体を含む）だけでも、ポートランドとは９８団

体、ミュンヘンとは１１団体、瀋陽、ノボシビルスクとは各１６

団体、合わせて１４１団体にものぼる。

こういったことから、姉妹団体などから複層する姉妹都市

提携事業や団体間の調整、総合情報の共有などの要望もあっ

て、１９８６年（昭和６１年）に札幌姉妹都市協会が誕生し、９７年

（平成９年）に同プラザに事務局を移した。

同協会は市民レベルでの交流推進を目的にし、①英語、中

国語、ドイツ語、ロシア語による弁論、暗唱大会②市民への

姉妹都市訪問助成③姉妹都市フェスティバルの開催など多彩

な活動に取り組んでおり、全国でもユニークな「札幌方式」

となっている。

米・ロ・独・中の４カ国と姉妹都市提携

［ポートランド市（米オレゴン州）］
地勢、風土、歴史などの共通性から１９５９年（昭和３４年）に

調印された北海道では最も古い姉妹都市提携。札幌市だけで

も姉妹団体は９８団体（うち学校関係３８団体）もあり、また、

ポートランド側の受け入れが姉妹都市協会という完全な市民

ボランティア団体。この交流スタイルが評価され、たびたび

「世界姉妹都市コンテスト」で表彰されている。

２００４年（平成１６年）６月、提携４５周年事業で８４人の親善訪

問団がポートランド市を訪れ、上田市長は「行政が中心にな

る分野もあるが、国際交流などの分野では市民こそが中心に

なる方が、おもてなしの心が直接伝わり、交流の実が上がる

と思う」とその感想を述べた。

その返礼として０５年２月にはポートランド側から親善訪問

団が来札。さらに０４年の４５周年を記念して、札幌市内の女子

中学生がポートランドでソフトボールの親善試合を行ったこ

とから、０５年８月にはポートランドから女子高校生を中心に

したソフトボール・チームが来札、ホームステイをしながら

５チームと親善試合をするなど、交流はさらに広がりをみせ

ている。

［ミュンヘン市（ドイツ）］
歳末に札幌の大通公園に登場するイルミネーションで彩ら

れた約４メートルのクリスマスツリー。提携３０周年を記念し

て０２年から始まった「ミュンヘン・クリスマス市 in Sapporo」は

ドイツのクリスマスの飾り、民芸品、ワインなどを売る多く

のブースも特設され、すっかり札幌の冬の風物詩になった。

０４年のクリスマス市には約３８万人もの人々が「札幌のミュ

ンヘン」を楽しみ、改めて姉妹都市の“温もり”を実感して

いた。

両市の縁結びはオリンピック。１９６５年（昭和４０年）に両市

が夏と冬のオリンピック開催都市と決まったことから交流が

深まり、７２年（同４７年）のミュンヘン・オリンピックの際に

姉妹都市提携の調印となった。芸術、文化、スポーツなどの

ほか環境分野での交流も活発化している。

［瀋陽市（中国・遼寧省）］
７９年（同５４年）「中日友好の船」による瀋陽市訪問団の来

札がきっかけ。瀋陽側からの提案で翌８０年に姉妹都市提携の

運びになった。

９８年（平成１０年）には新千歳―瀋陽間で直行便が就航し、

医療、上下水道、都市建設、防災などの分野で研修生の受け

入れや技術者の派遣など交流は厚みを増してきている。

「美女と剣士」（？）－若者の和気相合とした国際交流
＝２００４年冬、札幌天神山国際ハウス前で
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［ノボシビルスク市（ロシア・ノボシビルスク州）］
７４年（昭和４９年）札幌で開催された「大シベリア博」にノ

ボシビルスク市が参加したのが契機になり、芸術、スポーツ、

青少年交流など市民レベルの相互訪問などの交流の拡大の結

果、９０年（平成２年）に姉妹都市関係が樹立された。

音楽、バレエ、演劇分野での交流に加え、「札幌市とノボ

シビルスク市との交流に関する覚書」に基づき、１０団体が友

好団体提携、６つの学術機関が学術交流協定を結んでいる。

着実な成果挙げる「世界冬の都市市長会」

海外から札幌市への姉妹都市提携希望は相当数に上るが、

これとは別に利害の一致する各都市と実質的な交流を進めよ

うとの方針から８２年（昭和５７年）、札幌市が提唱し実現した

のが北方都市会議だ。

第１回会議は６カ国９都市が参加して札幌で開かれた。「冬

は資源であり、財産である」をスローガンに、気候、風土が

類似し共通の悩みを抱える北方都市が、快適な都市を創造す

るために知恵を絞り合おうというもの。

瀋陽、モントリオール（カナダ）、青森市などで２年に１

度「暖かな冬の都市」「未来を求めて北へ」といったテーマ

を設けて定期開催している。

会議の名称は北方都市会議から北方都市市長会、「世界冬

の都市市長会」へと変わってきたが、２００４年（平成１６年）の

アンカレジ（米国）の会議が１１回目で、会員都市は１１カ国１８

都市となった。

ただ単に、市長が顔を合わせるだけでなく、雪対策、観光

促進などの小委員会を設けて、さまざまな課題について意見

を交換。その結果、街路樹に常緑樹、省エネ対策としてナト

リウム灯の採用、公園に木製遊具の設置、ロードヒーティン

グの拡張などの具体策が街づくりに生かされてきている。

また、１９８８年（昭和６３年）のエドモントン（カナダ）での

第３回会議から、冬対策の機材、製品などを展示する「冬の

見本市」や、さまざまな分野の専門家、学術研究者、市民が

冬のライフスタイルや街づくりのアイデアを発表する「冬の

都市フォーラム」も合わせて開催されている。

「冬」という共通の課題を持つ横断的な会議、実質的な国

際交流として、世界的にも注目を集めている。

人が集う国際コンベンション都市を
目指して
札幌市国際化推進プランの中で、①オープンで温かい市民

のホスピタリティ②自然の豊かさと都市機能との両立③北方

圏交流で培った寒冷地技術や生活文化の蓄積―の３点を国際

化を推進していく上での札幌の長所、優位性としている。

加えて、札幌冬季オリンピック、雪まつり、世界冬の都市市

長会の開催などで「サッポロ」の名は世界でも有名なものに

なった。

これを下地に「世界が集う魅力と活力ある創造都市さっぽ

ろ」の基本目標が掲げられ、その核として国際コンベンショ

ン事業が重きを持ってきた。

温かい集い（コンベンション）を通して、国際的な経済交

流や文化交流を促進するだけでなく、人々が魅力を感じる都

市空間・環境を整備し、これらを通じて創出された札幌の魅

力を世界に向けて発信する、という狙いだ。

合わせて会議への人々の参加が経済の活性化にもつながる

という実利面での効果も期待できる。

その施設として①札幌天神山国際ハウス（１９９０年開設、地

上３階建て延べ１千６６８平方メートル）②国際協力機構

（JICA）札幌国際センターに隣接し、スポーツ施設もある

札幌国際交流館（９６年開設、地上３階建て延べ３千７２３平方

すっかり札幌の冬の風物詩となった「ミュンヘン・クリスマス市 in
Sapporo」＝２００４年１２月

「世界冬の都市市長会」と合わせ開かれている国際冬の見本市
＝２００４年２月、米アンカレジ市で
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メートル）③単身者用宿泊室８０室、世帯用宿泊室２０室を備え

た札幌留学生交流センター（２０００年開設、地下１階地上１１階

建て延べ５千２３平方メートル）④札幌コンベンションセン

ター（０３年開設、地下１階地上３階建て延べ２万３００平方メー

トル）などが、次々と建設された。

札幌天神山国際ハウスは国内外の研究者などに宿泊施設を

提供するもので、オープンから０４年度までの宿泊者数は約８０

カ国延べ約３万８千人にのぼっている。札幌国際プラザが管

理運営に当たっていることもあって、各種講演会、着付け、

茶道講習などを開催し文字通り国際交流のメッカになってい

るが、最近になって宿泊者数の減少もあって、施設のあり方

の再検討も話題に上っている。

が、国際コンベンション都市の中核として大きな期待を掛

けられているのが、札幌コンベンションセンターだ。

国内のコンベンション施設の草分けともいえる１９８９年オー

プンの幕張メッセ（千葉県）にこそ及ばないものの、２千５００

人収容の大ホール、６カ国の同時通訳が可能な７００人収容の

特別会議室などさまざまな施設を備え、国際会議開催にも十

分な資格を持っている。

オープニング時の「国際測地学・地球物理学連合総会」に

は７７カ国から約５千人が参加し、コンベンション都市として

順調なスタートを切った。

札幌市はこのほか、国際スキーマラソン大会、宮様スキー

国際競技大会、札幌ドームを使ったサッカーのワールドカッ

プ大会、２００７年（平成１９年）開催予定の国際スキー連盟（FIS）

ノルディックスキー世界選手権大会、毎年開催されている世

界の若手音楽家の育成を図る国際教育音楽祭「パシフィッ

ク・ミュージック・フェスティバル（PMF）」―などスポー

ツ、文化、芸術面などでの国際交流の機会、場に事欠かない。

道都に課せられた“宿命”とも言えるかもしれない。

同時に外国人の国際交流員だけで５人、外国語指導助手も

１２人―と道内他都市とは比較にならない予算規模、各種施設、

催し、豊富なボランティア人材など札幌ならではの要素も多い。

しかし、その札幌にも財政難の波が押し寄せてきているこ

とも確かだ。札幌国際プラザが１９９２年（同４年）に同プラザ

が入居しているビルの１階にオープンさせた「プラザi」は、

２００５年３月末で閉鎖の憂き目に会った。

「プラザi」は職員とボランティアが協同で英語、中国語、

韓国語などで訪れる外人観光客にさまざまな情報を提供する

ほか、札幌在住の外国人の生活相談にも応じるなど同プラザ

の基本理念を象徴するような「場」で、日本人も含め年間３

万人もの利用があった。

だが、札幌市から同プラザへの補助金が０５年度、前年度よ

り約４千５００万円少ない３億６千８５０万円に減額されたことか

ら、１カ月の家賃だけでも１００万円もかかる「プラザi」が立

ち行かなくなった。同じビルにある３階の同プラザで業務を

継続しているが、札幌でも財政難による影響は例外ではない

ことを物語っている。

こういったことから、他の市町村でも「札幌は特別だから

…」と見るのではなく、可能な面を探り、あるいはすぐには

実行できなくても、そのアイデアを参考にし、どこかで生か

す材料にする努力は従来以上に求められているともいえる。

長年、国際交流事業を担当してきた札幌国際プラザの後藤

道・市民交流部次長は「札幌には大きくなったことによるジ

レンマもある。国際交流は結局は人と人の交流、心の交流が

基本だ。そのマチに合った国際交流がそれぞれにあるわけで、

むしろ、結果が実感できる交流をうらやましく思うこともあ

る」と話している。

１８６９年（明治２年）の開拓使設置以来、札幌本府
の建設が始まった。１９７２年（昭和４７年）にアジア初
の冬季オリンピック札幌大会を開催、同時に政令指
定都市となった。現在１０区制。政治、経済、文化な
ど各分野で道都といわれるのに相応しい中心都市。

雪まつりに続いてよさこいソーラン祭りも世界的な
イベントになってきた。
国際交流の問い合わせ先
財団法人札幌国際プラザ ℡（011）211―3670
札幌市総務局国際部交流課 ℡（011）211―2032

札 幌 市
人口：約１８６万８千人 面積：１，１２１．１!

http : //www.city.sapporo.jp/city/

札幌コンベンションセンターで開かれた第２回国連軍縮札幌会議
＝２００４年７月
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「国際交流の窓」開いた
米グレシャム市との姉妹都市提携
江別開基１００周年を翌年に控えた１９７７年（昭和５２年）、江別

市とグレシャム市（米オレゴン州）は姉妹都市提携に調印し

た。提携に関する盟約書では「相互に産業、経済、文化の交

流を図るとともに、両市の友好を深めることを念願し、…」

とうたわれた。

結果的に１００周年のプレ記念事業の形になったが、もともと

この提携話はグレシャム市側から持ち込まれたものだった。

札幌市の姉妹都市・ポートランドと隣接するグレシャム市

在住の日系２世のヘンリー・加藤氏が７５年、通訳として札幌

市を訪れた際、グレシャム市から姉妹都市候補探しを依頼さ

れていた。江別市をぶらりと見学した同氏は、共に札幌、ポー

トランドのベッドタウンで人口、風景も似ている江別市に白

羽の矢を立てた。

その帰国報告を受けたグレシャム市長が３カ月後には江別

市に姉妹都市提携の“プロポーズ”をするという、すばやさ

だった。

寝耳に水だったのが江別市側。当時、国際交流の経験もな

いし、心の準備もない。さまざまな経緯を経て、機の熟した

２年後にようやく正式調印の運びとなった。

札幌とポートランドの姉妹都市提携が縁結びともいえる

が、江別市にとっては世界に向けて直接窓を開く、予期せぬ

きっかけになったといえる。

市民ぐるみの国際化と新たな課題

江別市側では提携時に市、学校、企業、経済団体、社会団

体など６０を超える団体、企業などから成る「江別・グレシャ

ム都市提携委員会」を発足させ、高校生の派遣など姉妹都市

交流の窓口となった。また、市民の中から自発的に「グレシャ

ム会」も結成され、民間レベルの交流もスタートした。

市同士の相互訪問はいうまでもないがその後、中、高校生

の相互派遣、姉妹校交流など親善の輪は確実に広がっていっ

た。

小学校では中央小など４校、中学校では野幌中１校がそれ

ぞれグレシャム市の学校と姉妹校提携を結び、作文、絵画の

交換、インターネットを活用した情報交換、相互学校訪問な

どの交流を行ってきた。

提携の盟約書で「相互に産業、経済、文化の交流を図る」

ことがうたわれたが、９７年（平成９年）の提携２０周年記念の際

に両市長が相互訪問し経済交流を促進することで合意した。

その具体化の一つが、江別市が２００２年（同１４年）にオープ

ンさせたグレシャム市のアンテナショップ。

江別市の仲介で２０００年に、まず市内にある特定非営利活動

法人（NPO法人）「やきもの２１」とグレシャム市のボイドコー

ヒー社が商品販売契約で合意。さらに江別市が取得し、改修

石狩管内 「海を越えて、時を超えて、
絆はますます強く」をモットーに江別市

小川江別市長を表敬
訪問したグレシャム
市の中学生たち
＝２００４年２月
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したJR野幌駅近くの旧レンガ工場で０２年、「やきもの２１」の

管理運営によって開店にこぎつけた。

アンテナショップ内では、グレシャム市のFM放送局KMHD

の音楽を流し、特産のボイドコーヒー、ジャム、絵はがきな

どの販売のほか、パソコンによるグレシャム市の情報提供な

ども行っている。

姉妹都市のアンテナショップを自治体が率先して設置する

のは、道内では極めて珍しいケースといえる。

具体的な経済効果となると答えはまだまだ先のことだが、

１９９０年（同２年）以来毎年開催され、今や江別市の名物となっ

ている「えべつやきもの市」にはグレシャム市の陶芸家が毎

回コーナーを設けるなど、文化交流の輪は市民生活の中にも

広がってきているといえる。

が、多くの自治体同様、姉妹都市提携が一つの曲がり角を

迎えているのも確かなようだ。グレシャム市では企業の撤退

などで経済的に難しい局面を迎えているほか、江別市でも財

政問題を抱え、国際交流関連の予算付けが年々厳しくなって

きているのも現実だ。

都市提携委員会が市の助成で実施している高校生各２人の

派遣、受け入れ事業（旅費の３分の１を補助）は継続されて

いるが、９５年度からの中学生相互派遣事業は受け入れについ

ては継続するものの、派遣に関しては財政上の理由で２００３年

（同１５年）度から中止に追い込まれた。

市民交流としてグレシャム市への修学旅行でホームステイ

を行ってきた高校が英語科の廃止で行事自体が無くなるなど

の事例も出てきている。

これには単に経済的な問題だけでなく、提携当時国際交流

を支えてきた市民団体の会員の高齢化、交流内容のマンネリ

化、グローバル化による姉妹都市提携の持つ意味合いの変化

―などさまざまな要因が考えられる。

こういった問題をどう克服していくか―同市も「経済交流

の維持、発展はもちろんだが、もう一度教育、文化面での交

流を中心に原点に戻って再構築したい」としている。

もう一つの国際交流
―コロンビア研修生受け入れ
グレシャム市との姉妹都市提携とは別に、江別市の国際交

流活動に新たなエネルギーを与えているのが、国際協力機構

（JICA）との連携による南米コロンビア共和国からの研修

員の受け入れだ。

２００３年から０７年までの５年間、地域開発や産業振興分野に

携わっている国や地方自治体の公務員１０人を毎年１カ月間受

け入れ、行政の研修だけでなく、ホームステイなどで日本の

生活、文化を実体験し、市内の小学校も訪れ交流を図る―と

いった中身の濃い内容だ。

しかも、市内には約４０人の“ラテン”を愛する人々が作る

「Club Latino」があり、市民のバックアップ体制も十分。市

内で最大の国際交流イベントである「みんなおいでよ！江別

世界市民の集い」に研修員たちも参加した。５年間の研修

結果を受けて、新たな国際交流として将来どういう花を咲か

すか、が注目されるところだ。

分厚い市民団体の活動が
新たなエネルギーに
１９９６年（同８年）同市は東野幌に江別国際センターを設置

した。その管理運営を委託されているのが江別市国際交流推

進協議会だ。市からの補助金３２０万円に加え、加盟している

江別市民国際交流協会、江別日中友好の会、大学、高校など

２０数団体の会費、外国語教室の授業料収入などで自主運営に

当たっている。

グレシャム市との姉妹提携時、国際交流に未体験の江別市

だったが、その後の国際交流の広がりから市民団体が次々と

誕生、その結果、各団体の意思疎通、共通する活動の場とし

て同センター設置の強い希望によって実現したもので、当時、

全道的にも珍しいものだった。

これを見ても分かるように、姉妹都市提携による国際交流

がひとつのきっかけとなり、さまざまな民間団体がそれぞれ

に国際交流の根を広げ、さらに“連帯”することで新たな樹

を育てている―のが江別の特徴といえる。

江別市最大の国際交流イベント「みんなおいでよ！２００４江別 世界
市民の集い」のひとコマ＝２００４年１０月

学校訪問して子供たちと交流を楽しむコロンビアの研修員たち
＝２００３年
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具体的には、同推進協議会は市民向け英会話、外国人と市

民が交流する「おしゃべり広場」、「江別の冬を楽しもう（ス

ノーカーニバル）」など多彩な事業、イベントに取り組んで

いる。

中でも毎年１０月に開く「みんなおいでよ！江別 世界市民

の集い」はハロウィン、サルサダンス、韓国・南米料理など

それぞれのお国自慢を通して、市民と外国人の交流を図ろう

という江別では最大の国際交流イベント。約３００人の市内在

住外国人も楽しみにしているという。

同推進協議会の中核となっているのが、１２０人以上の会員

数を誇る市内最大のボランティアの国際交流団体「江別市民

国際交流協会」だ。

９３年（同５年）の発足以来、情報・広報、ホームステイ、

通訳・翻訳、交流、支援の５つの部を持ち、各部がそれぞれ

英語による中学生暗唱コンテスト・弁論大会、バーベ

キュー・パーティーなどの幅広い活動を行っている。

同じく９３年に発足し、多彩な草の根の友好・親善活動を実

施している「江別日中友好の会」は２００３年（同１５年）１０月、

日本語学科での教材不足に悩んでいた中国のハルビン師範大

学に市民の寄付による辞典、文学全集など１万２千冊、CD

千枚を寄贈、これらの活動が認められ"日本善行会より日本
善行賞を受賞した。

また、グレシャムのアンテナショップを管理運営している

NPO法人「やきもの２１」は、国際交流を４つの活動のひと

つに掲げているが、「えべつやきもの市」の運営も含め、そ

のユニークな活動に対して０４年１２月、北海道から０４年度の

「地域文化選奨」特別賞が贈られた。

このほか、文教都市を標ぼうする同市には４大学、２短大

があり、酪農学園が１４校、北海道浅井学園が７校、北海道情

報大学が２校など海外の大学とそれぞれ姉妹校、友好交流を

行っており、留学生の往来も含め国際交流のもうひとつの厚

い基盤になっている。

姉妹都市交流などは確かにひとつの曲がり角に来ているか

もしれない。高齢化などで活動を停滞しているケースもある

が、これら市民団体の新たな活躍は確実に江別の国際交流を

下支えし、窓口を広げているといえる。

同市は通訳、ホームステイなどボランティア登録制度を設

けていないが、「英語なら江別市民国際交流協会、中国語な

ら江別日中友好の会、スペイン語ならClub Latinoがあり、

可能な限り協力して頂け、大変心強い」（同市）と、根を広

げてきた国際化の土壌の厚さに胸を張っている。

全小中学校に広がる「生の英語教育」

同市には国際交流員１人のほかに、英語指導助手（AET）

が２人いる。３人ともたまたま米国のポートランド、グレシャ

ム両市の出身だが、国際交流員は市民への「英語」の講習会、

講演会、姉妹都市との交流のほか、在留外国人の生活相談に

も乗っている。江別の特色は２人の英語指導助手が市内の全

中学校のほかに、２００４年までに１９小学校のうち１３校で英語を

教えている点。低学年は遊びやゲーム、中学年は挨拶や単語、

高学年は物の名前や簡単な会話などを学ぶが、極めて上達が

早いという。

同市では「中学に入った時に、小学校で英語の授業を受け

ている子とそうでない子との格差が大き過ぎて、問題になる

ほど」と指摘する。０５年度には１９小学校全部で実施に移され、

他地域でもそう例のないケースといえる。

江別市勢要覧では「たゆまず続く交流と新たな友好活動。

海を越えて時を超えて、絆はますます強く」が交流のキャッ

チフレーズになっている。単なる夢で終わらないような地道

な努力が着実に続けられている、といっていいようだ。

１９９２年（平成４年）に初めて１０万人の大台に乗った
人口は、その後も札幌市のべッドタウンとして増加
を続けている。石狩川、道立野幌森林公園を抱え、
古くは野幌れんがで知られる「れんがのマチ」でも
あった。戦後間もない１９４９年開学した酪農学園をは

じめ４つの大学、道立図書館、道立教育研究所のあ
る文教都市に変ぼうしている。

国際交流の問い合わせ先
江別市企画政策部秘書課 ℡（011）382―4141

江 別 市
人口：約１２万４千人 面積：１８７．６!

http : //www.city.ebetsu.hokkaido.jp/

小学校でも市内全校で英語指導助手による英語が授業に組み込まれ
ている
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国際交流協会に見る市民主導の活動

千歳国際交流協会は２００４年（平成１６年）１１月にホームペー

ジを立ち上げた。冒頭あいさつで瀧澤順久会長は、「市民レ

ベルでのさまざまな国際交流事業を、これからもみなさまと

ともに、大きく育ててまいりたい」と述べている。

このあいさつが、「もちろん行政主導もあるが、本来は市

民主導のものを行政がサポートする形が望ましい」（千歳市

企画部国際交流課）という千歳市の国際交流の特徴を端的に

物語っている。

地方拠点空港として北海道の世界への玄関口となっている

千歳市では、以前から民間レベルでの国際交流が盛んだった

が、それを束ねるために１９９３年（同５年）、「ふるさと創生基

金」を原資として設立されたのが同協会。事務所こそ市の国

際交流課に置かれているが、千歳姉妹都市交流協会、日中交

流市民会議、千歳ボランティア通訳クラブなど１７の民間団体

が参加し、幅広い活躍を続けている。

同協会が実施している助成事業だけでも①ボランティア活

動②５人以上の語学研修団体③外国人との市民交流④教育活

動⑤外国人による交流活動⑥留学生への研修助成⑦姉妹都市

交流―など、対象は多様で、講師への謝礼、会場費、交流経

費などさまざまな助成を行っている。

しかも活動は同協会設立に先立ち、国際交流をどうすべき

か―について民間によってまとめられた答申内容が柱になっ

ており、他では余り例のないきめ細かさを誇っている。

設立以来、ほぼ毎年実施している海外派遣事業もなかなか

のものだ。普段、行くチャンスの少ない国を中心に１週間程

度訪問して異文化に触れ、市民の国際理解を深めようという

もので、同協会が旅費の７割を助成する仕組み。

過去の主な内容は、アンカレジ小学生姉妹都市派遣団、東

アジア派遣団（マレーシア、シンガポール、中、高、大学生

対象）、タイ・ベトナム研修（大学生、社会人対象）インド

ネシア研修（同）、中国研修（中学生対象）、中国長春市研修

（高校生対象）など―。

２００５年（同１７年）１月の高校生インド研修には６人の募集

に対して４倍の２４人もの希望者があるなど、人気は相当なも

のだ。

もう１つ、同協会が主催する楽しいイベントに外国人との

交流会がある。市内には約３００人の在住外国人がいるが毎年

１回、もちつき、ソバ打ち、チーズ作りなどテーマを設けて

会を開き、日本文化に触れながら市民との交流を図っている。

３つの姉妹、友好親善都市交流

［アンカレジ市（米アラスカ州）］
姉妹都市提携は３６年前の１９６９年（昭和４４年）にさかのぼる。

アンカレジ市が国際親善都市連盟を通して姉妹都市相手を探

しているとの情報がきっかけだが、当時、空路で欧米に行く

にはほとんどがアンカレジ空港経由。同じ空港都市、軍隊・

自衛隊の駐屯地があるなど共通点が多く、ある意味で姉妹都

市になる必然性があったともいえる。

節目、節目に１００人を超す友好使節団の相互訪問はもちろ

んだが、８４年からはスポーツ交流野球使節団、その後は女子

石狩管内 民間が支える
「世界に開かれたマチ」千歳市

千歳国際交流協会の招きで小学校訪問し、子供たちと給食を楽しむ
JICA研修員＝２００３年１０月

アンカレジとの少年野球交流後、記念品を交換し合う子供たち
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ソフトボール、スケートスポーツ少年団などの相互訪問など

交流の裾野は次第に市民参加型へと広がってきた。

野球交流をきっかけに９２年（平成４年）には千歳小とサン

ドレイク小（アンカレジ市）が姉妹校提携をし、サンドレイ

ク小では日本語で授業を受けるクラスすら出来たという。

空港まつりに、ミス・アンカレジが来日、笑顔を振りまく

のも恒例になっているが、名実の伴った姉妹都市交流である

ことは間違いない。

［コングスベルグ市（ノルウェー）］
７７年（昭和５２年）、市内の国際交流団体「千歳国際クラブ」

が歩くスキーを普及させる目的で「歩くスキーの集い」を開

催、８１年から本場ノルウェーでのクロスカントリースキー国

際大会「ホルメンコーレン・マーチ」の名を借りて「ちとせ

ホルメンコーレン・マーチ」と命名した。

以降、毎年駐日ノルウェー大使らが大会に参加、第１０回大

会を記念して８６年（同６１年）、ノルウェー側からの提案でコ

ングスベルグ市との友好親善都市提携が実現した。スキーが

取り持つ国際交流という点では、旭川市の「バーサーロペッ

ト・ジャパン」と類似している。

アンカレジ市との姉妹都市提携のきっかけが官主導型だっ

たのと違い、コングスベルグ市との友好親善都市提携は民間

主導型が特徴といえる。

［長春市（中国東北部吉林省）］
２００４年（平成１６年）１０月、長春市との間で結ばれた友好親

善都市提携は、実に２０年間に及ぶ民間交流の積み重ねによっ

て産み出されたものだ。

旧満州国の首都で人口７００万人を超える同市との関係は、

１９８０年（昭和５５年）代の農業実習生の受け入れなどをきっか

けに９６年（平成８年）、農家の人が中心となって日中交流市

民会議（藤本敬一会長）を発足させたことから始まる。

以来、９７年の市民１４０人が参加した長春市への訪問団を含

め、千歳市側から７回、長春市側から１３回もの訪問団が相互

に行き来し、親交が深まり、高校生のホームステイによる往

来もスタートした。

こういった民間の熱意と実績に動かされ、山口・千歳市長

も２００４年（同１６年）１０月、千歳・長春市民交流事業「友好の

翼」で１００人を超す市民と共に訪中し、友好親善都市提携に

調印した。

将来の観光、企業進出などの経済交流も視野に入れて長春

市の方が熱心だったといわれるが、いずれにしても典型的な

民間主導の都市交流。他都市にも大いに参考になるケースと

いえる。

ちとせホルメンコーレン・マーチのスタート風景＝２００４年２月

民間交流が実を結んだ長春市との友好親善都市調印式。左側が山
口・千歳市長＝２００４年１０月、長春市で
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空港が取り持つさまざまな“縁”

アンカレジとの姉妹都市提携も空港が取り持つ縁だが、こ

の利点を生かし、さまざまな交流が広がっている。KLMオ

ランダ航空の新千歳―アムステルダム線就航に伴って、スキ

ポール空港のあるオランダのアムステルフェン市からエルム

の木がプレゼントされたほか、不定期だが、関係者が相互に

訪問することも始まっている。

学校間交流では「千歳小とサンドレイク小」の姉妹校交流

はアンカレジとの姉妹都市交流の中で芽生えたもの。相互訪

問によるキャンプや体験入学などのほほえましい関係が続い

ているが、PTAや町内会も加わった学校主体の交流だ。

１９９６年（同８年）に結んだ「桜木小とガラパン小（サイパ

ン島）」の姉妹校提携は、日本航空の仲介で、ビデオレター、

絵、民芸品などの交換が行われている。

千歳高は「米ジェイムズ・リバー高」のほかに、「大韓民

国空港高」とも９４年に姉妹校になった。同じ空港所在地の高

校として、２１世紀を担う国際人の育成が目的で、毎年相互訪

問をするなど、活発な交流が展開されている。

臨空工業とコンベンション都市を目指して

「世界に開かれた国際交流都市」を目指す千歳市。その思

考の中核となっているのは、いうまでもなく海外とつながる

地方拠点空港を持つ空港都市としてのメリットだ。加えて、

札幌、旭川と高速道路で結ばれ、国際コンテナ船が就航する

苫小牧とも隣接、文字通り「空・陸・海」の交通ネットワー

クの要所となっている。

これを生かすために、広域的な国際ビジネスゾーン作りを

目的とする北海道エアロポリス構想があり、空港周辺プロ

ジェクトとして「千歳美々ワールド」や「千歳オフィス・ア

ルカディア」などの高度な研究・ビジネス空間の整備が進め

られている。

また千歳科学技術大学を核にした産学官連携による光技術

の国際研究拠点を目指す「ホトニクスバレープロジェクト」

もスタートを切っている。外国企業、研究施設の誘致がどこ

まで実現するか―は今後の課題だが、経済、産業、学術、研

究面での具体的な国際交流を図るものとして注目されよう。

その空港都市のメリットをソフト面で生かそうというの

が、「コンベンション都市・千歳」の考え方だ。交通の利便

性に加え国立公園支笏湖などの自然の豊かさもあり、国際交

流の場として最適―というわけだ。

最近では、９７年（同９年）の国連アジア太平洋経済社会委

員会（ESCAP）会合、９９年の千歳光科学国際フォーラム、

２０００年（同１２年）の光メモリー国際シンポ、０２年の国際電気

通信連合（ITU）の国際会議など隔年毎に大きな国際会議を

招致している。

ITUの国際会議では期間中延べ約１万人が参加、国際交流、

千歳のPRだけでなく、宿泊、食事、観光、ショッピングな

どによる経済効果や地域の活性化といった具体的な成果にも

つながっている。

これに関連して特筆されるのが通訳、ホストファミリーな

どのボランティアの活躍だろう。通訳関係では１０カ国以上、

１００人近くのボランティアが登録。千歳ボランティア通訳ク

ラブなど通して、さまざまな国際会議や空港内での通訳や案

内、さらには札幌市で開かれた障害者インターナショナル世

界会議札幌大会、サッカー・ワールドカップ（W杯）などで

も要請に応じて通訳として活躍している。

「世界に開かれた北の拠点」構想のソフト面を市民レベル

で支える重要な機能を果たしているわけで、国際空港都市な

らではの厚みすら感じる。

新千歳空港、自衛隊などに加え、交通の要所にある
臨空・内陸工業都市として道内でも成長が期待され
ている都市。また、支笏湖や樽前山など自然にも恵
まれており、空港の年間乗降客は約２千万人。観光

都市としても、脚光を浴びている。

国際交流の問い合わせ先
千歳市企画部国際交流課 ℡（0123）24―3131

千 歳 市
人口：９万２千人 面積：５９５!

http : //www.city.chitose.hokkaido.jp/

同じ空港都市からやって来たミス・アンカレジと市内保育園児の交
歓風景＝２００３年１０月
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社団法人北方圏センターが仲介

『わたしたちは、「青年よ大志をいだけ」のこころをうけつ

ぐ北広島市の市民です』。

これは北広島市民憲章の前章の冒頭の一文である。米マサ

チューセッツ農科大学学長から札幌農学校（現北海道大学）

の初代教頭として招かれたウィリアム・S・クラーク博士が

１８７８年（明治１１年）４月、学生との別れの際に贈った「青年

よ大志を抱け」の名言はあまりにも有名だ。

が、その“舞台”が実は札幌市内ではなく、北広島市の旧

島松駅逓所の傍ら、現在のクラーク博士記念碑の場所だった

―ことを知らない道民も決して少なくはないだろう。

この市民憲章の精神は北広島市長期総合計画に掲げられた

３つの都市像の１つ―『だれもが自由に学び、触れ合い、活

動できる「交流文化都市」』に生かされ、その具体化として

人材育成を目指す国際交流が実施に移されている。

１９９０年（平成２年）、当時の広島町（１９９６年から北広島市

に）は国のふるさと創生基金を元に「ひろしま人材育成委員

会」を発足させ、「豊かな国際感覚を持った人材の育成」を

図るため、社団法人北方圏センターの紹介で国際交流の相手

先探しを始めた。

その１つが、いうまでもなくクラーク博士の出身地の米マ

サチューセッツ州アマースト市で、もう１つが同じ北方圏に

位置するカナダ・サスカチュワン州サスカツーン市。

９１年当時の広島町民６人の調査団がまず、熱い期待を胸に

アマースト市を訪ねたが、クラーク博士の直系で生存してい

るのは５代を経た女性ただ１人だったため、その女性の負担

の大きさなども考慮し、やむなく断念した。

一方、サスカツーン市は人口１９万人でサスカチュワン大学、

農産物、ハイテク産業もある緑豊かな都市。同じ北方圏とい

う共通性に加え、同市在住で難民救済のボランティア活動で

活躍している高谷尚子さんが、社団法人北方圏センター発行

の季刊誌「Hoppoken」の海外レポートのレギュラー執筆者

であり、しかも、高谷さんの妹が当時の広島町在住―という

縁もあって、一気に国際交流の動きが具体化した。

サスカツーン市（カナダ）との
肩の凝らない交流
高谷尚子夫妻が橋渡し役となり、翌年の９２年（同４年）に

石狩管内「青年よ大志を抱け」の
交流文化都市に北広島市

サスカツーンの高校の授業で日本のことを紹介する北広島の高校生
＝２００４年５月
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は早くも国際交流がスタートを切った。広島町側は人材育成

委員会が、サスカツーン側は市とは独立した形の教育委員会

が交流事業を担当。あえて自治体同士の姉妹都市提携は結ば

ず、交流内容を「肩の凝らない、長続きする中高校生の教育

交流」と性格付けた。

９１年の調査団派遣に続いて、９２年にまずサスカツーン市か

ら高校生ら１２人が来日し、ホームステイをしながら、初めて

の交流の温もりと楽しさを実感した。以来、米同時多発テロ

事件の２００３年（同１５年）を除く毎年、一年ごとの交互訪問を

続けてきた。０５年現在で北広島市からは７回１０９人を派遣、

サスカツーン市からは８回１２８人が来訪し、堅実で実りある

交流となっている。

１９９４年（同６年）には広島西高校とサスカツーン市のエー

デン・ボーマン高校が姉妹校提携を結んだ。こういったこと

もあって北広島市も人材育成委員会が担当してきた交流事業

を、２０００年（同１２年）から教育委員会に事務局を置く北広島

国際交流協議会に移管し、教育交流の色彩を一段と鮮明にし

た。

派遣される高校生は１人１０万円が自己負担だが、目的が教

育交流と明確なためか、０１年には１２人の募集に対して３倍近

い３０人が応募するなど、なかなかの人気。特に女生徒が積極

的で応募者の８割を超える年もあるほどだ。

バンクーバーやサスカツーンの市内観光などのほか、団員

１人ひとりがホームステイ先に分宿し、ホストの高校生と一

緒に授業を受ける。

ここまでは、他都市の姉妹都市交流と共通しているが、「何

のためにやって来たのか、とはっきり問いかけられる。授業

でも時間を割り当てられ、どうぞ自由に日本文化などを紹介

していただいて結構―といった調子で、何となく仲良くの考

えだけでは交流は難しい」（北広島市教育委員会）という中

身の濃い内容なのだそう。

人材養成、教育交流を標ぼうするだけあって、面接で派遣

団員に選ばれた生徒たちは、半年間で１０回近く、英会話はも

ちろん、習字や折り紙、けん玉、盆踊りなどの日本文化を研

修し直し、サスカツーン市との実のある交流に備えている。

一方、０５年（同１７年）４月に来日したサスカツーンの高校

生１６人と引率の先生２人も、ホームステイしながらさまざま

な日本文化を体験し、日本の中、高校生６０人と一緒に料理づ

くり、ゲームなどの交流も楽しんだ。

なかでも、同協議会主催の「歓迎パーティ」には約２２０人

の市民が参加し、最後に参加者全員が日本語で「花」、英語

で「カントリーロード」の歌を大合唱し、交流は大きく盛り

上がった。

直後の５月１日の市のホームページで本禄哲英・北広島市

長（当時）は「素晴らしい交流」とした上で、『振り返って

「国際交流」について考えてみますと、異なる文化を持つ人

と触れあうことで、文化の違いを体験して異文化への理解を

育てながら、自分たちの文化に対しても理解を深めていくこ

とが、本当の意味での「国際交流」につながるのではないか

と考えます。国際交流も、かつての行政主体のものから、市

民１人ひとりが主役になる時代に移行しており、このように

市民の皆さんが自ら行うボランティアなどの活動に対して

バックアップしていくことが、これからの行政に求められる

幼稚園児と交流するサスカツーンの高校生
＝２００５年４月、北広島市で

歓迎パーティで「花」「カ
ントリーロード」を合唱
する両国の高校生たち
＝２００５年４月
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課題ではないかと感じたところです』との感想を述べている。

民間レベルの国際交流へ

市は０４年度の国際交流推進事業に関する評価調書で「北広

島国際交流協議会の事務局は教育委員会になっているが、今

後は事業の見直しをし、協議会が主体的に活動しやすい環境

を整えていく必要があると考える」と改善方を指摘された。

１９９６年（同８年）に町から市へ昇格し、急速に発展してき

た同市だけに確かにまだ行政主導の色彩が残っているという

わけだ。

ただ、同協議会がサスカツーンとの相互交流に市民参加の

イベントを組んだり、２００４年にはホームステイ家族や外国人

向けに英語版市内マップ２千部を発行、さらに、参加者の感

想文も含めた交流事業の報告書を希望者に無料配布したり、

夏休みに市民国際交流セミナーを開催するなど、国際交流事

業を市民の間に広げる努力も目立ってきた。

また、７人の市民が企画委員会を作り、１９９０年から始めた

「きたひろしまエルフィン大学」も市民の国際理解に一役買っ

ている。

妖精を意味するエルフィンは市のシンボル・イメージだ

が、スポーツや文化関係の著名人による講演や音楽鑑賞など

を市芸術文化センターで毎年開催しており、最近では出前講

座方式で積極的に市民の中に入り込む試みも始めている。

２００３年の出前講座には室蘭工大のネパール人の留学生を招

いて、ネパールカレーの料理を学んだり、ネパールの生活や

教育などについて話を聞いた。０４年のエルフィン大学では同

市の英語指導助手のマーク・マイヤーさんが講師になるな

ど、毎年外国人が講演し、市民レベルの貴重な国際交流となっ

ている。

もう１つ注目されるのが、「ティーボール北の甲子園」（実

行委員会主催）の０５年（同１７年）からの「国際交流大会」化。

「ティーボール北の甲子園」は北広島市の社会人野球チーム

「ウイン北広島」の監督や選手が１９９５年（同７年）に知的障

害者のスポーツ振興と健常者との友愛の輪を広げる目的でス

タートさせた。

オーストラリアで生まれた野球に似た球技で、ティー（棒）

の上に乗せたボールを打ち、得点を競い合う。

当初は同市内の体育館で小規模に行っていたが、実行委と

ともに地元の中高生４００人がボランティアとして支え、２００２

年（同１４年）には道内外から過去最高の６０チームが出場し、

札幌ドームで知的障害者の、全国でも例のない「北の甲子園

の夢」を実現させた。

０５年１１月には外国人のチームにも参加を呼びかけ「手をつ

なごう、心をつなごう」をスローガンに大会名称も「国際交

流大会」を加えることになった。

実行委関係者は「今後、国際交流の輪を広げていきたい」

としており、市民レベルによる知的障害者と健常者を結ぶ試

みは、国際交流の新たな芽としても注目に値する。

このほか、同市内では東部小学校がオーストリアのサルバ

トーレ小学校、札幌日大高校がオーストラリアのナサリア高

校と姉妹校などの交流を持っているほか、道都大学が２９の海

外の大学と姉妹校提携をしており、国際交流の土台は厚い。

国際交流協議会の事務局を持つ同市教育委員会は「これか

らは、関係団体、機関と連携を取りながら、さらに国際交流

の幅広い展開を図りたい」と語っている。

１８７１年（明治４年）兵庫県人の中山久蔵氏が西部の
島松に入植して水稲栽培に成功した。その後、８３年
（同１６年）広島県人が入植し開拓に当たった。以来、
純農村として発展してきたが、１９６４年（昭和３９年）
に「道央新産業都市建設区域」に指定され、６８年に
町に移行した。その後、宅地造成が進むのに伴って

人口が急増、７５年の国勢調査では人口２万２千人余
で人口増加率は全国２位、全道１位を記録した。９２
年（平成４年）には人口は５万人を突破し、９６年（同
８年）に道内３３番目の市となった。
国際交流の問い合わせ先
北広島市教育委員会 ℡（011）372―3311

北 広 島 市
人口：約６万１千人 面積：１１８．５!

http : //www.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/

きたひろしまエルフィン大学特別ゼミナールで講演する北広島市の
英語指導助手のマーク・マイヤーさん＝２００４年
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NPO法人誕生で官民協働の交流事業

石狩市は「世界とつながるグローバルシティー」を国際交

流の柱に据えている。同市の市勢要覧でも「経済を中心とし

た国際交流はもとより地域発展に貢献すべく文化・福祉など

さまざまな分野での国際交流を市民の協力と理解を土台にし

て積極的に推進しています」と書かれている。

この中で強調されている「市民の協力と理解」の具体的な

表れが、特定非営利活動法人（NPO法人）石狩国際交流協会

の存在といえる。

１９９６年（平成８年）に市制を施行した石狩市は、前身の石

狩町時代も含め３つの海外都市と姉妹都市提携を結んでい

る。いずれも、国際交流を民間で推進する団体として、「石

狩・キャンベルリバー友好協会」、「石狩・ワニノ友好協会」、

「石狩・彭州友好協会」がそれぞれの姉妹都市提携時に設立

され、活動を続けていた。

これとは別に、全般的な国際交流を促進するため、任意団

体の石狩国際交流協会も２０００年（同１２年）に発足した。

これを機に「組織を一本化することで体制強化を図り、事

業拡大を目指す」ことで４つの協会の意見が一致、翌年の０１

年に３協会はそれぞれ臨時総会を開いて発展的に解散し、石

狩国際交流協会と統合した。

さらに翌０２年（同１４年）２月に特定非営利活動法人（NPO

法人）の認可を受けた。これによって、「世界につながる新

グローバルシティー」づくりを推進する民間の“中核団体”

がスタートを切った。

同協会の年会費は法人が２万円、個人が２千円だが、０５年

（同１７年）６月現在で、各種団体、企業など８６の法人、３３０

人もの個人が会員になっている。

大ざっぱにいって同協会の年約１千３００万円の予算は、市

からの補助金約８００万円、残り約５００万円が会費収入や翻訳、

イベントなどの事業収入。事務所は市庁舎から道路ひとつ隔

てた北ガスプラザ内にあり、同協会の専従職員は３人。

これをみてもわかるように１年後の０３年１月、同じく国際

交流団体としてNPO法人の認可を受けた「しらおい創造空

間・蔵」（胆振管内白老町）と同様、「行政と民間が一体とな

り、民間主導の活動で国際交流事業を市民の中により根付か

せ、同時に市の財政負担も軽減できる。国際交流は行政主導

ではどうしても限界がある」（石狩市）という発想で、同協

会も「独自の活動ができるよう市民の理解を得て、ぜひ会員

増を図っていきたい」（橋本泰専務）としている。

海外との３つの姉妹都市提携

日本海に面した石狩は江戸、明治時代を通じて、サケの漁

場、交通の要所として早くから着目されていた。港が持つ特

石狩管内 NPO法人が取り組む
新グローバルシティー石狩市

NPO法人石狩国際交流協会が主催してジャンボ太巻き作りにも挑戦したワールドフェスティバル
＝２００４年１１月
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性から、旧ソ連（ロシア）、中国など対岸の大陸を意識した

国際性に加え、最近は石狩湾新港によって国際化時代の物流

拠点として新たな注目を浴びてきた。

加えて大規模な住宅団地造成の結果、札幌市のベッドタウ

ン化による知識の蓄積が進んだこともあり、「世界につなが

るグローバルシティー石狩」は単にキャッチフレーズだけに

止まらなくなった。

その具体的な例が、それぞれの特色を持つ３つの海外都市

との姉妹都市提携といえる。

［キャンベルリバー市（カナダ）］―カムバックサーモンが縁
キャンベルリバー市はカナダ・ブリティッシュ・コロンビ

ア州バンクーバー島の中心部に位置し、サーモンフィッシン

グのメッカとして世界的に有名。

１９８１年（昭和５６年）同市の関係者がカムバックサーモン運

動の一環として札幌市内の豊平川へのサケ放流のために来

道。サケに縁が深い当時の石狩町に「友好を深めたい」との

キャンベルリバー市長のメッセージが届けられた。

石狩町でも同年、さっそく石狩・キャンベルリバー都市交

流委員会（後に同友好協会と改称）が発足して民間主体の交

流基盤が出来、２年後の８３年（同５８年）には両都市の交流委

員会が友好提携、両都市が姉妹都市提携―とそれぞれスピー

ド調印した。

その後、建設関係者の訪問、文化交流使節団の派遣、職員

の研修派遣などさまざまな交流が行われたが、中でも提携１０

周年の９３年（平成５年）には記念式典出席のため１０８人がキャ

ンベルリバー市を訪問して、同市のセコイア公園に石狩ゲー

ト（鳥居）を寄贈、同市からは返礼として石狩町（当時）庁

舎裏庭にトーテムポールが贈られ、交流が一段と深まった。

当初、期待された経済交流は８８年（昭和６３年）石狩湾新港

にキャンベルリバー市から製材を積んだ「トライデントバル

チック号」（１万６千トン）が入港し、機運は高まったもの

の、採算性などの点からまだ本格的な経済交流には結び付い

ていない。

姉妹都市交流の中心になっているのが、８３年の提携時から

始まった高校生の交換留学生事業と８７年からのヤングアンバ

サダー（小、中学生訪問団）事業。

１９９３年、姉妹都市提携１０周年を記念して石狩町（当時）からキャンベルリバー市に寄贈した石狩ゲート
（鳥居）

キャンベルリバー
市から調印１０周年
記念として贈られ
てきたトーテムポ
ール前で記念撮影
する同市のヤング
アンバサダーたち
＝２００５年３月
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高校生の交換留学事業は石狩にある２つ高校から各１人、

キャンベルリバーからも２人が毎年約１年間ホームステイを

しながら語学、文化などを学ぶという中身の濃いもの。

また、ヤングアンバサダーは小、中学校３０人程度が隔年ご

とに相互訪問するというもので、トータルするとすでに双方

でそれぞれ約２５０人、計約５００人が参加した。

ともに、相互理解に大きく役立っており、石狩市も同協会

も市勢要覧や案内パンフレットで「今や姉妹都市交流のお手

本とまでいわれるほどになった」と胸を張るほどの実のある

交流となっている。

［ワニノ市（ロシア）］―北方圏の港町を結ぶ交流
ロシア・ハバロフスク地方のワニノ港からの木材船の入港

を機に、同港と北方圏交流の拠点を標ぼうする石狩湾新港と

の間で経済交流を望む声が高まってきた。

その背景の中で８９年（平成元年）、石狩町側からワニノ市

長にその旨のメッセージを送ったのが、姉妹都市関係を築く

そもそものきっかけだ。

旧ソ連邦の崩壊、独立国家共同体、ロシア連邦へとめまぐ

るしい政治情勢の変化にもかかわらず経済交流団の相互訪

問、ワニノ市への衣料、学用品など総重量３．５トンの寄贈、

同市からのエゾ松５０本の返礼、友好のヨットの来港などのさ

まざまな交流が続けられ、９３年（同５年）に同市で姉妹都市

提携の正式調印の運びとなった。

提携１周年には石狩町からロシア船をチャーターして町長

ら１１５人の町民が同市を訪問し、双方の伝統芸能文化の交歓

などで親交を深め、翌年には同市から１１９人の市民訪問団が

来町、学校訪問やホームステイなどを通じて姉妹都市関係を

共に実感した。

その後、市職員の相互研修をはじめ、中学生の相互訪問に

よるサッカーやバレーボールの交流試合も行われた。

また、９８年にもワニノ市長からの支援要請に基づいて医療、

生活物資などコンテナ２個分をプレゼント、これに対して同

市長から配布した際の写真と共に「２千人以上の年金生活者

や障害者、低所得家庭の子供、幼稚園、病院などが受け取っ

た」との礼状が届けられるなど、心温まる交流が展開されて

いる。

７２年（昭和４７年）、国の基本計画で決定された石狩湾新港

は国際化時代を拓く２１世紀の物流拠点として、大きく成長し

てきた。

９７年（平成９年）には世界でも有数のハブポートである韓

国・釜山港との間で週１便の定期コンテナ航路が開設、２年

後には週２便となり、しかも、釜山経由で対ロシア貿易（ワ

ニノ、コルサコフ）との輸送ルートも確立された。

ワニノ市は第２シベリア鉄道（バム鉄道）の終着駅。コム

ソモリスクナアムーレを経由して、シベリア鉄道によってモ

スクワ、欧州ともつながっている。木材や金属製品の輸出港

でもあるワニノ港はウラジオストク、ナホトカに次ぐロシア

極東地域の第３の港で、将来は国際貿易港としての発展の可

能性も秘めている。

サハリン石油・天然ガス開発プロジェクト石狩後方支援基

地構想も含め、当初の狙い通り石狩湾新港とワニノ港を窓口

にした経済交流はこれからが本番。心のこもった姉妹都市関

係がその基盤になることだけは間違いないだろう。

［彭州（ほうしゅう）市（中国）］―きっかけは農業研修
石狩市の姉妹都市提携としては１番新しいが、彭州市との

友好関係は結構古く８４年（昭和５９年）にさかのぼる。

民間の手で建てられた珍しい石狩彭州友好会館の落成式
＝２００４年１０月、彭州市で
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同年、彭州市が属する中国四川省農牧局から農業研修生の

受け入れ要請を受けた北海道中国研究会の代表が、当時の石

狩町に依頼、同町では「石狩町中国研修生受入対策協議会」

を設立し、全額補助で受け入れを開始した。以来、毎年のよ

うに彭州市から２人ないし４人、１０年間で合計２９人の農業研

修生を受け入れてきた。

これに加えて市民や行政、議会関係者の交流も進み、２０００

年（平成１２年）１０月、市長ら７８人の石狩市訪問団が彭州市を

訪れ姉妹都市提携に調印、合わせて!石狩開発と彭州中日企
業ハイテク協力団地管理委員会との友好協力も正式調印され

た。

農業研修だけでなく、医療研修生の受け入れも行なわれた

ほか、同管理委員会が「いしかり未来フェスタ２０００」への出

展と経済関係者との友好関係維持のために来日、両市の小、

中学校が絵画、書の交換をするなど、石狩第３の姉妹都市交

流も他の２つとは異なる特色を持ちながら、順調に推移して

いる。

姉妹都市が生んだ二つの市民交流

石狩市の３つの姉妹都市提携は行政だけでなく、一貫して

民間が推進役を担って来ているのが大きな特徴だ。その中か

ら、同市ならではの話題を持つ民間交流・活動もまた、生ま

れてきている。その２つを紹介してみると―。

「石狩彭州友好会館」
彭州市は中国３大牡丹（ぼたん）の産地で同市の花は「牡

丹」。それにちなんで同市との友好活動を推進している石狩

市民の牡丹会（稲見研三会長＝NPO法人石狩国際交流協会

会長、７５人）が、彭州市に民間交流施設「石狩彭州友好会館」

を建設し、０４年（同１６年）１０月落成式を行った。

同会が前年７月に出資会員を募集して独力で実現させたも

ので、総工費は土地使用権も含め約８００万円。鉄筋コンクリー

ト２階建て約２１０平方メートルの同会館には、研修室や食堂

などのほかに和室もあり、石狩市民なら１泊千円程度の格安

な値段で宿泊できるという。

同会館建設は民間交流の具体的な拠点を作ることが目的

だったこともあり、彭州市にある「彭州石狩友好都市促進会」

に管理を委託し、日本語教室、日本、石狩の歴史、文化などを

紹介する展示会場などとしても利用されている。

姉妹都市関係強化、友好交流促進のために、民間が自分た

ちの力で相手国にこのような施設を作るのは極めて珍しく、

その活用内容や成果が他の自治体の国際交流にも大いに参考

になりそうだ。

「元日本兵の墓地調査と出版」
１９９３年（同５年）に設立される「石狩・ワニノ友好協会」

の副会長になる越沢幸三さんは、その前年の９２年秋、ワニノ

市長の招待で同市を訪問した際、同市に日本人抑留者の墓地

があることを初めて知った。

旧陸軍兵として戦死した仲間を埋葬した経験もある越沢さ

んは、単独で５度にわたる現地調査に取り組んだ。その結果、

ワニノ市日本文化協会のナターリヤ会長の協力もあって、同

市内に日本人墓地が１０カ所、７４３人が埋葬されていたことを

突き止めた。

調査の概要は９６年６月に姉妹都市提携３周年記念としてワ

ニノ市に建設された「鎮魂・平和友好の碑」の除幕式に間に

合い、その後、さらに調査を進め、その結果を製本化した。

冊子はA４判で２０ページ。調査の内容、経緯に加え、墓地

ごとの埋葬者数、墓地の位置などを地図付き、写真付きで紹

介し、貴重な資料となっている。

日本語のほかに、姉妹都市提携の時に中学生の一員として

石狩に派遣され、その後札幌での留学経験があるワニノ市の

若者がロシア語への翻訳を引き受け、ロシア語版は０４年（同

１６年）７月に完成、翌月石狩市の訪問団がワニノ市長に手渡

した。

戦争体験に基づいた越沢さんならではの貴重な歴史の掘り

起こしだが、越沢さん個人だけでなく姉妹都市提携が支えた

“国際協力事業”ともいえる。

石狩国際交流協会による多彩な事業

２０００年（同１２年）に設立された石狩国際交流協会が翌年、

「石狩・ワニノ友好協会」、「石狩・彭州友好協会」、「石狩・

キャンベルリバー友好協会」を統合して再スタートを切った

ことでもわかるように、同協会はもともと石狩市が結んでい

る３つの姉妹都市との友好親善交流を図ることを目的として

いた。

それが、０２年に特定非営利活動法人（NPO法人）の認可

を受けたことで、より独立した民間の国際交流団体として姉

妹都市交流に止まらず、各種の国際交流・国際理解事業に積

ワニノ市に建立されている「鎮魂・平和友好の碑」に献花する石狩
の訪問団＝２００４年８月
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極的に取り組み始めている。

その活動ぶりは社団法人滝川国際交流協会と肩を並べつつ

あるほどの多彩なものとなってきている。

事業内容を項目別に見てみると、①高校生の交換留学、少

年少女親善訪問団の派遣、受け入れなど姉妹都市交流に関す

るもの②国際交流パーティー、講演会・セミナー開催による

国際交流・理解事業③英語、中国語、韓国語など１クラス１０

人程度の外国語教室や世界の料理作りを楽しむ料理教室④外

国人の相談、各種案内。ロシア語・英語によるガイドマップ

作成などによる外国人へのさまざまな情報の提供⑤通訳、翻

訳の受託⑥協会広報誌「はーとふる」の年２回発行、ロシア

語会話集（１５９ページ）の発刊―など多岐にわたっている。

市民との交流では、道内の英語指導助手（AET）の協力を

得て、同協会が主催する中学生対象の「夏休みキャンプ―

English Day」が好評だ。２日間石狩自然の家でキャンプを

張り、遊びながら生きた英語を学ぼうというもの。

また、ワールドフェスティバルはそば打ち体験、ビー玉遊

びなどで市民と外国人が国際交流を図るイベント。いずれも

今後、恒例行事として定着させたい考えだ。

０３年（同１５年）はカナダ・キャンベルリバー市とは姉妹都

市提携２０周年、ロシア・ワニノ市とは同１０周年の節目の年で、

さまざまな事業が企画されていたが、重症急性呼吸器症候群

（SARS）の影響で次々と中止された。

代わって「せめても…」と同協会が中心になって開催した

のが両市の小、中学生の３８０点の絵画を展示した「ぎゃらりー

２００３ 姉妹都市小中学生絵画展」。

さらに、中国・彭州市にはSARSの診察用に電子体温計５００

本（約３０万円相当）を贈るなどNPO法人らしいアイデアを

凝らした活動が軌道に乗り始めている。

石狩市は市民憲章の前章で「わたくしたちの石狩市は、北

方圏交流の海の拠点として限りない発展が広く期待されるま

ちです」とうたっている。石狩湾新港を軸としたハード面と

ともに、このNPO法人によるソフト面が、石狩市の今後の

国際交流をどう発展させていくか、注目したいところだ。

慶長年間（１５９６～１６１５）に松前藩から交易のための
石狩場所に指定されたのが発端。急成長したのは
１９６５年（昭和４０年）以降で、石狩湾新港とその後背
地の開発に加え、札幌市のベッドタウンとして花川
地区に住宅団地が造成されたこともあって、７５年か
ら５年間で人口が２倍以上も急増した。９２年（平成

４年）に人口は５万人を突破し、９６年（同８年）に
「石狩町」から「石狩市」に昇格した。さらに、２００５
年（同１７年）１０月１日、旧厚田村、浜益村と合併した。
国際交流の問い合わせ先
石狩市企画財政部秘書課 ℡（0133）72―3111
NPO法人石狩国際交流協会 ℡（0133）64―5931

石 狩 市
人口：約６万１千人 面積：７２２!

http : //www.city.ishikari.hokkaido.jp/

楽しく遊びながらの英語漬けの２日間。夏休みキャンプは生きた英語を学ぶ絶好のチャンスだ。
＝２００４年８月
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急速に具体化した友好親善の動き

１８９１年（明治４年）、仙台藩一門・岩出山の伊達邦直主従

によって初めて開拓のクワが入れられた当別町。その苦難の

歴史は同町出身の本庄睦男氏の小説「石狩川」で一躍全国に

知られ、当別町は胆振管内伊達町と共に“伊達の町”のイメー

ジが定着した。

が、その「伊達の町」が、「スウェーデンの町」という“も

う１つの顔”を持ち合わせるようになったのが、「ストックホ

ルム郊外の風景にそっくり」という都倉栄二・元駐スウェー

デン大使の一言だったというから、面白い。

１９７８年（昭和５３年）、同町獅子内のゴルフ場を訪れた都倉

氏が最初に抱いた印象だが、実は都倉氏は日本に帰任の折、

スウェーデン国王から「スウェーデンと日本の交流の足掛か

りがほしい」との依頼を受けていたこともあり、「気候、風

土の良く似たこの場所に交流拠点を建設してはどうか」の提

案に結びついた。

翌７９年２月に!北洋交易がスウェーデン風耐寒省エネ住宅
による「スウェーデン村計画」を同町に提案、同町は同年１１月

道、社団法人北方圏センターなどが参加した「スウェーデン・

北海道産業文化提携会議」にスウェーデン村の誘致を正式表

明した。

両国の友好親善を図るため翌８０年に発起人会をスタートさ

せた財団法人スウェーデン交流センターは、８３年に全道的な

組織として本格発足、８４年（同５９年）には!北洋交易、!ス
ウェーデンハウスらが同町太美地区で大規模なスウェーデン

ヒルズの共同開発に着手した。

８６年には中心施設のスウェーデン交流センターも完成し、

伊達の町でスウェーデンの町が共存する、という画期的な試

みが一気に具体化した。

新たなまちづくりへの発想の転換

スウェーデンヒルズは開発主体が民間とはいえ、スウェー

デンとの友好親善関係樹立を目指す全道的な取り組みと、当

別町の将来を見据えた総合的なまちづくりの発想が一致した

ユニークな国際交流の姿といえる。

本庄氏が１９０５年（明治３８年）に生まれた同町太美地区が１００

年後の現在、異国情緒たっぷりのスウェーデンヒルズに変ぼ

うしているのも歴史の皮肉かもしれない。

石狩管内“伊達の町”で共存する
「スウェーデン」当別町

国際交流とまちづくりが一体となった形の当別町のスウェーデンヒルズ
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スウェーデンヒルズはマスタープランの計画面積が約３００

ヘクタール。うちゴルフ場などを省くスウェーデンヒルズそ

のものも１５０ヘクタール、６７９区画にのぼる大規模宅地開発だ。

２００５年（平成１７年）３月現在で２０９世帯、５７０人がすでに居住

しているが、スウェーデン風の住宅と町並みは日本とは思え

ないほどのたたずまいだ。

１９９１年（同３年）、９２年に２年連続して「北海道まちづく

り１００選」で「２１世紀に向けた街づくり」の代表例として選

ばれ、９３年には「北海道街づくり功労者知事表彰」を受けた。

スウェーデンヒルズだけではない。その玄関口ともいえる

JR石狩太美駅は９０年、石狩太美郵便局も翌９１年、共にス

ウェーデン風の駅舎、局舎を完成、同年「町道スウェーデン

大通線」が建設省推薦の「マイロード事業」に認定された。

このほか、９４年にJR石狩太美駅前広場がスウェーデンプ

ラザに衣替えしたのをはじめ、町内会館やコンビニなども競

うようにスウェーデン風の建物を建設しており、伊達の町の

中に「スウェーデンの街」が新たな彩りを添えている。

伊達記念館、伊達邸別館など歴史をしのばせる町並みの残

る当別地区と見事なまでの対比、共存を示しており、国際交

流とまちづくりが結びついた好例といえる。

レクサンド市との篤い姉妹都市交流

スウェーデン風のまちづくりに平行して本来の友好親善を

進める動きも急速に具体化した。

８０年代にスウェーデンと姉妹都市提携を結んでいたのは、

愛知県岡崎市とウッデバラ市だけ（現在では宗谷管内枝幸町

がソレフテオ市と姉妹都市提携にあり、当別町と合わせ道内

では２町で全国でも４自治体）。スウェーデンヒルズの開発

の着手、財団法人スウェーデン交流センター設立などハード、

ソフト両面の動きに呼応するように、８３年（昭和５８年）、ス

ウェーデンの駐日大使が来町して町長、町議会議長らを同国

に招待した。

その後、姉妹都市提携の流れが加速し、当初の候補だった

コッパルベリィ県の首都ファールン市に代わって、森と湖に

囲まれたダーラナ県のレクサンド市が浮上、８７年（同６２年）１０

月、町長ら１５人が同市を訪れ、姉妹都市提携に正式調印した。

提携後３年目の９０年（平成２年）には国際親善試合のため

に当別町にホームステイしていた同市少年アイスホッケー

チーム２５人と機を一にしてカール１６世グスタフ国王が来町

し、姉妹都市提携へのスウェーデン側の熱意を裏付ける形と

なった。

以来、両都市の相互訪問は９５年の女性だけの訪問団も含め

毎年のように続けられ、９７年からは中学生や高校生の相互訪

問も始まった。

また、２００２年（同１４年）に姉妹提携１５周年を記念してレク

サンド市が同市内に日本庭園を造成、当別町からは石灯ろう

を寄贈し、０４年８月の開園式には町議会議長が出席するなど、

中身の濃い交流となっている。

これらの交流は町だけでなく、まちぐるみのものになって

いるのが大きな特徴だ。

姉妹都市提携の２カ月前に発足した当別・レクサンド都市

交流協会は民間の任意団体で「両都市間の教育、文化、スポー

ツ、産業、経済などの交流を図る諸事業を推進する」のが目

的。町内４３の団体、法人と１４６人の個人が会員で文字通り町

を挙げた国際交流団体といえる。

団体１口５千円、個人同２千円の会費や寄付で運営されて

おり、訪問団の派遣、受け入れ、夏至祭など各種イベントの

主催、支援など国際交流の中核となって活動してきた。

それと、全道的な広がりを持つ財団法人スウェーデン交流

センター。スウェーデンヒルズ内にある同交流センターの施

設で各種のイベントを開催しているほか、町、同都市交流協

会と一体となって友好親善事業に取り組んでおり、この三者

の連携が分厚い交流の実を結んでいる、といえる。

もうひとつ交流を支えているのが、ユニークな「国際交流

連絡員制度」。姉妹都市提携時から世話になっていたレクサ

ンド市在住の日本人女性に、１９９２年（同４年）に委嘱した。

①定期的な情報交換②訪問団の受け入れ事務、通訳③当別

町のPR―などを依頼しており、交流がスムーズに運び、広

がりが図れるなど、交流には不可欠な要素になっているとい

う。

夏至祭
―「スウェーデンに一番近いまち・とうべつ」
木の葉や花のリングで飾られた約１０メートルの柱「マイス

トング（夏至柱）」をスウェーデンの民族衣装をまとった町

の男性らが左右から材木で支えながら、「エイ」「オー」の掛

け声で立ち上げる。周りでは数百人の参加者がフォークダン

スを楽しむ。毎年６月下旬に当別町のスウェーデン交流セン

姉妹都市提携３年後にレクサンド市の少年アイスホッケーチームと
共に当別町を訪れたスウェーデン王国カール１６世グスタフ国王
＝１９９０年３月
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ター周辺で行われる夏至祭のクライマックスシーンだ。

スウェーデンの伝統行事「ミドソンマル」を模倣した夏至

祭はスウェーデンヒルズの開発が始まった８４年（昭和５９年）

が第１回目。以来、町、同交流センター、同都市交流協会の

三者共催で毎年開かれ、町内外から２千～５千の人々が見学

に訪れるスウェーデンとの友好親善を象徴する一大イベント

として定着している。

２００５年（平成１７年）６月の第２２回夏至祭には１１年ぶりに同

町を訪れたスウェーデン在住のケイコ・マクナマラさんと、

バイオリニストのホーカン・ボリエソンさんがスウェーデン

民謡などを披露、マイストングの立ち上げには札幌に留学し

ている６人のスウェーデン大学生が飛び入り参加するなど、

当別の人々はレクサンドとの友好都市交流を改めて肌で実感

していた。

また、財団法人スウェーデン交流センターが同交流セン

ター施設で行っているイベントもなかなかのものだ。施設に

はスウェーデンのガラス工芸を学べる工房や民芸品を展示、

音楽会も開けるセンターホールなどもあり、さながら同国の

「民間の大使館」といったところ。

ここでは、スウェーデン人によるスウェーデン語の会話講

座、スウェーデンウール織物講習・展示会、料理教室、ス

ウェーデンセミナーなどが開かれ、１２月にはクリスマスフェ

アとしてスウェーデンの冬の伝統行事「ルシア祭」も催され

る。

さらに、同交流センターは、賛助会員向けに連絡誌「ビヨ

ルク（白樺）」を年４回発行しており、「スウェーデン」は、

さまざまな形で当別町のマチと日常生活に根付いている。

スウェーデンハウスそのものは、スウェーデンからの製材

を持ち込み建設されているが、固定資産税などの税収増、住

宅関連工事や給排水工事の受注増、観光客の入り込み増など

当別町そのものへの経済効果も表れている。

なによりも、過疎化、人口減に悩んでいる道内各都市の中

で、当別町はゆるやかな人口増カーブをすら描いてきた。

「北欧、スウェーデンに最も近いまち・とうべつ」を目指

した当別・レクサンド都市交流協会の理念は、まちづくりと

マッチしながら確実にその成果を挙げているといえる。

１８９１年（明治４年）に仙台藩岩出山領主の伊達邦直
が家臣と共に移住、開拓に当たった。農業を基幹産
業にしているが、１９７６年（昭和５１年）には北海道医
療大が開学、スウェーデン・レクサンド市との姉妹
都市提携、札幌大橋開通などで、札幌近郊の国際都

市、田園都市として新たな発展をみせている。

国際交流の問い合わせ先
当別町企画課企画振興係 ℡（0133）23―2330
"スウェーデン交流センター ℡（0133）26―2360

当 別 町
人口：約２万人 面積：４２２．７!

http : //www.town.tobetsu.hokkaido.jp/

スウェーデンとの友好親善の象徴になっている当別町の夏至祭。奥
に見える建物がスウェーデン交流センター

いながらにして冬のスウェーデンを実感できる「ルシア祭」
＝２００１年１２月、同交流センターで
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JR小樽駅を出るとすぐ左側の壁にナホトカ－小樽の姉妹

都市を記念したレリーフが描かれている。１９７６年（昭和５１年）

に小樽駅周辺を再開発する際、「友好の壁」として制作され

たものだ。このほかにも市内には、手宮緑化植物園内に「ナ

ホトカ・ダニーデン・小樽市姉妹都市友好の園」、小樽市役

所前庭にダニーデン市との姉妹都市２０周年記念植樹があり、

同市と市民がいかに両市との姉妹都市交流に篤い気持ちを込

めているか、を浮き彫りにしている。

２つの姉妹都市のきっかけ

［ロシア・ナホトカ市］
戦前、樺太や沿海地方をはじめ国内外に多くの航路を開設

し、国際貿易港として発展を遂げた小樽市にとって、旧ソ連

との経済・文化の交流促進は永年の念願だった。ナホトカ市

は人口約１９万人で、小樽市とは日本海を隔てて６９６kmの距離

で向き合う貿易港。１９６６年（昭和４１年）９月、当時の小樽市

長がソ連（当時）を訪問した際、ナホトカ市を訪れ「共同声

明書」に調印し姉妹都市提携をスタートさせた。

小樽市は、旧ソ連のロシア連邦極東地域（沿海地方、ハバ

ロフスク地方、サハリン州）と姉妹都市提携を結んだ最初の

マチとなった。２００５年（平成１７年）現在、北海道内の市町村

とロシア連邦極東地域との姉妹都市提携は１８組にものぼって

おり、その先駆けとなった同市の先見性が分かろうというも

のだ。

［ニュージーランド・ダニーデン市］
小樽市は１９６６年（昭和４１年）５月にラム、マトンの羊肉輸

入港の指定を受けて以来、ニュージーランドと深い関わりが

あった。こういったこともあって、人口、街並みなどが似て

いるニュージーランドの都市と姉妹都市提携を結び、相互の

友好親善を深めようとの機運が盛り上がってきた。

そんな折り、在日ニュージーランド大使館からダニーデン

市の紹介を受け、８０年（同５５年）７月、スケッグス市長来樽

時に姉妹都市提携の調印となった。

ダニーデン市は小樽のはるか南方約１万km、ニュージー

ランド南島の南東岸オタゴ湾の最深部に位置し、人口は約１１

万人。ダニーデン市は、オクタゴンと呼ばれる八角形の広場

を中心に整然とした街並みが特徴で、しかも、同市にあるオ

タゴ大学はニュージーランドでも最も古い伝統を誇る大学。

起伏の多い地形、港や歴史などが小樽によく似ている。

ヨット、絵画―広がる民間交流

両市との提携のきっかけは異なっても、これまでナホトカ

市とは３９年間、ダニーデン市とは２５年間の交流があり、市民

の間に着実に姉妹都市ファンを増やしている。

［ナホトカ市］
「市民使節団交流」は６６年（同４１年）、当時の安達市長がナ

ホトカを訪問して以来、小樽市から１０回、ナホトカ市から８

回の使節団の相互訪問があり、８６年には提携２０周年記念使節

団によってナホトカ市へ「友情の鐘」が贈呈されている。

また、「小樽市民友好の船」によって７７年、提携１０周年記念

で約２００人、さらに８２年、小樽市制施行６０周年記念事業の一

環として約２００人がナホトカ市を訪問し、市民交流が深まった。

一方、ナホトカ市側からは７９年に「ナホトカ市民の船」が

来樽、以後２年ごとに７回、３００人以上のナホトカ市民が小

樽を訪れ、市内見学や市民交流の夕べなどで両市民の身近な

交流が行われた。

「少年少女使節団交流」は、７８年に第１回小樽市少年少女

使節団をナホトカ市内のピオネールキャンプ場に派遣して以

来１７回、ナホトカからの少年少女使節団の来訪も８回を数え

ている。前述の「友情の鐘」は、両市の子供たちに「平和と

友情の大切さを知ってほしい」との願いを込めて、ピオネー

後志管内

転機迎えた姉妹都市交流小樽市

JR小樽駅周辺を再開発する際、製作された、ナホトカとの姉妹都市
提携を記念したレリーフ「友好の壁」
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日本文化体験会で生け花を学ぶダニーデンの人々
＝２００４年

ルキャンプ場に設置されており、次代を担う子供たちの相互

理解の大切さを訴えている。

小樽は道内のボートセーリングのメッカとして知られてい

るが７８年（同５３年）、小樽祝津マリーナ所属の４人のヨット

マンが荒波の日本海を越えて、初めてヨットによるナホトカ

訪問を実現した。このヨットマンを暖かく迎えてくれたのが

アンタレス・ヨットクラブのメンバーで、翌年アンタレスの

メンバーが同じくヨットで小樽を訪れた。

このヨットマン同士の交流は、これまで６回の訪問と８回

の受け入れにのぼっている。日本海を結ぶ港町ならではのさ

わやかなヨット交流に対して、小樽祝津マリーナは８６年（同

６１年）に両市の姉妹提携２０周を年記念して、アンタレス・

ヨットクラブの子供たちに小型ヨット「おたる号」を贈った。

また、８５年「ナホトカ市民の船」が来樽した際、交流の夕

べで小樽市内のダンスメンバーが特別出演し、イベントを大

いに盛り上げた。偶然この船にはナホトカのダンス愛好会メ

ンバーが参加していたことから、華麗なステップの競演が実

現―この出会いがきっかけとなって、市内の小林ダンスアカ

デミーとナジェーダ・ダンスクラブとが相互訪問する交流に

発展した。

旧ソ連体制下では日ソ間の市民交流を進める上で障害も多

い中で、この海の男同士の友情やダンスを通しての市民交流

は両市の絆を一層強いものにしたといえる。

［ダニーデン市］
これまで相互の市民使節団派遣は２０回を数え、８７年（同６２

年）からは少年少女使節団の相互派遣も始まった。使節団は

各地を回って見聞を広めるが、その中でホームステイが少年

少女にとっても、受け入れ側のホストファミリーにとっても

一番印象に残るようだ。

２００４年（平成１６年）は、１０人の小樽市少年少女使節団（中

学生）がダニーデン市へ派遣された。待ち受けていたホスト

ファミリーの１０家族のうち５家族は、子供が小樽市訪問の経

験のある家庭。思い出話と共に、双方の人のつながり、相互

理解はさらに進んだという。

また、両市は教師交流にも力を入れており、小樽からは中

学校教師１０回（１８人）、小学校教師３回（３人）派遣し、ダ

ニーデンからは９回派遣されて来ている。これは両市が子供

の交流を進める上からも教師同士が自ら国際交流を体験する

ことの必要性に基づくプログラムだ。

小樽市が当初、ダーニンデン市から英語指導助手（AET）

を招請していたころは、教師だけでなく、家族ともども来樽

してもらっていた。家族が一緒に生活することで、市民との

交流機会が増え、幅広い交友関係が生まれる。これらの市民

交流の中から、小樽市民が収集した図書をダニーデン図書館

へ贈呈するなどの実質的な交流に発展している。

また、小樽市は海外２都市を含む３地域が合同で実施する

姉妹都市交流事業にも力を注いでおり、１９９２年（同４年）か

ら９９年までは、ナホトカ市、ダニーデン市、小樽市の３市民

の作品による「姉妹都市絵画交流展」を毎年開催してきた。

その後も、３市合同の交流事業として、「姉妹都市児童絵

画展」や「姉妹都市写真展」などを催している。複数の海外

都市と姉妹提携している市町村にとっても参考になる事例と

いえる。

国際化へのいくつかの試み

姉妹都市提携以外にも国際交流を深める試み、イベントは

さまざま行われているが、そのうち主な３つを紹介してみる

と―。

①小樽市では、市民ボランティアの翻訳により、年６回程度、

在樽外国人向けに市内の催しや制度などを知らせる情報紙

「OASIS」を日、英、韓、露の４カ国語で発行している。

特に日本語版には総ての漢字にルビをふるなどの工夫をし

ており、日本語を覚えたての外国人にも好評だ。

②２００４年（同１６年）、小樽市文化団体協議会は市内に住んで

いる外国人を対象に、日本文化体験会を開催し大変喜ばれ

た。今後も書道・茶道・花道など日本の伝統文化に触れる

機会を提供したいとしている。

③構造改革特別区域制度「ビジネス人材育成特区」（札幌市

との共同申請）は、夜間大学院への留学生の受け入れにつ

いて０４年６月特別区域に認定された。これにより、小樽商

科大学のビジネススクールでは留学生の受け入れが可能と

なったことで、今後、人材育成や地域との交流を通じて、

市の活性化や国際化が期待されている。

のしかかる「財政難」

２００４年１月、小樽市長を団長とする親善使節団はダニーデ

ンを訪問し、マスターズ・ゲームズ（１０日間にわたり約７０種

のスポーツ競技にニュージーランド全土から約７千人が参加

するイベント）のオープニング・セレモニーに参加するなど

親交を深めた。
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同年７月、今度はダニーデン市親善使節団が来樽、３度目

の来樽となったターナー市長から、「０５年秋に小樽と姉妹提

携２５周年の際に『ジャパン・フェスティバル』を開催し、日

本とニュージーランド間の４７の姉妹都市提携自治体に参加を

呼びかけている」ことを紹介された。

２５周年の節目の年を迎えた０５年（平成１７年）７月、ダニーデ

ン市から新市長となったピーター・チン氏一行１０人が来樽、

ピーター・チン新市長もまた前市長と同様に潮まつりに参加

するなど、小樽市との姉妹都市提携の継続発展の希望を表明。

同市から２５周年を記念して滑り台やつり橋など木製のアスレチッ

ク遊具が贈呈され、小樽市内の築港臨海公園に設置された。

同年９月末、返礼として小樽市から、市長を団長に市民を

含む４５人の訪問団がダニーデン市を訪問。ダニーデン市が企

画していた「２００５年ダニーデン日本祭」に参加するなど大い

に親交を深め合った。

ダニーデン市との２５周年に続き、０６年（同１８年）にはナホ

トカ市と４０周年を迎える。長い歴史を誇る小樽市の姉妹都市

交流は、極めて順当に推移しているように見えるが、実は大

きな転機―曲がり角を迎えているのも事実だ。

その最大のものが、他都市同様、財政難から来る国際交流

事業の縮小だ。

海外との姉妹都市交流を担当している小樽市姉妹都市提携

委員会は全額市の交付金で運営しているが、以前は約２千万

円もあった交付金が、０５年度には１０分の１の１９０万円にまで

激減した。交流事業の縮小だけでなく、０４年度からは両市へ

の少年少女使節団の参加者に出していた一部補助金を廃止

し、全額自己負担とした。

負担増も手伝って、０５年８月に４年ぶりに実施予定だった

ナホトカ市への少年少女使節団は応募者がゼロで、派遣断念

に追い込まれた。

２００３年重症急性呼吸器症候群（SARS）の影響で交流が停

滞しており、小樽市では０６年（平成１８年）の４０周年を節目の

年をどう迎えるか頭を痛めている。

また、資金減によって、国際交流事業の縮小や受け入れ事

業の人員削減なども避けられないのが実情のようだ。

ただ、小樽の場合は前述してきたように姉妹都市交流は、

長く、厚く、しかも、市民の中に溶け込んでいるのが特徴と

いえる。

例えば、２５周年を迎えたダニーデンの場合は、０５年９月ダ

ニーデン市で開かれた「２００５ダニーデン日本祭」の着物展の

出展に、小樽市博物館が市民に協力を求めたところ、目標を

１００点も上回る約３００点の着物が寄贈された。また、２５周年記

念式に合わせ、民間団体の小樽ニュージーランド協会からも

４０人がダニーデンを訪れた。ナホトカ市との市民交流も歴史

を持っている。

小樽市では「財政難で細く、長い付き合いにならざるをえ

ない」とはしているものの、長い交流が産み出した民間レベ

ルの高い意識が、どう２つの姉妹都市交流を支え、発展させ

ていくか―が改めて注目されるといえる。

小樽市は北海道西海岸のほぼ中央に位置し、海、山、
坂道など変化に富み、天然の良港を有し、気候も北
海道の中では寒暖の差が小さい海洋性だ。札幌・ニ
セコ・積丹にも近く、自然環境に恵まれ、１８８０年（明
治１３年）手宮（小樽）―札幌間で鉄道開通、１９１１年

（同４４年）小樽高等商業学校（現小樽商科大学）が
開校し、早くから経済、貿易、学園都市としての歴
史を刻んで来た。
国際交流の問い合わせ先
小樽市総務部秘書課 ℡（0134）32―4111

小 樽 市
人口：約１４万４千人 面積：２４３．１!

http : //www.city.otaru.hokkaido.jp/

ピーター・チン市長がマイクを持って、山田市長が口に手をあてて、
声を合わせて潮まつりを盛り上げた＝２００５年７月、潮まつり会場ス
テージで

熱心にお茶の点て方を体験するダニーデンの女性＝２００４年
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８０年前から生きる「新たな発想」

『「極東のサンモリッツに／最後の思出／霊泉に恵まれた好

スロープ／御滞在は３日間」――これは昭和３年（１９２８年）

３月１日、秩父宮様の冬のニセコ視察を報じた当時の小樽新

聞（北海道新聞の前身）の見出しです』。

アルプスに囲まれた欧州の有数なリゾート地、スイスのサ

ンモリッツとのそもそもの関係について、倶知安町企画振興

課主事の竹中真寿美さんが２００３年（平成１５年）春、社団法人北

方圏センターに寄せてくれた原稿の冒頭部分の骨子である。

タイミングを合わせるように同１９２８年、日本が初参加した

第２回冬季オリンピックがサンモリッツで開かれていたこと

もあって、ニセコ連峰周辺を「東洋のサンモリッツ」と呼ぶ

気運が急速に膨らんできた。

それを地域の枠を越えて具体化したのが、サンモリッツと

の姉妹都市提携だ。６４年（昭和３９年）、当時の高橋清吉・倶

知安町長がオーストリア・インスブルックでの冬季オリン

ピック視察の折、急きょサンモリッツ市長を訪ねて直談判し、

意気に感じたサンモリッツ側の賛同を得、その場で姉妹都市

提携が実現した。

海外の都市との姉妹都市提携は、道内では実に札幌と旭川

の両市に次ぐ３番目の早さ。しかも、今から約８０年前の「極

東のサンモリッツ」の発想が“スタート台”となって、最近

ではオーストラリア（豪州）からのスキー客の増加、豪州資

本の進出―と予想以上に大きな花を咲かせてきた。

人口２万人にも満たない小さな町のこの大きな選択と、そ

の後の着実な国際交流の取り組み、まちづくりへの新たな展

開は、今後の国際交流のあり方を考える上で多くの示唆に富

んでいる。

４つの交流事業

姉妹都市提携調印後、マラソンの相互参加など、さまざま

な人的交流が行われたが、節目になったのが姉妹都市提携３５

周年の１９９９年（平成１１年）、倶知安町を訪れたサンモリッツ

市公式訪問団との間で合意した①スポーツ交流②学生交流③

使節団派遣④通信員制度―の４つの交流事業だろう。

スポーツ交流事業の中心は、スキーのインストラクターの

相互派遣。隔年ごとに２人ほど冬期間派遣し合っているが、

子供たちや観光客を直接コーチすることで、目に見え、肌で

後志管内 豪州につながった
「東洋のサンモリッツ」倶知安町

ラフティングで再会を喜び合う両都市の留学生たち
＝２００４年５月、倶知安町
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感じる交流になっているだけでなく、スキー場の運営や外国

人観光客誘致のノウハウなど学び合う点も多いという。

中、高校生の留学交流（１回２～３人）も定着しており、

サンモリッツの留学生はホームステイをしながら餅つき、茶

道などの日本の伝統文化を学んだり、留学交流をきっかけに

ドイツに留学を果たした倶知安の生徒が、両都市を結んだテ

レビ電話中継の際、同時通訳の役割を見事に果たすなど、着

実にその成果が挙ってきている。

姉妹都市３５周年の記念事業での来日をはじめ、公式訪問は

それぞれ３回を数える。遠距離に加え、財政上の制約もあっ

て、回数が限られるのがネックだが、倶知安町ではスイスの

民族楽器アルプホルンをサンモリッツからの寄贈分３本を含

め１０本を備えて８９年（平成元年）に「アルプス音楽隊」を結

成、またチーズフォンデュの料理講習会を開くなど、文化交

流の根も着実に広がってきている。

また、サンモリッツのトレードマークを下水道のマンホー

ルのふたにあしらったり、分譲団地をサンモリッツ団地と名

付けるなど、街づくりにも生かしてきた。

よりユニークなのが他であまり例を見ない通信員制度だろ

う。それぞれの地に相互に通信員を置き、Eメールなどを活

用して、役所では目の届かないような小回りの効く情報交換

を行っている。

在サンモリッツの通信員は９７年以来の５０歳代のライハル

ト・ポーリンガーさん。倶知安からの来訪者を空港に出迎え

るなどのきめ細かな対応が好評という。

活発化する民間の活動

国際交流は町主導の姉妹都市交流にとどまっていない。

２０００年（同１２年）には町内で通訳など交流活動をサポート

する約５０人のボランティア団体「倶知安国際支援協会」が発

足。今や年間延べ５万人ともいわれる外国からの観光客の接

待などのボランティア活動を行っている。

また、倶知安町国際交流協会は外国人を招いて英語教室を

開いたり、ホームステイ活動に取り組むなど、同支援協会と

相携えて国際交流事業を民間サイドから支えている。

民間による国際交流の好例が、１９９０年（同２年）同町のジャ

ズ愛好家による「ウインター・ジャズフェスティバル」の開催

をきっかけに翌９１年、商店主らが発足させた「くっちゃん

JAZZフェスティバル実行委員会」の活動。

全道からジャズファンが集まるフェスティバルは、年を

追って人気を呼び、２００５年（同１７年）７月には第１６回目の開

催となった。本場の米カリフォルニア州高校生選抜バンドを

招待したり、日・米・豪３カ国のクラリネットサミットを催

すなど国際色も豊かだ。

音楽による町おこしを目指した同実行委員会の活躍は、

１９９９年（同１１年）に道の地域文化奨励特別賞に輝くなど、道

内のジャズファンのみならず国際交流の面でもさまざまに注

目を集めている。

さらにまた、町内の民間国際交流団体「ペルー共和国と交

流する倶知安の会」の活動もユニークだ。

同町は「くっちゃんジャガイモ」を特産としているが、９４

年から「くっちゃん２１雪ダルマの会」が、ジャガイモの原産

地南米のペルーのタマル市と民間交流を続けてきた。

９９年には「ペルー共和国と交流する倶知安の会」を立ち上

げ、交流を本格化した。同年から倶知安農業高校とラ・ウニ

オン校（タマル市）が２週間程度の短期相互留学をスタート

させたほか、農業視察団の来町、羊蹄山登山リレーマラソン

には在日ペルー大使館チームが毎年参加し、倶知安町民と親

睦を深めるなどの民間交流が行われている。同会では「いず

れはタマル市と姉妹都市提携を結ぶのが目標」としている。

サンモリッツのインストラクターからスキーを学ぶ子供たち
＝２００４年３月、倶知安町

スイスの郷土料理―チーズフォンデュ料理の講習会
＝２００３年７月、倶知安町
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国際化が育てるマチづくり

「東洋のサンモリッツ」をキャッチフレーズとした倶知安

町の長い国際交流の歴史は、民間交流の活発化を生み、小さ

な町にもかかわらず、“国際都市”としてのマチづくりの土

壌を築いてきたといえる。

伊藤弘・倶知安町長は「サンモリッツとの交流や日常的な

外国人観光客との触れ合いもあり、今や町の人も外国人とい

う特別な意識を持たなくなった。その意味で、国際交流、外

国文化との触れ合いは空気のようなものになったといっても

過言ではない」という。

そういった自然な意識の変革、心の中の国際化が、前述の

ボランティア活動や民間団体によるペルーとの留学生交流と

いったマチぐるみの国際交流につながってきた。「その根幹

になったのが、サンモリッツとの姉妹都市提携」（同町）と

言っても間違いないだろう。

伊藤町長は「国際交流は子供たちに世界への目を開かせ、

子供たちの成長が将来のマチの財産になると思う。しかし、

財政の制約もあるし、ただ単に仲良くやりましょうだけでは

実効が伴わない。経済面などの具体的なメリットを産み出す

必要を痛感する」とも指摘する。

豪州ブームで一段と「国際のマチ」に

が、この心配が杞憂に終わりそうな新たな国際化の波がこ

こ１、２年、急激な勢いで同町に押し寄せてきている。

豪州のスキー客が、豪州との時差がほとんどなく、空路８

時間でヨーロッパやカナダより近く、しかも世界最高水準の

「パウダースノー」が楽しめる「東洋のサンモリッツ」・倶知

安の魅力を再発見した。

口コミだけでなく、豪州の旅行業者、不動産業者も「東洋

のサンモリッツ」のPRに乗り出した。豪州から２００４年（同

１６年）度、スキー客を中心に前年度の２倍の延べ約５万人の

観光客が訪れ、０５年（同１７年）１月には、グラン・ヒラフ（旧

ニセコひらふ）スキー場で第１回の豪州豪雪祭が開かれるほ

どになった。

豪州からの観光客は０５年度にはさらに倍増の１０万人にのぼ

るという予測すらある。

スキー客だけではない。同町のスキー場などの買収に乗り

出している豪州系企業「日本ハーモニー・リゾート」（東京）

が０５年７月、道に大規模リゾート施設建設の申請を出した。

計画では０５年から１５年間かけてニセコアンヌプリにある買

収済みの花園スキー場のふもと３１ヘクタールに、スキー場を

核に豪州人をターゲットとしたコンドミニアム、ショッピン

グセンター、宿泊施設など大規模なレジャー事業の展開を図

「国際交流は今や空気のように自然なものでは…」と語る伊藤・倶
知安町長

２０００年のサンモリッツへの公式訪問で夢に見たアルプホルンの共演が実現した。
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る。

すでに他の豪州不動産が豪州人向けのコンドミニアムを建

設、ただちに完売するという“企業・資本進出”も目立ち、

地価上昇現象すら起きているという。

こういったことから、倶知安観光協会ひらふ支部は初めて

日本語と英語で飲食店パンフレット６万部を作成、町も英語

表記のタウンマップ１万５千部を発行した。ペンション経営

者が誘い合って英会話の勉強をしたり、ホテル、飲食店では

英語のできるスタッフを採用、案内板やバス停の英語表示も

増えてきた。

さらに、日本文化を知りたいとの豪州人スキー客らの希望

に応えて後志支庁などが２００５年２月、地元高校生による和楽

器演奏会などの交流の場を設けるなど、地域ぐるみの国際化

の動きが一気に広がってきた。

これを受けて同町は０５年６月、豪州人観光客受け入れ態勢

を充実させるため、「外国人観光客誘致・受入促進協議会」

を設立した。

豪州人経営者による地域づくり団体とも共同歩調を取り、

さまざまな誘致PR、観光の環境整備などを図っていく方針

で、同協議会では「外国からの観光客はこれからも増加する。

さまざまな分野で交流が深まるよう協議会が各団体の橋渡し

役になりたい」としている。

加えて日本人スキー客の入り込みも増え、地元観光業者も

豪州効果にさらに大きな期待をつないでおり、道も０５年中に

スキー客、住民の利便を高めるため、同町ひらふと国道５号

を最短距離で結ぶ「サンモリッツ大橋」を開通させる。

外国人によるニセコ再発見といえるが、そこには「東洋の

サンモリッツ」として早くから国際化を図り、姉妹都市提携

の長い経験から地道に国際交流を続けてきた歴史と土壌があ

る。

具体的な経済活性化、地域おこしへ――「東洋のサンモリッ

ツ」は新たな国際交流、国際理解の“場”として、新展開を

見せようとしている。

「鮮やかに人と自然が輝く“羊蹄中核都市”」―が
キャッチフレーズ。スキー場、雪トピアフェスティ
バルなどを中心にした冬と緑と水の観光地。くっ
ちゃんジャガイモ、倶知安ワインなどの特産物があ

る。最近は豪州からのスキー客が急増し、一躍脚光
を浴びている。
国際交流の問い合わせ先
後志管内倶知安町企画振興課 ℡（0136）22―1121

倶 知 安 町
人口：約１万６千人 面積：２６１．２!

http : //www.town.kutchan.hokkaido.jp/

オーストラリア人の来訪者の急増で実現を見た第１回豪州豪雪祭
＝２００５年１月、グラン・ヒラフ（旧ニセコひらふ）スキー場

倶知安のマチでオースト
ラリアの人々との語らい
は、もう日常の風景に
なってきた
＝２００４年冬
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人々の心の中でなお生きる
竹鶴氏とリタ夫人
JR余市駅に程近く、スコットランド風の建物が周囲の景

色に溶け込んでいるニッカウヰスキー北海道工場（余市蒸溜

所）。スコットランド民謡「ロッホローモンド」の曲が流れ

る復元された工場内の旧竹鶴邸と、そのすぐ近くにあるウイ

スキー博物館を訪ねると、映像とともに日英両国を結んだ二

人の「愛の軌跡」が、なお、現在も余市町の人々の心の中に

生き続けていることを実感する。

いうまでもなく竹鶴政孝氏はニッカウヰスキーの創業者。

１９１８年（大正７年）ウイスキー造りを学ぶため、単身英ス

コットランドに留学した竹鶴氏は、民謡のロッホローモンド

で日本でも知られるスコットランドのストラスケルビン市出

身の女性ジェシー・ロベルタ・カウン（愛称リタ）さんと知

り合った。

周囲の反対を押し切って、二人は結婚。同社創業を含め、

二人は生涯の伴侶として余市町の人々と共に生き抜いた。

リタ夫人は６１年（昭和３６年）、竹鶴氏は７９年（同５４年）に

亡くなり、二人には名誉町民の称号が贈られたが、余市町国

際交流推進協議会会長でもある平井同社取締役北海道工場長

は「今なお、想い出以上のものがあるようだ。姉妹都市提携

にも結び付いたし、まちづくりにも生かされた。そして、余

市の人々に二人とニッカは本当に大切にして頂いている。あ

りがたいことです」という。

夫人の故郷・ストラスケルビン市と
初の日英の姉妹都市提携
平井同工場長の言葉通り、８７年（同６２年）、リタ夫人の故

郷・カーキンティロッホがその一部になっているストラスケ

ルビン市（スコットランド南西部）のコイル市長から同社を

通じて友好関係樹立の希望が余市町に伝えられ、両首長らの

公式訪問などによって、翌８８年（同６３年）１０月、同市で日英

間で初、道内都市としては今でも唯一の姉妹都市提携のス

ピード調印となった。

後志管内 ロマンスが包み、育て、
そして現在に余市町

リタ夫人の故郷の旧ストラスケルビン市を訪問した余市町の中学生使節団＝２０００年１０月
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余市名物の「北海ソーラン太鼓」に挑戦するダンバートンシャイア
市からの中学生使節団＝２００１年６月、余市町

コイル市長が姉妹都市提携を思い付いたのが、竹鶴氏の家

族がリタさんの肉親を訪ねた際に運転手がつぶやいた「少女

のロマンスが姉妹都市に結びついたらいいね」という一言

だったそう。まさに、二人のロマンスは姉妹都市提携という

形で、現在によみがえったといえる。

調印翌年の８９年（平成元年）に、同社をはじめ町内主要機

関、団体、個人からなる民間の任意団体「余市町国際交流推

進協議会」、さらに、翌９０年１０月には「通訳ボランティアの

会」も設立され、町ぐるみで交流活動が動き出した。

同市への親善使節団派遣（１６人、８９年）、同市親善使節団

の来町（市長など３人、９１年）、「勤労青少年交流プロジェク

ト」の一環として９２年に同市から１１人、９３年には同町から１４

人の勤労青少年が相互訪問、９５年の同市親善使節団５人の来

町などの多彩な人的交流が続けられた。

イースト・ダンバートンシャイア市との
再調印
９６年（同８年）４月、行政区再編のため、ストラスケルビ

ン市はイースト・ダンバートンシャイア市と合併した。この

ため、翌９７年１１月、余市町とイースト・ダンバートンシャイ

ア市はテレビ会議システムを利用して姉妹都市提携に再調印

し、改めて友好関係の継続、発展を誓い合った。

２０００年（同１２年）余市町の中学生６名が同市を訪問、学校

の授業に参加したり、茶道や浴衣の着付けなど日本文化を紹

介しながら親交を深めた。

翌年には、同市の中学生が来町し、「北海ソーラン太鼓」

を楽しむ一方、スコテッシュダンスを披露するなど、順調な

再スタートを切った。

さらに、町と余市町国際交流推進協議会は姉妹都市提携５

周年を記念して０２年９月１日から１週間を「スコットランド

WEEK（ウイーク）」とし、作家C・W・ニコルさんの講演

会や同市を紹介する写真・絵画展を開催、また、インターネッ

トによるTV会議も開いた。

TV会議では双方の中高校生８人による対話、首長同士の

今後の交流に関する意見交換のほか、余市町のバグパイプバ

ンド「余市パイピングソサエティ」と同市の少年少女合唱団

がスコットランド民謡「蛍の光」を合同演奏するなど、イン

ターネット時代ならではの居ながらにしての交歓風景を繰り

広げた。

財政難などの経済的なネックからその後の相互訪問は“一

休止状態”だが、インターネットによるTV会談などの手法

はこれからの国際交流の１つのあり方を示唆しているといえる。

姉妹都市交流から生まれた文化活動

姉妹都市交流、それに関連する国際交流事業を町と協調し

つつ、民間の任意団体として主体的に取り組んでいるのが、

姉妹都市提携翌年の１９８９年（平成元年）に設立された余市町

国際交流推進協議会である。ニッカウヰスキーをはじめ町内

の３０団体、個人２０人が加盟（２００５年５月現在）し、国のふる

さと創生基金の一部を基本財源に個人１口千円、法人同２千

円の会費で自主運営されている。

姉妹都市提携による訪問団の派遣、国際交流事業に関して

個人３万円、団体１０万円の奨励金助成、ホームステイなどに

よる訪問団の受け入れ、ボランティア通訳の派遣、さらに「よ

いち国際交流NEWS」を発行し、活動内容の理解を求める試

みも行われている。

このほか、英国の英語指導助手による町内の小学生を対象

にした年２回の英会話交流会開催も楽しい催しだが、前述し

た５周年記念事業のインターネットTV会議などアイデアを

凝らしたさまざまな交流事業に取り組んでいる。

その中でユニークなのが５周年事業の一環として、０２年９

月の「スコットランドWEEK（ウイーク）」に行った英国産

オークの記念植樹だ。

１９０２年（明治３５年）の日英同盟１００年を記念して国レベル

の日英グリーン同盟が結成され、英国オークの植樹運動が始

姉妹都市提携５周年を記念してイースト・ダンバートンシャイア市
とインターネットによるテレビ会議をする余市町の中高校生たち
＝２００２年９月
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まったが、イースト・ダンバートンシャイア市と姉妹都市提

携を結んでいる同町は、在日英国大使館に植樹運動への参加

を申請した結果、同町でのオーク植樹祭実施が実現した。

リタ夫人が叔母の遺産を寄付したリタ幼稚園の近くで園児

１４人らが植樹したが、以来毎年１０年間、植樹したオークの木

と園児を写真撮影して「イングリッシュオークが見つめたコ

ミュニティー」と題するアルバムを作成、お互いの成長と両

国の友好を確認しようという独自の試みも行っており、他に

はあまり例のない国際交流事業になっている。

道内唯一のバグパイプの会も健在

旧ストラスケルビン市との姉妹都市提携翌年の１９８９年（平

成元年）、初めて同市を訪れた余市町の親善使節団一行は、

スコットランドの民族楽器バグパイプの演奏を直に聴いて感

動した。

中でも現在も余市パイピングソサエティ会長を務める新谷

邦夫・町助役は「言葉が分からなくても音楽は心を通じ合え、

文化交流に最適」と考えた。

帰国後、有志を募って教材などを集め、北海道では初のバ

グパイプバンドとなる同ソサエティを立ち上げた。団員は２７

人。さらに９１年（同３年）同推進協議会が１００万円を助成し

てバグパイプ５台、スネアドラム２台を購入、賛助会員に交

流奨励金を支給し、同市でホームステイしながら２カ月間バ

グパイプスクールで研修を受けさせるほどの熱の入れよう

だった。

町内の各種イベントでバグパイプの演奏、パレードは余市

の名物ともいえるほどだ。

関東、関西のパイピングソサエティとの合同演奏や同じく

姉妹都市提携の関係でバグパイプを入手した小樽市や十勝管

内池田町との交流も一時行われた。

今は高齢化などもあって団員は６人に減少したが、町のイ

ベントだけでなく、土日にはニッカウヰスキーの工場見学に

訪れる観光客にボランティアで演奏しており、町に根付いた

姉妹都市交流の具体的な成果となっている。

まちづくりの中核「リタロード事業」

JR余市駅と町役所のほぼ中間にあるリタ夫人ゆかりのリ

タ幼稚園。そこから国道２２９号線を挟んで立てられている道

路標識には次のような文章が書き込まれている。

「リタロード／ この道路は竹鶴リタ夫人にちなんで名づ

けられました。リタさんはスコットランド生まれで余市をこ

よなく愛した人でした。／ リタロードを守る会」

余市町河川改修事業に関連して町は、国、道の協力を得て、

１９９１年（平成３年）からJR余市駅を起点にニッカウヰスキー

２年前に植樹したオークの木を背に記念撮影する元リタ幼稚園の園児たち＝２００４年９月

姉妹都市提携５周年を記念して開かれた町民交流会―「スコットラ
ンドの夕べ」でバグパイプを演奏する余市パイピングソサエティの
人々＝２００２年９月
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北海道工場、宇宙記念館、リタ幼稚園、余市橋（通称リタブ

リッジ）を経て町役場までの道道、国道２２９号線１．３キロ間を

「リタロード事業」として街路再生に着手した。

その名の通り「スコットランドの様式と大きな夢を実現し

た竹鶴氏と、それを支えたリタ夫人が共に愛し続けた余市の

歴史と文化、風土を生かした個性的なまち並み」「スコット

ランドをイメージしたロマンを伝える散歩道」が基本テーマ。

姉妹都市との経済交流の一環として起点のJR駅舎に合築

したエルザプラザにはスコットランド物産を展示。また、ス

コットランドレンガを輸入して、歩道、消防庁舎、宇宙記念

館などの広場に使用しているほか、スコットランド風の街路

灯の設置、スコットランドのヒースの植栽など、２００３年（同

１５年）まで、精力的な街路改修が行われ、すっかり余市の“新

しい顔”となった。

リタロードに関連して、「余市のまち並景観を考える会」

に続いてボランティア組織の「リタロードを守る会」も発足、

緑化や清掃活動に取り組み、０３年度には国土交通省から「手

づくり郷土賞（地域活動部門）」の大臣表彰を受けた。

リタロードは正に、ハード、ソフト両面で余市の町に息づ

いているといえる。

同町出身の日本人初の宇宙飛行士・毛利衛さんを記念し、

１９９６年（同８年）に総額２７億円を投入して建設された余市宇

宙記念館も壮大な国際交流の場といえなくもない。

そして、その隣にあるニッカウヰスキー北海道工場には年

間２６万人の観光客が訪れ、７千人程度が外国人だという。ス

コットランドにはなお、同社のベン・ネヴィス蒸溜所もある。

リタロードは二人のロマンが今に生きる「国際交流の場」

といっても過言ではない。

札幌市から５３．７キロ離れニセコ積丹小樽海岸公園の
一部に位置する。古くから景観と漁場に恵まれ、フ
ゴッペ洞窟など数多い遺跡の観光資源への活用も図
られている。ニッカウヰスキー、宇宙飛行士・毛利
さん、スキーの笠谷、舟木両選手の出身地に加え、

全道一のりんご生産地、北海道の文化遺産「正調ソー
ラン節」発祥の地として北海ソーラン祭りも有名。
国際交流の問い合わせ先
余市町企画政策課（国際交流推進協議会）

℡（0135）21―2111

余 市 町
人口：約２万３千人 面積：１４０．６!

http : //www.town.yoichi.hokkaido.jp/

「国際交流」の夢をはぐくむ余市宇宙記念館

スコットランド風の街路に改修されたリタロード＝JR余市駅前
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岩見沢市の国際化と国際交流の取り組みには、姉妹都市交

流、中国との友好関係を中心に、それを支える民間の国際交

流団体の活動などがある。同市は、市民が主体となった国際

交流や国際協力をサポートすることを主眼に置いている。

姉妹都市交流では、市民レベルでの友好親善を進め、青少

年交流によって異文化の理解、自国文化の再認識を通して、

国際感覚を持った人材を育てることを重視し、中国との交流

では、教育交流、経済交流のほかに友好都市提携も模索中だ。

青少年育成を目指す姉妹都市
―米ポカテロ市
１９８３年（昭和５８年）米アイダホ州ポカテロ市は、開基１００

年を記念して、戦後驚異的な復興を成し遂げた日本との交流

を希望して、姉妹都市の紹介を北海道に求めてきた。これを

受けて道はポカテロ市と共通点の多い岩見沢市に白羽の矢を

立てた。

具体的には両市は同じ北緯４３度に位置し、開基も岩見沢市

は１８８２年、ポカテロ市が１８８３年と１年しか違わない。交通の

拠点として発展し、主産業が農業であることも共通だ。

道の紹介にポカテロ市から１９８３年、直ちに姉妹都市提携の

申し入れがあり、まずは相互理解を図るために両市間で市の

広報や市勢要覧を交換し合い、ボーイスカウトを中心とする

手紙のやりとりも始まった。

２年後の８５年（同６０年）の「国際青年年」を機会に、岩見

沢市長一行がポカテロ市を訪問した。青少年が国際性を身に

つけるためにも交流を進め、姉妹都市提携への布石にしたい

との考えからだった。温かい歓迎、交流の結果、「若者にとっ

て姉妹都市提携が国際感覚を育てる上で最善の道」との認識

で一致。同年５月ポカテロ市長一行が来日して岩見沢市で正

式調印の運びとなった。

交流の中心は、毎年、岩見沢市の中、高校生１０数人が夏休

みを利用して約２週間ポカテロ市を訪問、同様に同市からも

青少年訪問団が岩見沢市に来訪する。

多感な中、高校生には、海外でのホームステイは新鮮だ。

その時の経験がきっかけで英語に興味を持ち、アイダホ州立

大へ留学する子、全日本英語スピーチコンテストでは最高賞

を受賞、自らポカテロ市を再訪する子も出てきている。

毎年、７月中旬の夏祭りの頃にポカテロ市の青少年訪問団

がやって来るのは、岩見沢市ではもうすっかり夏の風物詩と

して定着している。市内の一般家庭がホストファミリーにな

り、学校訪問、文化祭参加などのほか、国際交流４団体が中

心となった日本文化の体験、彩花まつりの観光おどりパレー

ドに参加し、市民との交流を深めている。

また、５年おきに一般市民による相互訪問交流も行われて

いる。２００４年（平成１６年）までの１９年間で、２９５人の市民が

ポカテロ市を、同市からも２７０人が岩見沢市を訪問した。

０５年７月には姉妹都市提携２０周年を記念して、ポカテロ市

から医師や大学教授など１９人から成る親善訪問団が岩見沢市

を訪れ、ホームステイをしながら、書道や生け花などの日本

文化を体験、岩見沢市長らと懇談し、２０周年を機に改めて親

交を深め合った。

空知管内

米中両国との心通う出会い岩見沢市

彩花まつりで観光おどりパレードに参加したポカテロ青
少年訪問団＝２００４年７月、岩見沢市で

岩見沢市で彩花まつりに参加し、踊りを楽しむポカテロ市の
高校生たち＝２００４年７月
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これらの分厚い人々の往来で岩見沢市だけでも、２００世帯

以上の家庭がホストファミリーを経験したことになり、市民

の国際感覚の深まりにも好影響を与えているという。

中国で稲作指導に半生を捧げた原さん

中国との交流は、１９６３年（昭和３８年）に発足した民間団体

「日中友好協会岩見沢支部」（現在は岩見沢日中友好協会に改

名）の活動が中心だったが、同市出身の（故）原正市さんが

行った国際協力がなければ、今の中国との交流はなかったと

いえる。

原さんは、北海道庁、北農中央会を６４歳で退職後、２００２年

（平成１４年）に８５歳で亡くなる直前まで、中国の稲作指導に

その生涯を捧げた人だ。

この原さんの生き方に感激したのが岩見沢市で原さんの筋

向いに住んでいた島田ユリさん。「この事実をたくさんの人

に知ってもらいたい」と覚えたてのワープロで１９９９年、４００

ページを超える「洋財神 原正市」の伝記を著した。

やや長いが引用してみると―。

「正市が初めて中国を訪れたのは１９７９年（昭和５４年）６月。

日中農業技術交流協会会長荒哲夫が団長で、大学教授、農協

職員、農機具メーカーの役員など９名からなる農業視察団の

副団長としての訪問だった。小雨のなか、視察団は中国の穀

倉地帯といわれる遼寧省の広大な水田の一角を訪れた。案内

役の現地の市幹部と視察団一行はあぜ道に立ち並んだ。周り

には農民が老人や子供まで引き連れて興味深げに遠巻きして

いた。と、そのとき、正市は靴を脱ぎ裸足になって田んぼに

入り、身を屈めて土を手にすくった。遠巻きの農民の間から、

どよめきが湧き起こった。正市にしてみれば日本でいつもし

ているように、土壌を確かめたかっただけだったが、階級意

識の強いこの国の農業技術者が決して農民に見せることのな

い姿だったから、農民の驚きは、たちまち素朴な感動に変わっ

た。…水田の視察が終わり、事務所にもどると、正市は一人

だけ別の部屋に通された。勧められるままに長椅子に腰をか

けると、足元に湯を張った花模様の大きな洗面器が置かれ、

四十代と思われる男が笑顔で正市の足を静かに洗いはじめ

た。正市は戸惑い、手で払うように断ったが、男は洗い続け

た。洗い終えると、笑顔の婦人から真新しいタオルが手渡さ

れた。当時、中国の人々の生活はおしなべて貧しかった。目

に見えるところに真新しいものなどなかった。そんな中での

タオルの白さは正市の目に痛いほど染みた。今度は正市が感

動した。（この人たちを幸せにしたい。ここで自分の技術を

役立てよう）正市の胸にその思いが、たぎり始めた。…」

原さんは、畑苗移植栽培技術の専門家として中国に迎えら

れ、黒竜江省を皮切りに中国３３省のうち３０省を２１年間で６３回

も訪問、水稲の栽培技術を教え続けた。中国に滞在した日数

は、１千８００日を超えている。その結果、中国各地における

米の収量は、飛躍的に伸びた。

黒竜江省を例にとると、水田面積が２０万ヘクタールから７

倍の１４０万ヘクタールに増え、面積当たり収量が２倍、総生

産量は１４倍になった。中国全土では、原さんの指導により、

米が２００万トン以上増産されたといわれている。

この実績と、自ら裸足で水田に入り指導する姿から、中国

の人々から「洋財神（ヤンサイシェン）」（外国から来て懐を

豊かにしてくれた神様）と呼ばれ、慕われた。

この功績に対して、中国国家政府や地方政府から数多くの

表彰を受け、９６年（平成８年）中国政府から外国の個人に初

めて贈られた胸像が、母校である岩見沢農業高校に設置され

た。

このような原さんの稲作指導が縁となり、岩見沢日中友好

協会が高校生派遣事業を実施するなど、中国各地との交流が

行われている。

市内東山総合公園内にある「日中友好の並木道」は、９７年

北京毛白楊の接ぎ木４０本が、原さんを通して、北京林業大学

から寄贈されたのが始まりで、その後、市民の手で植樹を繰

り返して現在の姿になった。

２００４年（同１６年）６月、中国国家外国専家局副局長の陳陽

進氏を団長とする訪問団が、原さんの胸像に献花するためわ

ざわざ岩見沢農業高校を訪れたほどだ。

同年９月渡辺岩見沢市長は、中国国民に尊敬された原さん

の築いた絆を継承するために、岩見沢日中友好協会とともに

中国天津市津南区、河北省承徳市、遼寧省瀋陽市を訪問し、

各地で熱烈な歓迎を受けた。

これをきっかけにして今後、友好提携、教育交流、経済交

流などさまざまな分野での国際交流が期待されている。

国際交流４団体のそれぞれの活動

岩見沢には大きく分けて４つの民間団体があり、互いに連

１９９７年「栄誉公民」の称号を受け中国・承徳市隆化県に建立された
「原正市先生示範田」石碑を背に、記念写真を撮る岩見沢市訪中団
＝２００４年９月
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携を取りながら、国際交流を推進している。簡単に紹介して

みると―。

「岩見沢国際交流市民の会」
外国人と市民レベルの国際交流を図る目的で、１９９２年（同

４年）に設立された。活動は、同市を訪れる外国人のために

ホストファミリーとしての受け入れや国際交流を進めるため

の講演会の開催、外国人を招いての茶道を楽しむ会、市内で

のバーベキューパーティ、外国人対象の日本語教室などを

行っている。ポカテロ市をはじめとする海外からの訪問客の

通訳もしている。

「岩見沢日中友好協会」
６３年（昭和３８年）、「思想・信条を超え日中友好を原点」を

モットーに、日中友好協会岩見沢支部として発足、９７年（平

成９年）現名称に改め、活動を継続している。

原さんが中国との懸け橋となったことで、中国を知るため

の市民開放講座、中国家庭料理講座の開催、「これからの日

本と中国」をテーマとした中学生対象の作文募集、表彰のほ

か、中国人留学生の支援、高校生・農業指導者の中国派遣事

業などを在札幌中国総領事館と連携をとりながら、取り組ん

でいる。

「国際ソロプチミスト岩見沢」
管理職、専門職に就いている女性の世界的組織で、人権と

女性の地位を高める奉仕活動をしている。国際交流活動にも

積極的に取り組んでおり、ポカテロ市からの訪問団との日本

文化体験交流（華道、着付け、踊り、茶道など）を９４年（同

６年）から実施し、喜ばれている。

「姉妹都市岩見沢ポカテロ会」
姉妹都市提携５周年の際に、ポカテロを訪問した人々が中

心となり、９２年（同４年）に設立された。主な活動は、同会

のホストファミリー委員会によるホストファミリー未経験者

への情報提供や協力が中心だ。

同市のアンケート調査によると、一度受け入れを行ったホ

ストファミリーの９割を超える家族が再度引き受け希望を

持っているといい、同会の活動成果がはっきりと出ていると

いえる。

また、テレビ会議システムによるポカテロとの交流会、日

本文化体験の催しを行っている。さらに活動はポカテロ市だ

けにとどまらず、国際交流の輪を広げるための講演会開催な

ど広範囲な事業に取り組んでいる。

ただ、ポカテロ市では民間団体「ポカテロ姉妹都市協会」

が青少年訪問団交流の窓口になっているが、岩見沢市では行

政主導で、国際交流４団体が協力している形。同市は、いず

れ、民間団体が窓口となり民間レベルの交流を進める体制に

持って行きたい、としている。

岩見沢市は、札幌から約４０分、新千歳空港から約１
時間の距離にあり、幹線道路が交差する交通・流通
の要所として発展。基幹産業は農業であり、こだわ
りの「情熱米」をはじめ玉ねぎ、ゆり根、じゃがい
もなど多くの特産品が生産されている。２００６年３月

までに隣接する空知管内の北村（面積９６．４!、人口
約３千６００人）、栗沢町（面積１７９．８!、人口約７千
人）と合併する予定。
国際交流の問い合わせ先
岩見沢市役所総務部市長室国際交流係 ℡（0126）23―4111

岩 見 沢 市
人口：約８万３千人 面積：２０４．７!

http : //www.city.iwamizawa.hokkaido.jp/

「国際ソロプチミスト岩見沢」が開催したポカテロ青少年訪問団と
の日本文化交流（きもの着付け教室）＝２００４年７月、岩見沢市で
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「アンの故郷」と「星の降る里」との出会い

１９５５年（昭和３０年）のピーク時には市内に５山の炭鉱を数

え、炭都とも呼ばれた芦別市。だが、その後の国のエネルギー

政策の転換に伴って、９２年（平成４年）の三井芦別炭鉱の閉

山を最後に約９５年にのぼる炭鉱の歴史に終止符が打たれた。

炭鉱に変わる“町の顔”として市が着目したのが、全市の

９割が深い森、澄んだ大気、降り注ぐような星空－という炭

鉱とは対照的な豊かな自然だった。

８４年（昭和５９年）に同市は「星の降る里」を宣言、３年後

の８７年には環境庁が全国の市町村を対象に行った「スターウ

オッチング・星空の街コンテスト」で「星空のきれいなまち

１０８」の１つに選ばれた。

２年後の８９年（平成元年）、「星空のきれいなまち１０８」の

市町村が実施母体となり、第１回「星空の街・あおぞらの街」

全国大会が芦別市で開かれるまでになった。

その「星の降る里構想」の中で、露頭炭鉱跡地と周囲の森

を生かしたテーマパークとして浮上したのが、９０年（同２年）

７月にオープンした第三セクター「星の降る里芦別」経営の

カナディアンワールド。

石炭に代わるまちづくりの中核―観光の目玉として気候、

風土の似ている、「赤毛のアン」の作者ルーシー・M・モン

ゴメリの故郷（カナダ）と小説「赤毛のアン」に白羽の矢を

立てた。

具体的には、芦別市に本場カナダ・プリンス・エドワー

ド・アイランド州シャーロットタウン市の国立公園にある、

グリーンゲイブルズ（アンの家）と寸分違わない建物や１９世

紀のカナダの田園風景と街並みを再現した。文字通りメルヘ

ンチックな“アンの世界”を日本で初めて演出したテーマ

パークだ。

開園に伴って、シャーロットタウン市の小学校から絵が提

供されたり、芦別市民吹奏楽団がシャーロットタウン市で演

奏会を開くなどの交流が始まった。こういった３年間の交流

実績と芦別市からの要望が実を結び、９３年（同５年）７月、

両市の間で正式な姉妹都市提携に至った。

テーマパーク造成による新たなまちづくりと、その小説の

舞台が現実の姉妹都市提携に具体化したもので、その経緯は

道内の国際交流でも極めてユニークなケースといえる。

シャーロットタウン（カナダ）との
姉妹都市交流
芦別市は９０年、国のふるさと創生基金を元に「まちづくり

人材育成事業」と「国際交流促進事業」をスタートさせた。

例えば、中学生の海外派遣の場合、自己負担５万円以外の費

用を助成するシステムで、同年発足した民間の芦別市国際交

空知管内「赤毛のアン」に託した
マチ再生芦別市

「赤毛のアン」との出会いを作ったカナディアンワールド。今でも市民公園として人気が高い
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まち自慢で姉妹都市交流を実感し合う友好かぼちゃ大会
＝２００４年１０月

流協会の積極的な活動とも相まって、姉妹都市関係は順調な

滑り出しをみせた。

主な交流内容は①中学生のカナダ派遣とシャーロットタウ

ン市からのジュニア使節団の受け入れ②国際友好ジャンボか

ぼちゃ大会の開催③カナダ・デーの記念植樹――など。

中学生のカナダ派遣事業は同国際交流協会が主催して、

２００１年（同１３年）の米同時多発テロ事件時を除く毎年、中学

生５人、引率者１人の６人が２週間程度シャーロットタウン

市を訪問。ホームステイしながら授業に参加し、本物の「ア

ンの家」を見学する一方、日本文化紹介のプレゼンテーショ

ンなどを行っている。

０５年（同１７年）で派遣された中学生は計５５人に上っている

が、充実した訪問になるよう英会話、マナーなど８回程度の

事前研修を行う周到ぶりで、生徒の国際理解、姉妹都市交流

に大きく貢献しているという。

シャーロットタウン市からのジュニア使節団は姉妹都市提

携時の来訪以来途絶えていたが０４年６月、久々に中学生５

人、引率者１人が２度目の来芦を果たした。同じくホームス

テイで日本の家庭を肌身で感じ、カナディアンワールド公園

の見学、豆腐づくり、華道などの日本文化体験や滝里湖オー

トキャンプ場での宿泊交流会を楽しんだ。

ただ、両市は経済、財政問題なども考慮し、「無理をせず、

息長く交流を続けるため、０５年から隔年で交互訪問すること

になった」（芦別市）という。

手づくり交流のジャンボかぼちゃ大会

今では全道的に知られるようになった同国際交流協会主催

の国際友好ジャンボかぼちゃ大会は「両市共通の農産物を生

かした市民参加の交流を」という市民の提案で、姉妹都市提

携時の１９９３年から毎年１０月に行われている、文字通りの“手

づくり交流”だ。

一般市民の参加はやや低調気味だが、かぼちゃランタン作

り、かぼちゃ重量当てクイズなどの催しの中でハイライトは両

市のジャンボかぼちゃ重量コンテスト。双方の実物を並べる

わけではないが、正式に計った記録を公表して優劣を決める。

０４年１０月はシャーロットタウン市のジャンボかぼちゃが

４３０キロだったのに対して、芦別市のそれは４１０キロと２０キロ

の差でシャーロットタウン市の勝ち。

１２年間の星勘定は７勝５敗とシャーロットタウン市が勝ち

越しているが、なんともほほえましい国際交流といえる。

記念植樹でつなぐ心の絆

「炭鉱から観光へ」の市民の期待を担い、姉妹都市提携を

も生み出した第三セクターのカナディアンワールドだが、バ

ブル経済の崩壊も逆風となって経営が破たん、１９９９年（同１１

年）に入場無料の市営公園として再スタートを切った。

しかし、施設は残り、同公園のテナント会が中心となって

運営しているが、同公園への入場者数はなお年間６万人以上

を数えている。

市民公園化したとはいえ、そのきっかけとなった姉妹都市

提携そのものへの具体的な影響はないという。

毎年７月１日のカナダ・デーには姉妹都市提携を記念して

カエデとナラを公園内の「アンの家」の前の小道に植樹し、

同時に両市がメッセージを交換するのが慣わしだが、０５年（同

１７年）７月にはシャーロットタウン市長のメッセージに加え、

カナダ出身の国際交流員アニータ・リエンさんも参加し、姉

妹都市を結ぶ“きずな”を再確認し合った。

シャーロットタウン市を訪れすっかり仲良くなった芦別市の中学生
たち＝２００４年１０月

芦別市で豆腐の作り方を体験するシャーロットタウン市からのジュ
ニア使節団の中学生＝２００４年６月
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まちぐるみの活動図る国際交流協会

姉妹都市提携の３年前に設立された芦別市国際交流協会

は、まちぐるみの国際交流を推進する中核的な組織だ。

０５年（同１７年）３月末現在の会員数は正会員（個人）１０１

人、賛助会員（企業など）４２団体。個人は１口２千円、企業

は１口１万円の会費で、市役所が事務局を受け持っているが、

市も１会員として同国際交流協会に加盟しており、運営費は

会費や寄付金。その会員数から見ても分かるように、地域を

挙げての民間団体といえる。

すでに触れたように、中学生の派遣事業やシャーロットタ

ウン市からのジュニア使節団の受け入れ、ジャンボかぼちゃ

大会の開催、姉妹都市提携記念植樹などは同国際交流協会が

主催しているほか、毎年、総会終了後には在芦外国人との交

流会（０４年には外国人６０人が出席）を開催。

さらに年２回程度市民を対象にした中国講座やロシアクリ

スマス料理講座、カナダ・バンクーバー市内の歩き方講座、

外国人による国際理解講座などのさまざまな国際理解の催

し、イベントを行うなど、活動の幅は広い。

中でも注目されるのが、芦別国際バスケットボール親善大

会だろう。同市では姉妹都市提携前年の１９９２年（同４年）か

ら国際交流員、翌年の９３年から英語指導助手を配置している

が、同国際交流協会は地域に根ざした国際交流を一層広げる

ため、芦別市との共催で全道約２４０人の国際交流員、外国語

指導助手を対象とした芦別国際バスケットボール親善大会を

毎年開催している。

０５年（同１７年）４月の第１０回大会には外国語指導助手ら外

国青年２３人、市内の中高校生６５人、ホストファミリー１０家族、

一般市民１３人が参加したが、日本でのホームステイ経験の少

ない国際交流員らに期間中ホストファミリーを紹介するなど

の配慮も。

同国際交流協会は会報誌「Out Reach」、広報誌「フレン

ズ」、カナダ派遣事業報告書「O'CANADA」もそれぞれ年１

回発行しており、これらきめ細かな活動が人口減、財政難に

悩む同市の国際交流をしっかり下支えしている。

「草の根」の日中友好活動

芦別市の国際交流は「赤毛のアン」に託したカナダとの姉

妹都市提携だけではない。１９８２年（昭和５７年）１１月、駐札幌

中国総領事の同市での講演をきっかけに、民間の芦別日中友

好クラブ（現在の会員数は３８人、森沢勲・会長）が発足した。

１５人前後の会員が自費で２年に１回訪中し、０３年（平成１５

年）には甘粛省蘭州市立敬老院を訪問した際に１０万円を寄付

したほか、中国各地を訪問して市民レベルの草の根交流を続

けている。

これらの地道な友好活動に応えるように同年９月、陳永

昌・中日友好協会副会長が外国の元首クラスをもてなす中国

釣魚台国賓館で訪問団を招いて歓迎夕食会を開くといった、

異例ともいえる“歓待”を示したほどだ。

同クラブは毎年１１月の定期総会に駐札幌中国総領事を招い

て講演をしてもらっているだけでなく、毎年８月に芦別市主

催の中国人殉難者慰霊祭に同総領事を招き、会員と共に献花

する活動も行っている。

芦別の炭鉱などで過去に約４６０人の中国人が殉難したとい

う暗い歴史が、同クラブの活動の根っこともなっており、森

沢勲同クラブ会長は「草の根交流はもちろんだが、慰霊祭の

意味が忘れられないよう今後も活動を継続していきたい」と

語っている。

かつての炭都ならではの地に着いた国際交流といえよう。

１８９３年（明治２６年）開拓のクワが入れられて以来、農
業、林業、石炭産業を中心に発展してきた。１９５０年
代には炭鉱５山を抱え炭都ともいわれ、人口は一時、
７万５千人を数えた。閉山後「星の降る里構想」で再
生を図り、１９９８年（平成１０年）から全日本バレーボー

ル女子チームのホームタウン契約、０４年（同１６年）に
は全日本女子バスケットボールチームの合宿が行わ
れるなど「合宿の里」としても知名度を上げている。
国際交流の問い合わせ先
芦別市総務部企画課秘書係 ℡（0124）22―2111

芦 別 市
人口：約２万人 面積：８６５．１!

http : //www.city.ashibetsu.hokkaido.jp/

バスケットボールで親善を深め合った全道各地の国際交流員たち
＝２００５年４月
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米スプリングフィールド市との
姉妹都市交流
スプリングフィールド市（米マサチューセッツ州）との交

流は、北海道とマサチューセッツ州の友好交流（１９９０年に姉

妹提携）をきっかけに、当時の横路孝弘北海道知事の橋渡し

によって最初は友好都市としてスタートした。

その後、双方の市民が相互訪問を重ねた結果、９３年（平成

５年）８月に滝川市で姉妹都市提携の調印となった。

スプリングフィールド市は、州都ボストンの西１４０キロに

位置する人口約１６万人、周辺を含めると６０万人という州西部

の中心都市。滝川市とほぼ同緯度で冬は雪が積もる。

１８世紀後半、農業から工業に産業をシフトしたが、とりわ

け南北戦争（１８６１～６３年）の兵器として主要な役割を果たし

た「スプリングフィールド銃」の製造基地となったことは忘

れがたい。

また、バスケットボール発祥の地としても有名なほか、現

在は近郊を含めて１６の大学や美術館、図書館、歴史館などが

あり、学術・文化都市の雰囲気とともに市民の文化意識も極

めて高い。

滝川市は１９９０年（同２年）の開基１００年を記念して中高校

生による「ジュニア大使」の海外派遣事業を創設し、９８年度

から社団法人滝川国際交流協会が単独事業として継続実施し

ている。中でもスプリングフィールド市への派遣回数は最も

多く、２００５年（同１７年）３月までに１１回、派遣人数も１００人

を超えている。

この間、０２年に滝川西高とスプリングフィールド工科高に

よる姉妹校提携が実現し、０３年１２月からほぼ１カ月間、滝川

西高から２人の生徒が同工科高校に派遣されたのに続いて、

０４年６月、男女各１人の同工科高校生と随行の教師が２週間、

滝川西高に「入学」。生徒は西高の制服を着てホームステイ

も経験するなど、滝川生活をエンジョイした。

さらに、インターネット時代を反映して姉妹都市提携１０周

年の０３年１２月、両校はインターネット会議でお互いの近況を

報告し合った。「スペイン語、ラテン語など外国語の選択肢

が広い」という同工科高側に対して、滝川西高側が「わが校

空知管内「社団法人」が主役で進める
多彩な活動滝川市

姉妹都市提携１０周年を記念してスプリングフィールド市を訪れ、「よさこい」の踊りを披露する滝川市の
ジュニア大使訪問団＝２００３年１０月
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の野球は結構強い」と応じるなど、国境を超えた若々しい教

育交流となっている。

マラウイ、ブータンからの
農業研修員の受け入れ
滝川市の国際交流の幅の広さを示す一面として、同市と社

団法人滝川国際交流協会が国際協力機構（JICA）の委託で

実施している、途上国からの研修員の受け入れが挙げられる。

市内には道立の花・野菜技術センターや植物遺伝資源セン

ター、ホクレン種苗センター、さらに農家の主婦らが営む農

産物加工施設などが集積しており、農業研修には打って付け

の環境。

それを生かして西アフリカのマラウイ共和国からの研修員

受け入れが２０００年（同１２年）度に始まり、０４年度で当初予定

していた５年間を経過したが、０５年度も継続している。毎年

２、３人が４カ月間、畑作技術や農業組織、果樹栽培、加工

技術などの研修を行い、併せて日本文化も体験してもらおう

という内容だ。

同共和国は面積１２万平方キロで北海道と九州を合わせた広

さ。人口は１千１００万人。国民の８０％以上が農業に従事する

農業国で、滝川市への研修員は祖国では農業普及員などの指

導的な立場の人がほとんどだ。

この研修をフォローアップする試みとして０４年１月には、

JICAの委託で同市の農業技術専門家４人をマラウイに派遣

した。４人は前年の同市での研修員の故郷を訪問、約１カ月

間にわたって、果樹・畑作などの技術指導を再度行い、また

現地の農業事情なども調査した。０５年１月にも第４回目の派

遣団が同国を再訪している。

０４年の研修にはマラウイのほかに新たに南アジアのブータ

ン王国からの研修員（１人）が加わった。農業研究所の研究

員で主に野菜栽培が研修の中心だが、０５年３月には同協会の

招きで同王国の知事ら３人が農業視察で来滝し、交流の輪は

さらに広がりをみせている。

市民に母国をアピールする
モンゴルからの留学生
滝川市にある國學院短大にはモンゴル国から５人の留学生

が在籍している。東京の國學院大に研究員として招かれたモ

ンゴル国立人文大の教授の働きかけで、同人文大の学生受け

入れが０２年度から始まった。

留学生は同短大の大学祭でモンゴル特有の移動式住居ゲル

を造って公開、郷土料理を披露したり、市内の小学校でモン

ゴルの子供たちの風景画を紹介するなど、モンゴル文化を滝

川市民にも知ってもらおうと懸命―。新たな国際交流の芽も

膨らみ始めている。

全道的にも稀な
社団法人滝川国際交流協会の活躍
姉妹都市との交流、JICA委託の研修員の受け入れなど多

彩な国際交流、国際理解活動を具体的に推進しているのが、

社団法人滝川国際交流協会（前田康吉会長）だ。

１９９０年（同２年）民間の任意団体として発足したが、９７年

（同９年）地方の国際交流団体としては全道的にもそう例の

ない社団法人として本格的なスタートを切った。

「滝川市民だけでなく周辺地域の住民が主体となって国際

交流を推進し、諸外国の人々との相互理解と友好親善を図り、

国際的な文化の創造とまちづくりに寄与する」ことを目的に

うたっている。

会員の年会費は団体が１口１万円、個人は３千円だが、

２００４年３月末で１０１団体、個人は４０６人にのぼり、文字通りの

まちぐるみの組織に成長した。

道内の他地域では会員数の減少がほぼ例外なく大きな悩み

和太鼓の演奏で歓迎を受けるスプリングフィールド工科高の短期留
学生＝２００４年６月

マラウイ共和国で日本での研修の成果をフォローアップする滝川市
の農業技術専門家派遣団＝２００４年１月
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になっているが、同協会だけは別。もちろん毎年退会者は出

るものの、新規入会がそれを上回り、この５年間で会員数は

４割も増加、同協会の活動がいかに地域住民の理解と支持を

得ているかを浮き彫りにしている。

道内の多くの自治体で任意団体の国際交流協会はあるが、

１９９１年に許可された財団法人札幌国際プラザは規模、予算な

どから別格としても、社団法人滝川国際交流協会は組織のあ

り方、多彩な活動などから、８４年（昭和５９年）に財団法人化

し、幅広い活動を続けている北海道国際交流センター（函館

市）と並んで全道的にも特筆すべき存在といえる。

社団法人の性格上、滝川市からの補助金と会費収入などが

活動財源で、職員数は５人。同協会の職員１人、外国人の国

際交流員１人のほかに事務局長、事務局次長ら３人は同市職

員で、実質的に専従ともいえる分厚い態勢となっている。

行政、民間双方の国際交流事業を推進する“中核的な実働

部隊”の性格を持っているわけで、同市は職員の人件費を負

担する一方、さまざまな民間団体、市民の力と知恵を借り、

“官民協働”で地域の国際交流を発展させていこうというユ

ニークな試みを実践に移している、といえる。

活動内容は大きく分けて、①国際交流・協力のための行事、

研修、人的交流などの実施②国際交流理解を深めるための各

種行事の開催③国際交流・協力に関する調査・研究及び資料

の収集・提供④地域の国際交流関係団体との協力、連携及び

活動の振興⑤姉妹友好都市との交流の推進⑥その他、法人と

しての目的を達成するための必要な事業の実施－の６分野。

前述したように、姉妹都市のスプリングフィールド市への

ジュニア大使派遣は、社団法人化とともに同協会の単独事業

として取り組んでいるし、JICAの委託でマラウイ共和国か

らの農業研修員を受け入れ、合わせて同共和国への研修結果

のフォローアップのための専門家の派遣などもすべて市と同

協会の共同作業。

さらに、同協会は音楽などのチャリティーライブの収益金

を同共和国へ寄付したり、帰国した同共和国の研修員の農場

を訪ねる一般人対象の「スタディ・ツアー」も実施するなど、

その積極的な活動は全道的にも高く評価されている。

このほか、同協会は国際交流事業として在住外国人と市民

が親睦を図る「国際交流の夕べ」、モンゴル人留学生も参加

し、遊びながら国際交流を楽しむ国際交流員企画の「サマー

ファンデー」や「ファミリークリスマスパーティー」、国際

協力事業としてはさまざまなマラウイ関連のイベント、国際

理解事業では英語、韓国語、スペイン語、フランス語、中国

滝川納涼盆踊り大会を楽しむ同市内外の英語指導助手たち
＝２００４年８月

国際交流員企画の「サマーファンデー」で水風船ゲームを楽しむ在住外国人と滝川市の人々＝２００３年８月
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語など各国の語学・会話講座（前、後期の２期で１講座５０分、

１期１８回）などに加え、国際理解茶話会、フィリピン、マラ

ウイ、メキシコなどの「世界の料理教室」も主催している。

さらに国際理解教育支援事業では国際交流員の教育現場へ

の派遣はもちろん、同市内の丸加高原での中高校生のための

英語キャンプの主催、ボランティア通訳の登録、派遣――な

ど、活動の幅広さは相当なものだ。

また、同協会が関係したイベントや事業は実施団体に報告

書の提出が義務付けられており、年６回発行の協会ニュース

「TIEA'S ROOM」でもその活動ぶりがPRされる。

社団法人形式による地域の国際交流、協力事業は、独立し

た組織の財団法人北海道国際交流センター（函館市）とはま

た一味違う“滝川方式”として、注目されよう。

ボリビアに手を差し伸べる「イリマニの会」

「イリマニの会」は長崎県出身で、地元や留萌の保育園で

保育士を勤めた北浦久美子さんが、１９９２年（平成４年）から

２年間、南米ボリビアで青年海外協力隊員として活動、その

経験を基に９４年に発足させた。

北浦さんが同会の現地代表を務め、保育園運営などでボリ

ビアの貧困地域の救済を図ろうという非政府組織（NGO）

だ。

滝川市に事務局、札幌、北見、関東、九州の４カ所に支部

を置き、１００人余りの会員の会費、バザーなどでの現地の民

芸品、絵はがき販売による収益金、寄付などを資金に現地で

数カ所の保育園を運営し、支援に当たってきた。

その活動は滝川高校生徒会が２０００年（同１２年）に地域貢献

委員会を発足させ、空き缶回収、学校周辺のゴミ拾いなどの

活動を通して「イリマニの会」に協力をするという広がりを

みせた。

こういった活動が評価され、「イリマニの会」は０２年に胆

振管内壮瞥町・昭和新山国際雪合戦実行委員会と共に「世界

に開かれたまち（民間国際交流団体部門）」として地域づく

り総務大臣表彰を受けた。さらに、翌年の０３年には毎日新聞

社から第１５回毎日国際交流賞も受賞した。

「イリマニの会」の滝川市の事務局を預かる代表者は名寄

市に転居したが、滝川市、社団法人滝川国際交流協会、國學

院大學、「イリマニの会」、滝川高校などさまざまなレベル、

団体などの複合的な国際交流活動とその相互作用による活動

の活発化は、他都市ではあまり例を見ないほどの膨らみと厚

みを感じる。

滝川市のありようは、財政難などで国際交流事業の停滞を

余儀なくされている他自治体にとって、“励み”になる何か

を持っているといえよう。

北海道のほぼ中央部、石狩川と空知川に挟まれた平
野部に位置している。１８９０年（明治２３年）に北海道
庁令第１号で滝川村戸長役場が置かれ、入植した屯
田兵によって開拓された。昭和に入って赤平、芦別
などの石炭輸送が発展の基礎になったが、その後の

石炭産業の衰退によって打撃を受けた。現在は農業、
商工業を主体に恵まれた自然環境の中で、都市機能
の整備を進め中空知の中核都市となっている。
国際交流の問い合わせ先
社団法人滝川国際交流協会 ℡（0125）23―1234

滝 川 市
人口：約４万６千人 面積：１１５．８!

http : //www.city.takikawa.hokkaido.jp/

楽しみながらスペイン語講座で学ぶ子供たち
＝２００４年８月

スプリングフィールド市を訪れ、堂々とあいさつする滝川市のジュ
ニア大使訪問団＝２００３年１０月
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草の根交流から生まれた姉妹都市
－アボツフォード市（カナダ）
１９９８年（平成１０年）９月２４日、深川市で行われたアボツ

フォード市（カナダ・ブリティッシュ・コロンビア州）との

姉妹都市提携調印を特集した「広報・ふかがわ」は、「誓い

合う友好親善の絆」と共に、「積み重ねた市民レベルの交流

が実を結ぶ」「草の根交流の大切さ実感」という見出しを付

けた。

その言葉通り、同市にある拓殖大学北海道短期大が９０年、

アボツフォード市のフレーザー・バレー大と大学間交流を始

めたのが、そもそものきっかけで、両大学の関係は９４年、そ

の後の職員や学生の相互訪問などによって姉妹校提携にまで

進んだ。

大学の姉妹校提携が、姉妹都市に発展するケースはそう珍

しいものではないが、深川市の場合は、市民交流がそれを包

み込むような形になったのが、特徴といえる。

「地域と共にある大学」という同短大の姿勢もあるものの、

派遣されてきたフレーザー・バレー大の職員、教授の人たち

もさまざまな市民講座や英語教室に出向き、一方、市民も積

極的に留学生のホームステイを引き受けるなど、交流は大学

キャンパスを越えて市民の中に広がっていった。

９５年には官民一体で国際化推進懇話会を開催、翌年には「市

民同士の交流のきっかけになれば…」と市民交流調査団がカ

ナダを訪問、そして、９７年には民間による深川国際交流協会

も設立された。

さっそく、同年にアボツフォード市に第１回青少年交流訪

問団、親善交流訪問団を派遣、さまざまな市民レベルでの友

好を深め、その積み重ねを通じて９８年（同１０年）の姉妹都市

提携の調印に至った。

調印式にはアボツフォードから市長以下１６人が深川市を訪

れ、同協会主催の「市民による歓迎広場」には５００人以上の

市民が出迎える、という熱い交歓風景が繰り広げられ、草の

根交流の成果を浮き彫りにした。

空知管内「ひとは宝物」を
官民一体で推進深川市

姉妹都市の盟約書を取り交わした深川、アボツフォード両市の市長
＝１９９８年９月、深川市で
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さまざまな夢はぐくむ出会い

交流は色々なレベルで行われている。公式訪問は「急がず

に息の長い交流」をモットーに２年間隔で交互に実施する方

式が採られた。

２００４年（同１６年）７月の河野市長以下１０人による公式訪問

団はアボツフォード市との交流だけでなく、農場やカント

リーマーケット、ブドウ園、ワイン工場などを視察、さらに、

身体障害者なども参加するブリティッシュ・コロンビア州の

サマー・ゲームで、レクリエーション・スポーツのイベント

のあり方などを見学し、今後のまちづくり、行政に生かすス

ケジュールが組まれている。

一方、１９９７年（同９年）から毎年行われてきた中、高校生

による青少年カナダ交流訪問団は、２００１年から高校生を対象

にした８週間の交換留学事業を分離し、実施されてきている。

２００４年夏の深川国際交流協会による青少年カナダ交流訪問

団には５人の中学生が参加した。その報告書は、半月間のホー

ムステイや乗馬、ハイキングなど子供たちが肌で感じた貴重

な体験の喜びであふれている。

「将来は海外の人とかかわる仕事が本気でしたい。今まで

本気でやりたいものなんてなかったけど、なりたいことが見

つかった」（３年生女子）、「今度は誰の力を借りることなく

自分の力でカナダの地をふみ、みんなにまた会いに行きた

い」（２年生男子）。

２年前、交換留学生として深川市を訪れたアボツフォード

の高校生が「書道の授業は不思議な体験だった。卒業したら

また、深川に来たい」「温泉、刺身などがすばらしかった。

帰国したら深川を一生懸命応援するよ」と語った感想と軌を

一にしている。

「子供たちの友好、相互理解は１０年、２０年後に実を結ぶは

ず」という同協会の願いの“種”が確実にまかれつつあると

いえる。

民間が“中核”の活動

すでに触れてきているように、深川市の国際交流の中核に

なっているのが、民間の深川国際交流協会だ。一般会員９４人、

賛助会員４５団体、学生会員１０人で、海外派遣交流部会、受入

交流部会、国際理解部会、会員交流部会、広報部会の各部会

単位で活発な活動を続けている。

海外派遣交流、受入交流部会は文字通り、姉妹都市交流に

関係したホストファミリーなどの民間レベルでの活動だが、

国際理解部会はフレーザー・バレー大学教授や英語指導助手

などとの交流を図る「外国人とのふれあい事業」、外国人を

講師に招いた「国際交流市民の集い」なども開催し、国際理

解事業にも力を入れている。

さらに、広報誌「わくわく国際交流」を年２回発行してお

り、その活動は幅広い。

こういった民間レベルでの国際交流の広がりの中で、さま

ざまな活動が生まれてきている。例えば、深川市の混声合唱

団「コール・メム」のメンバーが中心となった「深川市・ア

ボツフォード市合唱交流団」３０人が０３年（同１５年）１２月、ア

ボツフォード市を訪れ、同市の合唱団と初めての合同演奏会

を開いた。

米同時多発テロの影響で延期となった試みが２年越しに実

現したもので、あいにくの雨にもかかわらず、４００人収容の

会場は満員になり、初の文化交流は姉妹都市関係に新たな１

ページを開いた形となった。

アボツフォード市を訪れた深川市の公式訪問団の一行
＝２０００年８月
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このほか、深川市職員がアボツフォード市で数回にわたっ

て２週間程度の海外研修を行うなど、大学から始まった交流

は、さまざまな分野でその枝を広げ始めている。

国際感覚持つ人材育成

深川市の市勢要覧のタイトルは「glocal」である。その理

由について、同要覧は『「グローバル」（国境を越えて地球全

体にかかわるさま）と「ローカル」（ある地方に限定されて

いること）の造語。大きな視野を持ち、地域住民が自主的に

行動する深川の「協働のまちづくり」が、地域を越えて、よ

り大きな広がりを持つことに期待を込めて表題に用いた』と

説明している。

そして、「実りは宝物」「笑顔は宝物」「健康は宝物」「ひと

は宝物」「地球は宝物」の５つをまちづくりの柱に据えてい

る。

姉妹都市提携のほかに、その「glocal」の具体例として面

白いのが、０４年度までの３カ年間、市、北空知森林組合、深

川国際交流協会などが共催で取り組んだ「地球の森プロジェ

クト」だろう。

もともと、開拓以来の米の歴史をまちづくりに生かすため、

「ライスランド構想」を持っている同市は、２０００年に「２０００

地球環境米米フォーラム in ふかがわ」を開いた。

在日大使館関係者や市民が共に米作りを体験することで地

球環境、食糧問題、国際協力への理解を深めようというもの

で、この種のイベントは全国で２番目の開催。５月の田植え

フェスティバルには５３カ国の大使館から９６人、９月の稲刈り

フェスティバルには４５カ国８８人が一堂に会した。

この成功を受けて０２年度から行われたのが、「地球の森プ

ロジェクト」。同市内にある彩りの丘（旧三瓶山）にシラカ

バやイチョウの苗木などをみんなで植樹するもので、２８カ国

５６人の大使館員が植樹祭や歓迎レセプションに参加した。

同市では「外国の大使館関係者との交流を通じて、国際感

覚の育成など人づくりにも効果を挙げた。今後も交流の継続

を図り、地域の国際化、活性化につなげていきたい」と自信

を深めている。

「ひとは宝物」を具体化する施策として同市は、１９８９年（平

成元年）に人材育成基金条例を制定した。

活力と魅力あるまちづくりを推進するため、必要な財源措

置を図るというもので、大きく分けると①国内外の調査研修

事業②国内外との交流事業③講演会などの開催事業④国際交

流事業⑤地域づくり担い手育成事業－の５事業が対象だ。

交換留学生の旅費の３分の２を助成、青少年カナダ交流訪

問団への参加費用の一部負担などのほかに、一般向けの海外

研修事業でも地域づくり、農業後継者研修など数多くの分野

で助成措置をとっている。

これとは別にユニークなのが、北空知圏振興協議会（深川

市、妹背牛町、秩父別町、北竜町、沼田町、幌加内町の１市

５町で構成）による「北育ち元気村まちづくり海外研修派遣

事業」だ。

「環境と福祉にやさしいまちづくり」（２００４年度）などその

都度、統一テーマを設け、商業、農業関係者など各方面の人々

が海外視察をし、その成果を実際のまちづくりに生かしても

らおうという狙い。

この事業は２００４年度で一段落したが、旅費、研修経費は無

料といった思い切った内容で、６年間で１００人以上が参加し

た。

「国際感覚を持った人材育成」－さまざまな形で、地域か

ら世界への発信を目指す深川市、市民の試みは、今後も注目

していく価値がありそうだ。

市の北部から南に雨竜川、南部は石狩川が流れ、両
河川に囲まれた地域は開拓以来、農業を基幹産業と
した。「ほしのゆめ」「きらら３９７」など道内有数の
稲作地帯。米、稲、田園を利用、展開する「ライス

ランド構想」をテーマにまちづくりを推進している。

国際交流の問い合わせ先
深川市企画総務部企画課 ℡（0164）26―2228

深 川 市
人口：約２万６千人 面積：５２９．３!

http : //www.city.fukagawa.hokkaido.jp/

すっかりくつろいだ雰囲気になった両市の交歓風景＝２００４年７月、
アボツフォード市で
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世界と結ぶ「健康と福祉のまち」宣言

『本格的な高齢化時代を迎えました。高齢者の保健・医療・

福祉は、町政の取り組むべき最重要課題であります。本年度

開町５０周年を契機に「福祉元年」と位置づけ、「おもいやり

明日へ」をテーマとして、町民参加による健康や医療、福祉

の実践活動を推進してまいります。―（略）―「町民の誓い」

を理念として、町民参加のもと、共に助け合い、心も体も健

やかで明るく豊かな住みよいまちづくりに前進するため、こ

こに「健康と福祉のまち」を宣言します』

これは奈井江町が開町５０周年の節目に当たる１９９４年（平成

６年）に制定した「健康と福祉のまち宣言」の一部である。

もともと、同町は地味肥沃な農地を持つ農業地帯だったが、

住友奈井江鉱などの石炭産業の進出で農商鉱の町に変ぼうし

た。ところが、エネルギー需要構造の変革で１４山もあった炭

鉱が７３年（昭和４８年）には皆無となり、その後の人口流出で

過疎化と高齢化が一気に進んだ。

こういった情勢に対応するため町は７９年に奈井江町健康づ

くり推進協議会、８９年（平成元年）には地域医療懇話会を発

足させ、町を挙げて地域ぐるみの福祉対策に乗り出した。

この中で、高齢者福祉先進都市と交流し、共に学び合う必

要があるとの認識から、町は９３年に「高齢者、障害者にやさ

しいまちづくりのための国際交流計画」を策定、厚生省のア

ドバイスでフィンランドのハウスヤルビ町が友好都市の候補

に挙がってきた。

これを受けて、９４年を「福祉元年」と位置づけ、「おもい

やり明日へ」をテーマに掲げた町は、町内の医療福祉関係者

８人による「福祉にかかわる国際交流調査団」をハウスヤル

ビ町に派遣し、具体的な協議を開始した。

同年８月、「健康と福祉のまち宣言」をうたった開町５０周

年記念式典にハウスヤルビ町のアンナ・カーリナ・ヤーコラ

議長を招待、同議長は「ハウスヤルビ町の福祉政策」と題し

て記念講演する一方、北・奈井江町長との間で、友好都市提

携を結ぶことで基本合意した。

翌９５年（同７年）４月、北町長らがハウスヤルビ町を訪問

し、正式に友好都市提携に調印したが、周到な準備と町ぐる

みの運動に加え、「福祉を目的にした国際友好都市交流は全

国でもまれ」（同町）であり、注目されるケースとなった。

空知管内「福祉」が懸けた
「友好の橋」奈井江町

奈井江町立国民健康保険病院を視察するハウスヤルビの訪問団
＝２００４年６月
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ハウスヤルビ町（フィンランド）
福祉のまちづくりへの国際パートナー
ハウスヤルビ町はフィンランドの首都ヘルシンキの北約８５

キロに位置し、人口は奈井江町とほぼ同じ約８千人、総合福

祉施設の「レヒティマヤ」を中心に福祉のモデル都市に指定

されている。

両町の友好都市提携盟約書では①社会や価値観を知る②若

者、学生、衛生・社会の担当者の交流を通じ、友好関係を築

く③家族、学校、衛生・社会ケア、文化機関やさまざまな組

織の間に関係を築く―の３点が柱になっており、他の都市の

姉妹都市提携の盟約書とは違って、当初の目的に沿って「福

祉」が前面に打ち出されている。

友好都市提携に前後して、奈井江町からは福祉にかかわる

国際調査団、さらに、９６年から３年連続して町職員計８人を

それぞれ約１カ月間ハウスヤルビ町に派遣し、本場の福祉、

医療、保健を研修した。

その成果は、町内の老人総合施設「やすらぎの家」、高齢

者生活福祉センター「ひだまり」、老人保健施設「健寿苑」、

町立国保病院、訪問看護ステーションなどの建設、運営に具

体的に生かされてきた。

一方、ハウスヤルビ町の方も負けず劣らず積極的。提携直

前に総合福祉施設「レヒティマヤ」からラマ看護師が２週間、

奈井江町で研修したのをはじめ、９６年の老人総合福祉施設「や

すらぎの家」落成記念式典にはマケラ町長夫妻、ラマ看護師

が来町した。

毎年奈井江町が実施している「健康と福祉のフェスティバ

ル」への参加、２００２年（平成１４年）には二人の看護学生が８４

日間奈井江町の医療施設、福祉施設で研修するなど、中身の

濃い福祉交流が続けられている。

こういった関係者の頻繁な交流によって町では「具体的に

何がというより、福祉の考え方、施設運営のあり方など、双

方でさまざまな面に生かし合い、参考にしている」といい、

福祉のまちづくりの国際パートナーとして他ではあまり例を

見ない実りある成果を強調している。

硬軟織り交ぜた交流とまちづくり

奈井江町が目指す「包括的総合地域ケアシステム」を目的

とする福祉交流だけでなく、盟約にもあるように、相互理解

と友好関係の増進を図る硬軟合わせた交流も行われている。

国際交流視察団は隔年ごとに相互訪問を実施している。「福

祉の心」を学ぶ狙いで、町議会議員、町職員、農業・商工関

係者などのほか、町が旅費の大半を助成して１９９６年（同８年）

から中学生、翌９７年から高校生もメンバーに入れ、幅広い交

奈井江、ハウスヤルビの両町長も出席して開かれた開町６０周年記念・国際交流１０周年記念シンポジウム
＝２００５年６月、奈井江町

各界の代表者からなる国際交流視察団とハウスヤルビの人々との交
歓風景＝２００３年８月、ハウスヤルビ町
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流を目指している。

ハウスヤルビ町の方も同様で、教育長、障害者施設長のほ

かレヒティマヤ施設の看護学生、さらに、友好都市提携１０周

年記念の２００４年（同１６年）には、町長らとともに中学校教師

と中学生６人が来町した。

奈井江町からの国際交流視察団は総合福祉施設「レヒティ

マヤ」や障害者のグループホーム「イエウピア」、図書館、

ガラス工芸館などを見学、意見交換をしたり、ホームステイ

をしながら親交を深めている。

帰国後の各人の報告を、広報「ないえ」が掲載、町全体で

体験を共有するという方法も採っており、視察団経験者はス

オミ・クラブ（スオミはフィンランドの意味）を作り、ハウ

スヤルビ町からのお客さんの歓迎にさまざまな形で参画して

いる。

２００３年の奈井江町の国際交流視察団は、北町長や学識経験

者を含む各界の代表者が、フィンランドの関係者と市町村合

併問題や地方自治をテーマに意見交換を行った。

さらに、０４年６月の奈井江町での１０周年記念式典では記念

植樹のほかに、山田眞知子・道浅井学園大教授の「フィンラ

ンドの自治体サービス」の講演や、両町長らによる「ハウス

ヤルビ町と奈井江町のまちづくり」をテーマにしたパネル

ディスカッションも催されるなど、交流内容はかなり“真面

目なもの”となっている。

福祉関係でのまちづくりだけでなく、１９９５年（同７年）の

友好都市提携の年に建設した道の駅はハウスヤルビ町との末

永い友好を願ったフィンランド風の木造建築で、その名も「ハ

ウスヤルビ奈井江」。

町勢要覧も日本語、英語のほかにフィンランド語で書かれ

ており、国際交流の具体的な姿が町に息吹き始めている。

町は２００５年４月から町の憲法ともいえる「奈井江町まちづ

くり自治基本条例」をスタートさせた。その中の連帯・交流

をうたった条項で「町民、町議会、町は、さまざまな活動や

交流を通じて、他市町村や他国の人たちの、知恵や意見をま

ちづくりに活かすように努めます」とした。

だから、町は「ハウスヤルビとの友好関係は当然ながら今

後も続けていきたい」と胸を張っている。

道央空知の中心部に位置し、地味肥沃な農地と全体
の５５％が豊かな森林。炭鉱の相次ぐ閉山で人口流出、
過疎化が進んだが、町の振興策により企業が進出、
農商工のまちに変ぼうしている。奈井江はアイヌ語

の「ナエ」が語源で「砂多き川」の意味。

国際交流の問い合わせ先
奈井江町まちづくり課 ℡（0125）65―2111

奈 井 江 町
人口：約７千人 面積：８８!

http : //www.town.naie.hokkaido.jp/

交流１０周年で奈井江町入りし、日本料理の実習をするハウスヤルビの中学生たち
＝２００４年６月
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室蘭港には、１７９６年（寛政８年）英国船プロビデンス号が

入港、１８５４年（安政元年）にも米国船サザンプトン号（ペリー

艦隊）が寄港するなど、早くから天然の良港として海外から

注目されていた。

明治以降、北海道の輸出入の拠点として多くの外国船が利

用、道央地域を支える産業基盤の海陸交通の要所として、北

海道の発展に重要な役割を果たしてきている。

古くから立地的にも国際性を持つ同市は、在住の外国人登

録者数が定住者のほか、室蘭工業大学の留学生や日本製鋼所

室蘭製作所の技術研修生も含めると２１７人にものぼっている

（２００５年１月現在）。

同市はこのような“国際都市”という状況を生かすべく、

さらに一歩進めて国際交流のさまざまな活動や情報提供の場

として、１９９５年（平成７年）「国際コミュニティーセンター」

を開設し、日常生活の中で市民の国際感覚を養うことに力を

注いでいる

「室蘭市国際交流推進協議会」
―民間団体との連携を密に
国際交流に対応した地域づくりを進めるため、全市的視野

から市、教育関係機関と民間団体が中心となり、８７年（昭和

６２年）１１月、「室蘭市国際交流推進協議会」が設立された。

大きな特徴は、同協議会自らが国際交流に係わる情報の収

集・提供を行い、各種親善交流会の開催や留学生・研修生へ

の支援など、国際交流推進活動の中核的な役割を果たしてい

ることである。

発足時から会長は室蘭工業大学学長、市が事務局を担当、

室蘭市内の国際交流に関連している５２の民間、公共、公益の

団体、機関のほとんどが加盟しており、年１回開かれる総会

では、同協議会の前年度活動実績報告と当年度の事業計画の

決議に続いて、各団体の活動が報告される。

同協議会の主な事業活動としては、市民を対象にした「外

国の生活事情と文化について」といったミニ講話会、世界料

理教室、「はじめての英会話」教室の開催、室蘭工業大学留

学生のホームステイ受け入れなどがある。

特に、ミニ講話会は、９８年（平成１０年）から７年間で１４カ

国の外国人が講師となって１９回も開かれている。参加者も延

べ３６５人にのぼり、市民の国際理解に大きく役立っている。

また、同協議会事業ではないものの、協議会メンバーと連

携し、同市の小学校校長会と室蘭工業大学との間で国際理解

教育の実践が行われている。

具体的には同校長会が、直接室蘭工業大学に留学生の小学

校への派遣を依頼、文部科学省が「総合的な学習の時間」を

導入した２００２年（同１４年）から、「国際理解教室」をスタート

させた。

０３年は、同大学から１０カ国の留学生が小学校１３校に２０回も

出向いており、子供たちの国際理解へのユニークな試みとし

て注目されている。

教育、文化そして経済
―２つの「姉妹・友好都市」
［姉妹都市―ノックスビル市（米テネシー州）］
日米両国間の貿易摩擦改善を図るためのキャンペーンとし

て、!日本交通文化協会が、１９８８年（昭和６３年）７月から「ア
メリカン・トレイン」（アメリカの文化や情報を満載したイ

ベント列車）を企画、米国人を招いて１年間に日本国内の駅

約５０カ所を回ってもらった。

その企画に参加していたノックスビル市の２人（経済開発

担当部長のアレン・ボーデンさん、商工会議所幹部職員のダ

レル・エイキンスさん）が姉妹都市を捜していたところ、同

協会から海外との都市交流の希望を持ち、人口規模などが似

ている室蘭市を紹介された。

胆振管内 民間が「核」になって
広がる交流室蘭市

米国出身のティム・クラークさんを講師として開催した「ミニ講話
会」＝２００４年６月
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同年８月、「アメリカン・トレイン」の企画で２人が室蘭

市を来訪し、直ちに姉妹都市提携を希望するほどの熱心さ

だった。この最初の訪問時、ノックスビル市から室蘭市の高

校生２人を招待する往復航空券２枚がプレゼントされた。

室蘭市は、相手の熱意に打たれ、翌８９年（平成元年）４月

２人の高校生を派遣、同年７月には、室蘭市がお返しにノッ

クスビル市の高校生２人を招き、人的交流が始まった。

同年１０月ビクター・アッシュ同市長夫妻一行が室蘭市を訪

れ、公式に姉妹都市締結の希望を表明した。９０年４月室蘭市

長を団長とした市議会議員ら一行４０人、同年１０月には１７人の

市民訪問団がノックスビル市を訪れ、温かい歓迎を受けた。

同年１２月市民訪問団参加者が、室蘭市において「ノックス

ビルの会」を結成して、室蘭市国際交流推進協議会に加盟し

た。

こういった経緯を受けて、９１年（同３年）１月室蘭市で姉

妹都市提携の調印式が行われ、９２年ノックスビル市でもボラ

ンティア組織の「ムロラン・クラブ」が発足した。

室蘭市は、提携を前に９０年、友好親善と次代を担う子供の

育成を目的として中、高校生を対象としたノックスビルへの

派遣事業をスタートさせた。

９７年から中学生海外派遣事業に内容を変更して２００４年（同

１６年）まで米国同時多発テロ事件の年を除いて毎年生徒を派

遣し、その総数は１７０人にのぼる。

この派遣事業は、当初、国のふるさと創生基金を原資に、

まちづくりのイメージアップを図る目的で１９８９年（平成元

年）に設立された「むろらんハイイメージ基金」から支出さ

れていた。その後、この基金は地方交付税の見直しに伴い９９

年姉妹都市への子供の海外派遣に限定した「室蘭市こども海

外交流基金」を分離独立、さらに、２００４年には「室蘭こども

姉妹都市等交流基金」に名称を改定し、国内外の姉妹都市の

派遣、受け入れを行っている。

その他の交流としては、１９９２年に室蘭市の日鋼記念病院と

ノックスビル市のフォートサンダース病院が姉妹提携を結

び、医療機器の購入や、研修のための派遣などがある。

－ジャズを通じた市民音楽交流－
２００５年（同１７年）は姉妹都市提携１５周目の年。８月室蘭港

中央埠頭（ふとう）倉庫で開かれたジャズイベント「室蘭ジャ

ズクルーズ２００５」はノックスビル市との姉妹都市交流がメー

ンイベントとなった。

市民中心の実行委員会主催による「室蘭ジャズクルーズ

２００５」は０５年で５回目だが、「道内４大ジャズフェスティバ

ル」のひとつに挙げられるほどに成長、会場には過去最高の

約１千８００人が詰め掛けた。

このフェスティバルの目玉になったのがノックスビル市の

ジャズトリオ「ジョッシュ・トリオ」の出演―。

実は室蘭ジャズクルーズは０２年からノックスビル市のアマ

チュアジャズ演奏家を招待してきたが、室蘭・鶴ヶ崎中ジャ

ズバンドが０５年３月にノックスビル市を訪問し、小中学校な

どでジャズ演奏を披露、両市の市民による音楽交流が一気に

花開いた経緯がある。

「ジョッシュ・トリオ」は再会した鶴ヶ崎中ジャズバンド

と合同演奏も行ない、会場から大きな拍手を浴びた。

さらに、中学生派遣など姉妹都市交流で活躍し、同年５月

に室蘭市の「ふるさと親善大使」になったテネーシー州立大

名誉教授のポール・ワトキンスさんも親善のために同行、市

民団体「ノックスビルの会」が開いた送別会では、「ジョッ

シュ・トリオ」の演奏に合わせ「テネシーワルツ」を熱唱す

るなど、和やかな市民交流となった。

「ノックスビルの会」は、同年６月に総会を開き、「これか

ノックスビル市のシダーブラフ中学校を訪問し、歓迎会で日本の歌を披露する生徒たち＝２００４年１０月



55555555

らも息の長い国際交流を続けていく」ことを確認しており、

両市の姉妹都市交流は音楽交流も加わり、今後も心のこもっ

た関係に発展していきそうだ。

「不幸な出来事」を乗り越えて

［友好都市―日照市（中国山東省）］
１９９６年（同８年）２月に中日友好協会の組織である中国対

外友好合作服務センター顧問３人が室蘭市を訪問し、日照市

を紹介したことから交流が始まった。

同年１０月に、日照市から副市長ら一行６人が行政視察のた

め来訪し、滞在中は港、企業、医療・福祉施設などを視察。

翌年６月、今度は室蘭市から同市助役を団長とする経済視察

団１１人が、日照市を訪れ、文字通り“熱烈歓迎”を受けた。

同市には二つの港があり、中国第二の石炭の積み出し港で、

室蘭市と産業形態の類似性も多い。

友好都市提携以前にも、技術交流として、９８年（同１０年）

から水道、造園、医療の分野で合せて６人の研修生を受け入

れている。文化交流としては、同年から友好都市締結の年ま

での４年間、室蘭市から小、中学生の絵画や書道２５２作品、

同じく日照市から２５７作品を相互に交換し展示した。

また、経済懇談会の開催や企業視察などを通じ経済交流の

芽も膨らみ、２０００年（同１２年）から室蘭市内の縫製会社が、

実習生を受け入れることとなった。

この機運に乗って、同年７月、日照市人民代表大会常任委

員会主任一行が室蘭市を来訪、同年１０月室蘭市助役一行１５人

が日照市を訪問し、双方が友好都市締結の意向を確認した。

そして、室蘭港開港１３０年・室蘭市制施行８０周年記念に合

わせ、０２年（同１４年）７月、室蘭市において、道内１０４組目

の一番新しい友好都市提携の調印式が行われた。

前年の０１年に発足した市民団体「日照市と友好の会」は、

友好都市締結翌年の０３年に予定していた日照市訪問が、重症

急性呼吸器症候群（SARS）の影響などで中止となり、０４年

（同１６年）６月に改めて年度内の訪問を決めた。また、室蘭

市や室蘭市商工会議所も中国との交流事業の拡大を計画して

いた。

その矢先の同年８月、室蘭市の外国人研修・技能実習制度

によって市内の縫製会社で働いていた日照市出身の中国人実

習生１１人が、２カ月以上にわたる賃金未払いなどを理由に勤

務を拒否、在札幌中国総領事館が実態調査に乗り出している

ことが明らかになった。

実習生が帰国を希望しているとの報に、市民が自発的に「室

蘭中国人実習生を支援する会」を作り、実習生への支援と募

金活動を行った。

同年１０月に実習生は国の「賃金立て替え制度」による未払

い賃金８０％と市民からの募金を受け、帰国することとなった

が、帰国会見の中で、室蘭や日本について「嫌な思いもした

けれど、優しく、とてもいい人たちもたくさんいる」と語り、

関係者をホッとさせた。

友好都市締結直後の余り例のない事件だったが、同年１０月

新宮室蘭市長は自ら市民団体「日照市と友好の会」の訪問団

に同行し、日照市の干建成市長らと会談した。席上、新宮室

蘭市長は事件の事実関係を説明し、改めて友好都市交流を発

展させるため、中学生の相互訪問をスタートさせるなど具体

的な文化交流について合意した。

これに基づいて０５年１０月には、日照市への第１回中学生派

遣事業が実施され、友好都市の新たな絆を作り直すことと

なった。

また、室蘭市は今後も経済交流などを活発化させる方針で、

事件を起こした会社以外の縫製工場で日照市の技能実習生の

受け入れを継続して実施している。

室蘭市は北海道の南西部に位置し、周囲を海に囲ま
れた自然の豊かなまちである。１８７２年（明治５年）
の開港以来、港を中心に製鉄、鉄鋼、造船など北海
道の工業都市として発展してきた。
室蘭港は、１９６５年（昭和４０年）に特定重要港湾に指

定されており、２００２年（平成１４年）には開港１３０年、
市制施行８０年を迎えている。
国際交流の問い合わせ先
室蘭市総務部総務課国際交流担当

℡（0143）22―1111

室 蘭 市
人口：約１０万人 面積：８０．６!

http : //www.city.muroran.hokkaido.jp/

友好都市締結調印式会場前で両市関係者が記念撮影
＝２００２年７月、室蘭文化センター前で
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８つの外国航路が結ぶ活動

苫小牧港は８つの外国航路によって約３０カ国と結ばれ、年

間１千２００隻以上の外航船が入港、外国人船員も約２万人が

上陸している。そういう意味では国際港湾都市として、その

生い立ちから臨海での国際交流を目指す生き方が必然的に求

められて来た。

そのせいもあって、外国人との日常的な出会いの中で、民

間団体の活動が苫小牧市の国際交流の大きな特徴といえ、国

際交流を担当する同市企画調整部は、「各団体の活動を援助

し、チームワークを図るのが私たちの役目。国際交流は心で

す」という。

同市の国際交流は国際港湾都市の特性を生かす方向で進め

られており、大きく分けると姉妹都市交流、こども国際交流、

同市内での在住外国人交流、国際ボランティア登録の４つの

事業が挙げられる。

［姉妹都市―ネーピア市（ニュージーランド）］
姉妹都市となったニュージーランド・ネーピア市との交流

は、１９７１年（昭和４６年）同市にある木材会社に王子製紙・日

本製紙が出資してパンパック社を設立、ここで生産するパル

プを苫小牧港に輸出するために定期航路が開設されたことか

ら始まる。

このことが縁となって７８年（同５３年）、苫小牧港とネーピ

ア港が姉妹港提携を結んだことで、苫小牧市とネーピア市と

の間で交換留学生派遣や国際姉妹青年会議所締結などの交流

が広がり、８０年（同５５年）姉妹都市の締結まで発展した。

その後、多くの交流があったが、２０００年（平成１２年）には

姉妹都市締結２０周年とネーピア市制施行５０周年を記念して、

苫小牧市から８２人の市民訪問団がネーピア市を訪れた。特に

この訪問では、３０人以上もの個人参加者があり、姉妹都市へ

の関心の高さを物語った。

０１年にニュージーランド・ニュープリマ市で開催された日

本との姉妹都市関係をテーマにした「２００１年会議」において、

最も活発で友好的な姉妹都市活動を行ったとしてネーピア市

が最高賞を受賞した。このことはパートナーの苫小牧市に

とっても朗報で、友好団体などによる組織的な交流だけでな

く、留学やホームステイなどを通じた市民レベルの交流が高

く評価されたことを意味していると受け取られている。

また、姉妹都市締結２５周年を迎えた０５年１０月、桜井・苫小

牧市長ら６４人の訪問団がネーピア市を訪問、両市小学生によ

る絵画約２００点の初めての合同展示会をネーピア市で開催す

るなど、さらに交流を深めようとの両市の意気込みが感じら

れる。

［友好都市―泰皇（しんのう）島市（中国）］
友好都市の中国・泰皇島市とは、１９８３年（昭和５８年）、苫

小牧市の経済・行政関係者を中心とした北海道経済訪問団が

泰皇港を訪問した際、苫小牧港が我が国の中核国際物流港湾

として整備が進んでいることを伝えた。

この結果、泰皇港からの木材チップや石炭の受け入れ港湾

としてクローズアップされ、８５年（同６０年）中国の交通部な

どの全面的支援を受けて、友好港締結となった。

さらに、この経済的な交流が基礎となり、９８年（平成１０年）、

苫小牧市の市制施行５０周年に泰皇市長が来日し、友好都市提

携に交流が広がった。

世界に目を開く「こども国際交流事業」

この事業は９０年国のふるさと創生基金を国際交流に生かそ

うと設けられた。小、中、高校生を対象に海外派遣を行い、

見聞を広めてもらうのが狙いだ。

これまでの派遣先は姉妹都市や友好都市に限らず、韓国、

カナダ、シンガポール、オーストラリア、アメリカなど多様

だったが、２００３年（同１５年）は重症急性呼吸器症候群（SARS）

の影響で、派遣が中止された。

その後は子供たちの安全面を考慮して、連携を密にできる

姉妹都市・友好都市を中心に交流を継続することになり、０４

年は、中学生１４人が中国の秦皇市や北京市を訪問した。

秦皇市では中学校を訪ね、交流したほか、言葉の違いに戸

惑いながらも、ホームビジット（宿泊を伴わず、家庭に招い

て外国人と交流）先で中国の生の家庭の味を体験した。

また、０５年７月末から８月初めに、高校生１０人が姉妹都市

のニュージーランド・ネーピア市を訪問したが、５倍の５０人

が応募するなど人気は上々だった。

これとは別に苫小牧ニュージーランド協会が実施している

高校生海外短期研修事業も０５年で２３回目を数え、同年４月に

は２人の女子高生がネーピア市でホームステイをしながら地

胆振管内 国際港湾都市の
特性を生かして苫小牧市
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元の女子高と親睦を図るなど、子供たちを通じた国際交流は

着実な深まりをみせている。

実のある在苫外国人との触れ合い

ひとつは「ぐるーりWORLD交流会」の開催。この交流会

は、市民と外国人とが相互理解と友好を深めるため１９９２年か

らスタートした。

最近は、２００２年（同１４年）１０カ国４０人、０３年４４人の外国人

が市民まつりに参加、０４年１０月は初めてミニ運動会も実施し

た。１１カ国３４人の外国人を含む８８人が紅白に分かれて、大玉

運び、玉入れなどで和気あいあいの雰囲気。ゲームを楽しみ

ながら交際の輪が広がり、国際交流を実感できるイベントに

なっている。

もうひとつが１９９１年（同３年）から実施している留学生支

援事業だ。外国人留学生及び外国人就学生に対し苫小牧市営

バスの乗車券または乗車証を無料で交付することで、通学は

もとより公共施設を利用する際の負担を軽減しようというも

の。

地域における国際交流の促進にもプラスとして継続されて

おり、他都市ではそう例のない試みといえる。

草の根のボランティア

苫小牧市には、市内在住の外国人や来苫する外国人とのコ

ミュニケーションを図り、国際協力や交流を進めるためのボ

ランティア登録制度がある。

ボランティアは、ホームビジット、ホームステイ、通訳や

翻訳、日本文化の紹介（書道、茶道、華道、日本舞踊、着付け

などに協力）、外国人のための日本語指導などを行っている。

登録者数は約１６０人にものぼり、外国人が多い国際港湾都

市・苫小牧を支える草の根のボランティア活動となっている。

自主的な活躍目立つ民間団体

国際交流関係団体連絡協議会は９１年、市が中心となり、個々

の団体の自主的な活動を尊重しながら、市内の国際交流活動

関係団体相互の連絡と交流を図る目的で発足した。

加盟メンバーは、苫小牧ユネスコ協会、国際ソロプチミス

ト苫小牧、とまこまい国際交流センター、日本ユーラシア協

舞踊で歓迎してくれた秦皇市の中学生たち
＝２００４年８月

「ぐるーりWORLD交流会」ミニ運動会風景
＝２００４年１０月
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会苫小牧支部、苫小牧ニュージーランド協会、苫小牧キリス

ト教船員奉仕会、苫小牧市日中友好促進協会、苫小牧外交協

会、苫小牧ロータリークラブ、苫小牧北ロータリークラブ、

苫小牧東ロータリークラブ、苫小牧ネパール協会の１２団体。

中でも、外国人船員が年間約２万人以上訪れる港町ならで

はの活動をしているのが「苫小牧キリスト教船員奉仕会」だ。

この団体には、市民ボランティア約７０人も参加しており、

外国人船員向けの市内地図作成、配布や図書雑誌の提供など

さまざまな活動をしているが、最も力を入れている事業が、

「シー・フェアラーズ・センター」である。

同センターは、港との間に送迎バスを週６日間運行し、初

めて来苫した外国人にとって、苫小牧市の情報を身近に手に

する重要な場となっているだけでなく、国際交流イベントへ

の参加など、市民との交流を深める窓口にもなっている。

この団体の中心となったのが米国人のジョイス・マギーさ

ん。

ジョイスさんは８６年（昭和６１年）１１月、外国人船員のため

の憩いと心の支えとなるようシーメンズクラブ（現シー・

フェアラーズ・センター）の設立・運営に携わり、その後、

自ら事務局長として活躍した。

また、公民館や婦人ホームなどの公共施設をはじめ市内各

所で英会話の講師を務めたほか、女性の社会参加のための「苫

小牧女性活動計画」策定の基礎づくりに市民代表として積極

的に参加した。加えて、里親の会での福祉活動なども評価さ

れ、苫小牧文化奨励賞・ソロプチミスト苫小牧社会貢献賞な

どを受賞。

さらに、２００４年（平成１６年）には北海道で初めて全国高等

学校野球選手権大会で優勝した駒大苫小牧高校野球部と共に

苫小牧市郷土貢献者として表彰された。

ジョイスさんは、１９６３年（昭和３８年）に宣教師であるご主

人のジョージ・マギーさんとともに来日、４２年間を苫小牧で

過ごし、ご主人が任期を終えた２００５年（平成１７年）４月に帰

国した。

同センターの利用者は統計を取り始めた１９８７年（同６２年）

から、９４カ国延べ１０万６千４００人、２００４年だけでも２８カ国延

べ５千８９１人にものぼっている。

苫小牧市でまいたボランティア活動の種は確実に広がりつ

つあり、布教活動を超えた精力的な国際交流として注目して

いい。

任意団体の「とまこまい国際交流センター」は、海外派遣

研修に参加した人々が中心になって国際交流に力を注いでい

るボランティア団体だ。当初は１０人のメンバーを核に活動を

始めたが、現在約７０人の会員で、国際協力機構（JICA）の

青年招へい事業や一般家庭へのホームステイ受け入れなどを

行っている。

ホームステイでは、１日前に急きょ依頼が来るなど、戸惑

うこともあるそうだが、日本に来て困っている人のために可

能な限りの協力を惜しまないという。

苫小牧市はこういった民間の活動を支援するため、２００２年

「夢・まち推進事業」をスタートさせた。地域の経済、文化

の振興、国際交流、福祉ボランティア、平和運動といったま

ちの活性化につながる分野で活動する１５歳から３０歳未満の市

民グループに、最高２０万円の助成をしようというもので、そ

の成果がどう芽を膨らませていくかも注目されよう。

ウトナイ湖、樽前山など自然に恵まれ、積雪寒冷の
北海道にあって太平洋に臨み、気候は温暖で積雪も
少ない。苫小牧港は、日本初の内陸堀込港であり、
臨海工業地帯を形成している。駒大苫小牧高校が全
国高等学校野球選手権大会で５７年ぶりに０４、０５年の

２年連続して夏の甲子園大会で優勝し、苫小牧の名
は全国的に一層知られるところとなった。

国際交流の問い合わせ先
苫小牧市役所企画調整部 ℡（0144）32―6111

苫 小 牧 市
人口：約１７万４千人 面積：５６１!

http : //www.city.tomakomai.hokkaido.jp/

苫小牧市郷土貢献者表
彰受賞のジョイス・マ
ギーさん（右）とご主
人ジョージ・マギーさ
ん＝２００４年１１月
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進む市総合計画の具体化

登別市総合計画では「人が耀き／まちがときめく／ふれあ

い交流都市／のぼりべつ」をまちづくりのキャッチフレーズ

とし、その理念を「自然と調和のとれた住空間、躍動する産

業、観光客をあたたかく迎え入れるホスピタリティ、個性あ

ふれる文化、豊かな人間性。市民一人ひとりの価値観とライ

フスタイルが尊重され、豊かさと充実した生活が実現される

まち。ここには世界の各地から人が集い、世界の情報が集ま

る。そして、人が、モノが、情報が行き交い、活発な交流が

生み出すエネルギーがまちにみなぎり、人々のぬくもりとふ

れあいを育てる」と表現している。

登別市は日本でも有数の温泉地というメリットを生かすべ

く、１９８６年（昭和６１年）に「国際観光レクリエーション都市

宣言」を出した。９２年（平成４年）には同市総務部に国際交

流担当を置き、９７年に国際交流室に昇格させた。

同宣言にふさわしい地域国際化の推進策として同市は①国

際交流の推進②国際協力の推進③国際性豊かな人材の育成④

外国人が住みやすく、訪れやすいまちづくり―の４つを主要

施策に置き、総合計画を単に言葉だけで終わらせず、具体的

な活動に生かしてきているのが特徴だ。

その国際交流の多彩な内容には学ぶべき点が多いといえる。

海外２都市との友好交流

「国際交流の推進」として同市が力を入れているのがデン

マークのリンゲ市・ウィスリンゲ市と中国広東省広州市との

２つの友好都市関係だ。

登別市では「財政上の問題もあるが、行政主導になりがち

な姉妹都市提携ではなく、民間主導の交流を支援していくこ

とで、より温もりのある交流内容になり、民間交流団体の活

動、育成にもプラス」の考えで、実情に応じて、それぞれの

友好都市関係の推進を図っている。

［リンゲ市・ウィスリンゲ市（デンマーク）］
JR登別駅近くにあるヨーロッパ中世の古城をほうふつさ

せる「登別マリンパークニクス」。中国庭園のテーマパーク

「天華園」は休園となったが、「登別マリンパークニクス」は

胆振管内「ふれあい交流都市」への
多様な試み登別市

ヨーロッパの古城を思わせる登別マリンパークニクスの中心施設「海洋美術館ニクス城」
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デンマークとの太いつながりを象徴するように、その威容を

誇っている。

１９８９年（平成元年）同市の北欧商店街町並み形成視察団が

デンマーク、スウェーデンを訪問し、翌９０年には、デンマー

ク中央部のフュン島・ウィスリンゲ市近郊に実在する中世の

ルネッサンス様式の「イーエスコウ城」をモデルに建設され

た。

内部が水族館の「海洋美術館ニクス城」をランドマークと

して、北欧の街並みを再現した「登別マリンパークニクス」

の開園式にはイーエスコウ城主夫妻、リンゲ市にあるミット

フュンズ高の合唱団５２人らも参加して、全員がホームステイ。

同園のオープンを機に一気に友好関係が花開いた。

同年、市立幌別中とリンゲ市のノーアエア校が早々と姉妹

校提携したのをはじめ、デンマークからの青年受け入れ事業

なども開始され、交流は自然と深まりをみせてきた。

このため、９７年（同９年）４月、登別市長らが公式訪問し、

リンゲ市と隣接するウィスリンゲ市（両市は２００７年に合併の

予定）の３市で、市民レベルによる交流活動の積極支援を誓

う「友情の絆（Bond of Friendship）」の覚書を取り交わした。

交流内容は大きく分けて、中学生海外派遣事業とデンマー

ク青年の受け入れ事業の２つ。

９２年（同４年）度からスタートした中学生の派遣事業は、

中学生が引率の先生と共に毎年デンマークとその周辺国に１０

日間程度滞在し、見聞を広め、交流を図るというもの。

同市総合計画にある国際性豊かな人材育成の具体化とし

て、市は旅費の８割を助成、２００４年（同１６年）度までに派遣

者総数は生徒８６人、引率者４０人の計１２６人で、帰国後はその

都度、派遣研修報告書を作成してフォローアップしている。

デンマークからの青年受け入れは９０年（同２年）の開園以

来登別マリンパークニクスが行ってきたが、財政上の理由な

どで中止せざるを得なくなり、９４年から民間の「のぼりべつ

国際交流会」が市の補助で継続、同じく民間の登別デンマー

ク協会の発足に伴って、９７年から同デンマーク協会が事業を

引き継いだ。

毎年、１カ月から２カ月間同デンマーク協会の会員宅に

ホームステイをし、地域住民との親睦と交流、研修による相

互理解を図っている。

２００５年（同１７年）６～８月の２カ月間登別を訪れたコーア・

リネビアーさんの日程を見てみると、市内小中学校での英会

話教室、授業参観、料理教室、国際理解講座への出席など期

間中の日程はびっしり。

すでに、同年度まで１７人のデンマーク青年を受け入れてお

り、これらの人々が帰国後リンゲ・ウィスリンゲ・登別友好

協会で活躍するなど民間交流に大きく貢献しているという。

［観光で結び付いた広州市（中国）］
２０００年（同１２年）３月君島会長ら登別観光協会の一行１６人

が、中国広東省広州市で開かれた「国際旅遊展」に参加した。

北海道観光ブースで登別温泉を売り込むなど独自のプロモー

ション活動を行ない、ビザの解禁地域拡大間近の中国へ本格

的な観光誘致に乗り出した。

２カ月後には広州市副市長ら７人が登別市を表敬訪問、０１

年２月には上野市長ら１６人の登別観光プロモーション訪問団

が上海市、広州市を訪れ、観光客誘致活動を一段と活発化さ

せた。

広州市側もこれに応えて政府代表団が再度登別市を訪問

し、これを受けて０２年（同１４年）５月には市長を団長とする

登別市の公式訪問団２２人が広州市に赴き、友好交流促進都市

の盟約書にスピード調印した。

鬼の面を囲み話が弾む登別、リンゲ両市の中学生たち
＝２００４年８月、リンゲ市で

登別の保育所を訪れたデンマークのコーア・リネビアーさんに大喜
びの園児たち＝２００５年６月
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その後、行政、市民の相互訪問、登別観光プロモーション、

中国の旅行エージェントの来訪などの交流が続けられてい

る。登別、広州両市の観光客誘致という共通の利害に基づい

た友好関係は具体的な経済交流として、今後の成果が注目さ

れる。

相互理解から協力へ―自治体職員研修

総務省は１９９６年（同８年）度からスタートさせた自治体職

員協力交流事業について、自治体の国際化施策が交流から協

力に深化する傾向があり、その中心として自治体が持ってい

るさまざまなノウハウ、技術などを活かした「ひとづくり」

への協力が求められている―との趣旨を述べている。

すでに登別デンマーク協会の協力でデンマーク青年受け入

れ支援事業を行っている登別市は、この自治体職員協力交流

事業への取り組みにも積極的に手を挙げた。

初年度は対象が札幌市などの政令指定都市だけに限定され

たため、９７年度に受け入れが決まった登別市は札幌市を除き

道内の一般の自治体としては第１号ということになる。

協力交流研修員は約半年間ホームステイをしながら、さま

ざまな行政の研修、日本文化の学習、市民、学生との交流、語

学講座の開催などみっちりと勉強し、国際交流を実践する。

登別市が観光都市ということもあって、２００５年（同１７年）

度までの協力交流研修員８人の研修分野は６人が観光、２人

が一般行政。国別では中国４人、韓国２人、デンマーク、モ

ンゴル各１人となっており、登別市の国際交流のあり方とも

符合している。

例えば、０２年度観光研修目的で来日した中国・広東省韶関

市からの協力交流研修員、!志強さんは登別市に中国本土や
台湾などから多くの観光客が来ているにもかかわらず、本格

的な中国語の案内書がないことに気付き、３カ月間かけて「登

別まるごとガイドブック」（７４ページ）を中国語に翻訳した。

研修報告書で!さんは「下手な訳文かもしれないが、中国
からの観光客に役立てば何より。また、市民の親しみ、優し

さに何回も感動した。民間交流を通じて、友達をつくって、

互いの心が通じるようになることは言葉に尽くせない貴重な

体験です」と書いている。

交流による相互理解から相互協力へ―その関係は将来に向

けて広がる可能性を持っている。

国際観光レクリエーション都市づくり

『美しい自然と、無限の温泉に恵まれた登別市は、北海道

の宝です。生活を楽しみ、心身を健やかに、明日への活力を

求め、世界の人々が相集う街、理想郷登別市を目指して、こ

こに「国際観光レクリエーション都市」を宣言します』

約２０年前の１９８６年（昭和６１年）に出された宣言文である。

２００１年（平成１３年）度に環境省の「かおり風景１００選」、０４年度

に北海道遺産にそれぞれ選定された登別温泉は、北海道で最

初の国民保養温泉地指定の同市内のカルルス温泉も含め、全

国的にも有数の温泉観光地だ。

有珠山噴火で観光客はやや落ち込み０４年度の宿泊者は前年

度より１３万人少ない１３４万人になったものの、外国人宿泊者

は約１割の１３万２千人でアジアを中心に前年度を４万９千人

も上回った。その利点を生かして同市が国際観光レクリエー

ション都市に取り組むのは当然といえる。

同市や登別観光協会がアジア諸国への観光PRを本格化さ

せた１９９４年（同６年）から、同協会事務所に英語、中国語、

ハングルによるパンフレットが用意され、同市も日、中、英、

ハングルの４カ国対応の観光ホームページのほかに、A４判

２３６ページの接遇マニュアルを作成、案内標識の作製などと

合わせ、ソフト面での国際観光レクリエーション都市づくり

に力を入れている。

前述したように広州市との友好交流促進都市提携も登別市

の官民を挙げた観光プロモーションの成果の延長線上にある

し、登別、室蘭、伊達など西いぶり戦略的観光推進協議会や

札幌市、道経連などとの連携による共同行動など国際観光戦

略も多彩。２００４年度から、隣の胆振管内白老町、白老観光協

会とタイアップして、中国に２人の長期観光研修生の派遣も

開始した。

中国・広州市から観光、文化研修で登別市を訪れ、着物の着付けを学ん
だ自治体協力交流研修員の伍 毅敏さん＝２００４年、登別伊達時代村で
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観光地登別ならではの具体的な地域国際化の試みは、今後

がさらに楽しみといえる。

市民に根付く「ふれあい交流」

「行政主導より、民間主導の交流を支援・拡大する国際交

流」という同市の方針は、市民レベルの活動への信頼と国際

観光都市という恵まれた地域の国際化、そこから育ち、育て

ていく土壌への自信に支えられているからかもしれない。

デンマークとの友好関係の基礎を築いたのは官民共同の北

欧商店街町並み形成視察団だし、その後韓国、米国、ニュー

ジーランドなどへの視察団派遣も一時活発だった。

これとは別に国際協力機構（JICA）の青年海外協力隊に

も１９８０年（昭和５５年）以降、さまざまな職種から１７人もの市

民が参加、同市の通訳ボランティアにも、英語、中国語、ロ

シア語など２０人を超える人が登録しており、登別市民の国際

化の意識は相当高いといえる。

こういったことを裏付けるように、同市にはのぼりべつ国

際交流会、登別デンマーク協会、登別日中友好協会の３つの

国際交流団体があり、それぞれが民間レベルでの国際交流事

業を推進している。

同交流会は留学生受け入れ、難民衣料送付事業などに取り

組んでいるが、デンマークからの青年受け入れ事業も当初、

同交流会が担当した。

同事業は９６年（平成８年）に設立された同デンマーク協会

（会員は個人７７人、法人１１団体）に引き継がれ現在に至って

いるが、同デンマーク協会は受け入れ事業以外にも英会話教

室、デンマーク講座、デンマーク料理教室などさまざまな活

動を行っている。

また、同交流会が中心となって、同日中友好協会や青年会

議所など市内の１０団体が２００４年（同１６年）３月、「国際交流

の街づくり広場」（事務局・同交流会）を設立した。

登別市出身の海外居住者、同市内に住んでいる外国人につ

いて、本人の了承の下に活動実績などをデータベース化し、

国際関係の情報、活動に役立ててもらおうというもので、地

方の都市では珍しい試みといえる。

同市自体も国際性豊かな人材育成の一環として、海外派遣

事業、姉妹校交流などに加え、毎年１回市民対象の国際理解

講座を開いている。

２０００年度には市制施行３０周年、西暦２０００年記念イベント協

賛事業として「外国人とのふれあい事業～外国の遊び知って

る？」のタイトルで、英国、韓国、中国、ネパール、モンゴ

ル、ペルーの６カ国の人々がそれぞれ自分の国の遊びを実際

に披露したり、０１年度は英語指導助手のスティーブン・アス

キューさんが２日間「英国教室」の講座、さらに別の２日間

料理教室を開催するなどの楽しい趣向となっている。

前述したようにデンマーク青年の受け入れ、海外からの自

治体職員協力交流事業などでも市民との交流・協力が進めら

れているが、国の「語学指導などを行う外国青年招致事業」

（JETプログラム）による英語指導助手（AET）も１９９０年（同

２年）から途絶えず採用しており、中、高校の英語授業だけ

でなく、国際理解講座の講師や市民対象の英語教室を年３回

（１回５シリーズ）開催するなど地域に密着した活動が目

立っている。

例えば、初代の英語指導員として２年間登別市にいた米国

の高校の日本語教師ピーター・ヘンティさんは登別市の女性

と結婚し、２００４年には米国の教え子１０人とその家族を引率し

て来訪、同市で日本語研修、茶道や書道などの日本文化体験

を行うなど、登別との国際交流になお深く関わっている。

ヘンティさんだけではない。同市は英語指導員、受け入れ

事業のデンマーク青年など約２０人に「登別ふるさと大使」、

いわゆる“鬼大使”として国際交流促進に一役買ってもらっ

ており、「国際交流を進める上で鬼大使の存在はとても大き

い」（中川原學・同市総務部企画グループ国際担当主査）と

いう。

同市総合計画のまちづくりの理念「ふれあい交流都市」へ

の試みは官民が歩調を合わせ、多彩で生き生きとした深みす

ら感じる。

同市が地域国際化の施策として掲げる「地域が直接世界に

貢献する時代が訪れている。市民一人ひとりが、世界に貢献

するという意識の醸成を図るとともに、登別市が培ってきた

特色ある文化や技術、人材を世界の発展に役立てる環境づく

りを進める」という基本方向は着実に実行されつつあるとい

える。

登別温泉、カルルス温泉が湧出する日本でも有数の
温泉地。地獄谷など優れた自然景観もあり、支笏洞
爺国立公園の一角を占める。温泉だけでなく、登別
地獄まつり、のぼりべつクマ牧場、登別マリンパー
クニクスなど観光が大きな産業になっているが、酪

農、畜産を中心にした農業、３つの漁港を持つ水産
業も盛んだ。
国際交流の問い合わせ先
登別市総務部企画グループ国際交流担当

℡（0143）85―2111

登 別 市
人口：約５万４千人 面積：２１２．１!

http : //www.city.noboribetsu.hokkaido.jp/
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ケミヤルヴィ市（フィンランド）と
友好都市に
フィンランドという遠い国との国際交流は、壮瞥町の民間

事業者が「サンタ村」建設の構想を打ち出し、サンタクロー

ス発祥の地であるフィンランドの公認を得るためサンタク

ロースフィンランド協会、フィンランド観光局と協議した際、

公認と一緒にフィンランドとの地域間交流について要望を受

けたことがきっかけだ。

壮瞥町は、この“提案”について前向きに検討、フィンラ

ンド政府の協力を受けて、北部ラップランド地方のケミヤル

ヴィ市を交流候補と決めた。

１９９３年（平成５年）５月民間事業者のサンタクロース村認

定契約調印に合わせて、ケミヤルヴィ市側から市長ら代表者

が来町し、同町との友好都市宣言の調印が行われた。

友好都市締結後、交流はそれぞれのイベントに相互に参加

し、理解を深めることから始まった。「サンタ村」構想は、

２０００年（同１２年）民間事業者が建設を断念し、完成するには

至らなかったが、その間の１９９２年から９９年まで、フィンラン

ド公認のサンタクロースが毎年同町を訪れるなど“サンタ交

流”は町民の心に友好都市関係の土壌を作ったといえる。

２００５年（同１７年）春現在、同市との交流は、２つの事業が

柱となっている。その１つは雪合戦が生んだ“絆”。１９９４年

に行われた第６回「昭和新山国際雪合戦」に同市から選手が

派遣されてきたことが始まりだ。

参加した選手は、この冬のスポーツ大会「雪合戦」に

新鮮な魅力を感じ、翌年に、同市で日本国外では初の

「YUKIGASSEN」大会を開催した。同町は、「雪合戦」普及

を目的に雪合戦実行委員会のスタッフ５名を技術、運営指導

のため同市へ派遣して、これを支援、その後も継続して交流

を続けている。

もう１つは、「小さなまちの大きなプロジェクト」をキャッ

チフレーズに、子どもたちが主役の交流として９５年からス

タートした「フィンランド国派遣事業」である。

子供たちの国際感覚養成が目的で、費用のほぼ全額を町が

負担し、毎年、町内中学３年生全員をフィンランドに派遣し

ている。

９６年からは、学生訪問団としてフィンランドの中学生と高

校生が隔年で来町する相互交流となった。

この交流を契機にケミヤルヴィ市では「友達クラブ」が、

壮瞥町においては「キートス・クラブ（キートスはフィンラ

ンド語で“ありがとう”の意味）」が任意団体として設立さ

れ、民間同士でホームステイの受け入れなどを行っている。

同町の国際交流は「雪合戦」を通した交流事業と中学生の

派遣、そして、同市からの学生訪問団の受け入れが主な内容

だが、２００５年４月までの通算で、壮瞥町からの訪問が２３回延

べ４６２人、ケミヤルヴィ市からの訪問が１５回１２７人、合計５８９

人にのぼる分厚い交流になっている。

ユニークなアイデア「雪合戦」で
町おこしと国際交流
「北海道の冬」から抱くイメージはどのようなものだろう

か。最近でこそ、さっぽろ雪まつり、東南アジアからの冬の

ツアー、さらには後志管内倶知安町でのオーストラリアから

のスキー客ブームなど「北海道の冬」が再発見されているが、

「雪合戦」を始める前は「寒い・暗い・遠い・広い」のイメー

ジが一般的。同町にとって冬の観光振興は大きな課題であり、

その冬季対策が地域経済活性化への起爆剤として期待が寄せ

られていた。

１９８７年（昭和６２年）８月、アイデア検討会が結成され、地

域の若い人が中心となって冬季イベントについてのアイデア

を出し合った。

当時を振り返って、昭和新山国際雪合戦実行委員会の堀口

一夫委員長は、「最初は冬＝雪像というアイデアしか思い浮

かばなかった。それではさっぽろ雪まつりの二番煎じになっ

てしまう。オリジナリティのあるスポーツイベントを開催し

たい。それが最終的に雪合戦という結論を導き出した」と述

胆振管内 世界に“発信”された
「YUKIGASSEN」壮瞥町

初めてフィンランドへの派遣事業で海外に向かった壮瞥町中学生一
行３３人＝１９９５年８月
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懐する。

同年１２月、「雪合戦」を正式イベントにすることを決めた

後、ルール制定委員会、そして、現在の昭和新山国際雪合戦

実行委員会の前身となる昭和新山国際雪フェスティバル実行

委員会が結成され、競技ルールや雪球製造器、ヘルメットな

ど急ピッチで準備が進められた。

みんなの熱意で、８９年（平成元年）第１回昭和新山国際雪

合戦大会の開催にこぎつけた。第１回目にもかかわらず、７０

チームの公募に対して、その倍の１５０チームが参加を申し込

むほどの人気。

ただ、１セット５分で３セット勝負。最終的に持ち玉が多

いチームが勝利するというルールだったことから、消極的な

試合展開になりがち―という反省点も残った。

このため、その後のルール改正で、選手９人（試合出場選

手は７人）、監督１人のチーム編成とし、競技時間は３分３

セットマッチ。１チームが１セットで９０個の雪球を使い、時

間内に雪球により相手チーム全員を倒した時点、または相手

チームのフラッグを抜いた時点で勝ちとなる現在のルールが

確立した。

２００５年（平成１７年）２月２６、２７の両日、昭和新山山麓で開

催された第１７回大会は、約２千チームの応募から各地区予選

を勝ち抜いてきた道内１５５チームと１５県から３１チーム、そし

て在日外国人４チーム（１５カ国）の合わせて１９０チームが出

場し、熱戦を繰り広げた。

手探りで始めたこのイベントが今では、人口約３千２００人

国際色豊かな国旗がたなびく中、すっかり国際大会として定着した
雪合戦大会がスタート＝２００５年２月、壮瞥町の昭和新山山麓で

「YUKIGASSEN」大会でトロフィをかかげ、シャンパンで喜び合う優勝チーム
＝２００５年、ケミヤルヴィ市
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のまちに、その約９倍の２万７千人が集まる一大イベントと

して成長を遂げている。

これまで、海外からは香港、フィンランド、ノルウェーか

ら単独チームが参加しているほか、日本国内でも在日外国ビ

ジネスマンや英語指導助手など外国人チームが第１回大会か

ら出場しており、合わせるとカナダ、アメリカ、メキシコ、

ブラジル、ニュージーランド、オーストラリアなど４０カ国以

上の外国人が雪合戦を楽しんだことになる。

名実共に「国際雪合戦大会」として、予想を超えた成長を

示し、雪の利点を活かした冬期間の国際交流、観光にも大き

く貢献してきた。

雪合戦大会成功の秘訣は、大会を支える地域のボランティ

アにある。壮瞥町の人口は約３千２００人だが、おおざっぱに

言って大人の４人に１人に当たる約４００人がボランティアと

して活躍。当然ながら、壮瞥町役場も雪合戦専属の担当者を

置いて、大会のバックアップに力を入れ、文字通りまちを挙

げてのイベントとなっている。

官民一体のこの取り組みが、大きなイベントを成功させる

上で重要な役割を果たしていることはいうまでもない。

さらに、特徴的なことは、雪合戦参加者にリピーターが多

いという点。ユニフォーム、チーム名などできるだけ制約を

設けず、各チームが自由に選択できること、参加者の意見を

入れてルールを変えていく―といった柔軟な姿勢が、常にフ

レッシュな大会を創り出してきているといえる。

「壮瞥発」が世界のスポーツに

壮瞥町の雪合戦は、国内ばかりではなく、海外でも大会が

開催されるまでに発展した。フィンランドのケミヤルヴィ市

では２００５年で１１回目、ノルウェーのヴァルドー市では９回目

を数え、ルールなどすべて昭和新山雪合戦のものがそのまま

使用され、壮瞥方式が“国際ルール”として早くも認知され

た形になっている。

壮瞥町の昭和新山国際雪合戦大会は、１９８９年（平成元年）

の第１回大会から２００５年（同１７年）で１７回目となる。これま

でに、このイベントそしてまちづくりが多くの関係機関に評

価され、０１年（同１３年）には昭和新山国際雪合戦大会が北海

道から北海道遺産（生活分野）に選定されたのをはじめ、０２

年には昭和新山国際雪合戦実行委員会そのものが「世界に開

かれたまち（民間交流団体部門）」として、地域づくり総務

大臣表彰も受けた。

堀口実行委員長は、「年々、競技レベルが上がり、“遊び”

の要素が少なくなってきていることから、観光客が気軽に参

加できるようなプログラムを提供していきたい。雪合戦大会

の継続には、事務局組織の新陳代謝が重要であり、新しい発

想がないとイベントがマンネリ化し、参加者の低下につなが

る。また、雪合戦を学校の体育授業の一環として取り入れる

ことによって、更なる普及を図りたい。雪のないアジアの国々

の人にも、ぜひ体験してもらい世界に雪合戦を広めていきた

い」と今後の課題と抱負を語る。

０５年（同１７年）１月、同町で開催された「第１回東アジア・

スポーツ雪合戦大会」には、中国、香港、韓国の留学生７０人、

９チームが参加、雪合戦をアジアへ広げる上で、大きな一歩

をしるす大会となった。

壮瞥町発信の「昭和新山国際雪合戦大会」は、世界の

「YUKIGASSEN」として国際交流の輪を広げている。冬のス

ポーツを生かした、この町ぐるみの試みは、地域発信の国際

交流として特筆してもいいだろう。

北海道の南西部、「支笏洞爺国立公園」内に位置し、
横綱「北の湖」の故郷としても知られている。江戸
時代初期の１６６３年以来、少なくとも８回の噴火が記
録されている有珠山のほか、昭和新山、洞爺湖といっ

た豊富な観光資源に恵まれ、北海道を代表する観光
地になっている。
国際交流の問い合わせ先
壮瞥町役場 総務課企画調整係 ℡（0142）66―2121

壮 瞥 町
人口：約３千２００人 面積：２０５!

http : //www.town.sobetsu.hokkaido.jp/

アジアの人々を対象に初めて開かれた「第１回東アジア・スポーツ
雪合戦大会」であいさつする堀口実行委員長（左）
＝２００５年１月、壮瞥町



66666666

［姉妹都市交流―ケネル市
（カナダ、ブリティッシュ・コロンビア州）］
１９６９年（昭和４４年）１２月、胆振管内白老町に工場を持つ大

昭和製紙（現日本製紙グループ）が、カナダのケネル市にチッ

プの合弁会社を設立した。これを契機に、大昭和関連会社の

人々とケネル市民との交流が活発化し、その中に同社白老工

場の関係者も多くいたことから友好の輪は、白老町とケネル

市住民の中に広がっていった。

一面で旧大昭和製紙の城下町といえる同町は、王子製紙、

日本製紙の城下町ともいわれるお隣の苫小牧市同様、道外の

大手企業が切り開いた国際交流という道内他都市にはない特

徴を持っている。

苫小牧市の王子製紙、日本製紙が７１年（同４６年）にニュー

ジーランドのネーピア市にパンパック社を設立、これを機に

同市と姉妹港、姉妹都市提携（１９８０年）に発展した経緯と極

めて類似している。

具体的にみると、当時大昭和製紙がパイプ役となり、ライ

オンズクラブやロータリークラブ同士の交流も順調に進み、

町民から姉妹都市提携を望む声が強くなってきた。

一方、ケネル市も人口や自然環境などが似ている白老町と

の交流を望み、７９年（同５４年）同市長は同町に姉妹都市提携

を申し込んだ。翌年同町長の同市訪問を経て、８１年（同５６年）

７月１３日、同町で正式に姉妹都市に関する盟約書を取り交わ

した。

提携のきっかけは企業の海外進出だったが、その後さまざ

まに交流が広がり２００４年（平成１６年）までの２３年間で、同町

からは１１回の代表団派遣のほか、ライオンズクラブ、ロータ

リークラブのメンバーや子供たちなど延べ約７００人の町民が

同市を訪問。一方、同市からは１２回の代表団など４００人を超

える市民が来町し、合わせると千人を優に超える往来となっ

ている。

この間、姉妹都市提携の翌年に緑丘小学校とレークビュー

小学校を皮切りに、０５年（同１７年）春現在、小学校が４校、

中学校が２校、高校１校が姉妹校となっているほか、白老ラ

イオンズクラブ、白老ロータリークラブ、白老町商工会など

が同市のパートナー団体と姉妹提携を結んでいる。

また、同市との交流により町内の英語熱が高まったことに

伴って、１９９６年（同８年）から町は英語指導助手（AET）をカ

ナダから招致、すでに６人にのぼる英語指導助手が、小学校

の英語クラブ、中学校の英語授業、一般町民のための英会話

講座などで活躍した。

英会話はもちろんのこと、カナダの生活や文化などを直接

学べることで町内でもなかなか好評だ。

歴代の英語指導助手の中には家族連れで来町、祭りやイベ

ントにも積極的に参加し、町民との触れ合いを図った人もい

る。６代目となるケビン・スタートさんは、奥さんのアンド

レアさんとともに０４年来町、奥さんも民間の「ジュニア英会

話教室」で教壇に立つなど交流に前向きだ。

さらに、町では、９８年（同１０年）から次世代を担う青少年

交流を積極的に推進するため、「青少年海外交流事業」をス

タートさせた。参加者は、ホームステイやロッキー山脈での

キャンプ生活を体験、また、姉妹校に通うことで文化や生活

習慣、ものの考え方の違いなどを肌で感じ、町民の国際理解

にも一役買っている。

最近の大きなイベントとしては、２００１年（同１３年）、双方

でそれぞれ行われた姉妹都市盟約２０周年記念式典がある。

同年７月ケネル市の代表団総勢２９人が来町。オープニング

セレモニーでは、萩の里自然公園に同市のカナダ産丸太５５本

で建設された「ケネルハウス」が“友好のあかし”として披

露された。

そして、落成式で白老町長は「人と心の結びつきを大切に

し、友好親善をさらに深めたい」とあいさつ、ケネル市長は

「これまでの２０年に感謝し、今後もより良い２０年を築きましょ

胆振管内

「企業」から「町ぐるみ」へ白老町

「ジュニア英会話教室」で交流を図っている英語指導助手の奥さん
のアンドレアさん＝２００４年１２月
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う」と語った。「ケネルハウス」は、その後も記念品や写真

を展示するなど、交流の輪を広げる場として活用されている。

同年９月、今度は白老町長ほか３３人の代表団がケネル市を

訪問し、同市内のラボディアス公園内に建設する「シラオイ

ハウス」の起工式などの記念式典に出席した。同ハウスはケ

ネル市民の寄付や白老町からの資金で建設に至ったもので、

式典には約３００人もの市民が参加し、２０年間の交流の厚みを

物語る形となった。

０４年（同１６年）に完成した“友好のシンボル”「シラオイ

ハウス」のオープニングセレモニーには、町から教育長、姉

妹都市協会長、副議長をはじめ、公募による文化団体関係者

など３２人が出席した。

建物外観は日本風で、交流スペースとなるホールのほか、

日本文化を体験できる和室、キッチンなどが備わっており、

テープカットの後に行われた日本文化体験交流では、０３年ま

で白老町で英語指導助手をしていたコリーン・ゲーテンビー

さんが在日中に習得した日本舞踊を披露したほか、書道や詩

吟、茶道の催しが行われ、交流の新たな１ページを開いた。

国際交流の主役はNPO法人「蔵」へ

町内には、２つの国際交流団体がある。１つは、１９８１年（昭

和５６年）姉妹都市提携に向けて、国際交流活動の推進などを

目的に設立された「白老町姉妹都市協会」（会員数は法人４５

団体、個人１０８人）。もう１つは９８年（平成１０年）１月、町の

海外派遣研修事業でケネル市を訪問した人や海外生活体験者

を中心に発足した白老町国際交流グループ「SINCE ’９８」で

ある。

当初は会社員、自営業、公務員など２０代から４０代までの若

手１０人のメンバーだったが、その後増え続け２００５年（同１７年）

には約７０人にもなった。グループ名は、“Shiraoi International

Committee for Empathy"（情熱を持って国際交流を行う白老

町の団体）を略して「SINCE」と命名、「９８年、これから始

まる」という意味を込めた。

「SINCE ’９８」は、ジュニア英会話教室、外国人との文通・

交流斡旋、留学生・英語指導助手を囲んでの交流会など市民

レベルの活動が中心。住民ニーズに応えられる各種事業を積

極的に展開し、次代を担う青少年が国際社会で活躍できるよ

うな人材育成を目指している。

１９８８年（昭和６３年）町は「歴史と文化のまち」を宣言し、

特色ある独自の生活文化と地域文化を創造するため、官民一

体で各種の取り組みを行ってきたが、町内から「国際交流や

芸術文化など生涯学習に関する情報センター的な場所がほし

い」などの声が挙がってきた。

そんな中でたまたま注目されたのが、農協の倉庫として利

用されてきた「石蔵」。大正時代の石造りの酒蔵で、その後、

マッチ軸の工場、戦中・戦後は中学校の代替校舎として利用

され、町は歴史的建造物として保存・利用することを検討し

ていた。

さまざまな経緯を経て、「石蔵」は「地域創造アトリエ整

備事業」として北海道の補助金と白老町の予算などにより改

修工事の目途が立った。

単に歴史的建造物として残すだけでなく、住民自らの管理

運営と創造性のある自主事業の企画・展開によって、「新た

な文化創造」の拠点にしようとの声が高まったことから地域

の活性化を目的に、国際交流グループ「SINCE ’９８」や文化

団体などの若者たちが中心になって、白老町文化推進ネット

２０周年を記念し寄贈されたカナダ産丸太の「ケネルハウス」
＝２００１年７月、白老町

ラボディアス公園内に建設された「シラオイハウス」
＝２００４年９月、ケネル市

日本文化交流会では、同町に０３年まで英語指導助手をしていたコ
リーン・ゲーテンビーさん（右）が日本舞踊を披露 ＝２００４年９月
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ワーク協議会を設立。２０００年（平成１２年）１１月、名称を『し

らおい創造空間「蔵」』とし、改造された「石蔵」にオープ

ンさせた。

０３年（同１５年）１月には、特定非営利活動法人（NPO法

人）の認定を受け、『NPO法人しらおい創造空間「蔵」』に

改称して再スタートを切った。「蔵」運営の中心的な役割を

担っているのは「SINCE ’９８」のメンバーで、国際交流団体、

町内の文化団体などの多くが入会しており、自主運営組織と

して多彩な活動を展開している。

法人化は組織の安定化と強化が狙いであり、その結果、社

会的な信用が高まり、民間や町からの事業依頼が受けやすく

なった―という。

町は、「白老町姉妹都市協会」の発足以来、その事務局を

担当してきたが、町の財政再建の必要性に加え、姉妹都市か

らの翻訳などを「SINCE ’９８」メンバーに依頼していた経緯

などから、０４年民間レベルによるまちぐるみの国際交流を一

段と高める意味を込めて、その業務を同協会経由してNPO

法人「蔵」に委託した。

自治体が姉妹都市交流などの国際交流事業をNPO法人に

全面委託するケースは珍しい。今のところ、町費用は半減し

た上、国際交流に関する情報・活動の窓口が１つになったこ

とで、海外との対応が以前より迅速になった―と町は評価し

ている。

具体的には、町が「町制施行５０周年記念事業」として０４年

に実施したケネル市との姉妹都市交流事業は、NPO法人

「蔵」が中心になったことで、一般参加募集を含め、先方と

の連絡・調整やスケジュールなどの運営がスムーズになり、

事業や催しの幅が広がるなどの効果が出た。

NPO法人「蔵」への事業委託とその活動が今後どういう

成果を生み出していくかは、道内の国際交流のあり方を探る

上でも注目していいだろう。

北海道で初めて、
ワールドラーニング事業を受託
白老町では、ケネル市との交流以外にも、国際交流事業に

積極的に関わっており、０５年（同１７年）７月、米国のワール

ドラーニング体験型国際交流事業をNPO法人「蔵」が受託

し、高校生ら１４人の外国人を受け入れ、滞在期間中の全体的

なコーディネート、ホストファミリーの調整など、町と連携

を取りながら実施した。

来町した高校生たちは、アイヌ民族の文化や歴史を学び、

日本文化の茶道や着付け、和紙の人形づくり、そば打ちなど

多様な体験をした。また、町内高校の学園際に参加し、同世

代の町民との交流を楽しんだ。

米国のワールドラーニング（WORLD LEARNING）は世

界各国でさまざまな現地体験を得られる機関として１９３２年

（昭和７年）に設立された、世界で最も歴史のある非営利の

民間の国際組織である。

国際生活体験事業は、設立時からこれまで青少年を対象に

２７カ国、約６万５千人を派遣しており、日本でも３０年ほど前

から受け入れを行っている。道内では受け入れの実績はなく、

同町が初の実施ケース。

同町が選ばれた理由については「アイヌ民族文化をはじめ

とした歴史や文化を体験できる学習メニューを備えている」

「ポロト湖周辺を拠点に自然体験が可能なこと」だけでなく、

ケネル市との分厚い姉妹都市交流の実績に加え、NPO法人

「蔵」の民間レベルでの新たな活動が評価されたためとみら

れている。

胆振管内のほぼ中央に位置し、日本製紙グループ白
老工場（１９６０年旧大昭和製紙白老工場が操業を開
始）の城下町的な性格を持つ半面、農畜水産業、観
光などさまざまな産業も有している。特に畜産では、
道内で最初に黒毛和牛を導入し、「白老牛」として
高い評価を受けている。「北海道にある、元気まち」

をキャッチフレーズに元気まち運動を展開、町民と
の“協働”のまちづくりを進めている。

国際交流の問い合わせ先
胆振管内白老町経営企画課 ℡（0144）82―2121
NPO法人しらおい創造空間「蔵」℡（0144）85―3101

白 老 町
人口：約２万１千人 面積：４２５．６!

http : //www.town.shiraoi.hokkaido.jp/

「町制施工５０周年記念事業」でホームステイ先の人々と別れを惜し
む参加者＝２００４年９月、ケネル市



69696969

現在に生き続ける「北の零年」

１８７１年（明治４年）、前年の版籍奉還を巡る徳島藩での庚

午事変の結果、新政府のけんか両成敗ともいえる処分で洲本

城代家老・稲田邦植氏とその旧家臣５４６人が静内の地への移

住、開拓を命じられた。

その開拓の苦労を描いた２００５年（平成１７年）１月封切りの

映画「北の零年」は、北海道開拓を考える上でも大きな感銘

を与えた。その映画の中で吉永小百合さんが演じる主人公の

小松原志乃が、吹雪の中でアメリカ人技術者エドウィン・ダ

ン氏と出会うシーンがある。

おおげさにいえば、このシーンが静内町の歴史を象徴し、

現在の米国ケンタッキー州レキシントン市との姉妹都市提携

につながったといえなくもない。

静内町といえば、「アイヌ民族の英雄シャクシャインの戦

い」、「競走馬のふるさと」、１９９０年（同２年）財団法人日本さ

くらの会によるさくら名所百選に指定され、２００４年（同１６年）

には北海道遺産に認定された「二十間道路桜並木」、映画「北

の零年」の題材になった「静内開拓の稲田家臣団」―が、ま

ず脳裏に浮かぶ。

１６６９年（寛文９年）のシャクシャインの戦いそのものは説

明するまでもないが、その戦いの時に和人が松前の守備のた

めに大量に移入した南部馬が、日高地方に残され野生化して

道産子の原型になったといわれる。

稲田家臣団入植翌年の１８７２年（明治５年）、当時の黒田清

隆開拓使次官（同７年から長官）が、日高地方に散在してい

た野生馬２千２６２頭を静内、新冠、沙流の３郡にまたがる約

７万ヘクタールの牧場（後の宮内省所管の新冠御料牧場）を

開設して、移牧した。

この牧場を設計し、南部馬との配合で大型化、さらには米

国産のサラブレッド、アラブ馬を輸入し品種改良に力を注い

だのがエドウィン・ダン氏。いってみれば、「競走馬のふる

さと・静内」の“生みの親”ともいえる。

稲田家臣団は当然牧場運営の主力となり、御料牧場を訪れ

る皇族のために作られた行啓道路が現在の「二十間道路桜並

木」の礎というから、「北の零年」は正に静内の濃密な歴史

を物語っているといえる。

日高管内 サラブレッドに乗せた
「若者の夢」静内町

静内町の乗馬施設を見学するレキシントン市の訪問団＝２００４年９月
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若者の熱意が結んだ姉妹都市
―米ケンタッキー州レキシントン市―
日本を代表するサラブレッドの生産地・静内町と世界的な

サラブレッド生産地・レキシントン市とは以前から馬を通し

た商取引があり、また、エドウィン・ダン氏の例を出すまで

もなく、静内町からサラブレッド先進地・レキシントン市に

生産・育成技術を学びに行く人々も少なくなかった。

そんな中で、レキシントン市の牧場で勉強してきた若者２

人が「生産・育成技術を伝えるためにもレキシントンと姉妹

都市提携を結ぶことは絶対にプラス」と熱心に仲間に語りか

け、その趣旨に賛成した若者たちが中心になって「静内町姉

妹都市実行委員会」を結成、さらに、若者たちの熱意を支援

しようと、牧場主らが「静内・レキシントン姉妹都市提携協

力促進会」を発足させた。

この２つの団体がわずか２カ月間で８００人の署名を集める

など、運動は急速に町ぐるみに拡大していった。これを受け

て静内町長が１９８７年に姉妹都市提携の希望をレキシントン市

長に手紙で伝え、翌８８年（同６３年）７月２１日、同市で正式調

印の運びとなった。

「サラブレッドに乗せた若者の夢」が、競走馬並みのスピー

ドで日の目を見たわけだ。

その１０周年を特集した９８年（平成１０年）７月の「広報・し

ずない」は、「ともすれば、姉妹都市提携などは、その性格

上、行政主導で進められるケースが多い中で、若者たちが中

心となりゼロからスタートさせた活動を実現させたその熱意

と行動力は、住民運動が町を動かした最も顕著な事例として

称賛すべき活動といえます」（原文のまま）と改めて高い評

価を町民に伝えた。

定着し、継続する相互交流

住民運動の母体となった「静内町姉妹都市実行委員会」と

「静内・レキシントン姉妹都市提携協力促進会」はその後、「静

内―レキシントンを結ぶ会」に統合され、さらに９３年（同５

年）、「静内インターナショナルクラブ（SIC）」に名称を変

更し、国際交流の推進団体として活動を継続している。

また、徳島県脇町など国内外４つの姉妹都市を持つ静内町

は町と民間団体が合同で静内町姉妹都市交流委員会も設置

し、合わせて交流事業の推進に当たっている。

レキシントン市との交流事業の中心になっているのが、青

少年友好親善訪問団の相互派遣。静内町からは中学生、高校

生各３人、合計６人が毎年３月、レキシントン市からは１０人

前後が毎年６月に定期的に相互訪問を続け、ホームステイを

しながらスポーツ、異文化交流を続けており、その頻度、継

続性は道内でも珍しいといえる。

２００５年（同１７年）３月から４月にかけて、静内インターナ

ショナルクラブが創立１０周年記念事業として引率者も含め

中、高校生１４人を９日間の日程でレキシントン市に派遣した。

その時のスケジュールを見てみると、ホストファミリーの

子供の学校での授業参観、州議事堂見学、子供博物館見学、

レキシントン市長への表敬訪問、キーンランド競馬場、世界

の馬博物館、ケンタッキーホースパーク、ケンタッキー大学

バスケットボール記念館への訪問など盛りだくさんだ。

レキシントン市からの青少年友好親善訪問団の歓迎パーティー。町ぐるみの熱気が伝わってくるようだ
＝２００４年６月
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２００４年から高校の教諭に団長になってもらい、交流経験を

学校で生かし、町ぐるみの広がりを持たせるなどの工夫も実

践に移されている。

「国際化」への人材を生む成果も

青少年の交流のほかに市民同士の訪問、バンジョー奏者の

ティム・レイク氏が静内の幼稚園を訪問するなどの文化交流

も行われたが、これらの経験を通して、国際交流の懸け橋に

なる人々が育ちつつあるのも、嬉しい特徴となっている。

例えば、１９９８年（同１０年）の姉妹都市提携１０周年の節目の

交流事業の際、活躍したのは、当時ケンタッキー大学（レキ

シントン市）に留学し、生物学を学んでいたTさん。Tさん

は中学３年生の時、静内町の第１回青少年交流派遣団の一員

としてレキシントン市を訪れた“第１期生”。その時の感動

が留学にまで結びついた。

「なんとか恩返ししたい」とTさんは自ら日米両国を行き

来して交流事業の連絡調整などに当たり、今でも双方の子供

たちから“頼りになる兄貴”と慕われているという。

このほかにも、姉妹都市交流の経験が契機となって静内町

から数人の町民が米国に滞在しており、静内インターナショ

ナルクラブの谷岡毅会長も「友だち＝信頼関係が国際交流の

原点であり第１歩だが、Tさんのような人が国際交流の懸け

橋になってくれるのは、やはり、交流の具体的な成果ではな

いか」と語る。

静内町はレキシントン市への青少年友好親善訪問団に参加

する子供たちに、旅費の３分の２を助成してきた。しかし、

財政難の影響もあり２００５年度から２分の１助成に減額した

が、前述したように高校の教諭を団長にするなど、内容にさ

らに実を持たせながら、今後も派遣事業を継続していく方針

という。

「北の零年」で描かれたように、エドウィン・ダン氏の技

術指導、サラブレッド輸入など開拓当初から米国との関係を

中心に国際性をはらんでいた静内。

「競走馬のふるさと」への発展に伴って、日高管内の在住

外国人は１９８６年（昭和６１年）の２００人から２０年後の２００５年（平

成１７年）には２倍の４００人を超え、「外国人がいる風景」は、

日高では日常のものになってきた。

静内町では「そういった歴史と風土を生かし、子供たちに

“海外”という選択肢を広げるためにも、国際交流はこれか

らも重要だ。かつて若者が始めた姉妹都市提携だったが、や

はり中心になっていた方々の高齢化などもあって活動も転機

に来ている。もう一度、初心に帰って官民が両輪となった国

際交流の展開を目指したい」（町総務部企画課）としている。

アイヌの人々が自然とともに生きてきた静内に、松
前藩士の知行地として静内場所が置かれたのが３６０
年以上前のこと。１６６９年のシャクシャインの戦いな
どの歴史を経て、明治に入って徳島藩洲本城代家老
稲田邦植氏の旧家臣団が開拓のため入植した。その

後、「競走馬の里」として全国的にも有名になった。
２００６年３月に隣接する三石町（面積３４６．２!、人口
約５千人）と合併し、「新ひだか町」になる予定。
国際交流の問い合わせ先
日高管内静内町総務部企画課 ℡（0146）43―2111

静 内 町
人口：約２万３千人 面積：８０１．５!

http : //www.hidaka.pref.hokkaido.jp/kanko/sizunai/

アイザック・レキシントン市長（左から２人目）自ら茶道で日本文
化を体験＝２００４年９月、静内町で

静内町の幼稚園を訪れ、園児たちに本場のバンジョーを演奏する
ティム・レイクさん
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成果挙げた北方圏視察

長くて寒い冬、その中での家屋、衣料などの生活の知恵、

北国ならではの文化を享受する取り組み―など北方圏諸国の

共通性、抱える課題の類似性は多い。

旭川市はスウェーデン、デンマーク、フィンランド、カナ

ダ、北米などの北方圏視察団（当初は北欧視察団だったが、

北米を加えたため、北方圏視察団に名称を変更）を実に１９８０

年（昭和５５年）から２０年間にわたって実施してきた。

友好親善はもちろんだが、寒冷地での長い歴史と伝統を誇

る北方圏諸国の生活、文化、産業などを学び合い、共に北国

のハンディを克服し、利点を生かした快適で豊かなまちづく

りを目指そうという目的だ。

２０００年（平成１２年）から同市が参加者に旅費や宿泊費の６

割、２４万円を上限として助成する市民海外視察団に衣替えし

たが、これらの交流が見事に花開いたケースとして同市が誇

るのが、スキーのバーサーロペット大会だ。

バーサーロペット・ジャパン
―スキーが取り持つ国際交流
スウェーデンでは、国家の創始者、グスタフ・バーサー王

の偉業を記念して、１９２２年（大正１１年）からクロスカントリー

スキー大会「バーサーロペット」を開催、現在では２０カ国か

ら約１万人が参加するほどの世界的な人気を博している。

「同じ北方圏の国として、なんとか旭川でも…」とクロス

カントリースキー、歩くスキー関係者らが働きかけ第１回旭

川国際バーサー大会開催にこぎつけたのが、北方圏視察団ス

タート翌年の８１年（昭和５６年）のこと。

第２回大会から国際スキー連盟（FIS）の公認を受けて国

上川管内 世界に向けた
「交流拠点都市」に旭川市

北方圏視察の大きな成果といえるバーサーロペット・ジャパン。２００５年の第２５回大会には４千人を超える参加者で盛り上がった
＝２００５年３月
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旭川市で放水訓練の体験を楽しむブルーミントン、ノーマル両市の
中学生たち＝２００４年７月

際大会に昇格、第４回大会では早くも参加者は本場スウェー

デンのバーサーロペット並みの１万人に達した。

その後の北方圏交流も土台になり、９０年（平成２年）の第

１０回大会には同国のカール１６世グスタフ国王が自ら参加、ま

た、バーサーロペットを開催している同国のモーラ、同名の

米ミネソタ州モーラの両市の市長も出席した。

これを機に旭川を加えた３市での大会参加者にそれぞれ国

際バーサー賞を授与することなどが決まり、目に見える具体

的な国際交流スポーツに大きく成長した。

さらに、２００２年（同１４年）旭川で開いた第４回バーサーロ

ペット・ジャパン３国交流会議で、第６回大会から「旭川国

際バーサースキー大会」になっていた名称を「バーサーロペッ

ト・ジャパン」に変更することで合意、文字通り３カ国が一

体化した全道でも誇れる冬のスポーツの国際交流事業となっ

た。

０５年（同１７年）３月は２５回目の“記念大会”で４千１７１人

が参加、衣装のユニークさを競う「パフォーマンスコンテス

ト」も行われ、冬のスポーツだけでなく、冬を楽しむフェス

ティバルとして定着していることを裏付ける形となった。

同時にバーサーロペット・ジャパン３国交流会議で０４年か

ら旭川市、スウェーデンと米国にある両モーラ市の３市で高

校生を中心にした青少年スポーツ・文化交流事業を毎年、３

市持ち回りで開催しており、バーサーロペットを共通項とし

た新たな国際交流への発展としても注目される。

４カ国５都市との幅広い姉妹、
友好都市関係
旭川市が目下進めている第６次市総合計画では３つの都市

像を描いている。交流拠点都市、環境調和都市、生涯充実都

市だが、交流拠点都市の柱の１つに掲げられているのが、国

際理解を深める交流の推進、世界に開かれた都市づくりをう

たう「国際交流を進めるまちづくり」である。

単にうたい文句ではなく、現実に４カ国５都市と幅広い姉

妹友好都市交流を繰り広げているのが、旭川市の大きな特徴

といえる。

［ブルーミントン・ノーマル市（米イリノイ州）］
ブルーミントン市（イリノイ州）との姉妹都市提携調印は、

実に４３年前の１９６２年（昭和３７年）のこと。道内市町村の海外

の都市との姉妹提携としては、５９年の札幌市―ポートランド

市に次いで２番目の早さだ。

農業、商業、工業の中心地、ニューヨーク、シカゴ、セン

トルイスから鉄道が入り込む交通の要所で、しかも、２つの

大学がある内陸の文教都市。その類似性から旭川市の第１号

の姉妹都市提携となり、次いで隣接するノーマル市とも８７年

（同６２年）同様に姉妹都市となった。

少年野球チームの相互訪問や親善野球試合など交流はバラ

エティーに富んでいるが、６７年から実施されている高校生１、

２人の１年間の長期間の相互派遣は「全国でも余り例のない

交流プログラム」（同市）という。

また、８５年から約２０人の中学生が２週間ほど相互に訪問す

る交流事業も続けられている。

だが、他の自治体同様、交流事業には財政難の影響は免れ

ず、２００２年（平成１４年）の米国への４０周年記念公式訪問時に

は、市長はビジネスクラス、他はエコノミークラスに格下げ

し、市職員以外は自費参加する―といった涙ぐましい経費削

減策を採りつつ交流の継続を図っている。

［ユジノ・サハリンスク市（ロシア・サハリン州）］
ユジノ・サハリンスク市との友好都市提携は旧ソ連時代の

１９６７年（昭和４２年）にさかのぼる。旧ソ連との友好、姉妹都

市提携は全国では５番目、道内では１年前の６６年の小樽市―

ナホトカ市に次いで２番目、サハリン州の都市との提携は全

国では初めてという記録だ。

ユジノ・サハリンスク市長からのソ連邦革命５０周年記念祝

医療交流で旭川市内の病院を視察するユジノ・サハリンスク市の医
師たち＝２００２年１１月
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旭川、水原両市の姉妹都市提携１５周年で水原市伝統公演団が記念公
演した＝２００４年１月、旭川市で

典への招待がきっかけだが、提携２５周年の９２年（平成４年）

には両市でチャーター便を飛ばして多くの市民が心のこもっ

た交歓を図った。

その後、音楽、文化、芸術、スポーツなどでの市民、子供

のさまざまな交流のほか、ユジノ・サハリンスク市立病院の

医師などが旭川を訪れる医療交流や大学生交流も行ってい

る。

［水原（スゥウォン）市（韓国）］
水原（スゥウォン）市との姉妹都市提携は８９年（平成元年）。

提携の６年前に設立された旭川日韓友好親善協会が、韓国と

の姉妹都市提携を推進するために、積極的な市民交流に取り

組んだのが提携の土台となった。

新千歳空港とソウル間の直行便による利便の良さもあり、

少年サッカー、ボーイスカウト、囲碁、写真、合唱などの交

流が盛ん。姉妹都市提携５周年を契機に市職員１人を１年間

相互派遣する事業も１０年間行われ、１５周年の２００４年からは技

術職員の相互研修も始まった。今後、経済交流などに結実し

ていくことが期待されている。

［哈爾濱（ハルビン）市（中国・黒竜江省）］
一番新しい友好都市は１９９５年（同７年）に提携した黒竜江

省の省都である哈爾濱（ハルビン）市。８４年（昭和５９年）の

旭川日中友好都市促進協議会友好親善使節団によるハルビン

市訪問や氷彫刻での交流、高校の姉妹校提携、９４年（平成６

年）の旭川ハルビン友好協会の設立などによる活発な市民交

流が、友好都市締結のエネルギーとなった。

同協会が隔年でチャーター便「旭川市民友好訪中の翼」を

企画して、毎回１５０人もの市民をハルビン市に送り、同市か

らは教育、産業などさまざまな分野の９０人もの大型訪問団が

来旭している。

また、９７年には北海道教育大旭川校と哈爾濱師範大学が学

生相互派遣などを内容とした姉妹校提携をし、さらに、まだ

１企業だが、ハム、ソーセージの合弁会社も設立された。

２００５年（同１７年）は友好提携１０周年の年。旭川市では同年

５月、４つの海外友好・姉妹都市としては初めて「友好週間」

を設け、中国伝統楽器のコンサートや「ハルビン市紹介・物

産即売展」などのイベントを催した。

旭川市と旭川ハルビン友好協会などによる実行委員会主催

の提携１０周年記念事業「旭川・ハルビン市民交流の夕べ」に

は、ハルビン市からの訪問団約１２０人と旭川市民約４００人が篤

い交流を繰り広げた。

同時に旭川市はギネス級の大雪像が会場を飾る「旭川冬ま

つり」、「世界一氷彫刻世界大会」でも有名。両市の間で、０６

年（同１８年）１、２月に２カ月間にわたって開かれるハルビ

ン市の「氷雪祭」で、旭川市が雪像製作などに協力すること

をうたった覚書も交換され、両市の友好交流は新たな進展を

みせている。

“主役”は市民

「国際交流を進めるまちづくり」を標ぼうし、多彩な国際

交流事業を実施している旭川市。それには、旭川医大、旭川

大学など４つの大学による知識の集積や民間レベルでの活発

旭川市国際交流委員会主催の日本文化体験で「豆腐作り」に挑戦す
る旭川市内在住の外国人＝２００３年１２月
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な国際化への活動が下支えとなり、それに自治体が呼応する

という分厚い風土があるといっていい。

ユジノ・サハリンスクとの道内初の友好都市提携や韓国、

中国との都市交流などは前述したようにそれぞれ旭川にある

民間の親善協会が、主導的な役割を果たしてきた。

１９９０年（同２年）に設立された旭川市国際交流委員会はそ

のいい例だ。国のふるさと創生基金を元に「地域性を生かし

た身近な国際交流の輪を広げる」ことを目的に旗揚げし、合

わせて誕生した同市の国際交流課とともに官民協調の推進体

制を担って来た。

同委員会は在住外国人と市民がゲームなどで交流するフレ

ンドシップ・パーティー、ハッピーハロウィン・パーティー、

市民と留学生の交流会、地場産品での国際交流・料理教室の

開催など多様な活動をしており、ハングル、中国語、ロシア

語の語学講座も人気だ。

毎年、各講座を２０回開催し、多いときには受講生が１講座

延べ４００人を超すこともある。２００５年（同１７年）６月、同委

員会は「英語のシャワーを浴びよう！」と題して外国人と１

泊２日で英語漬けになる「英会話合宿セミナー」も新たに催

した。

市と共催で実施している地球市民講座もユニークなイベン

トだ。韓国、中国、米国、ロシアなどそれぞれの生活文化を

学び、異文化理解、多文化共生の意識を高めようというもの。

例えば、０４年の北欧講座では、第１回が「椅子から見える

デンマーク」、２回目が「北欧発！旭川を元気にするヒント

～スウェーデンを中心に」、３回目は「フィンランドの暮ら

しと文化」がテーマといった趣向だ。

また、ホームステイ、ガイド、企画交流などの国際交流ボ

ランティアの登録数も２００人近くに上っており、語学研修も

実はボランティア養成の狙いもあるという。

いずれにしろ、「あくまでも民間レベルの交流が中心で、

市はそのお手伝い役」（旭川市生活交流部国際交流課）とい

う旭川市の地に着いた「国際交流のまちづくり」は、経済交

流というメリットも含め、多くの示唆に富んでいるといえる。

１８９１年（明治２４年）の屯田兵の入植以来、上川地方
の中心として開拓が進められ、産業、経済、文化、
政治の中核都市。札幌に次ぐ道内第２の都市で、道
北、道東地域の商業、流通の拠点都市となっている。

最近では、動物たちの生態を身近に観察できる旭山
動物園が、全国的な話題を呼んでいる。
国際交流の問い合わせ先
旭川市生活交流部国際交流課 ℡（0166）26―1111

旭 川 市
人口：約３６万人 面積：７４７．６!

http : //www.city.asahikawa.hokkaido.jp/

旭川市民と外国人が楽しく交流するフレンドシップ・パーティー
＝２００４年６月
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米出荷日本一からサフォークランドへの
“大変身”
道内では海外との姉妹友好都市提携は１０４組（２００５年１１月

現在）を数えるが、士別市がオーストラリアのゴールバーン

市（ニューサウスウェールズ州）と姉妹都市提携したのは、

９５番目。１９９９年（平成１１年）７月と比較的最近のことだ。

しかし、そこに至るには、地域住民と行政が一体となった

まちおこし、地域再生への取り組みの歴史があり、その土壌

の上に、サフォークが懸け橋となった国際交流の結実がある。

士別市は明治の開拓以来、客土など泥炭地の水田改良に

よって米作りに力を入れ、６１年（昭和３６年）には人口４万１

千人、米の出荷高も日本一を記録するなど「農業都市・士別」

は全国的にも知られる存在となった。

だが、減反率６０％という国の稲作政策、それに伴う離農、

転出増などで一転して全国２位の過疎化地域になり、人口も

７９年（同５４年）には３万人を割り込んだ。

危機感を抱いた同市内の商業、農業、工業など各界、官庁

の若手が、「まちづくり市民集会」などを開催、討論を重ね

た結果、「活力あるまちづくり」の“エース”として着目し

たのが、「パンダめん羊」の愛称を持つ英国原産のサフォー

ク種。以来、ゴールバーン市との姉妹都市提携に結びつくサ

フォークランド構想が、スタートを切ることとなる。

地域再生への新たな発想

もともと６６年（同４１年）に創設された士別市営めん羊牧場

にオーストラリアから輸入したサフォークが２００頭ほどいた。

多くの市民が、顔が黒くパンダに似た愛くるしいサフォーク

にマチの再生を託すシンボルを見た、といえる。

その具体化への第一歩が８２年（同５７年）、士別青年会議所

（JC）が創立２５周年記念事業として発足させた「士別サ

フォーク研究会」。同会議所メンバーだけでなく各層から市

民約２００人の参加をみた。

その結果、めん羊関連地域の視察、羊肉料理の試食会を兼

ねた「市民の夕べ」の開催、勉強会、講演会など「めん羊の

上川管内 サフォークで紡ぎ出した
「まち再興」士別市

サフォークランド・士別の象徴になっている「羊と雲の丘」、現在、世界の３０種の羊が飼育されている
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ゴールバーン市からの訪問団の歓迎レセプション風景
＝２００３年６月、士別市で

まち」へのさまざまな取り組みが始まった。

８３年には市の中央公民館と共催で開いた、原毛の洗い、染

色、紡ぎまでの一連の技術講習「暮らしの紡ぎセミナー」が

好評で、講習後、２０数人の主婦が手紡ぎサークル「くるるん

会」を結成したことから運動は市民レベルに拡大、主婦の内

職熱も相まって第１回ニットフェアーの開催にまで至った。

８４年、東京の伊勢丹デパートの「大英国展」に出展されて

いためん羊１２種、１２頭、翌年には同様に牧羊犬２頭が英国羊

毛公社からプレゼントされ、「世界のめん羊牧場―サフォー

クランド」構想は具体化への新局面に入った。

同年、これらの活動に対して、サフォーク研究会が総務長

官賞、士別青年会議所が「まちづくり全国優秀賞」を受賞、

羊関連商品の販売のために、市民有志による「株式会社サ

フォーク」も設立された。

同時に市も「開発振興室」を新設して、同研究会を積極支

援、ニットフェアーのほかに８８年から「サフォーク祭り」も

スタートを切った。

９５年（平成７年）には市民２５０人が参加して、サフォーク

ランド・士別の象徴ともなる「羊と雲の丘」の牧柵づくりも

始まり、地域再生は単なる構想を超え、具体的な姿となって

発展の道を歩み始めた。

ゴールバーン市（豪州）と姉妹都市提携

これらの活動の中で、オーストラリアのゴールバーン市と

の姉妹都市提携の動きが自然に付いて来る形となった。

１９９４、９５の両年、同研究会は観光牧場の運営、飼育、羊肉

料理など「羊の国オーストラリア」でのノウハウを学ぶため、

市の人材育成事業の補助を活用して、１０人からなる「オース

トラリア・スタデイ・ツアー」を実施した。

これが縁になって９６年、士別市で開かれたサフォーク・

フェスティバルにゴールバーン市からマーガレット市長ら８

人がはるばる来日、翌年の士別市長らのゴールバーン市訪問

で友好親善交流の合意書が交わされた。

もともとゴールバーン市側が姉妹都市を希望していたこと

もあって、士別市も９９年（同１１年）に開基１００年記念事業と

して改めて姉妹都市提携に調印し直した。

同研究会を中心にしたまちおこし―羊が懸け橋となった、

珍しい姉妹都市提携といえる。

官民“協働”の国際交流

節目ごとの両市の親善訪問に加え、市民訪問団、高校生の

短期留学が１年置きに交互に行われている。ホームステイを

しながらの各種交流、学校訪問などだが、姉妹都市提携の成

り立ちからも分かるように民間団体が重要な役割を果たして

いる。

２回にわたる「さっぽろ市士別ふるさと会」によるゴール

バーン市訪問は士別国際交流協会、同研究会など民間団体が

中心になったほか、３回の小学生絵画交換事業は同交流協会

と市の共催事業。また、市民訪問団や国際交流講演会は同交

流協会が主催、士別青年会議所も２００２年（同１４年）に創立４５

周年記念の海外交流研修事業として、５人の高校生をゴール

バーン市に派遣した――といった調子だ。

重さ２００トン、高さ１５メートル、全長１８メートルの巨大な羊のレプ
リカ「ビッグ・メリノ」の前でオーストラリアの高校生と記念写真
を撮る士別の高校生たち＝２００４年８月、ゴールバーン市で



787878787878

以前から士別北方圏交流協会がカナダ、フィンランドなど

の北方圏諸国との友好関係を模索したことに加え、青年会議

所などの民間団体によるまちおこし活動が活発化、国際交流

に関しては士別国際交流協会が民間団体を束ねる役割が定着

した。

これに市が１９９０年国のふるさと創生基金を運用して人材育

成・交流事業を創設、小、中学、高校生を対象にした事業に

４分の３、市民対象の事業に２分の１を補助し、民間の活動

を支援している。

市は「まちづくりのためにも人材育成が重要であり、国際

交流も高校生の短期留学を中心に、今までのように官民が一

体となる協働の考えでやっていきたい」（総務部企画振興

課）という。

「緑ゆたかで活動力あふれるまち」を第４次総合計画の基

本に掲げる士別市は「サフォークランド士別」と共に「寒冷

地試験研究のまち」もまちづくりの核に据え、トヨタ自動車、

ダイハツ工業、ヤマハ発動機、ブリジストン、交通科学総合

研究所が同市で寒冷地の走行テストなどを行っている。

ゴールバーン市との姉妹都市提携の翌年の２０００年（同１２

年）、士別市はトヨタ自動車の城下町である愛知県三好市と

友好都市提携を結んだ。まちづくりの活力を国内外のネット

ワークで広げていこうという狙いだ。

もちろん、ゴールバーン市との姉妹都市提携と同一視する

わけにはいかないだろう。しかし、まちづくりの延長線で姉

妹、友好都市が誕生したという点では、共通の一面もあると

いえる。

地域住民が自ら地域再生に取り組み、行政の協働を呼び込

んだ―このサフォークランドのまちづくりで、おのずから姉

妹都市提携を紡ぎ出した士別のケースは、今後の国際交流を

考える上で学ぶべき多くの点を持っているといえよう。

以前は米出荷高日本一を記録したこともある稲作、
畑作などの農業都市。最近はサフォークをマチのシ
ンボルとしたサフォークランドや寒冷地の特性を生
かした試験研究のマチとしても全国的に注目を集め

ている。２００５年９月１日に上川管内朝日町（面積５２２
!、人口約１千８００人）と合併した。
国際交流の問い合わせ先
士別市総務部企画振興室企画課 ℡（01652）3―3121

士 別 市
人口：約２万４千人 面積：１千１１９!

http : //www.city.shibetsu.lg.jp/

士別市内でみこし担ぎの初体験を楽しむゴールバーンの高校生たち
＝２００３年８月
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「公開と参加のまちづくり」の主要テーマ

名寄市の市勢要覧のトップにある「公開と参加でつくるま

ちづくり」の３本柱の１つに、「国際化や地域間交流を進め

るため、近隣諸国都市との異文化交流を通して国際交流を深

める」ことが掲げられている。

厳寒期には幻想的な空間を演出する「サンピラー」細氷現

象が見られ、かつては水稲の北限地域だった名寄市で、単に、

キャッチフレーズだけでなく、国際交流の具体的な輪が広が

りをみせているのは、予想を超えた驚きすら感じる。

北方圏センター発行の季刊誌「Hoppoken」の１９９６年春季

号で「わがマチの国際交流―名寄市」を執筆した当時の同市

の国際交流担当者は、「名寄市には、国際交流を推進してい

こうとする団体が数多くあります。それらの団体の活動、情

報発信と親善交流が大きな力となって、名寄市の国際交流を

支えています。人口３万人に満たない町でのこうした交流事

業は他に類を見ないものと自負しています」（原文のまま）

とその“秘訣”の一端を、こう表現している。

３６年間もの歴史を持つリンゼイ市（カナダ・オンタリオ

州）との姉妹都市提携から、最近の国際雪像彫刻大会開催ま

で―名寄市の国際交流には、確かにさまざまな形で市民の活

動が色濃く投影された、広がりと深みがあるといえる。

２つの姉妹・友好都市提携
［宣教師夫妻と市民との親交が生んだ篤い交流（カナ

ダ・リンゼイ市）］
北見市とエリザベス市（米ニュージャージー州）との姉妹

都市提携は開拓時代の北見に居を構えた米国人宣教師、ピア

ソン夫妻の社会活動を偲んでのものだが、名寄市とリンゼイ

市（２００１年１月の合併で現在の市名はカワーサレイクス市リ

ンゼイ地区。以下、旧名のリンゼイ市で表記）との姉妹都市

関係は、名寄市に住んでいたカナダの宣教師、ハウレット夫

妻と市民とのごく最近までの長い交流が生み出したものであ

る。

ハウレット夫妻は１９５３年（昭和２８年）から８１年（同５６年）

上川管内 市民が誇る
多彩なアイデア名寄市

姉妹都市の橋渡し役だったハウレット夫妻の墓参をする名寄市民訪問団の人々
＝２００４年７月、カワーサレイクス市リンゼイ地区
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国際交流名寄名誉市民のマーガレット・コッシュさん（右から３番
目）の自宅を訪れた名寄の人々＝２００４年７月

までの２８年間も名寄市に居住、未舗装、除雪のない時代に布

教活動のみならず、中高校生向けの英語キャンプの実施や農

村青年の研修、交流の支援活動など、あらゆる機会を通して

市民との篤い親交を重ねた。

帰国時には同夫妻に名寄市から国際親善名誉市民の称号が

贈られたほどだった。

この夫妻と名寄市民との心の触れ合いの結果、リンゼイ市

を故郷にするドリーン夫人が橋渡し役となって、同市との姉

妹都市提携がすんなりと決まった。

調印は６９年（同４４年）。道内での海外との姉妹都市提携と

しては１２番目、カナダとの姉妹都市提携は６５年の釧路－バー

ナビー市に次いで２番目という早さだった。

夫妻は名寄在住中はもちろん、帰国後も市民交流、高校生

交流などに力を注いだ。

８１年の帰国時の送別会で夫妻は「私たちの大きな仕事の１

つは、カナダと日本の間に平和の懸け橋をかけることだった

が、これは、名寄市とリンゼイ市が姉妹都市になり、市民の

交流、文化の交流ができ、私たちにとって生涯忘れられない

思い出となりましょう」と語ったが、ドリーン夫人は１９９２年

（平成４年）、夫のハウレットさんは２００３年（同１５年）に惜

しまれつつこの世を去った。

継続する心温まる触れ合い

リンゼイ市との姉妹都市交流は提携５年ごとの周年に市民

訪問団が相互に訪問、また、１９７３年（昭和４８年）から始めた

高校生の隔年ごとの相互交換留学（２カ月間のホームステイ

で２００４年までに名寄からリンゼイに２６人、リンゼイから名寄

に２７人を派遣）、１９８３年にスタートさせた名寄短大生のリン

ゼイでの短期研修（２００４年まで計３２人派遣）、３回にわたる

高校生、名寄短大生を対象にしたカナダ文化体験と英語研修

の旅の実施――などが主なものだ。

両市の都市公園内にそれぞれ「リンゼイ公園」、「リンゼイ

通り」、「ナヨロパーク」などが設けられ、日常的に姉妹都市

の絆を確認し合っているほか、提携の経緯からもわかるよう

に、市民レベルでの心のこもった交流が大きな特徴となって

いる。

例えば、元教師のマーガレット・コッシュさんは、８３年（同

５８年）友好親善訪問団の一員として初めて名寄市を訪れて以

来、すっかり名寄ファンになった。

翌年には名寄短大でボランティアで英語を教え、８５年から

５年間、名寄の中学校で短期のボランティア英語教師をする

など、計１１回も同市を訪問、同市から国際交流名誉市民の称

号も受けたほどだ。

リンゼイ市にあるマーガレットさんの自宅は、半地下の２

部屋がジャパニーズ・ルーム。名寄市で贈呈された日本の着

物、民芸品などを展示して、同市からの訪問団や教え子をい

つも笑顔で歓待してくれるという。

マーク・ハミルトンさんの場合も姉妹都市ならではの心温

まるケースだ。

ハミルトンさんは８７年（同６２年）に交換高校生として来訪

した。楽しい思い出を胸に再来日を決意、９３年（平成５年）

から９５年の２年間、名寄市で英語指導助手（AET）を務め、

日本との教育、文化交流への関心を一層深めた。

その後、北大教育学部に入学、名寄市に隣接する上川管内

美深町出身の女性との国際結婚にまで発展した。

２０００年（同１２年）８月、名寄市開拓１００年記念式典に出席

したリンゼイ市民訪問団には、ハミルトンさんのお父さんも

参加し、名寄、リンゼイ両市民でマーク・ハミルトンさんと

日本女性との国際結婚を祝ったという。

この２つのエピソードが物語るように、両市の３６年間に及

ぶ姉妹都市関係は、その懸け橋となったハウレット夫妻と名

寄市民との心の触れ合いと同様に、市民レベルの温かい交流

が中心になっている。

その意味で、国際交流の１つの在るべき姿を示していると

いっていい。

［ドリンスク市（ロシア・サハリン州）］
１９８８年（昭和６３年）、日ソ間の友好親善を図る目的で名寄

日ソ親善協会が発足し、同年の第４回サハリン平和交流の船

に同協会から４人が参加した。さらに、北海道日ソ親善協会

の紹介で農業を中心に産業構造、人口などが類似しているド

リンスク市との民間レベルの交流が始まった。

ドリンスク市はかつての「落合」で、名寄市に住む落合出

身者が中心となって９０年（平成２年）「なよろ地区樺太会」

を旗揚げした。これをきっかけに友好都市への要請が強まり、

翌年の９１年３月、シドレンコ・ドリンスク市長の名寄訪問を

機に、友好都市提携が正式に調印された。

２００４年（同１６年）の訪問団に同樺太会会長の松田十四一（と

よかず）さん（７９）も参加、ドリンスク（落合）への実に５９

年ぶりの里帰りが実現した。
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交流は語学留学生、サッカー少年団、青少年訪問団の相互

派遣、教育・福祉交流団、医療訪問団の受け入れなど市民、

青少年を対象としたものが主だが、友好提携事業の一環とし

て名寄市がドリンスクに市民の募金で注射針６万本、注射器

１万９千個、ベビーベッド１０台を贈呈したり、消防車なども

寄贈、友好の気持ちを形に表しているのも特徴だ。

さらに、２００４年９月、ドリンスク市の開拓１２０周年記念式

に出席した名寄市民訪問団は、名寄消防署の救急車「そよか

ぜ」をプレゼントした。「そよかぜ」は１９９２年に配属された

排気量２千８００!の救急車だが、新型救急車の導入を機に、
ドリンスク市での活用を打診したところ、「大歓迎」の返事

で実現をみた。

名寄市では今後の課題として、①草の根交流を継続するが、

両市の懸け橋になる新たな青少年交流を開拓する②意思疎通

を円滑にするため、語学留学などの研修を充実させる③通信

手段の充実を図る―の３点を挙げている。

また、長谷川良雄・名寄ドリンスク友好委員会委員長は「お

互いの文化と歴史を知り、多くの市民が交流を持ち、理解す

ることが大切だ。先輩の名寄・リンゼイ姉妹都市友好委員会

の活動に学び、息の長い交流を続けていきたい」と今後の抱

負を語っている。

北方圏交流から花開いた国際雪像彫刻大会

名寄市には名寄日中友好協会があり、名寄市立総合病院と

中国・秦皇島市にある秦皇島中医病院との医療交流などさま

ざまな友好事業を行われているほか、名寄日韓友好親善協会

が韓国の鐵原郡と交流を深めるなど、市民レベルでの国際交

流は他都市では余り例を見ないほど多彩だ。

この中でも厳寒の名寄ならではの特徴として、北方圏交流

から花開いた国際雪像彫刻大会が挙げられよう。

その発端は９１年（同３年）、名寄青年会議所が創立３５周年記

念事業として１０年ぶりに実施した北方圏名寄市民ジェット。

当時、北海道教育大教授だった伊藤隆一さん（故人）をコー

ディネーター、坂田仁・同会議所直前理事長を団長に２９人が

フィンランド、スウェーデンなどの北方圏諸国を視察した。

その中で参加者に大きな影響を与えたのが、サンタの里と

して知られるフィンランドのロバニエミ市。この訪問を機に

フィンランド野球のペサパッロを通したスポーツ、文化交流

の依頼を受け、それを実現するために坂田さんらは急きょ、

北海道フィンランド協会名寄支部を立ち上げた。

ペサパッロ・チームの受け入れをはじめ、子供とサンタク

ロースとのクリスマスカード交換やシベリウス生誕１３０年を

ドリンスク市開拓１２０周年式典での両市の交歓風景＝２００４年９月

ドリンスク市に贈呈された名寄市の救急車「そよかぜ」
＝２００４年９月、ドリンスク市で
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記念した「若き日のシベリウス」演奏会の開催など、フィン

ランドとの交流を具体化させた。

その流れとともに深まってきたのが、雪像競技を通した交

流。

もともと、名寄市では市民による雪像作りが盛んで、ロバ

ニエミ市の国際雪像競技会会長のユハニ・リルベリさんも何

度も名寄市を訪れていた。その縁もあって、故・伊藤隆一教

授をコーディネーターとする北方圏名寄市民ジェットが再

度、ロバニエミ市の国際雪像コンテストを見学、雪像競技へ

の関心が急速に強まっていった。

「従来の名寄での市民雪像づくりの土壌に加え、新たな装

いを凝らす活動の転換時期とがうまく重なった」と坂田さん

は分析する。

９４年（同６年）から名寄の雪像競技会の優勝チームをフィ

ンランドの大会に派遣する一方、芸術性の高い雪像彫刻大会

を名寄市で開催する動きが高まった。

北方圏名寄市民ジェットに参加した長谷川・名寄ドリンス

ク友好委員会委員長（なよろ雪質日本一フェスティバル実行

委国際雪像部長）らが中心になり２００１年、名寄市に国際雪像

彫刻日本協会を設立、フェスティバルの目玉行事として、国

際ルールに基づいた国際雪像彫刻大会ジャパンカップをス

タートさせた。

北方圏名寄市民ジェット以来１０年越しで実現した市民有志

の夢だった。

０５年（同１７年）２月の第５回大会には７カ国１１チームが参

加、カナダチームが優勝したが、毎年世界中から５０組を超す

応募があり、国際的にも「NAYORO」の知名度は向上して

いるという。

こうみてくると、１０年ほど前「国際交流を推進する市民団

体は数多くあり…こうした交流事業は他に類を見ないものと

自負している」とした名寄市の担当者の思いは、改めてうな

ずける内容を持っているといえる。

天塩川の恵みを受けた名寄盆地中央に位置する田園
都市。明治の開拓以来、交通の要衝地として広い生
活圏域を形成。他都市との結び付きによって医療福
祉・教育・スポーツなど生活密着型機能の高いまち
に発展することが期待されている。北限地域といわ
れた稲作のほか、グリーンアスパラ、カボチャなど

農業や森林が基幹産業。隣接する上川管内風連町（面
積２２０．６!、人口約５千人）と２００６年３月に合併の
予定。

国際交流の問い合わせ先
名寄市総務部企画調整課 ℡（01654）3―2111

名 寄 市
人口：約２万７千人 面積：３１４．６!

http : //www.city.nayoro.hokkaido.jp/

幻想的な光景ですっかり名寄名物になった国際雪像彫刻大会
＝２００５年２月
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双方びっくりの奇縁
―ロッキーマウンテン・ハウス町
カナダ・アルバータ州にあるロッキーマウンテン・ハウス

町との姉妹都市提携の経緯は、そう珍しいものではない。

上川町が１９８４年（昭和５９年）の開基９０年を控え、その記念

の事業として同町出身の元道教育長の植村敏氏から「道と姉

妹関係にあるアルバータ州の自治体を紹介するので国際交流

を進めたらどうか」との話が寄せられてきた。

アルバータ州も４年前の８０年に道と姉妹提携を結んだばか

りだったこともあって、同州広報接遇部長のサローム女史が

２度にわたって上川町を訪れるなど積極的な対応を示した。

その結果、開基９０周年の８４年、共に北方圏に位置し、人口、

気候風土、産業形態が似ているロッキーマウンテン・ハウス

町（以下ロ町）との姉妹都市提携のスピード調印が実現した。

アルバータ州と道内の自治体との姉妹都市提携は現在９自

治体に増えたが、上川町とロ町の提携は、２番目の十勝管内

鹿追町とストニイプレイン町より１年以上も早く、文字通り

トップバッターとなった。

しかも、その“初打席”の場面がなかなか劇的―。

同年６月、提携調印のためロ町に向かった町長以下の初の

上川町訪問団が、ロ町から２００キロも離れたバンフのレスト

ランで食事を取った。その後ろの席にいたカナダ人のグルー

プが突然、「皆さんは日本からのお客さん…」と話しかけて

きた。その中の１人が、写真でしか見たことのなかったソピッ

ト・ロ町長その人。

バンフには偶然、会議出席のために来ていたのだが、ソピッ

ト町長も「カナダはとても広い国。まさかこんな形でお会い

できるとは…」とびっくり。

思いもかけず固い握手を交わした河本・上川町長（当時）

も「本当に奇縁。２つの町は結ばれる宿命にあったのでしょ

う」と感無量だったという。

アルバータ州との姉妹都市提携をしている道内９自治体が

一堂に会する道・アルバータ州姉妹都市連絡会議は９４年（平

成６年）度の第２回会合から自治体の持ち回りで開催されて

いるが、上川町が“先輩”としてトップバッターの任を果た

した。

上川管内 アルバータ州との
姉妹都市第１号上川町

姉妹都市提携２０周年記念でロッキーマウンテン・ハウス町から立派な馬具が上川町に贈られた
＝２００４年９月、上川町で
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「出会いのすばらしさ」を実感

「結ばれる宿命…」という両町長の劇的な出会いが象徴す

るように、その後姉妹都市交流は順調な歩みを続けている。

その大きな柱になっているのが中、高校生の派遣事業だ。

９０年（同２年）の国のふるさと創生基金を原資に町が人材育

成事業として実施している。

中学生の場合は１年おきの相互訪問で、それぞれ引率の先

生２人に１５人前後を派遣。すでに派遣人員は両町で各１００人、

合計約２００人に上っている。

上川町からの派遣の場合は町が全額助成し、その代わりロ

町からの中学生のホームステイを引き受けることが条件にな

る。１０日間程度の滞在だが、過ごし方はそれぞれのホームス

テイ先の自主性にまかされており、ロ町ではキャンプ、カ

ヌー、野球など大自然の中で遊びながら英語や異文化を学ぶ

という趣向が主だ。

町で唯一の上川中は９６年からロ町のパイオニア中と姉妹校

提携を結んでいるが、上川中のカナダ交流委員会は２００３年（同

１５年）のカナダ訪問報告集の編集後記で「心のつながりに広

がりがみられ、そこから発展することは想像を越えるもので

す。生徒たちが１１日間で体験したものは計り知れなく、一人

ひとりの生徒たちが自らの生き方の中でどのように反映して

いくのでしょうか。私たちは期待します。人と人との出会い

のすばらしさを実感させていただきました」とその意義を強

調している。

海外研修で生かされる上川高の水質調査

１９９０年度から毎年、平均５人の上川高校生徒をカナダに派

遣する事業も中学生同様、町の人材育成事業の一環で全額町

の助成。ロ町のウィル・シンクレア高での授業体験のほか、

上川町での「ロッキーマウンテン・ハウス通り」同様、ロ町

での散策で「KAMIKAWA通り」を発見して大喜びをするな

ど、他自治体の高校生派遣事業と似たような光景が繰り広げ

られている。

が、ひとつだけ違うのが、高校生が訪問期間中、自ら水質

調査を実施している点だ。

北海道第１の河川・石狩川は同町南部の石狩岳を源にして

いるが、その水質調査に本格的に取り組んでいるのが上川高。

２００３年（同１５年）６月、２３カ国５３グループが参加した環境

観測に取り組む学校の国際組織「GLOBE（グローブ）」の世

界大会がクロアチアで開催されたが、日本から初めて同高の

生徒４人が出席し、過去２年間石狩川で調査した水質検査の

結果を英語で堂々と発表した。

これに加えて、高校生ネイチャーガイドのボランティア活

ロ町から来町した中学生
を歓迎する鈴木上川町長
＝２００４年７月

カナダで氷河の水質検査をする上川高校の生徒たち
＝２００４年９月
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動も認められ、翌０４年６月には自然環境功労者として環境大

臣表彰に輝いた。

この活動をロ町訪問に合わせロッキー山脈の氷河の水質調

査に広げよう、という新しい発想が生徒たちの間で生まれ、

授業の一環として実施に移された。同じ箇所で氷河から溶け

出た水を採取し、石狩川水系の調査と比較研究しようという

もので、高校生らしい実のある派遣研修として注目を集めて

いる。

官民一体の国際交流

町の人材育成事業は中高校生の派遣に止まらず、町民も対

象としている。希望者は国内、海外などテーマを設けて申請、

認可を得るものだが、内容は地域づくり海外交流セミナー（ス

イス、フランス、ドイツ）、山地寒冷型ライフスタイル研修

（北米、カナダ）など多彩だ。

同事業が本格スタートした１９９２年（同４年）度以降２００５年

度まで、町が派遣事業に交付した金額は、中学生に約２千６５０

万円、高校生に約３千３００万円、一般派遣事業に約２千７３０万

円で、総額は約８千６８０万円にものぼっており、苦しい財政

事情にもかかわらず、「郷土をつくることは、豊かな人間性

と素直な感性をはぐくむこと」とうたった町勢要覧を文字通

り実践している形だ。

こういった行政の積極姿勢に呼応して、姉妹都市提携の翌

年の９５年（同７年）には民間の上川町姉妹友好協会（事務局・

上川町商工会）が設立された。２００５年（同１７年）で会員は１５２

人。

１９９１年の北海道・アルバータ州姉妹提携１０周年記念式典に

は、会員２０人の民間訪問団をロ町に派遣したり、２００４年のロ

町との姉妹都市提携２０周年には上川町の受け入れ主体として

活躍、さらに、ロ町からの隔年ごとの中学生の来町には歓迎

パーティを実施するなど姉妹都市交流を民間サイドから支え

続けている。

国際観光の町宣言

日本最大の面積を有する大雪山国立公園、層雲峡温泉を中

心に、その山岳観光の玄関口に位置する上川町への観光客入

り込み数は年間２５０万人を超す。

「自然を愛し、旅行者を温かく迎えましょう」が町民憲章

にうたわれているほどで、外国人観光客を含め、気持ちよく

滞在してもらうために、１９８８年（昭和６３年）に「国際観光の

町宣言」を行った。

外国人観光客の宿泊人数は台湾、香港、韓国などアジアか

らの観光客の急増もあって、最近１０年間で約５倍増の約１０万

人にも達している。

こういったことから以前から外国語の出来る町民の人材バ

ンクへの登録、公民館による英会話講座の開催などの対策を

採って来たが、２００５年（平成１７年）度の同町の層雲峡パッ

ケージ事業をみても、各種の山岳ツアー、観光対策などと並

んで、外国人観光客に対するホスピタリティ研修も大きな柱

の１つになっている。

前年に引き続いて英語、中国語、韓国語などの語学研修

や、外国人観光客への接客待遇、礼儀作法などを一層身につ

けようというもの。こういった不断の努力が、人口約５千人

のマチに国際性を根付かせる土壌になっていることは間違い

ない。

姉妹都市交流、国際観光事業などによる町ぐるみの人材育

成は、財政難を超えて同町の今後の国際交流にさらに厚い土

台を造りつつあるといえる。

明治の開拓期を経て１９２２年（大正１１年）塩谷温泉を譲
り受けた荒井初一氏が層雲峡温泉の開発に当たり、
また、林業のまち・上川の基礎も築かれた。町の約
９５％が貴重な資源となる緑の森林。５４年（昭和２９年）
の台風１５号による膨大な風倒木処理で、自動車幹線

道の整備、商工業が発展し、６０年には人口は１万５
千人を超えた。その後、人口減に転じているが、林
産工業ともに観光業が基幹産業になってきている。
国際交流の問い合わせ先
上川町企画観光課企画調整係 ℡（01658）2―1211

上 川 町
人口：約４千９００人 面積：１千５４!

http : //www.town.kamikawa.hokkaido.jp/

ロ町のウィル・シンクレア高を訪れ、友好を深める上川高校の生徒
たち＝２００４年９月、ロ町で
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［友好都市―アシュクラフト村（カナダ）］

美深町が、カナダのブリティッシュ・コロンビア州アシュ

クラフト村（人口約２千人）との友好都市交流を始めたきっ

かけは、１９９２年（平成４年）９月にさかのぼる。当時、同町

で木材業を営む山口克紘さんが、カナダで開催された木材機

械の研修会に出席した際、通訳のアシュクラフト村在住の金

丸顕男さんと知り合った。

金丸さんから同村が日本との友好提携と高校生の交換留学

を希望しているとの話を聞き、帰国後同町にその話を伝えた

のが、そもそもの発端だ。

その後、双方が事前視察や資料を交換したりした結果９４年

（同６年）７月、美深町で友好都市提携の運びとなった。

交流はさまざまだが、高校生の交換留学は、２００３年（同１５

年）まで実施され、合わせて、同村からの受け入れが２９人、

美深高校生の派遣が４０人を数えた。

しかし、０４年重症急性呼吸器症候群（SARS）の影響で中

止に追い込まれ、０５年もなお休止中だ。

また、町村相互の公式訪問は、３年に１度、１０～１５人規模

で行われている。同村からサッカーコーチも招請しているが、

中でも特色のあるのが絵画による文化・芸術交流。

１９９７年（同９年）に同村から２人が来町、町民体育館横の

第三コミュニティーセンターに、タイトル「四季」の壁画を

制作し、２０００年（同１２年）に今度は同町から２人がアシュク

ラフト村を訪れ、同村ミレニアムパーク内の壁画専用の日本

風板塀に友好シンボルとしてタイトル「松山湿原」の壁画を

描いた。

壁画制作のための相互訪問という交流は、珍しいといえる。

「びふか国際交流の会」の活動は
活発だったが…
美深町の国際交流団体「びふか国際交流の会」は、アシュ

クラフト村との友好都市提携前年の１９９３年（同５年）８月に

設立された。

主な事業として、町の補助金を元に、北大留学生の美深町

体験プログラム（ホームステイ受け入れ事業）、カナダ・ア

シュクラフト村との交流、海外研修報告会の開催、会報の発

行、視察研修などの活動に取り組んできた。

同会の設立当時から事務局長として中心的な役割を果た

し、その後長く会長を務めた成毛久則さんは、「びふか国際

交流の会が実施した事業は、地域における子どもたちの教育

という観点から、主として子どもたちが対象。親も子供たち

を応援する形で参加するようになってきた」と会の趣旨を振

り返る。

その１つの例として、子供たちの交流パーティや懇談会な

どの際には、女性会員が中心となり、手作り料理で相手をも

てなすことで雰囲気が和やかになるだけでなく、親子共々の

上川管内「壁画交流」が
象徴する心の絆美深町

完成したタイトル「四季」の壁画の前で製作者と来町していたアシュ
クラフト村高校の交換留学生たち
＝１９９７年、美深町第三コミュニティーセンター前で

友好シンボルとして製作されたタイトル「松山湿原」の壁画の前で
製作者と美深町高校の交換留学生たち
＝２０００年、アシュクラフト村ミレニアムパーク内で
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参加という幅の広がりをみせた。

２００３年（同１５年）同会は、近隣市町村の外国語指導助手

（ALT）と地域の子どもたちとの交流を目的とした「英語で

あそぼ」を始めた。初めての試みにもかかわらず、地域の子

どもたちが約７０人も参加し、スポーツ、文化交流などが行わ

れた。

この事業は、外国語指導助手や学校関係者と連携を図りな

がら、継続されている。

また、人と人との交流を大切にしたいという同会は町と協

力し、同会設立・国際友好都市提携１０周年記念事業として０３

年１０月、壁画制作相互訪問交流で来町したアシュクラフト村

の女性画家ジョー・ペティさんを招いて、絵画指導交流事業

を実施した。ペティさんの絵画作品は、アシュクラフト村で

はもちろんのこと、美深町や札幌市でも個展が開かれたほど

の人気だった。

ペティさんは、２週間の滞在中、美深町内の保育所、幼稚

園、小中高校などを精力的に訪問し、約４００人に絵画指導を

行った。多くの子どもたちは「うれしかった。楽しかった。

また参加したい…」と目を輝かせていた、という。

だが、民間の国際交流の中心的な存在だった「びふか国際

交流の会」は、０５年（同１７年）４月、予想外の解散に追い込

まれた。町が財政難に加え、地域住民の国際化を広げる目的

はある程度達成できたとの判断から、補助金のストップを打

ち出さざるを得なくなったからだ。

解散時点の会員数は、なお１２４人もいたが、会運営を担う

人材が不足し、経費面でも会費だけでは従来の事業を継続で

きないという“苦渋の決断”だったという。

解散後、成毛前会長は、「今まで培ってきた人と人との触

れ合いを大切にし、国際交流を堅苦しいものではなく、日常

生活の中での気軽な交流として取り組みたい」として、同じ

考えの仲間と財源に左右されない新しい会の発足を模索して

いる。

ただ、外国語指導助手と子どもたちとの交流を目的とした

「英語であそぼ」については、今後も継続させていきたいと

している。

また、ペティさんのファンでもある成毛さんは、会解散後

の翌月の５月、ペティさんを招いて美深町文化センターで絵

画展を開催した。会場には、カナダの夜空を彩るオーロラ、

０３年訪れた際に描かれた美深の森や川を題材にした油絵約八

十点が展示された。

解散したとはいえ、同会の活動は、今までの蓄積を原動力

としながら、町の中に根付いているといえる。

「国際樹液サミット」と町おこし

シラカバの樹液は、もともと世界各国で飲料されていた。

「英語であそぼ」で子供たちは外国語指導助手と一緒にそれぞれの国の料理を作り、料理を通して各国の文化に触れた
＝２００５年２月
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日本ではアイヌの人々が健康飲料や調理用として利用して

おり、フィンランドでは飲料のほか、サウナ用の枝、樹皮の

バックなどで国民に広く親しまれている。ロシアでも雪解け

時に森に出かけ、樹液を飲む習慣が残っている。

美深町は１９８５年（昭和６０年）から、寺沢実北大教授と共同

でミネラル豊富なシラカバ樹液の飲用研究を開始、８９年（平

成元年）シラカバ樹液１００％の天然ドリンクとして、同町の

特産品「森の雫」を誕生させた。

樹液は、シラカバの幹に穴を開けると無色透明な樹液があ

ふれ（溢れ）出てくるが、これが「溢出樹液」と呼ばれ、１

年に１カ月しか採取ができないという。「森の雫」は、その

貴重なシラカバ樹液の採れたてを、ろ過し殺菌するだけの天

然ドリンクである。

樹液のボトリング化に成功した「森の雫」発祥の地である

同町で９５年（同７年）４月、「第１回国際樹液サミット」が

開催され、北方圏８カ国の研究者を含む３２０人が参加した。

このサミットを機に樹液利用の動きが活発化し、５年後の

２０００年樹液の持つ新たな可能性を探ろうと、同じく同町で「第

２回国際樹液サミット」が開かれた。

さらに、０５年４月１５日から１７日まで、シラカバ樹液の効能

と活用法を考える第３回「国際樹液サミット・美深２００５」が

開催された。アジア、北米、欧州の海外８カ国の研究者が参

加し、シラカバをはじめ、カバノキ科樹木活用の最新の成果

も発表され、森林や樹木の持つさまざまな効用や潜在価値、

重要性などについて情報を交換した。

シラカバの樹液活用という珍しいこの会議は、町の特性を

生かした“国際学術交流”であると同時に、シラカバという

共通項による国際交流としても注目される。

また、同町は、「第１回国際樹液サミット」の翌年の９６年

から毎年、まちおこしの１つとして、「びふか白樺樹液春ま

つり」を開催している。

当初は実行委員会による主催だったが、その後、有志が集

まり「美深樹液を楽しむ会」を結成、同町の商工観光担当職

員も加わり、官民一体となったまちづくりのイベントに成長

した。

０５年４月のまつりは、第１０回記念でもあり、第３回国際樹

液サミットの日程に合わせ、樹液試飲コーナー、かんじき残

雪森林浴、スノーモービル試乗体験などの催しを行い、町外

からも多くの人々が参加、ユニークな国際会議が具体的なま

ちづくりと地域活性化に結びつく成果も生んできている。

農業、林業の町として栄えている美深町は、自然豊
かな町で教育にも力を注いでいる。美深町文化会館
「COM１００」は、町民や天塩川流域市町村の生涯学
習拠点施設として活用されている。美深市街から北
へ８キロの地点にある森林公園「びふかあいらん

ど」には、びふか温泉、道の駅びふか、双子座館、
チョウザメ館、キャンプ場などの施設がある。

国際交流の問い合わせ先
上川管内美深町総務課 ℡（01656）2―1611

美 深 町
人口：約５千６００人 面積：６７２．１!

http : //www.town.bifuka.hokkaido.jp/

１０周年記念事業で来町したアシュクラフト村の女性画家ジョー・ペ
ティさんの歓迎パーティー＝２００３年１０月、美深町で

美深町で開かれた第３回「国際樹液サミット・美深２００５」記念式典
＝２００５年４月
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留萌市役所を訪れた営口港務集団有限公司の局長ほか９人の代表団
＝２００３年１０月

海外３都市との交流から対岸貿易へ

留萌市は、３都市と国際交流を行っている。姉妹都市提携

のロシア・ブリヤート共和国の首都ウラン・ウデ市、友好港

湾提携の中国遼寧省の営口（えいこう）港務集団有限公司、

そして将来は友好関係を樹立したいと考えている交流合意都

市カナダ・ブリティッシュ・コロンビア州コートニー市の３

都市である。

［姉妹都市（ロシア・ウラン・ウデ市）］
留萌市は、留萌港が１９３６年（昭和１１年）国際貿易港に、５２

年（同２７年）に重要港湾に指定されていることもあり、同市

が国際都市へと成長し、対外貿易の強化を図るためにもロシ

ア極東地域の都市との姉妹提携を早くから希望していた。

だが、極東沿岸の港湾都市は社会主義体制下での軍港のた

め実現出来ず、代わって旧ソ連領事館を通じて７２年（同４７年）、

ウラン・ウデ市との姉妹都市提携にこぎつけた。

７２年～８２年までほぼ毎年ウラン・ウデ市を訪問、９１年（平

成３年）同市の開基３２５周年記念式典に留萌市代表団が出席

し、総額２００万円相当の医薬品を病院に寄贈するなど、旧ソ

連体制下でも友好関係が深まっていた。

最近では２００２年（同１４年）姉妹都市提携３０周年記念式典の

ため３人のウラン・ウデ代表団が留萌市を訪れ、市内視察、市

民とのお茶会、歓迎夕食会などで改めて友好を確認し合った。

しかし、ウラン・ウデ市は内陸に位置し、交通手段が不便

なため、過去３０年間では、どうしても代表団の交流が主。今

後、市民レベルの交流にどう拡大していくかが課題になって

いる。

［友好港湾（中国・営口市）］
留萌市と営口市（遼寧省）との関係は、１９８４年（昭和５９年）

日中友好留萌市民会議の講演会の講師として留萌市を訪れた

駐札幌中国総領事から、留萌市と同様の港湾都市として営口

市が紹介され、友好都市提携の気運が盛り上がった。

しかし、友好都市の提携を申し入れるため留萠市長が営口

市を訪れたところ、すでに群馬県の太田市と姉妹提携を締結

していることがわかった。

当時の中国では、姉妹都市は１市のみとしていたことから

港を中心とした友好関係に方針を変え、９０年（平成２年）中

国遼寧省の営口港務局と友好港湾議定書を締結し、技術研修

生・職員の相互交流を主に行なっている。２００３年（同１５年）

「営口港務局」は、「営口港務集団有限公司」に名称変更し、

民間企業に衣替えした。

２０００年の友好港湾１０周年には２１人の代表団、０３年には同有

限公司から局長ほか９人の代表団が相次いで来留、港湾視察、

市内企業を訪問した。

次いで、同１５周年の０５年（同１７年）６月には再び同有限公

司の李松副総裁ら１３人が来訪し、李団長は営口港関連施設へ

の資金協力を要請した。一方、留萌市側は「留萌港の整備も

進んだので、営口港との航路開設を目標としたい」との考え

を伝え、同有限公司が民間企業になったことも手伝い、よう

やく経済交流に向けた具体的な動きの芽が出てきている。

［友好交流都市（カナダ・コートニー市）］
留萌市では基幹産業である水産加工業の経営安定と原料の

確保、また、市民からの英語圏との交流要望などで、以前か

らカナダとの提携を希望していた。

このため、カナダで加工原料確保事業を営んでいた地元企

業とブリティッシュ・コロンビア州東京事務所を通じ都市の

紹介を依頼したところ、コートニー市の名が挙がってきた。

１９９３年（同５年）に留萌市の視察団が、コートニー市を訪

問した。同市は、林業と水産業が主な産業で、ニシン刺網漁

のメッカ。多くのカズノコを日本に輸出している水産加工都

市でもあり、塩カズノコの生産が日本一の留萌市にとって経

済交流の将来性も含め絶好のパートナーと映った。

留萌管内 積極的に海外との
つながりを模索するマチ留萌市
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同年の留萌高校創立７０周年記念式典にはさっそくヴァニア

高校校長夫妻・生徒会長が来訪し、友好校の締結が行われた。

９５年には、コートニー市長が初めて留萌市を訪れ、直ちに

姉妹都市提携をするのではなく、交流が両市にとって大きな

負担とならないように、まずは緩やかな条件で親善を深める

「交流合意都市」関係を提案、両市の合意で、珍しい「交流

合意都市」がスタートを切った。

その後も、留萌サッカースポーツ少年団や経済界を中心と

した留萌市民訪問団が同市を訪れたのをはじめ、継続交流事

業として、９６年からは留萌高校とヴァニア高校の相互交換留

学事業が始まった。毎年実施されており、２００５年（同１７年）

もコートニー市へ２人の留学生が派遣された。

新たな広がりにチャレンジ

３都市との交流は継続しているが、課題もあり、留萌市は

０２年、対岸貿易促進中期行動計画を策定し、対岸貿易・港湾

活用の促進及び地場産業振興のため、地域一体となった国際

交流を目指して、新たな友好交流都市について模索している。

まず、当初から姉妹都市要望を持っていた中国営口市との

交流である。０４年５月には留萌日中友好協会の設立２０周年記

念事業として、訪中団（１３人）が営口市や北京市など中国各

地を視察した。

中国営口市人民政府（営口市役所）を訪問した際、国際交

流を担当する外事弁公室から、留萌市との友好都市締結と小

学校相互の交流に意欲があることが示された。以前と違い、

中国では一都市一姉妹都市の制限がなくなっており、「友好

港湾」から「姉妹都市」への昇格も期待される。

その他に、新たな都市として、ロシア・サハリン州のコル

サコフ市とホルムスク市との交流も検討している。コルサコ

フ港は０３年の留萌港への輸出量が北洋材など約１万９千ト

ン。サハリン州の商業港の中では最も多い輸出量を誇る。

ホルムスク市は０４年１０月、ホルムスク－小樽間を航行する

ロシア客船が留萌港に初めて試験寄港し、留萌市内での買い

物ツアーが好評を博した。同年１１月には、山本助役がコルサ

コフ市役所を訪れ港湾を通じた友好関係樹立の希望を伝え、

ホルムスク市長にも表敬訪問した。

０５年（同１７年）１０月には官民一体で商談会も兼ねた初めて

の「サハリンるもい展」をユジノサハリンスクで開催、旭川

の企業も参加して、大いに盛り上がった。また、同年９月に

は、留萌港を拠点にしたサハリンクルーズで、約２７０人が豪

華客船「飛鳥」に乗り、コルサコフやユジノサハリンスクで

観光を楽しんだ。

留萌市では「サハリンるもい展」、サハリンクルーズなど

を通して、新たに経済交流を含めた友好港湾・友好都市関係

を模索していく方針で、ロシア客船の留萌港への恒常的な寄

港実現も合わせ、積極的に国際交流を図って行きたいとして

いる。

行政主導から民間活動へ

３都市との国際交流は当初、行政主導の「留萌市国際親善

交流委員会」が進めていたが、市民レベルの国際交流団体に

衣替えするため１９９７年（同９年）に同委員会を発展的に解消

し、趣旨に賛同する企業９団体と個人５６人によって民間の「留

萌市国際交流協会」が設立された。

コートニー市のホームステイ宅でホスト家族と交換留学生が歓談＝２００５年
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活動内容は、海外交流都市との市民交流、市民の国際交流

活動に対する協力と支援、国際交流ボランティアの育成、国

際交流関係団体のネットワーク化の推進など。

これまでの主な事業は、９９年（同１１年）ウラン・ウデ市在

住のファッションデザイナーのダンビエバ・ゾーヤさんによ

る「ロシアン・ファッションショー」の開催。同年、北方四

島交流事業として４島に住むロシア人２５人との日本文化体験

を中心とした市民交流。２０００年（同１２年）には世界１４カ国か

ら３５人の空手家を招き、「留萌市国際親善空手道フェスティ

バル」を催した。

０１年には在住外国人を招いて、「国際交流クリスマスパー

ティ」を開催するなどさまざまな活動を展開している。

留萌市には、この留萌市国際交流協会のほかに「日本ユー

ラシア協会留萌支部」や「留萌日中友好協会」などがある。

大きな事業はほとんどこの３団体が一体となって取り組んで

おり、０２年から中国、ロシアの駐札幌総領事やカナダ通商代

表などを招いて「国際交流新年交礼会」を合同で開催してい

るのがそのいい例だ。

ごく最近の事業としては、０４年（平成１６年）留萌市国際交

流協会が主催、他２団体が協力して、コルサコフ市民との人

的交流を図るために、「バプシキナ・ペスニ児童民謡舞踊団」

を招請する交流事業を行った。

この事業は、０１年同舞踊団が留萌市を訪問した際、３団体

で協力して行ったホームステイや留萌高校との交流が大変好

評だったこと、また、０３年留萌市経済視察団がコルサコフを

訪問した際に、すばらしい歌と踊りで歓迎してもらったこと

―などがきっかけとなっている。

コルサコフを拠点に活動しているこの舞踊団は、国際的な

評価も高く、これまで海外各都市で多くの公演をし、コンクー

ルやフェスティバルなどで数々の表彰を受けている。

内容は、市民コンサート（留萌市・増毛町・小平町）、市

民歓迎会、東光小学校児童との交歓などさまざまだが、民間

ベースによる国際交流が次第に大きく花開いていくケースと

しても注目していいようだ。

留萌市は、北海道の西北部に位置し、留萌支庁管内
の中心都市である。留萌港は国の重要港湾。水産加
工が基幹産業で、特に塩カズノコの生産は日本一で
ある。西には日本海、南北には暑寒別天売焼尻国定

公園が連なり、風光明媚なまちである。
国際交流の問い合わせ先
留萌市企画財政部企画調整グループ

℡（0164）42―1801

留 萌 市
人口：約２万７千人 面積：２９７．３!

http : //www１．sphere.ne.jp/rumoi/

留萌市で行われた「バプシキナ・ペスニ児童民謡舞踊団」公演
＝２００４年７月
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町出身の学校経営者が生んだ姉妹都市
－キャッスルガー市（カナダ）
遠別町出身の鹿野光雄氏が経営する青山製図専門学校（東

京都）が、１９８６年（昭和６１年）から夏期研修として故郷の遠

別町で「遠別サマースクール」を開設、同町の恵まれた自然

環境の中で、毎年約３５０人の学生が同町を訪れ、町民との触

れ合いを持った。

このサマースクールの中に、同校の姉妹校になるカナダ・

ブリティッシュ・コロンビア州立セルカーク短期大学

（キャッスルガー市）の学生が参加していた。

姉妹都市提携の経緯は、同年に東京で行われた同専門学校

と同短期大学の姉妹校提携調印式に、研修所がある遠別町か

ら当時の佐々木町長が来賓として出席したのがきっかけだ。

鹿野光雄校長は姉妹校だけではなく、町と市の交流に発展

させてはどうかと提案、自ら遠別町とキャッスルガー市との

橋渡し役を買って出た。

さっそく、キャッスルガー市から姉妹提携を希望する文書

が遠別町に届けられ、これを受けて、８８年（同６３年）佐々木

町長、町議会議長ら一行が同市を訪問した。

同市は、林業を中心に観光レジャーが四季を通じて楽しめ、

遠別町と同じ自然豊かな都市だったこともあって、同町とし

ても提携を歓迎する気運が高まった。８９年（平成元年）には

キャッスルガー市長ら６人が来町し、遠別町役場で姉妹都市

提携の調印が行われ、双方の永遠の発展と協力を誓い合った。

以来、毎年クリスマスには、カードの交換や折に触れ贈り

物のやり取りも行われている。中でも２００４年（同１６年）同町

にクリスマスカードと共に贈られてきたクリスマスのシンボ

ル的な花である「ポインセチア」は、町民を大いに感激させ

た。

民間団体が交流の中心に

当初は、行政が中心になって、町民、中学生、議員による

相互交流が行われていた。しかし、行政主導より町民交流を

柱にしようと、９７年（同９年）９月に民間団体の「遠別・キャッ

スルガー国際交流協会」が発足した。また、同年１２月には、

キャッスルガー市においても「キャッスルガー・遠別教育交

換委員会」が設立され、民間同士の交流が開始されることと

なった。

人口約３千４００人の同町で、町民有志の民間団体が活動を

継続することは、通常資金面などでかなりの負担を伴うが、

姉妹都市の生みの親でもある鹿野氏が遠別町とキャッスル

ガー市双方に基金を提供し、さらにその後も、名誉会長とし

て同協会の運営に協力を続けている。

全員が個人会員だが、キャッスルガー市を訪れた会員の思

いは熱い。９０年の相互交流で訪問した会員の１人は、飛行機

のタラップから赤じゅうたんが敷かれ、トランペット演奏を

バックに出迎えを受け、その時の同市での熱烈な歓迎ぶりは

今でも忘れられないという。

留萌管内 町民の願いは
「子供たちのために」遠別町

キャッスルガー市からクリスマスカードと共に
贈られてきたポインセチアの花＝２００４年１２月

訪問団員一人ひとりにプレゼントを渡す姉妹都市の“生みの親”の
鹿野光雄・国際交流協会名誉会長＝２００４年７月、遠別町で
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インターネットで“中継”

「遠別・キャッスルガー国際交流協会」発足後、９８年（同

１０年）から、相互でホームステイを経験し、文化や風習を肌

で感じてもらうことを目的に中学生対象の青少年相互交流が

スタートした。

訪問団の受け入れ、派遣を１年ごとに交互に行っているが、

町内で外国人に出会うチャンスも余りなかったため、最初は

戸惑うことばかりだった、という。

しかし、派遣、受け入れを重ねることで、外国人に対する

抵抗感は薄れ、むしろ寝食を共にするホームステイなどに

よって家族ぐるみの親交が深まってきた。

２００４年（同１６年）７月１５日、キャッスルガー市から中学生

８人を含む１０人の訪問団が来町し、７日間の滞在期間中、ホー

ムステイで「遠別の家庭」を味わった。

また、町内施設の見学、中学校での“１日入学”、日本文

化を理解してもらうため茶道やお寺での座禅の体験などのほ

か、休日には受け入れ家族が稚内や旭川方面を案内するなど

歓迎レセプションでキャッスルガーの子供たちが歌を披露
＝２００４年７月

遠別小学校を訪問し、子供たちと親睦を図るキャッスルガーの訪問団＝２００４年７月
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親交を深め、家族によっては剣道の見学、体験などアイデア

を凝らした歓待も－。

歓迎レセプションでは、プレゼント交換や歌の披露なども

あり、町民の手作りによる心のこもった交歓が繰り広げられ

た。

いつもの光景とはいえ、初日は子供たちも緊張した表情

だったが、帰国近くなるとそこは子供同士。片言の言葉と身

振り、手振りなどで何とか意思が通じ合い、言葉の壁を越え

て国際交流は和気あいあいの雰囲気となった。

また、このキャッスルガー訪問団の遠別町での活動は、高

橋豊同協会会長が写真に撮って、その日のうちにホームペー

ジに掲載した。

これによりインターネットを通じて遠別の関係者はもちろ

ん、キャッスルガーの留守家族でもほとんどリアルタイムで

子供たちの元気な様子を観ることができ、心配していた家族

からも大変感謝された。

このようなインターネットを活用した国際交流の手法は、

経費をかけずにより大きな成果につながることも可能なこと

から、他地域でも参考になるといえよう。

行政の協力も不可欠

青少年相互交流による中学生の訪問者数は、１９９８年（同１０

年）から２００４年（同１６年）までにキャッスルガーから４回３０

人、遠別からは４回３３人にのぼる。０５年は遠別町が訪問する

年で、８月に中学生７人がキャッスルガー市に派遣された。

高橋同協会会長は、「最初の頃はすべて難問だったが、な

かでもホームステイが一番大変だった」という。町民にとっ

て、ホームステイの経験がなかったからだ。

同会長は、「町民に集まってもらい説明会を開き、何とか

受け入れ家庭を決めてもらった。しかし、文化や風習の違い

など、分からないことばかりだったため、協会は受け入れ家

庭と何度も懇談し、勉強会も開いた」とその苦労を語る。

その後、町と相談、ホームステイは小、中学校を通じて募

集し、受け入れをした家庭の生徒を自動的に次のキャッスル

ガー市訪問団のメンバーとすることにした。

同協会は、個人会員のみで運営されているため、資金面の

手当てが大変だが、同会長は「子供たちが異文化に触れるこ

とはすばらしい体験だし、日本の文化を見直すきっかけにも

なる。苦労は多いができる限り継続したい」と語る。

また、姉妹都市の生みの親の鹿野同協会名誉会長は、「行

政が協力できる環境を作ることが大切だ。協力がなければ、

交流は難しかった。遠別の子供たちと同じくキャッスルガー

の子供たちもこの交流を喜んでいる。日本に来たキャッスル

ガーの子供たち全員からいつもお礼の手紙をもらい、やはり、

姉妹都市提携をしてよかったと改めて思う」と話している。

遠別町は、北海道の北部に位置する。東部にピッシ
リ岳を主峰とする天塩山地が連なり、町の約８８％が
森林で、西に向かって幾つかの河川が日本海に注い
でいる。日本における水稲北限の地として、農業を

中心として発展し、林業・酪農・漁業も営んでいる。

国際交流の問い合わせ先
遠別町役場総務課企画振興係 ℡（01632）7―2111

遠 別 町
人口：約３千４００人 面積：５９１．５!

http : //www.town.embetsu.hokkaido.jp/

「国際交流は子供たちのためだ」と語る国際交流協会の２代目会長
高橋豊さん＝２００５年１月
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「国際交流特区」として今後の飛躍を期待される稚内港
＝２００４年７月

新たな切り札になるか「国際交流特区」

地域限定で規制緩和を図る国の構造改革特区。ロシア・サ

ハリン州からの水産物輸入、機械類の輸出、サハリン沖での

本格的な石油、天然ガスなどの大陸棚資源開発の支援基地、

サハリンとの定期航路運航―など人と物の拠点港としての機

能強化を目指して、稚内市は２００３年（平成１５年）、国に「国際

交流特区」を申請し認可を受けた。

当初は人と物が自由に行き来する自由貿易地域（フリート

レードゾーン）実現のため①査証（ビザ）なし渡航の特例②

税関、入国審査、検疫の窓口の２４時間オープン化―などを国

に要請したものの、認められたのは税関の執務時間延長と貨

物の輸出入時にかかる手数料の半減だけ。

しかし、０４年には、同市のサハリン事務所に登録し、一定

の条件を満たせば１社３人まで稚内市長の身元保証で、「数

次短期滞在ビザ」の発給を簡素化出来る特例も実施された。

まだ、十分ではないものの「開かれた国際交流特区」への

第一歩が着実に踏み出されたことは間違いない。

経済交流による共栄の模索

いうまでもなく稚内市は、宗谷海峡をはさんでサハリン州

とは僅か４３キロしか離れていない日本最北端の国境のマチ

だ。しかも１９９９年（同１１年）稚内―コルサコフ（大泊）間を

５時間半で結ぶ定期フェリー航路が開設された。

同市の今後の発展のためにもその絶好の位置を生かさない

手はない。同市が自ら「日ロ友好最先端都市」と位置づけ、

国際交流特区に期待をかけるのは、当然のことといえる。

特に経済交流の点では「サハリンとは、歴史的にも隣接地

域として共に発展する一つの経済圏を構築することを目指

す」（稚内市）と考え方は明確だ。

数字はやや古いが、稚内港の外国貿易総額はロシアとの水

産物輸入を中心に、２００３年（同１５年）には１９４８年（昭和２３年）

の戦後の開港以来最高の総額約２１５億円を記録した。

水産物だけでなく、サハリン沖の石油、天然ガス開発の大

規模プロジェクトに伴って、稚内―コルサコフ間の定期フェ

リー航路によるブルドーザー、大型トラックなど社会資本整

備関連の重機類の輸出が前年比３倍強の４千７１０トンに達し、

ロシア貿易の経済効果も前年の約１．５倍の３５０億円に大きく伸

びてきた。

定期フェリー航路による２００３年度の旅客数は４千８９４人だ

が、主に水産物を中心にしたロシアの貨物船の入港は毎年３

千隻、上陸する乗組員も延べ４万から５万人にものぼってい

る。

滞在日数が少ないのが難だが、海を隔てた“一つの経済圏”

は単に夢ではなく、現実の形を取りつつあるといえる。

加速つくサハリンとの商談

一体化への具体策として稚内市は０２年（同１４年）５月、日

本の地方自治体としては初めてユジノサハリンスク市にサハ

リン事務所を開設し、市役所内にサハリン課を設けた。

そして、０４年７月にユジノサハリンスク市で初めて「トレー

ドフェア IN サハリン」を開催した。

これは稚内日ロ経済交流協会と稚内商工会議所が合同で道

内の地域経済団体として初めて、ロシア企業向けに開いた画

期的な商談会だ。

稚内市内に本社や支店を持つ１１社が参加、介護用品、暖房

機器、事務機器などを展示したが、２日間で約４千人ものロ

シア人が詰めかけ、個人が一戸建て住宅用の外壁材を買った

り、２億円以上の石油燃料の商談を持ち込まれたケースも

あったという。

実行委は今後も最低でも３回はサハリン商談会を開く方針

宗谷管内

日ロ友好最先端都市への道稚内市
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で「商談の具体化はこれからだが、日用雑貨など日本製品へ

の関心は高く、稚内とサハリンとの経済交流、商圏の一体化

への期待が持てる」としている。

こういった目に見える経済交流への動きもあって、社団法

人ロシア東欧貿易会は国庫補助事業として０５年（同１７年）９

月、道、社団法人北方圏センターに委託し、稚内市で「北海

道・ロシア間の日用品、生活関連分野などでのビジネスマッ

チング事業」を行った。

稚内市も間に入り、サハリン州から水産、病院・薬品関係

など６社の経営者、幹部１２人が同市内の関連企業と具体的な

商談を持った。

商談の結果は別にしても、独自のサハリン事務所を持つ稚

内市が、サハリンとの経済交流と経済圏を形成する動きをさ

らに一歩、前進させたことは間違いなく、今後どう具体的な

成果を生んでいくかに関心が集まっている。

５つの都市・港と「友好・姉妹関係」

「日ロ友好最先端都市」としてのありようは、ロシアに向

けた港による、ある意味では自然な経済交流だけではなく、

古くからの歴史を背景にした文化友好交流の顔もまた持って

いる。

戦前の樺太時代を振り返ってみると、１９２３年（大正１２年）

から４５年（昭和２０年）まで樺太大泊（現サハリン州コルサコフ）

との稚泊航路、本斗（現ネベリスク）との連絡船の就航―な

どがあり、稚内市と樺太が一体化した生活圏であったことは

いうまでもない。

こういった歴史に加えサハリン航路の再開を目指して、ま

ず７２年（同４７年）にネベリスク市と、次いで９１年（平成３年）

にコルサコフ市と、そして、２００１年（同１３年）には、それまで

の交流の実績を踏まえてユジノサハリンスク市とそれぞれ友

好都市提携を結んだ。

このほか、１９７３年（昭和４８年）にフィリピンのバギオ市と

姉妹都市提携、８２年（同５７年）に米国のアンカレジ港と姉妹

港湾提携もし、世界に広がる港湾都市らしい国際交流の実績

を積んできている。

とりわけサハリン３都市との交流は濃厚だ。自治体同士の

相互視察、友好訪問はもちろんだが、稚内国際文化交流協議

会が中心になっている少年少女サミットは、毎年交互に約２０

人の子供たちが訪問し合い、心温まる親睦を重ねている。

同じく、同協議会が取り組んでいるスポーツ交流の受け入

れ、派遣事業もユニークだ。

これまで毎年コルサコフ市への野球指導者、剣道・居合い

指導者などを派遣しているほか、ネベリスク市の選抜少年

サッカーチーム、コルサコフ市の選抜野球チーム、卓球少年

大盛況だった「トレードフェアINサハリン」
＝２００４年７月

ユジノサハリンスク市のアンサンブルが稚内フラウエンコール定期演奏会で歌の共演
＝２００４年１１月、稚内市で
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団なども受け入れ、親善試合も恒例化している。

稚内市の場合、サハリンとの地理的な近さ、定期フェリー

航路による利便性もあって民間の交流も盛んだ。

稚内商工高とコルサコフ第６番高との相互生徒交流、稚内

北星学園大学とサハリン国立総合大学との交換留学事業、稚

内商工会議所によるロシア人研修生受け入れなど多彩だ。

毎年実施してきた市民サハリン視察団でもすでに３００人も

の人々が海を渡っており、他の地方とはひと味違う国境のマ

チならではの人的交流の“日常化”は、書き切れないほどの

多様さを誇っている。

同市では「一つの経済圏、生活圏を目指すためにも、相互

理解が欠かせない。現在の交流に参加した人々の次の世代が

さらに交流を重ねることで、サハリンの人々との理解を共に

一層深めていきたい」としている。

都市再生への期待

かつて６万人近かった同市の人口も今では４万人強に落ち

てきた。しかし、従来の水産に加え、サハリンとの定期フェ

リー航路開設よる往来の定着、大陸棚資源開発に代表される

ロシアとの貿易の拡大など、同市を取り巻くプラスの新情勢

が出てきた。

同市が自ら日ロ友好最先端都市を標ぼうするのも、単にサ

ハリンとの友好関係促進だけでなく、経済交流、一体化した

経済圏の構築などを通して、稚内の都市再生を図っていこう

という狙いがある。

稚内港を核とした「稚内マリンタウンプロジェクト２期計

画」のまちづくりのほか、新たな交流拠点を整備する「稚内

シーグランド計画（第一副港再開発計画）」やJR稚内駅周辺

再開発など、総合的な都市再生計画を推進中だ。

国も０５年（平成１７年）度の地域の独創的な都市再生の取り

組みを支援する「全国都市再生モデル調査」として、稚内市

の「日ロ交流による都市再生活力推進協議会」が実施する「国

際交流活力によるにぎわい文化創出調査」に助成した。

日ロ友好最先端都市の稚内市の将来は、まさにサハリンを

中心にした国際交流と経済圏の一体化によるマチ再生が、そ

のカギを握っているといえる。

日本最北端の都市で古くから海産物の交易地として
栄え、第２次世界大戦前からは樺太航路で賑わった。
１９９９年サハリンとの定期フェリー航路の再開で、改
めて経済交流の利点が脚光を浴びている。水産、酪

農、観光が産業の柱で２００３年に「国際交流特区」の認
定を受け、今後のロシアとの交易が注目されている。
国際交流の問い合わせ先
稚内市企画調整部政策推進課 ℡（0162）23―6161

稚 内 市
人口：約４万２千人 面積：７６０．８!

http : //www.city.wakkanai.hokkaido.jp/

相互訪問で親睦を図り合う子供サミット。サハリン州のピオネール
キャンプ場で＝２００４年８月

サハリンとのサッカーなどのスポーツ交流も盛んだ
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“政治”を超えた救助活動。
が、７２０人の犠牲者…
『漆黒に閉ざされる吹雪の午前２時３０分ころ、浜鬼志別の

浜辺に建っている漁業神源一郎宅の雨戸をけたたましく叩く

者がいた。しかも妙な叫び声も聞こえる。荒れ狂う潮鳴りの

中で源一郎はそれを聞き、急いで雨戸を開けた。／戸を開け

て彼は、さらに仰天した。／激しく雪の舞う戸外に、見上げ

るような大男、ずぶ濡れになって寒さにガタガタ震えている

異国人５人が立っているではないか。そして、彼らは泣くよ

うな哀願するような声で何か喚きながら、手真似で沖を指さ

し示した。／海の男の源一郎は、すぐ船が難破したことを知っ

た。』

戦前の１９３９年（昭和１４年）１２月１２日、カムチャツカ近海で、

約１千１００人の漁夫と家族を乗せたソ連の貨客船インディギ

ルカ号が、ウラジオストクへの帰路、暴風雨に遭遇し、猿払

村浜鬼志別の沖合約８００メートルのトド岩付近の浅瀬に乗り

上げて転覆、７２０人が死亡する歴史的な大惨事となった。

冒頭の一文はその海難を伝える猿払村史の臨場感溢れる記

述だが、作家の司馬遼太郎氏も「街道をゆく３８－オホーツク

街道」であえて「大海難」の項を立て、村史同様インディギ

ルカ号の惨事に触れている。

約４００人の生存者を救出し、７００人を超える遺体を収容した

地元の人々の奮闘は大変なものだったらしい。が、この海難事

故がその後の歴史に残るのは惨事の大きさの故だけではない。

日ソが激しく戦ったノモハン事件の停戦協定発効後３カ月

も経たない時期で、日ソ関係が最悪の状態だったにもかかわ

らず、人々が人間としての無私の救助活動に当たったという

ヒューマニズムの発露があったためでもある。

２年後には第２次世界大戦が始まり、この事故はやがて忘

れられた。が、猿払村の人々だけはこの悲劇を心に留め続け、

事故の翌年から戦中、戦後を通して毎年、犠牲者の霊を弔う

法要を営んできた。

同村の浜猿払地区に「電話通信ゆかりの碑」がある。３４年

（同９年）、同地区と樺太女麗（サハリン・プリゴロドノエ）

間約１６３キロに海底ケーブルが敷設された。

終戦直後の４５年（同２０年）８月２２日、ソ連軍の侵攻によっ

て、真岡（ホルムスク）郵便局の９人の女性電話交換手が「さ

ようなら、さようなら、これが最後です」の声と共に集団自

決した悲劇は、あまりにも有名だが、この最後の交信を海底

ケーブル経由で直接聞いたのが猿払電話中継所。戦争の悲劇

を後世に伝えるため、記念碑を建て、実物のケーブルを保存

宗谷管内 大海難の悲劇が灯した
友好の絆猿払村

インディギルカ号の慰霊碑で記念撮影するのは、オジョールスキイ村訪問団の恒例の行事になっている。
＝２００３年７月、猿払村浜鬼志別で
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している。

「日本最北端の村・猿払」はその苦渋の歴史を秘めながら、

海を隔てて向かい合うロシア（旧ソ連）と良くも悪しくも“共

存”せざるを得ない運命にあったといえる。

歴史が生んだ「日本最北の村」の“新たな歴史”
オジョールスキイ村（ロシア）と姉妹都市に
５６年（同３１年）の日ソ国交回復に伴って、同村でインディ

ギルカ号の遭難者を弔う慰霊碑建設の機運が起こり、全国か

ら約１千２００万円の寄付、また、ソ連から慰霊碑用にシベリ

ア産花崗岩とソ連漁民の約８００万円にのぼるカンパが寄せら

れた。

７１年（同４６年）１０月、遭難したトド岩が遠望できる同村浜

鬼志別の猿払公園に慰霊碑が完成、ソ連漁民のカンパは近く

の日ソ友好記念館の建設に充てられた。記念館には遭難の惨

事と救出作業を生々しく伝える写真や資料が今も展示されて

いる。

慰霊碑の序幕式には、ソ連側からもトレグボフ海運船舶省

次官らが出席したが、同次官は「ソ連の兄弟を救助するため

に尽くして下さった偉業を私たちは永遠に思い起こすでしょ

う」と語った。

この言葉にもあるように猿払村の“善意”をソ連側は高く

評価、実現はしなかったものの、海産物の増殖のための合弁

企業設立の申し入れとともに、姉妹都市提携の希望もソ連側

から寄せられてきた。２年間の相互訪問を経て９１年（平成３

年）１２月、猿払村でサハリンのアニワ湾にあるオジョールス

キイ村（旧長浜、人口約２千６００人）との友好姉妹都市提携

が正式調印された。

日本最北端の村とサハリンの漁村の「村同士」の珍しい姉

妹都市が実現したわけだが、何よりも、過去のヒューマニズ

ムあふれた救助活動の歴史が、半世紀の時を経て姉妹都市提

携として花開き、新たな国際交流の歴史を紡ぎ出すという稀

有なケースとなった。

中学生だけでも合計１千４００人もの
分厚い交流
猿払村ではこれを機に同年から「いきいき北方圏交流の郷

土（さと）」づくりを提唱、以来、随時相互訪問しながら交

流内容を打ち合わせ、９３年民間の国際交流団体として設立さ

れた猿払村国際交流協会とともに、姉妹都市交流の充実に取

り組んできた。

当初、入国査証（ビザ）取得に時間がかかったり、往来の

ための漁船などのチャーター、連絡の手違いなどさまざまな

難問を抱えながらも、交流は年を追って定着してきた。

自治体同士の交流打ち合わせ会議のほかに提携直後は、オ

ジョールスキイ村から水産加工研修生を受け入れ、同村の要

望に応えて９２年には猿払村村民の募金で注射器、粉ミルクな

どの医薬品を寄付した。

さらに村民による一般交流事業も猿払村からは７回７８人が

訪問、オジョールスキイ村からは６回６８人が来村した。

これだけでも結構な交流実績だが、何といっても両村の姉

妹都市関係の中核となっているのが、中学生を対象にした交

流事業だ。

「次代を担う子供たちの交流で友好と国際感覚を育てる」

という当初からの方針で、提携時の９１年から毎年欠かさず相

互訪問を続けてきた。

同村の中学校は拓心中１校のため、平等に派遣交流を体験

できるよう同中３年生全員を対象に、同協会を通して旅費全

額が村から助成される仕組みだ。十勝管内陸別町の中学生の

海外研修事業同様、余程の事情がない限り全員が海外経験を

積むことになる。

２００４年（同１６年）までに拓心中生徒の訪問は１４回７５４人、

オジョールスキイ村の中学生の来村は１３回６１８人で、合わせ

るとこの１４年間で実に約１千４００人もの相互派遣数。道内の

他都市でもそう例をみない分厚い教育交流となっている。

言葉の垣根を越えすっかり仲良くなった両村の中学生たち
＝２００４年７月、オジョールスキイ村で

インディギルカ号の慰霊碑に献花するサハリン・オジョールスキイ
村の人々＝２００３年７月、猿払村浜鬼志別で
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再び人命救助にも一役

０１年１月オジョールスキイ村の１１歳のジェーニヤ・ポペン

コ少年が家庭用天然ガスボンベの爆発で全身の７３％を火傷す

る事故に遭った。サハリンでの治療が難しいため、姉妹都市

関係にある猿払村などを通して援助の要請が寄せられ、同村

が身元引受人となりポペンコ少年は札幌医大で治療を受ける

ことになった。

その治療費の不足分を補うために猿払村国際交流協会など

が中心になって募金活動を展開、同村だけでも３６０万円の募

金が集まり、猿払―オジョールスキイ両村の姉妹都市交流は

さらに深まる結果となった。

財政難で交流は一時休止に

しかしながら、約半世紀前の海難による大惨事と献身的な

救助活動、それに感謝する姉妹都市提携の実現、その後の大

規模な中学生による交流など、道内の国際交流の事例として

は極めてユニークで実のある内容を持つ両村の姉妹都市提携

だが、ひとつの大きな曲がり角に遭遇している。

その最大のものが従来通りの方法で提携を続ける上での財

政上の問題。

猿払村は国のふるさと創生基金を人材育成基金として活用

し、１９９１年の姉妹都市提携以来毎年、５０人前後の中学３年生

全員を全額助成で派遣してきたが、財政難から２００４年に条例

を改正し、６千１００万円を一般会計の財政調整基金に繰り入

れざるを得なくなった。

同様に、オジョールスキイ村側も中核となる漁業コルホー

ズの水揚げ不振で苦しい台所事情にある。

こういったことから、０４年（同１６年）８月、両村は村長ら

幹部が猿払村で交流打ち合わせ会議を開き、緊迫した財政状

況などを考慮して、０５年から涙をのんで当面の交流事業を休

止する覚書を交わした。

猿払村では「姉妹都市提携そのものが変わるわけではない。

ただ、従来のような毎年の交流は残念ながら、当面は見直さ

ざるを得ないということ。何らかの知恵を出し合って、姉妹

都市提携は今後も続けていく気持ちに変わりはない」という。

小さな財政規模の地方自治体にとって、理想は別にしても

“財政難”という現実が、国際交流を継続する上で大きな難

問としてのしかかってきていることは間違いない。

オホーツク海に面した日本最北端の村で、村として
は道内では一番広く、総面積の約８割が山林や原野
で、手づかずの自然に恵まれている。猿払はアイヌ
語の「サラブツ」（葦原の河口）が語源といわれる。
ホタテ、牛乳など漁業、酪農が中心。１９５５年（昭和

３０年）頃は人口は約９千人を数えたが、その後人口
減が続いている。

国際交流の問い合わせ先
宗谷管内猿払村総務課 ℡（01635）2―3131

猿 払 村
人口：約３千人 面積：５９０!

http : //www.vill.sarufutsu.hokkaido.jp/

ロシアの伝統的な踊りを披露するオジョールスキイ村の中学生たち
＝２００３年７月、猿払村で
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それぞれの特徴を持つ３つの
姉妹・友好都市提携
北見市は古くから３つの都市と姉妹・友好都市提携を結ん

でいる。提携の経緯は違うが、それぞれが外に開かれた風土

と歴史、それを支える市民レベルの活発な活動―という同市

ならではの共通の特徴がうかがえる。が、経緯と同様、提携

の内容、現状もさまざまで、姉妹都市のありようを比較検討

出来るユニークな側面をも合わせ持っているといえる。

ピアソン牧師夫妻への想いも新たに

［エリザベス市（米ニュージャージー州）］
１９１４年（大正３年）、当時野付牛村だった北見（北見市に

なったのは１９４２年＝昭和１７年）にエリザベス市出身のピアソ

ン牧師夫妻が宣教師として滞在、以来１９２８年（同３年）まで

の１４年間、北見を拠点に道東・道北の伝道活動を続けた。

ピアソン夫妻は１８８８年（明治２１年）に来日、北見に来る前

も函館、室蘭、小樽、札幌、旭川の各地で伝道に当たり、北

海道での活動は実に３５年間もの長きにわたった。遊郭設置阻

止など布教を超えた社会活動もあって、人々の篤い信頼を集

めた。

離道後もピアソン夫妻の私邸は「ピアソン記念館」として

残り、同記念館に面した道は現在でも「ピアソン通り」と呼

ばれ続けている。いかに夫妻が人々に慕われていたかを端的

に物語っているといえる。

こういった経緯から、北見市はピアソン夫妻の離道後４１年

経った１９６９年（昭和４４年）、ピアソン氏の故郷であるエリザ

ベス市に姉妹都市の提携を申し入れ、快諾を得た。

開拓時代の歴史の重みを今日でも呼び起こすユニークな提

携といえる。

それ以降、公式訪問団の相互訪問、青年ジェット研修団の

派遣、７６年には８３人の北見交響吹奏楽団の親善訪問・演奏を

はじめ、９１年（平成３年）の開基９５年・北見市制施行５０周年

記念式典にはエリザベス市の姉妹都市副委員長夫妻らが来北

し、エリザベス市が「北見市の日」を制定するなどの心のこ

もった交流が続いた。

同時にエリザベス市を訪れた人々がエリザベス会を発足さ

せ、北見商工会議所も北米経済視察団を派遣するなど、民間

交流の芽も膨らんできた。

しかし、９６年（同８年）の北見市開基１００年記念式典にエ

リザベス市長代理として姉妹都市委員長夫妻が出席して以

降、残念ながらエリザベス市からの来訪は途絶えている。

その一方で北見市では、旧ピアソン邸（現在のピアソン記

念館）の保存とピアソン夫妻の思想、業績の記録を残すこと

などを目的に９８年にピアソン会が発足し、２００２年（同１４年）

には特定非営利活動法人（NPO法人）の認可を受けた。

会員数は１２５人。ピアソン便りの発行のほか、毎夏ピアソ

網走管内 民間が支え、育てる
国際感覚北見市

ピアソン牧師夫妻を偲んでピアソン記念館前で毎年開かれているグリーンコンサート＝２００４年夏
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ン記念館の緑の樹木に囲まれた前庭で同会主催によるピアソ

ン夫妻を偲ぶグリーンコンサートが開かれる。ピアソン夫人

が愛用していたオルガンの伴奏による独唱や小中学生、女性

コーラスの合唱、ブラスバンドの演奏など、市民の楽しみの

１つになっている。

また、同会はピアソン邸を設計した米国の有名な建築家メ

レル・ヴォーリズ氏のさまざまな資料を収集して、エリザベ

ス市との姉妹提携の盟約書などの資料を展示しているピアソ

ン記念館２階に０４年、ヴォーリズ記念室を新設し、着実に国

際交流の幅を広げている。

こういった活動が評価され同年、北海道新聞社が実施して

いる「もっと北海道」運動の一環として「第３回北のみらい

奨励賞」を受賞した。

NPO法人認可に合わせ、ピアソン牧師夫妻の資料収集、

調査のためエリザベス市を訪れた同会理事の長尾宗一さん

は、エリザベス市長から「姉妹都市交流といっても市長が税

金を使って日本に行くことが許されない。申しわけありませ

ん」と謝られたという。

しかし、各種のレセプションに招待され、調査には人々か

ら心温まる協力を受けた。

長尾さんは「やはり、姉妹都市交流の実績は生きている。

エリザベス市にはピアソンさんの遺族もおらず、ピアソンさ

ん自体が人々の記憶から遠ざかっているが、もう一度その業

績を掘り起こすことで、姉妹都市交流も取り戻せれば…」と

語る。

歴史が生み出した姉妹都市交流が、新たな歴史の扉を開く

か、注目していいようだ。

［ポロナイスク市（ロシア・サハリン州）］
旧ソ連時代の１９７２年（昭和４７年）、サハリン州からの要請

を受けた形で友好都市提携を結んだ。旧ソ連との姉妹・友好

都市提携は６６年の小樽―ナホトカ、６７年の旭川―ユジノサハ

リンスクに次いで３番目、サハリン州の自治体とは旭川市に

次ぐ２番目の古い歴史を持つ。

「同じ北方圏に住む隣人同士として親善を」と翌年の７３年

には北見日ソ親善協会（９２年に日ロ親善協会に名称変更）が

設立され、隔年毎の相互公式訪問団の派遣と共に民間ベース

での交流がスタートを切った。

９７年（平成９年）の提携２５周年には、ポロナイスク市で北

見市の小、中、高校生が林間学校を体験、民間の劇団「河童」

が「鶴の恩返し」の特別公演をし、翌年には北見市でロシア

の北方少数民族のアンサンブル「メグンメ・イルガ」と北見

盆地風雪太鼓が共演するなど交流は多岐にわたっている。

さらに、同協会とポロナイスク北見友好協会は訪問の度毎

にシンポジウムを開き、向こう２年間の友好親善推進のため

の行動方針を協議する、という他に余り例を見ない活動をし

ているのも特徴だ。

例えば、２００４年（同１６年）ポロナイスク市で開いた第９回

平和に関するシンポジウムでは、①民族の相互理解のため、

伝統芸能の交流を深める②観光交流の拡大のため、ポロナイ

スクでの釣り、登山などの実施③柔道などのスポーツ交流―

など８項目の具体策が合意された。

これに基づいて０５年７月には、ポロナイスク市で柔道を

習っている青年５人が北見北斗高校で初めて“柔道交流”を

行うなど「親善の輪」はさらに深まりを見せている。

金子泰憲・同協会会長は「両国の相互理解と友好親善だけ

でなく、子供たちの国際感覚を育てるためにも、今後も意義

ある活動を続けていきたい」と語っている。

［晋州市（韓国）］
ポロナイスク市との関係以上に晋州市との姉妹都市提携は

民間主導だったといえる。

民間の有志によって北見地区日韓親善協会が設立されたの

が、１９７８年（昭和５３年）のこと。その後、同協会による韓国

訪問は８４年までに実に１１回を数え、両国のアマ・レスリング

大会開催なども開かれるようになった。

また、両市のロータリークラブも７９年に姉妹クラブ提携を

結ぶなど、民間交流は次第に大きな広がりをみせてきた。こ

の動きに合わせるように市民から姉妹都市提携の要望が強ま

り、８５年に北見市はついに提携の正式調印に踏み切った。

以来、ポロナイスク市と同様、隔年毎の相互訪問のほかに、

小中学生の美術交流、合唱団、交響吹奏楽団の文化交流、北

ポロナイスク市を訪れ意見を交換する北見市の訪問団

民間の活動が姉妹都市提携に結実した晋州市との交流風景
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見工大と晋州にある慶尚大工科大学との学術交流など、相互

の絆のありようは多彩だ。

北見市は２００３年（平成１５年）、晋州ロータリークラブ会長

として当初から両市の交流に尽力してきた金一さんに「特別

名誉市民」の称号を贈った。その金さんは０４年１０月、北見日

韓親善協会主催の第６回コリアンフェアへの出席を兼ねて再

度来北、民間主導らしいなごやかな交流が続いている。

広がる多様な国際交流の根

ピアソン会、日ロ、日韓親善協会などでもうかがえるよう

に北見市には４０近い国際交流に関係する団体があり、それぞ

れが独自の活動を繰り広げている。また、同市でも年間２０人、

１人当たり２０万円の外国人留学生修学支援金制度などの支援

事業に取り組んでいるが、北見の場合、民間の幅広い活動と

ともに、北見工大、北海学園北見大学などとの連携による国

際交流が大きな特徴になっている。

そのひとつが１９９７年（同９年）に設立された「北見国際技

術協力推進会議」だろう。

同市が国の「国際協力推進モデル地域」に指定されたのを

受けて、産官学の連携による国際協力を推進する組織として

発足したもので、市、商工会議所、北見工大、日本赤十字北

海道看護大学、農協など２２団体が加盟している。

この同推進会議と国際協力機構（JICA）がタイアップし

て取り組んできた「草の根技術協力事業」は、寒冷地の地域

特性を生かした北見ならではの国際協力事業として、全国的

にも注目されている。

具体的には、北見工大が積雪寒冷地の土木工学研究をして

いる関係で、９９年に気候条件の似ている中央アジアのカザフ

スタン、キルギスから研修員を受け入れ、寒冷地での地盤工

学、道路整備の研修を実施したほか、同大の教授もキルギス

を訪れ、研修のフォローアップにも当たった。

このほか、２００４年（同１６年）まで「寒冷地における地域医

療と保健衛生」、「産業の変遷と地域振興」の研修事業も行い、

独自の国際協力を展開している。

これらを研修のハード面としたら、同推進会議がJICAの

協力で２００３年からスタートさせた「オホーツク国際フェス

タ」はソフト面での国際交流事業といえる。これは網走管内

に住む外国人と地域住民が一堂に会して交流、相互理解を深

めようという狙いだ。

０３年の参加者は６０人だったが、０４年には２００人と急増。ち

なみに０４年の場合は、JICA海外ボランティアの説明会、少

人数による国際交流ウォークラリー、エジプト・ジンバブ

エ・日本の楽器演奏、スポーツ交流などの内容で「交流の広

がりだけでなく各自、団体のネットワークの強化にも役だっ

た」（同推進会議）という。

これとは別に純粋にボランティアとして行われている「北

見国際交流の集い」もユニークだ。これは東京で日本語を勉

強している留学生を北見に招こうというもので、１９８９年（平

成元年）に受け入れ家族らが実行委員会を作り、自発的に活

動を始めた。

毎年、夏と冬の２回、東京で学ぶ留学生数人が２週間程度

北見とその周辺町村でホームステイを楽しみ、餅つきや着付

けなどの日本文化を体験しており、同会も「ほかでも余り例

のない試みでは…」という。ホームステイ先を探す苦労もあ

るようだが、ボランティアによる心温まる国際交流として他

地域でも大いに参考になりそうだ。

明治時代後半からハッカ栽培が始まり、世界有数の
生産地としてハッカ景気に沸いた。１９４２年（昭和１７
年）に市制を施行し、第２次世界大戦後も精糖工場、
国立大学を誘致し、経済、教育、芸術、文化などオ
ホーツク圏の中核都市の役割を果たしている。坂本
龍馬の姉千鶴の次男である坂本直寛氏を指導者とす

る高知の民間移民団「北光社」が開拓に当たったこ
とも知られている。２００６年３月に網走管内端野町、
常呂町、留辺蘂町と合併し、面積千４２８!、人口約
１３万人になる予定。
国際交流の問い合わせ先
北見市企画部 ℡（0157）23―7111

北 見 市
人口：約１１万人 面積：４２１!

http : //www.city.kitami.lg.jp/

網走管内の外国人、地域住民が思い思いに歓談する「オホーツク国
際フェスタ２００４」＝２００４年１０月
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網走市内には国指定史跡が２つある。１つは縄文式文化晩

期、続縄文、擦文、オホーツクなどの各文化期にわたる住居

跡、墓、土器、人骨などが出土した最寄（モヨロ）貝塚遺跡

であり、もう１つは、大小２つのアイヌ民族のチャシ（砦）

からなる桂ヶ岡砦跡である。

いずれも網走が遠い昔からオホーツク海を挟んで、広域交

流の歴史を持っていたことを物語っている。

同市にある道立北方民族博物館での２００４年１０月から２００５年

２月までの行事をみても、第１９回北方民族文化シンポジウム

（３日間）、博物館クラブ「イヌイト・ヨーヨーづくり」、「ア

ラスカ遠征とパイオニア・明治大学アラスカコレクション」

の企画展と「北の地／ALASKA／過去／現在」の講演会など

の北方圏関係の催し物が目白押しだ。

また、北方少数民族資料館ジャッカ・ドフニではウイルタ、

ニブフ、樺太アイヌなど北方少数民族の文化を常時紹介して

いる。

過去の文化交流の歴史、現在の北方圏諸国との関係などを

考える上で、網走ならではの地理的、文化的な特性は今なお

生き続けており、それが、現在の国際交流の底流にもなって

いるともいえる。

小学生の相互訪問から姉妹都市に
―ポートアルバーニ市（カナダ）
網走市は１９８６年（昭和６１年）２月、同じ北方圏のカナダ・

ブリティッシュ・コロンビア州にあるポートアルバーニ市と

姉妹都市提携を結んだ。

その前年から始まった網走小と同州にあるノースバンクー

バー市の小学校との相互訪問がきっかけとなり、当時の石狩

町（現石狩市）と姉妹都市だった同じバンクーバー島のキャ

ンベルリバー市長の紹介で一気に姉妹都市の調印の運びと

なった。

同市はバンクーバー市の西に位置し、人口は約２万人。林

業、漁業、観光が主な産業で、釣り愛好家には“サケの王国”

としても知られ、こういった網走市との類似性も、提携を加

速させる要因となった。

８９年（平成元年）の提携３周年記念には、網走市中央公園

にポートアルバーニ市から贈られた原木で高さ１５メートルの

トーテムポールが建立され、翌年にはその返礼としてポート

アルバーニ市に日本庭園を出張造成し、姉妹都市の目に見え

るシンボルとして、今でも両市民の誇りとなっている。

親善訪問団の相互交流も途絶えることなく続いている。提

携１０周年の９６年（同８年）には網走市長ら４０人の市民訪問団

がポートアルバーニ市を訪れ、翌９７年の網走市市制施行５０周

年記念式典にはポートアルバーニ市長ら３０人が来網、カナダ

の警察官、民族衣装を着た１８人のバグパイプ・バンドが市中

パレードし、網走っ子を感動させた。

また、提携１５周年の２００１年（同１３年）にはポートアルバー

ニ市の「ソングスミス少年少女合唱団」が網走市で「オホー

ツクKIDコール」とジョイント・コンサートを開催、同じ年

に今度は網走市長ら４８人がポートアルバーニ市を訪れ、合唱

や日本文化を披露する「あばしりナイト」を開くなど、中身

の濃い姉妹都市交流が繰り広げられている。

網走管内 北方圏の歴史に根差し、
広がる輪網走市

ポートアルバーニ市からの寄贈で友好のシンボルになっている網走
市中央公園の高さ１５メートルのトーテムポール
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餅つきを体験するポートアルバーニの人々＝２００４年４月、網走市で

子供から大人までの３つの交流

この公式訪問団の相互派遣のほかに、少年少女、高校生、

市民レベルでの３つの交流が行われているのも、大きな特徴

といえる。

［教育交流―少年少女訪問団］
両市は小、中学生の少年少女訪問団を１年置きに相互派遣

している。今まで網走から１１回５４０人、ポートアルバーニか

ら７回２００人が参加した。

０５年（同１７年）１月の網走からの第１１回訪問団の場合は、

９日間の日程でホームステイをしながら、ポートアルバーニ

の子供たちと友だちになった。一緒に参加した網走市の国際

交流推進員の角田真子さんは、「ボランティアの人々による

手作りの温かい歓迎で、本当に感激した。この交流を大切に

したいと改めて思った」と語る。

［高校留学生交流］
姉妹都市提携翌年の１９８７年（昭和６２年）から毎年、両市で

２人の高校生を１０カ月間相互に留学派遣してきた。次代を担

う高校生を長期留学させることで両市の交流、理解を深めよ

うという試みで、お互いにホームステイをしながら学校に通

い、柔道や剣道などの課外活動、日本では経験できない教会

活動など、さまざまな体験を味わっている。

９７年（平成９年）からポートアルバーニ市側の事情で期間

は３カ月間に短縮されたものの、今まで双方で留学した高校

生は５０人にのぼっており、姉妹都市関係を将来に向けて、さ

らに大きく、太く育てていく力になると期待されている。

［市民留学生交流］
少年少女訪問団、高校生相互留学と並んで、もう１つの交

流事業が市民による留学生交流。姉妹都市提携直後の８７年か

ら、市民レベルの交流に実態を持たせるためにスタートを

切った。１０カ月間の長期留学でお互いの市民生活に入り込み、

友情と相互理解を深めようというもの。

例えば、ポートアルバーニ市から来た人は、網走市内の中、

高校での英語授業を補佐する一方で、合気道、華道などの日

本文化、オホーツク流氷まつりでの雪像づくりなどを体験、

各種イベントにも積極参加し、市民との交流を楽しんでもら

う、といった趣向だ。

また、２０００年（平成１２年）には短期スポーツ交流として、

アイスホッケー・コーチのマイクさんを１カ月間招請、市内

の少年団の指導のほかに、市役所のアイスホッケー部のメン

バーとして、各種の大会に出場するなど、市民交流ならでは

のなごやかな成果を挙げてきた。

最近になって、この交流は一時中断し、英語指導助手（AET）

の採用などに衣替えしているが、両市民の間では、肌で感じ

る国際交流・理解だけでなく、帰国した経験者がホームステ

イを受け入れるなど、さまざまな姉妹都市交流に積極的に貢

献する結果を生んでいる。

人々の熱い想いが息づく日中友好親善

０５年（同１７年）１月、中国の程永華・駐日公使が網走市日

中友好促進協議会（阿部一二会長）の招きで講演に訪れた。

実は、程公使は日中国交正常化間もない１９７９年（昭和５４年）、

網走市で日中友好活動が活発に行われていた関係から、駐日

中国大使と共に初めて来網したことがある。

その時の人々の温かい歓迎ぶりもあって、久しぶりの再会

と網走市のその後を見たいという程公使の希望から、２６年ぶ

ポートアルバーニ市に造られた日本庭園

ポートアルバーニ市を訪れた網走市の少年少女訪問団。片言の英語
でもあっという間に、友だちに＝２００５年１月
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りの来訪が実現した。

この経緯が象徴しているように、同協議会の日中友好活動

は心のこもった手作りの民間交流が大きな特色となってい

る。

会員数は約９０人。商業、漁業、教育関係者など職業はさま

ざまで、阿部会長をはじめかつて中国に滞在したり、中国人

の知己を持つ人が多く、７２年（同４７年）の日中国交正常化と

ともに、友好交流の動きはいわば、自然の成り行きのように

発展していったという。

７５年（同５０年）に第１回産業・経済訪中団２３人が北京、上

海、広州を訪れたのを皮切りに、小中学生、漁業関係者訪中

団、数次にわたる瀋陽市友好訪問団などが、毎年のように中

国を訪れ、友好親善を温めた。

これに応えるように中国側からも８５年の中国武術団の来網

に始まり、瀋陽市人民対外友好協会代表団も交互に網走に足

を運ぶなど内容の伴う交流が続けられてきた。

同協議会は会員の会費で運用され、活動もすべて自賄い。

会員の高齢化がひとつの悩みだが、最近はそういった実情に

合わせて、中国関係者の講演会の開催や水産加工場などでの

中国人研修生の受け入れ、年間約１５０人もの中国人研修生に

日本語を教えるなどのボランティア活動を行っている。

同協会の会員の１人は「今まで７組の日中両国のカップル

が誕生し、網走に住んでいる。民間ならではの草の根交流の

深さを物語っているといえるのではないか」と話している。

歩くスキーで北方圏交流

毎年２月、オホーツク海の流氷を見下ろす天都山の道立オ

ホーツク公園「てんとらんど」で「インターナショナル・フェ

スティバル・オホーツク歩くスキー大会」が開かれる。２００５

年（平成１７年）２月が２６回目の大会だった。

２６年前の１９７９年（昭和５４年）北海道で一番早く網走北方圏

交流協会と網走歩くスキークラブが発足した。前年同市で催

された北・北海道フィンランド協会主催のフィンランドセミ

ナーで、気候、風土の似た同国への関心が高まったのがきっ

かけだ。

８０年（同５５年）２月には社団法人北方圏センター主催の冬

季オホーツク圏振興北欧調査団に同交流協会、網走青年会議

所などから２５人が参加、半月にわたってフィンランドなどの

北欧諸国を視察してきた。

そこで目にしたのが本場の歩くスキー。「庭からスキーで

そのまま出かけられる。フィンランドとの交流にもなるし、

冬場のスポーツが少ない網走にはこれだ、と思った」――同

歩くスキークラブ副会長で、同オホーツク歩くスキー大会副

実行委員長の斧山繁夫さんは、当時をそう振り返る。

帰国後、三笠宮寛仁殿下をお招きして、直ちに第１回歩く

スキー大会を開催、以来在日フィンランド大使館とも連携を

とるなどさまざまな工夫を凝らしながら、今日に至っている。

大会はレベルに応じて７キロ、１０キロ、２０キロの３コース

に分かれているが、フィンランド大使館員や道内の外国人留

学生らも招待し、夜にはフィンランディアナイトも開き、立

食パーティーで交流を楽しむ。

網走の冬を彩るスポーツイベントと同時に、北方圏交流の

場としてしっかりと定着した催しといえる。

端野町のフィンランドとの友好にも飛び火

網走のこのイベントが実は、網走管内端野町とフィンラン

ドのオウルンサロ町との友好交流のきっかけになった、とい

う“おまけ”までついている。

以前、フィンランド航空が同国への招待航空券を同大会に

景品として提供したところ、たまたま大会に参加していた端

野町職員の竹内博己さんがそれを射止めた。さっそく同国を

訪れた竹内さんは素晴らしい景観と人々の親切にすっかり

フィンランド・ファンになり、知人も出来た。

９２年（平成４年）、国のふるさと創生基金を利用した「ま

ちづくり海外研修団」でオウルンサロ町を訪問、これを契機

に両町間で人々の相互訪問、小学生の絵や留学生の交換、音

楽交流など篤い友好関係が展開されている。

その中心になっているのが、その後端野オウルンサロ町友

好交流協会事務局長になった竹内さん。「オウルンサロ町と

の友好交流とは直接の関係はなかったとはいえ、網走市での

フィンランドとの出会いが、間違いなく、そのきっかけになっ

ている」という。

国際交流のひとつの芽が自然と根を広げたケースとして、

改めて話題を呼びそうだ。

網走支庁もあり、北見市と並んで網走管内の中核都
市。オホーツク海に面し、農業、水産業が中心だが、
網走国定公園、さらには、世界遺産に登録された知
床半島を抱える知床国立公園の玄関口。冬季は流氷

が接岸する地域特性も生かした観光が更に脚光を浴
びそうだ。
国際交流の問い合わせ先
網走市企画総務部企画調整課 ℡（0152）44―6111

網 走 市
人口：約４万１千人 面積：４７０．９!

http : //www.city.abashiri.hokkaido.jp/
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きずなを深める米国、ロシアの
３都市との交流
「国際性豊かな人づくり」「外国人が親しみやすいまちづく

り」をキャッチフレーズに掲げる紋別市で、姉妹提携の１番

手は米国オレゴン州ニューポート市で１９６６年（昭和４１年）４

月にさかのぼる。ニューポート市は太平洋に面し、もともと

は漁業で栄えた港町。紋別市とほぼ同緯度に位置し、風光明

美で水産や観光を主産業とし、木材の積み出し港としても知

られる。

このほか９１年（平成３年）にはロシア・サハリン州最大の

漁業基地であるコルサコフ市（大泊）、さらに同年、米アラ

スカ州のフェアバンクス市と相次いで姉妹友好都市提携を

行った。フェアバンクス市とは紋別市で毎年開催している北

方圏国際シンポジウム（後述）による学術交流がきっかけと

なった。

２００１年（同１３年）には、ニューポート市との提携３５周年、コ

ルサコフ市との提携１０周年を記念して特別な交流も行われ

た。ニューポート市へは、紋別市から中学生を含む総勢２４人

の訪問団が訪れ、ホームステイなどで温かいもてなしを受け

た。コルサコフ市には市長、市議会議長らの行政関係者と水

産関係者、旧樺太大泊会の会員ら８人が訪問した。

同時に８月の観光シーズンにはニューポート市から１１人、

コルサコフ市から６人の訪問団が紋別市を訪れ、港まつり歓

迎パレードや茶会に参加するなど市民レベルでの交流が繰り

広げられた。

コルサコフ市との交流のなかでも特にユニークなのは、

ヨットによる相互訪問。

１９９８年（同１０年）に紋別ヨット協会の会員がヨットでコル

サコフ市を親善訪問したのがきっかけだった。オホーツク海

を隔てた両市間の距離は約２５０キロ、順調に帆走すると２２時

間ほどで到達できるという。

翌年にはその返礼として、マカリェーツ副市長ら９人が

ヨットで来航した。市民同士が自ら海を往来する交流は、関

係者の熱い思いの発露ともいえ、同副市長も紋別ヨット協会

の歓迎会で「往来する度に、両市の距離が縮まってきている」

とヨット来訪に込めた気持ちを語っている。

最近の大きな動きは、紋別市の市制施行５０周年に当たる

２００４年（同１６年）に姉妹都市３市を同時招待したこと。

うちニューポート市は２００６年の提携４０周年を控えて訪問団

派遣を見送ったが、コルサコフとフェアバンクスの両市は招

待に応じ、コルサコフからは市長ら６人の行政関係者、フェ

アバンクスからはアラスカ大学の教授、学生ら５人が紋別市

を訪れ、ホームステイを体験しながら、合同で歓迎パーティー

や記念植樹などを楽しみ、姉妹都市交流に新たな１ページを

書き加えた。

また、１９９８年から３年ごとに実施している中学生のニュー

ポート市への親善訪問も３回目の２００４年８月には１０人が訪米

し、１週間にわたってホームステイをしながら親睦を図って

きた。

網走管内 多彩な姉妹都市・学術交流、
そしてキーワードは＜流氷＞紋別市

市制５０周年で仲良く紋別市を訪れ、記念植樹したコルサコフ市と
フェアバンクス市の親善訪問団＝２００４年８月

コルサコフ地区ヨットクラブ９名が来訪し、紋別ヨット協会会員と
の再会を楽しんだ＝２００４年８月
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「流氷研究国際都市構想」の取り組み

紋別市の国際交流を考える際、忘れてはならないのが「流

氷」であり、それを中心に据えた同市ならではの「流氷研究

国際都市構想」だ。

オホーツク海沿岸のほぼ中央に位置する同市は「世界で最

も低緯度で凍る海」、「日本で唯一の氷海域」を持つ都市とし

て知られる。

このため、６５年（昭和４０年）、「北海道大学低温科学研究所

付属流氷研究施設」（２００４年４月に同環オホーツク観測研究

センターに衣替え）が同市に設置され、流氷が地球環境や海

洋生物に及ぼす影響などをテーマに地道だが、本格的な研究

が始まった。

こういったことから、「招かれざる客」と見なされ続けて

きた流氷が、実はオホーツク海に自然の恵みをもたらし、北

方圏の文化の礎となり、かつ流氷研究のメッカになりうる―

との発想の転換に結び付いてきた。

同市は８２年（同５７年）、躍進する紋別市建設のため「オホー

ツク流氷都市紋別」を宣言、さらに、同市は第３次紋別市総

合計画（１９８９～９８年度）、第４次同計画（９９～２００８年度）で

都市の将来像を「流氷を開発し、心豊かで活力あるオホーツ

ク圏の中核都市」と規定し、流氷研究とその応用技術開発を

地域活性化の最大の柱とする「流氷研究国際都市構想」をス

タートさせた。

同都市構想の主要な事業として①氷海海洋情報の集積・発

信基地化の推進②オホーツク海の環境保全の推進③自然環境

の保護・保全と生活環境保全運動の展開④広域交流の促進―

の４項目が挙げられている。

これを推進する目的で９１年（平成３年）、第三セクターの

!オホーツク流氷科学研究所が設立された。
その中心施設が９６年沖合１キロに建設された氷海展望塔

「オホーツクタワー」。海面下７・５メートルの海底階で海中、

流氷を目の当たりにできる海中展望観測室、海洋展示室など

があり、世界初の氷海域の観測施設であると同時に観光客に

も開放されている。

話は前後するが８７年（昭和６２年）、米アラスカ油田開発で

活躍した砕氷船を改造した流氷砕氷観光船「ガリンコ号」が

就航。

これを機に、オホーツクタワーのほかに流氷博物館「北海

道立オホーツク流氷科学センター」、国内唯一のアザラシの

保護施設「とっかりセンター」も建設され、国際的な流氷研

究拠点と流氷観光を柱にした「流氷研究国際都市構想」が大

きなスケールで具体化されてきた。

就航以来１０年間活躍したガリンコ号は９７年（平成９年）に

「ガリンコ号Ⅱ」にその役割を譲ったが、そのユニークな流

ニューポート市を訪れ親交を深める紋別の中学生親善訪問団
＝２００４年８月

流氷研究国際都市のシンボル「ガリンコ号Ⅱ」と氷海展望塔「オホー
ツクタワー」
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氷観光に「ガリンコ号Ⅱと流氷」は２００４年（同１６年）１０月、

北海道遺産に選定された。

２０回の歴史を重ねる
北方圏国際シンポジウム
「流氷を科学するまち」「流氷研究国際都市構想」のもう１

つの特徴が、氷海情報の集積・発信、オホーツク海の環境保

全、広域交流の促進―といった同構想の狙いを、見事に実行

している「北方圏国際シンポジウム」だといえる。

言葉通り共通した気候風土を持つ北方圏諸国の専門家が一

堂に会して、海洋、氷海工学、環境保全、水産など多岐にわ

たる分野でシンポジウムを行おうというものだ。

１９８５年（昭和６０年）度、北海道大学低温科学研究所付属流

氷研究施設の設立２０周年を記念して、各界関係者や市民が参

集、官民一体で「流氷を科学する国際拠点都市」を具体化す

る北方圏国際シンポジウム実行委員会を立ち上げ、社団法人

北方圏センターも協力体制を取った。

第１回の開催は翌８６年２月。海外も含め１９０人が参加し、

発表された論文は５５本にのぼった。以来、毎年開かれ、２回

目からは特別ゲストによる講演もプログラムに加わり、これ

までに登山家の今井通子さん、女優の和泉雅子さん、宇宙飛

行士の毛利衛さんらが名を連ねている。

また、海外参加者も着実に増え、２００２年（平成１４年）の第

１７回では１１カ国、４０人と参加国数では最高を「記録」した。

「流氷」を主役にオホーツクの都市ならではの北方圏諸国

の学術交流であるばかりか、３００人余のボランティアが支え

る市民による珍しい国際交流事業。

独立行政法人国際交流基金は０４年２月、同実行委員会に第

１９回国際交流基金地域交流振興賞を贈り、その活動を讃えた。

０５年２月には２０回目の節目の開催となり、米国やロシアな

ど海外５カ国２０人を含む国内外１００人の研究者が参加した。

NHKアナウンサーの森田美由紀さんが、「北国の暮らし」

と題して特別講演したほか、３日間にわたって「生物、水産、

オホーツク海」、「海氷、オホーツク海、海氷工学」など５つ

の分科会で、専門的な発表、分析、意見交換が行われた。

中でも「油汚染について」のフォーラムではサハリン沖で

の石油、天然ガス開発による海洋汚染の可能性も想定される

ところから、参加者の関心が高く、民間の対応を検討する「サ

ハリン石油天然ガス対策市民研究会」の設立準備会の発足を

みた。

北方圏の学術・文化交流だけでなく、オホーツク海の環境

問題などを考える上でも、その役割はさらに大きくなってき

ているといえる。

活躍する紋別市国際交流委員会

紋別市の国際交流、国際協力活動の中核を担っているのが

紋別市国際交流委員会。１９９１年（同３年）に発足し、２００４年

（同１６年）５月現在の会員は団体、個人合わせて１５４。

すでに触れたように姉妹都市交流の推進母体としての活動

や北方圏国際シンポジウムへの協力を行っているほか、０４年

度事業でも、外国人船員を招いての意見交換・交流会、ロシ

ア語講座開催、会報の発行などさまざまな活動に取り組んだ。

昼と夜の２回の基礎コース、特別コースに分かれたロシア

語講座では受講生が自主的にロシア語サークルを作り、ロシ

ア語だけでなく料理作りも勉強し合うなど、市民の中に広が

りをみせており、同委員会の活動は国際交流の厚い土壌を築

いているといえる。

オホーツク海沿岸のほぼ中央に位置し、１６８０年代（貞
享年間）に天然の良港として松前藩が宗谷場所から
斜里場所に至る寄港地として利用したのが始まり。
最近は農・水・林業に加え、流氷砕氷船ガリンコ号
に代表される観光都市としての顔も持ち、２００４年夏

には近隣町村とタイアップした体験型観光の「オ
ホーツクDoいなか博」を成功させた。

国際交流の問い合わせ先
紋別市企画調整課国際交流係 ℡（01582）4―2111

紋 別 市
人口：約２万６千８００人 面積：８３０．４!

http : //www.mombetsu.jp/

子供たちからプレゼントを受け取る海外の科学者たち
＝２００５年２月、紋別市での第２０回北方圏国際シンポジウム
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なぜカーリングの町に!
常呂町の国際交流の歴史を語るとき、氷上のスポーツ競技

として急速に市民権を得て来たカーリングを抜きにしては、

話は進められない。

１９９８年（平成１０年）に長野冬季五輪で正式種目になったカー

リングに、網走管内常呂町から男女５人が代表選手として出

場、さらに２００２年（同１４年）の米ソルトレークシティー冬季五

輪にも女子選手４人が同町から参加し、常呂町は今や「カー

リングの町」として国内外に知られるようになってきた。

では、なぜ、かつて日本でもマイナーなスポーツだったカー

リングが同町に導入されたのだろうか。

発端は１９８０年（昭和５５年）、北海道とカナダ・アルバータ

州の姉妹提携によるスポーツ交流の一環として道内各地で開

かれたカーリングの講習会。社団法人北方圏センターが主催、

アルバータ州から元世界チャンピオンを講師に迎えてカーリ

ングの魅力をアピールした。

同町でも開催し、参加者はその後早速、町内のスケートリ

ンクの片隅で、ビールのミニ樽やプロパンのガスボンベを改

造した手づくりのストーンや竹ぼうきを使ってゲームを始め

た。

翌年には本物のストーンをカナダから購入、町独自で指導

者養成のための講習会の開催などの動きに呼応する形で、

NHK杯カーリング選手権大会が同町で開かれた。ローカル

ながらテレビ中継も行われ、地域でのブームが沸き上がった。

冬、大地が雪に覆われ、オホーツク海も流氷に閉ざされる

この町では、人口の４割を占める農業や漁業で働く人たちは

仕事がほとんどない。

カーリングはそんな町民にはうってつけのスポーツだった

のかもしれない。

それにしても、その後の「発展」に大きな力となったのは、

在日カナダ大使館と同町との交流だった。

同大使館のB・L・バーネット一等書記官（当時、後に参

事官）が８３年（同５８年）に来町、その協力で本場カナダのチー

ムの招請に成功した。

以後、同一等書記官が再三来町、毎年の大会にもカナダ大

使館チームが参加しており、同一等書記官は同町のカーリン

グ振興のキーマンといえる。

カーリングは「８９はまなす国体」で同町を開催地とするデ

モンストレーション競技の採用が決まり、前年の８８年にはア

網走管内「カーリング」
―小さな町の大きな挑戦常呂町

「カーリングの町」の異名も付き、国際大会も開かれる常呂町
＝２００５年１月、NHK杯カーリング選手権大会
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ジアで初の屋内専用カーリング場が同町で完成をみた。

曲折を経ながらも、オリンピック選手の輩出を夢見る大き

な「挑戦」が始まり、町民の競技レベルは一気に向上。また、

体育の授業に取り入れられたことで海外での国際大会に出場

する子供たちも出、自然な形で地域の国際化につながる結果

となった。

加えて、カーリングが冬季五輪の正式種目となったことで

中国や韓国のチームが合宿のため来町、さらに、２００５年（平

成１７年）１月には、世界ジュニア選手権大会の初の太平洋地

区予選を兼ねた北海道新聞社杯第１回パシフィックジュニア

選手権大会が開かれた。同大会にはオーストラリア、中国な

ど５カ国が出場し、カーリングがはぐくんだ国際交流の輪が

一段と大きな広がりを見せてきた。

こういったことが認められ、その中心になっていた常呂

カーリング協会は２００３年（同１５年）度全国過疎地域自立促進

連盟会長賞を授与された。受賞のテーマとなった「小さなま

ちの大きな挑戦―２大会連続、オリンピック出場」が全国的

に評価された結果といえる。

和気あいあいの姉妹提携
―バーヘッド町（カナダ）
カーリングを軸に町民の国際交流への関心が高まる中、

１９８４年（昭和５９年）にカーリングの指導者研修のためカナダ、

アメリカに派遣された２人の町民が、カナダ・アルバータ州

政府に、常呂町と同じ規模でどこか共通点を持つ町の紹介を

打診した。その後、北海道を通じて紹介されたのが同州のバー

ヘッド町だった。

カルガリー冬季五輪を見学した常呂町民が、バーヘッド町

を訪問するなどの“助走期間”を経て、９１年（平成３年）７

月に姉妹都市提携の盟約書調印にこぎつけた。

これまでに常呂町からバーヘッド町への訪問は高校生をは

じめ青年、一般町民など延べ２００人を超えたが、特に９４年か

ら毎年実施している児童・生徒の派遣は、バーヘッド町の滞

在期間のすべてをホームスティで過ごし、習慣の違いなどを

肌身で感じる貴重な体験になっている。

また、高校生の訪問の際にはカーリングの親睦大会も開か

れ、体育の授業で鍛えられている常呂高校の生徒たちは、本

場の地元高校生にも劣らない好試合を展開しているという。

さらに、高校の留学生も随時相互派遣されているほか、そ

れぞれ町民の友好訪問も行われてきた。

姉妹都市提携１０周年の２００１年（同１３年）８月には、常呂町

での記念式典にバーヘッド町からシド・ガーヴィッチ町長ら

１３人が出席し親交を深めたが、同町長は式典で「過去１０年の

姉妹都市交流では、ただ単に物珍しさだけでなく、お互いの

文化の違いを認識することができた。バーヘッド町は、この

姉妹提携を大変誇りに思い、さらにこれからの交流の発展を

期待している」と語った。

その後も、２００４年３月、阿部周司町助役に率いられた高校

生８人がバーヘッド町を訪ね、今後は双方のチームによる交

流試合を継続して行おう、といった話題も出るなど和気あい

あいの交流が続けられている。

来町し常呂町民と共に姉妹都市提携１０周年を祝うバーヘッドの人々
＝２００１年８月
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サロマ湖が救ったインド・チリカ湖

『スペイン・バレンシアの授賞式会場で、辻井達一・道環境

財団理事長の姿を見つけると、こぼれんばかりの笑顔で握手

を求めた。インド東部にあり、ベンガル湾の海水に淡水が混

じり合うチリカ湖の再生に向けた２人の思いは、アジア初の

湿地保全賞に輝いた。』

これは、アジアで第１号のラムサール湿地保全賞に輝いた

チリカ開発公社のA・K・パトナイク代表の受賞の模様を報

じた０２年（同１４年）１２月１３日の北海道新聞の記事である。

この記事で同代表は「背中を押してくれたのは、サロマ湖

というお手本だった」とも語っている。

チリカ湖はインド東部にある同国最大の汽水湖で面積は琵

琶湖の約２倍。水鳥の越冬地、イラワジカワイルカの生息地

として知られ、１９８１年（昭和５６年）にラムサール条約（特に

水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約）の登

録湿地になった。

しかし、上流部の森林伐採による土砂流入で湖口が狭く

なって淡水化が進み、漁獲減によって周辺１５万人の住民の生

活苦が深刻化した。これを聞いた辻井理事長が９９年（平成１１

年）常呂町や佐呂間町の地元漁業者の協力を得て、同代表を

同じ問題に苦しみ湖口を広げることで水質保全と漁獲高を増

やしたサロマ湖に招待した。

同代表はサロマ湖をモデルに翌年、チリカ湖の湖口拡大工

事に踏み切った。

２００３年（同１５年）８月、佐呂間漁協で行った「チリカ湖環

境保全講演会」で同代表は、「海水の流入量を回復させた結

果、塩分レベルも正常値を取り戻し、漁獲高も９９年の１．５倍

になった」と関係者に喜びの報告を行った。

チリカ湖のビジターセンターには感謝を込めて「サロマ湖

コーナー」も設けられた。

また、０５年２月、チリカ湖での「アジア湿地シンポジウム

２００５」に合わせ開かれたサロマ、チリカ、タレイノ（タイ）

の３つ汽水湖の子供湿地交流会には、常呂町・錦水小６年の

外村拓海君と千谷冬麿君の２人が出席した。２人の父親はと

もにホタテやカキ漁などを営んでおり、主催の非政府組織

（NGO）ラムサールセンター（東京）の招待。

同じ環境にある各国の子供たちとの楽しい交歓ぶりは、常

呂町の広報紙「ところ通信」でも紹介され、汽水湖の環境保

全が生んだ珍しい国際交流となっている。

北はオホーツク海に面し、南東は丘陵性の山岳と肥
沃な農耕地、西はサロマ湖の大半も町域に入ってい
る。主産業は漁業、農業だが、サロマ湖観光も人気
上昇中。２００６年３月に北見市（面積４２１!、人口約
１１万人）、端野町（１６３．５!、約５千５００人）、留辺蘂

町（５６４．７!、約８千７００人）と合併し、新「北見市」
になる予定。

国際交流の問い合わせ先
常呂町総務課総務係 ℡（0152）54―2111

常 呂 町
人口：約４千９００人 面積：２７８．３!

http : //www.town.tokoro.hokkaido.jp/

バーヘッド町を訪問し、親睦を深める常呂町の高校生たち＝２００３年１月
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地域活性化と「木のおもちゃの温もり」
の共通性―モアラン町（仏）

『道内自治体では、フランスの「都市」と姉妹都市提携を

行うのは本町が初めてということで各方面から注目されてき

ましたが、５月２２日モアラン町長をはじめとする一行１０人が

来町し、めでたく調印を締結しました。モアラン町のビュル

デロン町長からは、今回の調印において「将来には青少年を

中心に交流をはかることが両町間で計画されており、これか

ら両町民が互いの文化の豊かさを学んでいくことを願ってや

みません」というメッセージに、林町長も姉妹都市提携にあ

たって「おもちゃのぬくもりと優しさを理解することができ

る両町は、互いを良きパートナーと認めつつ、より深い交流

が実現するものと確信しています。今年中にも町内に「モア

ラン友好記念館」を建設し、この両町のきずなを永遠のもの

にしたい」と伝え、これから始まる様々な交流に向けて大き

な期待をかけている様子でした。』

やや長い引用だが、その前月の「木のおもちゃワールド館

―ちゃちゃワールド」のオープンと合わせ、フランスのモア

ラン・アン・モンターニュ町との道内では初、現在でも唯一

の日仏姉妹都市提携調印を特集した１９９８年（平成１０年）６月

の「広報・いくたはら」に掲載された熱のこもった文章（原

文のまま）である。

その、おもちゃのマチ同士が「木の温もり」で結びついた

ところに、全国でも例をみないユニークな交流がみえる。

「ちゃちゃワールド」で「町おこし」

当時、林業が基幹産業の旧生田原町（以下、旧町名で記載）

では、その特性を生かし世界の木のおもちゃを一堂に展示す

る、第三セクターの「ちゃちゃワールド」建設を計画してい

た。いってみれば、木のおもちゃによる町おこし、地域活性

化である。

最初のきっかけは、ちゃちゃワールドに展示するおもちゃ

探しのため９６年１０月、フランスを訪れた林町長（以下当時）

とモアラン町にあるおもちゃ会社「ビラック社」のエルベ・

アルガン社長との出会い。同社長から「モアラン町にもおも

ちゃ博物館がある。博物館を主役にした姉妹都市提携はどう

網走管内「おもちゃ探し」が結んだ
道内初の日仏姉妹都市

遠軽町生田原
（旧生田原町）

姉妹都市提携の“主役”となった旧生田原町の「ちゃちゃワールド」
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か」といったアイデアが出された。

フランスとスイス国境にまたがるジュラ山脈に位置する同

町はフランスのおもちゃの５５％を生産する文字通りの「おも

ちゃの町」。ジュラ山脈の森林を生かした木のおもちゃ製造

の伝統を厳格に守る一方、新製品の開発や輸出、国際的なコ

ンクールに出展するなど積極的な事業展開を行っていた。

一方、生田原町にはおもちゃ工場こそないものの８５年（昭

和６０年）、当時、町内の安国中学に勤務していた伊藤英二教

諭の指導で安国木考研究会が発足した。

これを機に町民の間に広まった木のおもちゃづくりへの熱

意は翌年から毎年１、７月の２回、親子で参加する木のおも

ちゃづくり「木のおもちゃ王国」のイベント開催まで高まり、

町も木工房付きの多目的の「ふれあいと木芸の館―ピノキオ

ハウス」を建設するまでになった。

この延長線上に「ちゃちゃワールド」誕生と国際交流の夢

実現の動きがあったわけで、両町が大切にする「木の温もり」

と、それを生かした地域おこし―の共通の価値観が姉妹都市

提携を生み出す原動力になったといえる。

林町長がモアラン町を訪れた翌月の９６年（平成８年）１１月、

シラク仏大統領に同行し、経済視察団の一員として来日した

アルガン社長が、交流を望むモアラン町長の親書を携帯して

生田原町を来訪、これを受けて翌年６月にはモアラン町で開

かれた「おもちゃと子供に関するヨーロッパ会議」に林町長

が出席し、「日本におけるおもちゃ事情」を説明した。

日仏の政府間で９７年を「フランスにおける日本年」、９８年

を「日本におけるフランス年」と決定していたこともあって、

道内では第１号となる日仏間の姉妹都市提携の話は一気に進

み、ちゃちゃワールドの開館のタイミングに合わせ９８年、生

田原町でのスピード調印となった。

姉妹都市関係は目下、“一休み”だが…

調印式にはモアラン町から町長夫妻、博物館館長夫妻、ア

ルガン社長、４人の中学生などが来町、さっそく姉妹都市交

流が順調にスタートを切った。逆に翌９９年には生田原町から

１８人の町民視察団がモアラン町を訪問、ビラック社やモアラ

ン町おもちゃ博物館などを見学し、なごやかな町民交流を楽

しんだ。

２０００年（同１２年）７月、生田原の中学生の一行３０人がモア

ランに飛び、ホームステイをしながら、老人ホームでよさこ

世界の木のおもちゃを展示し、子供にも大人にも夢いっぱいの「ちゃちゃワールド」の館内

姉妹都市のきっかけを作ったモアラン町のビラック社を訪れた生田
原町の中学生たち＝２０００年７月
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いソーラン踊りを披露するなど、改めて親睦を深め合った。

日本から持参したこいのぼりも空に舞い、モアランの人々

を喜ばせた。

その後、Eメールやクリスマスカードの交換などは続けら

れているが、町同士の交流は最近では“一休止”の状態になっ

ていた。「理由はやはり財政上の問題。それに、フランス語

の出来る職員がいなくなり、スムーズに連絡が取れなくなっ

ていたから」という小さなマチならではの悩みだが、０５年（同

１７年）１０月の遠軽町との合併以降、どう展開していくか―に

関心が持たれる。

民間交流は、より活発化

それとは別に、おもちゃが結ぶ交流の方は活発化している。

町が出資し建設した第三セクターのちゃちゃワールドは、鉄

筋コンクリート２階建て延べ２千３８９平方メートル。

世界的な影絵の巨匠・藤城清治氏の３０点もの幻想的な作品

を収めた「コロポックル影絵美術館」と併設した形で、夢いっ

ぱいの世界の木のおもちゃ１万点が展示され、各地から年間

約５万人が訪れる。

２０００年４月、生田原町でモアラン町おもちゃ博物館とちゃ

ちゃワールドによる姉妹館提携が調印された。

盟約書では提携内容について①作品の交換展示②「おも

ちゃと子供に関する国際会議」関連事業に関すること③青少

年の交流④両館に関係するおもちゃ、子供、サンタクロース

事業に関すること―の４項目がうたわれている。

ちゃちゃワールドには世界４０カ国のおもちゃが、その時々

の企画に応じて交換展示されているほか、０３年には著名な江

戸ゴマ（独楽）職人の広井政昭さん＝神奈川県在住＝をモア

ラン町に派遣し、江戸ゴマの展示と創作作業を公開した。

また、モアラン町にサンタクロースのモデルとなったとい

われる聖ニコライ神父建設の「聖ニコライ教会」があること

から、交流は盟約書通りサンタクロース事業にも広がってい

る。

ちゃちゃワールドが姉妹館提携を記念して出版した「ほん

とうのサンタ・クロースのお話」はモアラン町民の創作によ

る挿絵付きのファンタジーあふれる物語を日本語訳した、文

字通りの“国際協力”で出来上がった絵本だ。

さらに、この事業の関連から、「サンタの里」として知ら

れるフィンランドのロバニエミ市との交流につながり、クリ

スマスに同市のサンタクロースが生田原町に“出張“して来

たり、０４年３月には来町したフィンランドのクリスマス財団

とちゃちゃワールドがパートナーシップ提携を結ぶまでに

なった。

その提携も同財団の人々がちゃちゃワールドに展示されて

いる広井さんの見事な江戸ゴマに魅せられたのがきっかけ。

パートナーシップ提携の際、同財団は２００５年夏開館を予定

している世界のクリスマスグッズを集めたクリスマステーマ

館に広井作品の寄贈を申し入れた。ちゃちゃワールドはこれ

を受けて、広川さんに作品の制作を依頼、さらに、これに賛

同したコレクターから合わせて約１００点の寄贈を受け、サン

タの里にプレゼントされた。

「子供たちの夢を広げるのはもちろんだが、地域おこしの

ためにも、今後もおもちゃによる交流を広げていきたい」と

ちゃちゃワールド・チーフの久野幸江さんはいう。

地区の８６％が山林の生田原。「木の温もり」を肌で感じて

いる人々が木のおもちゃづくりで地域の活性化、国際交流を

図る道内でもユニークなこの試みは、多くの示唆に富んでい

るといえる。

２００５年１０月１日、網走管内生田原町、遠軽町、丸瀬
布町、白滝村の４町村が合併し、遠軽町となった。
旧生田原町は面積約２６９．４!、人口約２千７００人で農
業と林業が主要産業。ちゃちゃワールドだけでなく、
オホーツクゆかりの文学作品の石碑を配置した「オ
ホーツク文学碑公園」、JR生田原駅とタイアップした

「オホーツク文学館」、第三セクターの生田原温泉・
「ノースキング」などさまざまな地域おこしが行わ
れている。
国際交流の問い合わせ先
遠軽町生田原総合支所総務課 ℡(01584）5―2011
ちゃちゃワールド ℡（01584）9―4022

遠 軽 町 生 田 原
人口：約２万４千８００人 面積：１千３３２．３!

http : //engaru.jp/

ちゃちゃワールドを視察に来たモアラン町おもちゃ博物館の人々
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ユニークな「世界の絵本読み語り」

『「ある日の夜、ノミが犬の耳をかみました…」。市国際交

流員で米国出身のクリストン・レインさんが自国の絵本を英

語で読み聞かせる。同じ交流員でブラジル出身の早籐・クリ

スチアネ・恵さんが、今度は日本語で子供たちに優しく語り

かけた。』――これは帯広市の５０回目の「世界の絵本の読み

語り」風景を伝えた２００４年（平成１６年）５月の北海道新聞の

記事の一部である。

このユニークな試みは２０００年４月、同市のインドネシア出

身の国際交流員らが、子供たちの国際理解と外国人との身近

な交流を目指して始めたもの。

毎月１回小学校低学年以下の子供とその保護者を対象に開

催し、毎回３０人前後が参加。在住外国人、留学生、国際協力

機構（JICA）の研修員らが、それぞれ交代で“語り部”に

なり、自国の絵本を子供たちに読み聞かせる。

来日するJICAの研修員に絵本の持参を依頼するなど絵本

集めには結構苦労するが、早籐・クリスチアネ・恵さん（０５

年３月にブラジルに帰国）は「絵本にはその国の民族性、考

え方などが詰まっている。しかも、欧米諸国だけでなく、ア

ジア、アフリカの国々を理解する上で大きな意味がある」と

いう。

今までマレーシア、スリランカ、パキスタン、ノルウェー

など、普段滅多に目に触れるチャンスのない４０カ国もの絵本

十勝管内 豊かな土壌に咲く
活発な活動帯広市

「欧米以外の国の人々との交流も大切」と語るブラジル出身のクリ
スチアネさん（左）とタイのスパワディさん（右）の二人の国際交
流員＝２００４年１０月

親子が楽しみにしている「世界の絵本の読み語り」＝２００４年
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が紹介されたが、それらの絵本は「森の交流館・十勝」内の

図書資料室に保管され、いつでも親子で楽しめる「世界の絵

本コーナー」のスペースも設けられている。次代を担う子供

たちの国際理解だけでなく、外国の人々にも「帯広市民と交

流を広げるきっかけになる」と好評だ。

身近に触れ合う外国文化

外国人と市民の草の根交流を図ろうと同市が２０００年度から

始めた外国文化講座も「読み語り」と対をなすイベントだ。

外国人講師派遣事業と銘打ち、０４年度には１６カ国４４人の外国

人が２９講座を受け持った。

講座は、イタリア、インド、モンゴルなどの料理教室、英

語、中国語、韓国語、タガログ語、インドネシア語などの語

学教室、趣味ではアメリカ、カナダ、韓国、フィリピンなど

の遊び、中国の切り絵、フィリピン伝統刺繍、韓国絵画、ス

リランカ、インドの民族衣装サリーの着方―など多彩で楽し

い内容だ。

５人以上のグループで申し込めばOKで、しかも、会場費、

材料費はグループ持ちだが、講師への謝礼は市が負担し、講

座内容は参加者と講師が話し合いで決めるという、自主性を

重んじた仕組みになっている。

数字はやや古いが０３年度の講座参加者は一般サークル１３

件、PTA関係１１件、町内会５件、個人申し込み６件、子育て

サークル４件、高校サークル２件など４１グループ１千１６０人

に上っている。

担当の国際交流員のスパワディ・ボリストワニトチョンさ

ん（タイ出身）は「自分の国のことを知ってもらえるし、講

座が終わっても日本人との付き合いが続いている例も多い。

人々の心の通った草の根交流として大きな意味があると思

う」と語っている。

多くの出会いを生む国際交流広場

「読み語り」、「外国文化講座」と並ぶ国際交流のもう１つ

の柱が、同市の国際交流施設「森の交流館・十勝」内での国

際交流広場「アイビー・ラウンジ」活動だ。

アイビーは英語でツタ類。同広場内で繁茂するツタ類にち

なんだもので、ツタのように人と人のつながり、友情を広げ

ていこう―との意味も込められている。

グループに分けて英語によるジェスチャーゲームや伝言

ゲーム、ブラジルの料理作りとポルトガル語の勉強などを外

国人と帯広市民が一緒になって楽しみ、学び合おうというイ

ベントだ。

これについて同市では①少人数のため対話が図りやすく、

身近な交流が出来る②毎回さまざまな民族の人と話し合うこ

とで、言葉や文化の壁を取り省くことが出来る③講座を通し

て、交流の輪が広がる④市民と在住外国人間で国際相互理解

が図れる―とその利点を強調する。

確かに、こういった３本柱を中心にした国際交流・理解活

動を自治体自らがきめ細かく、しかも組織的に実施している

点では、“帯広方式”といっていいほどの内容を備えている

といえる。

中核となっている「森の交流館・十勝」

これらの多岐にわたる活動が有機的に行われている大きな

理由として、国際協力機構（JICA）帯広と帯広市の「森の

交流館・十勝」の存在が挙げられる。釧路市の国際ウエット

ランドセンター（KIWC）同様、帯広市の国際交流の活動、

施設の中核的役割を果たしている。

JICAの地方への事業委託に伴って、道内では１９９６年（平

成８年）、札幌市と帯広市の２カ所に国際センターが設置さ

れた。それぞれ社団法人北方圏センターが札幌国際センター、

さまざまな国の人々と語り合うフリートークのひとコマ
＝２００４年８月

米マディソンのチーズパイ作りの講習
＝２００４年３月
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帯広国際センターとして管理運営、研修業務を受託している。

アジア・太平洋、中南米、中近東・アフリカなどの各地域

の人々が毎年、道内で様々な研修を受けており、その人数は

２００４年度の場合、札幌、帯広合わせて８１１人、うち３２４人が帯

広の担当だった。

１９９６年帯広の森にJICAの帯広国際センターがオープンする

と同時に、隣接して建築されたのが「森の交流館・十勝」だ。

同交流館独自の活動だけでなく、色々な国の人々が同セン

ターに宿泊、研修するのに合わせて、自然な形で住民との交

流を行う場としても同交流館の人気は高く、利用者は年間３

万人を超える。

同市には国際交流員が４人も常駐しており、１００人以上の

在住外国人や日本人ボランティアが企画・運営する「世界の

ともだち」のイベントや、森のハロウィーンパーティーなど

工夫を凝らした催しが行われ、文字通りJICAの活動とも連

携した“国際交流・理解・協力の場”として大きな役割を果

たしている。

米、中の２市と姉妹・友好都市提携

［スワード市（米アラスカ州）］
スワード市との姉妹都市提携は４０年近く前の６８年（昭和４３

年）にさかのぼる。当時帯広農業高校教諭だった大園嘉之氏

の実弟の雍彦氏がアラスカ滞在中の６７年、スワード市長から

帯広市との文化交流を希望する手紙を受け取った。この一通

の手紙が縁となり、１年後には一気に姉妹都市提携の調印と

なった。

釧路市が８２年に北洋漁業の補給基地のスワード港と姉妹港

提携を結ぶ１４年も前のことだ。

以来、高校生や親善使節団の相互派遣、児童子供たちの絵

画の交換などの息の長い交流が続けられ、高校生の相互派遣

だけでも両市からそれぞれ約１００人、計２００人を超えている。

また、スワード市で毎夏開かれている「マウント・マラソ

ン・レース」には帯広市長杯が、また９日間にわたる釣り大

会「シルバー・サーモン・ダービー」には「帯広市国際親善

交流市民の会」会長杯が贈られ、交流は市民の間に着実に広

がっている。

２００３年（平成１５年）７月、姉妹提携の橋渡しをした大園雍

彦氏＝千葉県在住＝が、スワード開拓１００周年、姉妹都市提

携３５周年を記念したスワード親善訪問団に特別参加し、両市

にそれぞれ１００万円を寄付した。

これを元に帯広市では「スワード市友好親善推進基金（通

称、大園基金）」、スワード市では「市民交換プログラム」を

設け、２００４年度から市民各２人の相互訪問に活用している。

「市民レベルの交流の輪をさらに広げてほしい」という大

園氏の願いが改めて実を結んだわけで、市民ぐるみの交流は

さらに勢いがつきそうな気配だ。

［朝陽市（中国・遼寧省）］
両市の交流は１９８５年（昭和６０年）５月朝陽市から経済貿易

視察団が帯広市を訪れ、同年９月に今度は帯広市から中国東

北地区親善訪問視察団が朝陽市を訪問したことから始まる。

８７年以降毎年、農業研修員の受け入れ、専門家の派遣など

が行われ、農業技術交流は定着した形になった。９１年（平成

３年）からは帯広市立若葉小と朝陽市立青紅小の間で児童の

絵画などの作品交換も始まり、交流は次第に「農業」を越え

た広がりをみせてきた。

この流れと１５年間に及ぶ交流の実績に押されるように２０００

年（同１２年）１１月、朝陽市長を団長とする公式訪問団が帯広

市を訪れ、友好都市提携の運びとなった。

０２年から高校生の相互派遣を実施、また、同年の帯広市開

基１２０年・市制施行７０年記念式典には朝陽市歌舞伎団が親善

公演をするなど、交流は活発化している。

さらに、友好都市提携５周年を記念して０５年（同１７年）７

月、帯広市長を団長とした親善訪問団が朝陽市を訪れたが、

森の交流館を活用した「世界のともだち」の楽しいイベント
＝２００４年

民族舞踊は各国の文化を理解する上でも格好の国際交流だ
＝２００４年７月
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メーンテーマは「経済交流のきっかけづくり」。朝陽市側は

「日本企業だけの工業団地を造ってもいい」と極めて積極的

で、具体化にはまだ課題は多いものの、将来に向けて経済交

流の可能性も出てきている。

さまざまな自発的な動き

同市のこういった活動には民間の人々の自発性が下支えと

なり、しかも相互のサポート体制がしっかりしているのが特

徴になっている。

１９７５年（昭和５０年）にスタートした「帯広市国際親善交流

市民の会」は、地元の有力者も加入している会員約１５０人の

市民団体で、スワード市との交換留学生の派遣・受け入れ、

児童生徒の絵画交流、ワイン・パーティーによる「国際親善

市民の夕べ」の開催、JICA研修員ら外国人に正月の遊びな

どを学んでもらう「日本のお正月」の催し、朝陽市からの親

善訪問団の受け入れ―など、市民レベルでの多彩な国際親善

活動に取り組んでいる。

また、モンゴルとの友好団体である特定非営利活動法人

（NPO法人）「モンゴルパートナーシップ研究所」（略称MoPI、

本部・大阪市）の北海道支部も２００５年（平成１７年）春に帯広

市内で設立され、同支部の最初の事業として同年６月「もう

ひとつのミルクの国・MoPIモンゴル 写真と子供の絵展」

が開かれた。

こういった国際協力団体は十勝地方には３０以上あるが、そ

のネットワークを作り、団体相互の連携強化や情報交換を

図っているのが、「森の交流館・十勝」に事務局を置いてい

る「十勝インターナショナル協会」だ。

外国人への生活相談や英語の十勝情報ガイド、マップを作

成するなど、外国人が暮らしやすい情報の提供などさまざま

な分野から市民レベルの国際交流・協力事業に幅広い活動を

行っている。

このほか、帯広畜産大学の存在も帯広の国際化の大きな特

徴だろう。

同大は８カ国１１大学と国際交流協定を結んでおり、教員、

学生の相互交流、共同研究、学術交流、さらにはJICAの研

修員受け入れ、JICAとの協調体制による国際貢献の人材育

成―など、一般ではなかなか出来ないような国際交流・協力

が可能となっている。

例えば、１９９９年（同１１年）に発足した「十勝ブランド検討

委員会」（委員長・三上正幸帯広畜産大学名誉教授）は十勝

のチーズの「地域ブランド」確立に取り組んでいるが、この

流れの中で２００５年（同１７年）６月、帯広市で「コミテ・プレ

ニエ・フロマージュ（ナチュラルチーズ国際交流会議）」の

開催が実現した。

１９９１年（同３年）の第１回会議以来コミテが欧州以外の国

で開かれたのは帯広が初めて、という快挙。２００１年１１月の「ナ

チュラルチーズサミットin十勝」にコミテの提唱者で、フラ

ンス農務省酪農担当官のジェラール・リポー氏を招いたのが

縁になったものだが、３日間の会議にフランス、イタリアな

ど欧州７カ国５９人を含む約１６０人が参加した。

味覚、製造、衛生、販売・流通などの専門的な分科会討議

や国産ナチュラルチーズのコンクールなども行われ、閉会の

際、リポー氏は「十勝の生産者を勇気付けるためにコミテを

開いた。頑張って欲しい」と国際的なエールを送った。

この試みが恒常的なものになるかどうかは、これからの課

題だが、「十勝ブランド」が地域を越えて国際化への第一歩

を踏み出したことは間違いない。

「森の交流館・十勝」建設時に帯広市長だった高橋幹夫・

社団法人北方圏センター帯広国際センター館長は「もともと、

十勝地方は大豆の国際相場など穀物生産に関連して国際感覚

が生活の中に根付いており、歴史的にも新しいものや外国人

への抵抗感が少ない。小回りの効く地方都市の良さに加え、

帯広畜産大学、JICAの存在が国際化推進の願ってもない役

割を果たしてくれている。帯広への経済効果という意味でも

国際化はますます重要になっていくだろう」と指摘する。

帯広には他地域がうらやむほどの国際交流・協力の条件と

環境、それを育てる気風、土壌があるといえるようだ。

十勝平野の中心部に位置し、十勝地方の政治、経済、
産業、文化の中心で我が国を代表する畑作、酪農地
帯。ハム、ソーセージ、チーズなどの畜産・酪農製
品、菓子、帯広ニットなどが特産品だが、最近では

帯広発の豚丼も話題になっている。
国際交流の問い合わせ先
帯広市企画部国際交流課 ℡（0155）24―4111
同 「森の交流館・十勝」 ℡（0155）34―0122

帯 広 市
人口：約１７万２千人 面積：６１８．９!

http : //www.city.obihiro.hokkaido.jp/
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ストニイプレイン町（カナダ）との
姉妹都市提携
姉妹都市関係にあるストニイプレイン町は、カナダ・アル

バータ州の州都エドモントンの西２０キロに位置し、人口も約

６千人の鹿追町とほぼ同規模で壁画のマチとしても知られて

いる。

ちょうど姉妹都市提携２０周年に当たった２００５年（平成１７

年）の７、９の両月にそれぞれが相互訪問し、２０周年を祝い

合った。７月の来訪の際、ドナ・コーワン町長が２０周年を記

念して新庁舎一面に描く横５．４メートル、縦２．７メートルの「日

本・鹿追の風景」の壁画のレプリカを吉田町長に手渡した。

同時にコーワン町長はメールで「姉妹都市交流の成功は、

両町の理解による財政的支援や、また何よりも交換留学生や

訪問団に対して心や家庭を開いて頂いた両町民の献身的な協

力があったからこそ成し得た。この関係は、今後ますます意

義深いものとなっていくでしょう」と熱い気持ちを鹿追町民

に語りかけた。

両町の姉妹都市提携調印は１９８５年（昭和６０年）８月。道が

姉妹提携をしているカナダ・アルバータ州の自治体と道内の

自治体との姉妹都市提携は、前年の上川町―ロッキーマウン

テン・ハウス町に次いで２番目（現在は９市町）の早さだっ

た。

８２年に２２人の町民からなる第１次北方圏視察研修団が、た

またまストニイプレイン町を訪れた際、同町から姉妹都市提

携の話が持ち出され、８４年の第２次研修団訪問の時もさらに

温かい歓迎を受けた。こういった熱意もあって鹿追町も快諾、

８５年のストニイプレインへの第３次研修団の訪問時に一気に

正式調印の運びになった。

中身の詰まった留学生派遣事業

姉妹都市提携に伴って、両町間の交流は急速に進んだ。町

や町民の友好訪問団派遣は北方圏視察研修団も含め、２００５年

十勝管内 花開いた
「篤い親睦」の輪鹿追町

ストニイプレイン町の庁舎に描く壁画のレプリカを吉田・鹿追町長
（左）にプレゼントするドナ・コーワン町長＝２００５年７月、鹿追町で

大正琴の演奏を通して
日本文化を学び合う両
町の高校生たち
＝２００４年１０月、ストニ
イプレイン町で
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（平成１７年）９月の２０周年訪問団まで１２回約１７０人に上って

いる。

個人負担１０万円という町の施策もこれを支えているが、一

番の特徴は調印２年後の１９８７年（昭和６２年）から１年置きに

交互に実施している相互短期留学生派遣事業だ。

当初、鹿追町からの派遣は中高校生１０人程度だったが、９７

年から鹿追高校１年生全員（６０人～７０人）を対象とし、しか

も、町が全額助成するという、積極策を打ち出した。

２００５年までの派遣生徒数は引率の先生も含めて約７８０人、

ストニイプレインからは１６５人が来町し、合計すると短期留

学生だけで千人の大台に乗る数字に膨らんでいる。

約１０日間の日程で、ホームステイをしながら授業や相互の

文化などを学び体験する内容だが、「町内でもホームステイ

の家庭探しに大きな苦労をすることがない」（鹿追町町民政

策課）というほど交流は地に着き、成果を挙げている。

具体的には来町したストニイプレインの留学生と会話も十

分出来なかった体験から、米国に語学留学した後ポートラン

ド市で日本語教師補助をし、帰国後も国際交流団体でその経

験を生かしている人、第１回留学の体験から語学留学も含め

６回もカナダを訪問し、交流を深めている人など、子供たち

の国際感覚の育成、将来の進路に少なからぬ影響も与えてい

る。

さらに広がる国際理解の根

第５期鹿追町総合計画（２００１年度―２０１０年度）の第２節「住

民参加による行政と国際社会の理解のために」では、姉妹都

市提携が「国際社会に対する理解と国際感覚の醸成に大きく

寄与してきた」とした上で「国際性豊かな人材の育成や地域

文化の形成など地域の活力を進める上で、町民が国際交流や

国際協力に積極的に関わりをもつことは非常に大切なことで

す」とうたっている。

その言葉通り、同町が短期留学生派遣事業を中心に国際交

流・理解事業だけで年間約２千５００万円も投入し、その具体

化を図っているのは、他の町村でもそう例がないほど積極的

な姿勢といえる。

短期留学生派遣のほかに、もう１つ特色のある事業が、町

が独自で採用している英語指導助手（AET）制度だ。

１９９１年（平成３年）にストニイプレイン町に依頼したこと

から始まったが、十勝管内の町村では初めて２人制をスター

トさせたのが９６年のこと。小・中・高だけでなく、保育所、

保育園、幼稚園などで幅広く英語指導を行い、さまざまな国

際交流事業にも参加してもらっている。

２００５年（同１７年）で英語指導助手は１５、１６代目になるが、

そのうちの１人、ジェフリィ・ジェイ・コーワンさんはすで

に３回目の勤務で、実はドナ・コーワン町長の息子さんだ。

ジェフリィさんが８歳の時、商工会の代表だった母親のド

ナさんが鹿追町民をホームステイで受け入れたのがきっかけ

で、その後自ら短期留学生として鹿追町を訪問、さらに、同

町での英語指導助手の道を選んだ。

ジェフリィさんは「お互い小さな町なのに、これまで何百

人という人々が交流を続けていることは、素晴らしいことだ

と思う。何よりも、未来を担う子供たちにとって貴重な経験

となり、将来に希望を持てるのではないか。母もこのような

事業に携わることが出来て、とても誇りに思っているよう

だ」と語っている。

民間レベルの受け皿になる鹿追町国際交流協会（会員数６４

人）も０２年７月に設立された。両町の交流の輪は単なる姉妹

都市交流を超えて、さらに篤く、深く広がり、それがまた、

社団法人北方圏センターと鹿追町国際交流協会の共催で０４年

鹿追町で開かれた社団法人北方圏センター、鹿追町国際交流協会共催の「留学生ふれあい交流 in
しかおい」の１コマ＝２００４年３月
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３月、札幌、帯広両地方の留学生を対象にした「留学生ふれ

あい交流 in しかおい」の開催につながる―などといった好

循環をも生み出している。

小中高一貫で「カナダ学」の授業も

「深く」という意味では、同町ならではの「カナダ学」の

授業が挙げられる。町民ホールにある町教育委員会の入り口

に『文部科学省研究開発学校指定・「小中高一貫教育」推進

のマチ』―と墨で黒々と書かれた大きな木の看板が掛けられ

ている。

０３年（同１５年）度から３カ年間、文部科学省の指定を受け

たもので、もちろんそこにはストニイプレインとの姉妹都市

提携、交換留学生といった鹿追町の国際交流・理解事業が高

く評価された結果でもある。

その中心となる「カナダ学」は小学校に５人、中学校に２

人、高校に３人、計１０人のカナダ学専従の教員を置き、小中

高教員の相互乗り入れで週１時間、学年に応じて英語やカナ

ダ文化などを学習するという独特のもの。

これに、英語指導助手による保育所、保育園、幼稚園での

英語教育とも相まって、英語検定合格率も全国平均を大きく

上回るなど、国際理解はますます深まりをみせる結果になっ

ているという。

「花と芝生の町づくり」のきっかけにも

２０００年ストニイプレイン町を訪れた吉田・鹿追町長は、住

宅周辺の管理の行き届いた見事な芝生と美しい花壇に感銘を

受けた。

この年に開基８０年を迎えていた鹿追町は、さっそく「環境

美化宣言」を出し、「花と芝生の町づくり」に取り組んだ。

もともと鹿追町衛生協力会が以前から１戸１坪花壇植栽運

動を実施していたこともあって、１戸３０本だった花の苗の購

入費の半額補助を５０本に拡大するといった「一家で８ツ花（８

種類の花）運動」などへの町民の反応も早く、翌０１年には同

町で第３回国際花サミットを開くまでになった。

サミットには「国際花の街づくりコンクール」を主催する

カナダの民間非営利団体（NPO）「コミュニティーズ・イ

ン・ブルーム」の関係者も出席、さらに、友好訪問で同町を

訪れていたストニイプレイン町の園芸担当職員も講演するな

ど、サミットの成功は「花と芝生の町づくり」に一段と拍車

をかける結果となった。

事実、同町は０４年（同１６年）度全国花のまちづくりコンクー

ルで、大賞の「国土交通大臣賞」を受賞、また、同町の笹川

小学校は１９９９年（同１１年）から町内の養護老人ホームの花壇

の花植えを続けており、同じく０４年度に第３２回道花いっぱい

コンクール学校部門で最優秀賞を受賞した。

さらに、ストニイプレイン町、全国花のまちづくり実行委

員会の推薦を受け、２００５年９月にはカナダの「コミュニティー

ズ・イン・ブルーム」主催の「国際花の街づくりコンクール」

に初参加、人口２万人以下の部で、最高賞は逃したが、同レ

ベルの「５つの花」賞を受賞するまでになった。

心の通った姉妹都市交流が鹿追町の国際化、まちづくりに

大きく貢献しただけでなく、「花と芝生の町」として世界に

“発信”する原動力にまでなったわけだ。

人口わずか約６千人の鹿追町のこのあり方は、地方自治体

の国際交流・協力・理解事業を考える上でさまざまな示唆に

富んでいるといえよう。

西は日高連峰、北は大雪山国立公園を背景に山と緑
に囲まれ、然別湖、さらには「花と芝生の町づくり」
の推進で「湖と花と緑の町」がキャッチフレーズ。
畑作、酪農を中心にした近代的な農業と創造性豊か
な街づくりを目指している。一村一品として鹿追そ

ばが知られ、同町で活躍した農民画家の神田日勝記
念館もある。

国際交流の問い合わせ先
鹿追町総務部町民政策課 ℡（01566）6―2311

鹿 追 町
人口：約６千人 面積：３９９．６!

http : //town.shikaoi.hokkaido.jp/

鹿追名物の動物のトピアリー（庭木の造形）を造る鹿追町の人々
＝２００４年６月
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子供たちに夢を運ぶ「サンタメール」への道

『きみには大切な友だちはいるかな。サンタには、とても大

切な友だちがいるんだ。でも知り合ったころはケンカばかり

していたよ。／そこでほんの少し魔法のちからを借りて、ク

リスマスカードに「大好きだよ」と気持ちが伝わるようにし

たのさ。／するとたちまち仲良くなれたんだ。今年のカード

にはやさしさいっぱいの魔法をかけたよ。大切な人と、いつ

までも仲良くしてほしい。／サンタからの願いをこめて。

２００４年１２月 ひろおのサンタランドのサンタより』

京都市在住のイラストレーター・永田萠さんの幻想的なイ

ラスト入りのクリスマスカードに添えられたサンタクロース

からの手紙の全文だ。

１９８２年（昭和５７年）社団法人北方圏センターが在日フィン

ランド大使館の依頼でサンタクロースへの手紙の書き方を紹

介したところ、同国の「サンタの里・ロバニエミ」で用意した

サンタクロースの返信が追いつかないほどの反響を呼んだ。

その２年後の８４年（同５９年）、広尾町は同じサンタ伝承の

あるノルウェーから同国外では唯一のサンタランドの認定を

受け、サンタメール事業をスタートさせた。

しかも、その発端がベルゲン市との水族館同士の姉妹提携

で、その後、オスロ市近郊のフログン市との友好交流提携に

結びつくというユニークな軌跡を描いている。

水族館姉妹提携からフログン市
（ノルウェー）との友好交流都市へ
８８年（同６３年）の広尾町開町１２０年記念事業「十勝海洋博

覧会」の会場となる臨海公園「シーサイドパーク広尾」と、

その中核施設の広尾町海洋水族科学館が完成したのが８０年

（同５５年）のこと。

それをきっかけに日高管内浦河町出身で広尾町ともゆかり

の深い、ノルウェー水産省特別顧問の魚井一生さんから、姉

妹館候補として同国ベルゲン市にある国立ベルゲン水族館を

紹介された。

同年９月、町長ら４人が同水族館を訪れて姉妹館提携書に

署名、同町とノルウェーとの関係が始まった。

翌年には広尾町の児童生徒の約１００点の絵画がベルゲン水

族館で展示され、公募による１２人の北方圏諸国視察団も同水

族館を訪れた。８２年には広尾町北方圏交流振興会が設立され、

ベルゲン少年少女使節団の来町など、交流は水族館を越える

広がりを見せてきた。

交流の中で、首都オスロ市でサンタメール事業などに取り

組んでいるサンタランドの存在を知り、「日本でもその事業

のお手伝いをしたい」との強い希望を伝えたところ、オスロ

市側が快諾、８４年（同５９年）１１月、ノーデンゲン・同市長か

ら同国外では初のサンタランド設立を認める認定書が贈られ

てきた。

サンタランドを通したオスロ市との交流も始まったが、ノ

ルウェー・サンタランド事務局が８９年（平成元年）にオスロ

市から近郊のフログン市に移管されたことから、今度は同市

との交流もスタートした。

９１年から５年間、広尾町の産業団体、一般の青年ら約５０人

が相次いでフログン市を視察・訪問したことなどから交流機

運が高まり、９６年（同８年）１０月、ローゲ市長、ブールム副

市長が広尾町を訪れ、友好交流提携に調印した。

十勝管内

サンタランドのまちづくり広尾町

イルミネーションに彩られた広尾町のサンタランド
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その後、広尾第二小学校の児童がビデオレター、町内小学

生の絵画３４点、習字２３点をフログン市に送り、同市からも子

供たちの絵画２００点が送られてくるなどの交流が続けられて

いる。

１８０万通を越えた「ひろおサンタ」の手紙

サンタランドの認定書には「サンタランドの活動が両国民、

とくに若い世代の人々に真の友情と、より良い相互理解が促

進されることを希望します。この価値ある目的を達成するた

めには相互理解が最も重要であると信じ、協力することを約

束します」と明記されている。

広尾町では「ノルウェー・サンタランドの基本理念は“愛

と平和、感謝と奉仕”の心を世界に届けることであり、サン

タランドというのはサンタの世界が持つ愛、夢、ロマン、あ

こがれ、やさしさがあり、いつまでも誇らしさや思い出が育

つ町」と捉え、サンタランド認定翌年の８５年（昭和６０年）か

ら活動の中核として、サンタメール事業を開始した。

冒頭で紹介したように、きれいなクリスマスカードの中に

「ひろおのサンタランドのサンタより」の署名入りの手紙が

入っているのが“ミソ”。ノルウェーのサンタさんに手紙を

出さなくても、広尾のサンタランドにいる公認のサンタさん

から手紙が届くという仕組みだ。

８８年から日本郵政公社の協力を得て、毎年１１月１０日から１２

月１０日まで全国の郵便局に申込用紙を置いてもらい、申込者

のメッセージも添えて、発送する。

１年目は２万４千通だったが、年によっては１７万通も突破、

２００４年（平成１６年）までの２０年間でサンタの手紙は１８０万通

を超えた。

“愛と平和、感謝と奉仕”の基本理念を実践するため、サン

タメール事業の収益金はボランティア基金として積み立て、

国内外の恵まれない子供たちに寄付している。

具体的には１９９５年、阪神・淡路大震災の被害を受けた神戸

市立幼稚園会に５００万円、広尾サンタランド認定２０周年記念

の０４年には、札幌市の保育園、幼稚園に１０本のミニ・クリス

マスツリーを寄贈するなど、「サンタの心」をさまざまな方

法で伝えている。

まちづくりと一体化した
サンタランドだが…
町は２００１年（同１３年）度からスタートさせた「第４次広尾

町まちづくり推進計画」で、「港と共に躍進するサンタラン

ドのまち・広尾」をまちづくりのメインテーマに据えた。

サンタランド認定に伴って、町内の大丸山森林公園を舞台

にサンタランド資料展示コーナー付きのログハウス、クリス

マスツリーの点火式、イルミネーションによるライトアップ、

サンタキャンドルを製作する「サンタ工房」などサンタラン

ドらしい、さまざまな施設、装いやイベントが実行に移され

ている。

しかも、これらがまちづくりの一環として町ぐるみで行わ

れているのが、大きな特色だ。

町内にはオスロ通り、サンタロードなどの名称の道路があ

り、クリスマスのシーズンにはイルミネーションツリーで彩

られるほか、国道沿いの歩道や街路灯はサンタのデザイン、

店舗のシャッターもサンタ風のイラストで描かれ、病院、消

防署などの公共施設は北欧風にするという徹底ぶりだ。

この町を挙げた取り組みに対して、１９８９年（平成元年）に

「広尾サンタランド」は北海道まちづくり１００選の認定を受け、

９５年（同７年）にも北海道開発局から地域活性化功労賞が贈

られた。

２００１年度からの推進計画で改めてサンタランドのシンボル

ゾーン「大丸山森林公園」の整備計画が盛り込まれ、町は住

民参加の検討会を５回開き、町ぐるみの意見をまとめた。

その結果、０３年にはサンタの家の改修、サンタの鐘設置、

トナカイモニュメントの設置などが実現、０４年には民間のサ

ンタランド推進委員会が主催し、約２００万円をかけた「ふれ

オスロからの認定書が届けられた広尾サンタランド設立認定式
＝１９８４年１１月

フログン市の子供たちから送られてきた絵を楽しむ広尾町の子供た
ち＝２００１年１２月
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あいガーデニング植樹祭」も行われ、サンタランドは装いを

さらに新たにした。

サンタランドのもう１つの中心事業は毎年１１月の第２土曜

日に開催される「サンタランドツリー点火式」。大丸山森林

公園のメインツリーだけでなく、町内のあらゆるイルミネー

ション（町からイルミネーション設置に補助金が出る）が一

斉に点灯され、さらにはこれに賛同するサッポロファクト

リー（札幌市）に贈ったトドマツにもリレー点火するという

広がりを持っている。

これら一連のサンタランド事業は町だけでなく、１９８２年（昭

和５７年）に発足した各界代表による広尾町北方圏交流振興会、

フログン市を訪問した青年が中心となったボランティア団体

の「広尾サンタランド推進委員会」など、多くの民間団体が

さまざまな形で事業に積極的に参加、さらには商工会青年部

などによる「広尾サンタランド・ピクチャー作戦」などアイ

デアを凝らした多彩な活動が行われている。

ノルウェーとの国際交流から実現したサンタランド。その

基本理念に基づいて「幼児からお年寄りまで幅広い層が参加

し、愛、やさしさ、誇りや思い出の育つまち」を目指す広尾

町のまちづくりは、国際交流のあり方を考える上でも道内の

他都市から注目を集めてきた。

ただ、その広尾町ですら、厳しい財政難から免れる例外と

はいかなくなってきた。同町の国際交流のきっかけを作った

８０年（同５５年）建設の臨海公園「シーサイドパーク広尾」の

中核施設・「広尾町海洋水族科学館」は２００５年（平成１７年）

度で惜しまれながら閉館となる。

また、町はサンタランドのメイン事業であるサンタメール

事業も０５年冬の結果を見て、継続か廃止を決める方針を打ち

出している。町では「メール事業がなくともサンタランド自

体は変わらない」としているものの、関係する民間団体の中

には「全国的になっている“サンタランドの広尾”の知名度

が落ち、サンタランドの精神に基づく国際交流や観光にも影

響が出るのでは…」と心配する声も挙がっている。

曲がり角に来ているともいわれる国際交流の“苦悩”のひ

とつの具体例であり、それを広尾町がまちぐるみでどう乗り

切っていくか―も改めて注目されているといえる。

１８６９年（明治２年）、十勝国は広尾郡など７郡に分
けられ、１９４６年（昭和２１年）に広尾町となった。帯
広市から約８４キロの距離で、北は大樹町、南はえり
も町と接している。同町の十勝港は７０年（同４５年）
重要港湾指定を受け、十勝・道東の国際流通拠点と

して期待されている。海洋性の気候で夏は過ごしや
すく、秋は晴天の日が多い。

国際交流の問い合わせ先
広尾町水産観光課 ℡（01558）2―2111

広 尾 町
人口：約８千７００人 面積：５９５．８!

http : //www.town.hiroo.hokkaido.jp/

社団法人北方圏センターの留学生支援事業で広尾町のサンタランド
を訪れた９カ国３４人の海外からの留学生＝２００１年１１月

クリスマスツリーの点火式で合唱する子供たち

町民１００人が参加して行われた「ふれあいガーデニング植樹祭」。奥
に見える建物がサンタの家＝２００４年６月
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「全国初のカーリング」を呼び込んだ
姉妹都市提携
１９７７年（昭和５２年）１２月、池田町の総合体育館前の特設リ

ンクで歓声が挙がった。多くの熱いまなざしの中で、二人の

カナダ政府観光局員が講師となって、日本で初めての本格的

なカーリング講習会を開いた時のことだ。

９８年（平成１０年）２月の長野冬季五輪での活躍で、カーリ

ングといえば、網走管内常呂町―のイメージが一気に広がっ

たが、実は、日本で初めてカーリングを導入したのが、池田

町なのだ。

大胆な表現を使えば、池田町が日本でのカーリング“発祥

の地”といえる。

しかも、このカーリングの導入は、７７年５月に締結したペ

ンティクトン市（カナダ・ブリティッシュ・コロンビア州）

との姉妹都市提携が“縁結び”になっているから、面白い。

姉妹都市の話し合いは当時の丸谷町長がその２年前の７５年

（昭和５０年）に同市を訪問、基本合意したことから始まるが、

その協議の中で、自然条件の類似した同市でウインタース

ポーツとして盛んだったカーリングの“輸入”も話題に上っ

た。

それが、姉妹都市提携によって一気に具体化、同市の働き

かけでカナダ政府観光局員による講習会に結びついたという

わけだ。

同町では講習会翌年の７８年２月にさっそく第１回池田冬ま

つりの一環として町民カーリング大会を開催。「私もやって

みたい」の大きな反響を呼び、同年１２月には池田カーリング

協会が設立されるなど、「カーリングのマチ・池田」が早々

に定着した。

その後社団法人北方圏センターなどの普及活動もあって、

カーリングの波は道内各地にも急激な広がりをみせる。

池田町では現在でも約２０チームが登録、各種のカーリング

大会が開かれ、長野冬季五輪には選手こそ出場できなかった

ものの、２人が審判員として参加した。

姉妹都市提携がカーリングという冬のスポーツを池田町だ

けでなく、全道、全国に広げるきっかけになったものとして、

注目出来る事例といえる。

ペンティクトン市（カナダ）との
「海を越えたきずな」
池田町では６１年（同３６年）からワイン事業を開始したが、

これに合わせて、７２年からワイン文化や関連の食文化、マチ

づくり研修を目的に隔年で欧米諸国を視察する「ワインツ

アー」をスタートさせた。

この中でブドウ栽培、ワイン生産など類似性のあるペン

ティクトン市との姉妹都市提携が７７年（同５２年）に実現した。

カナダとの姉妹都市提携は全国では１３番目、道内では釧路、

十勝管内「出会い ふれあい
個性豊かなふるさと」に池田町

町民にすっかり根付いた池田町のカーリング大会の一コマ＝２００４年１２月
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名寄市に続いて３番目の早さだった。

姉妹都市交流の内容は、隔年毎の親善訪問団の相互訪問、

７９年からの高校生の相互派遣、９１年（平成３年）から始めた

中学生の相互派遣が主なもの。

数字をみると、その内容が極めて濃厚なことがうかがえる。

親善訪問団の派遣は１１回２２１人、受け入れは１４回４９２人、高校

生の派遣は１６回５０人、中学生の派遣が１２回１００人、中学・高

校生の受け入れが１６回１６３人、合計すると１千２６人にも上る。

人口が９千人にも満たない池田町にとっては、非常に大き

な数字といえる。

２００４年（同１６年）９月、ペンティクトン市から３２人の親善

訪問団が５日間の日程で池田町を訪れたが、その時のスケ

ジュールをざっと見てみるとー。

初日はワイン城見学後、町主催の歓迎レセプション。２日

目は町長への表敬訪問後、特別養護老人ホーム「光寿苑」、

池田小、池田高を訪れ、夜は家庭訪問。３日目は書道教室、

お茶会に出席し、語学ボランティアとの昼食後、帯広市内見

学などの自由時間。夜は池田町ペンティクトン会主催の交流

会。４日目は阿寒湖でのアイヌコタン見学。夜はお別れ会。

最終日はホテル前で見送り、帯広空港へ―。

マチを挙げての歓迎ぶりが伝わってきそうだ。

こういった温かい交流を裏付けるように、ペンティクトン

市では１９９４年（同６年）から同市にあるオカナガン湖畔に２００５

年（同１７年）の完成を目指して「池田・日本庭園」の造成に

着手した。

さらに、２０００年に制定した同市の紋章の一部にその日本庭

園の図柄を使うという気の入れようだ。

池田町は０２年９月の広報紙でペンティクトン市との国際姉

妹都市提携２５周年記念特集を組み、そのタイトルを「海を越

えたきずな」とした。長い歴史だけでなく、心のこもった人々

の触れ合いが、そのタイトルに込められているといえる。

財政難で転換期―支える人々の心意気

国際交流への実績と熱き思い―０１年（同１３年）度から１０年

間の第３次総合計画で「出会い／ふれあい／個性豊かなふる

さと」をうたった池田町だが、その心意気に反して財政難は

例外なく押し寄せてきた。

人口は１９６０年（昭和３５年）のほぼ半分に減少、地方交付税

の削減など構造的な歳入減で、町は２００４年（平成１６年）に任

期満了で退任した収入役、助役に後任を置かず、町長が兼務

するという緊急措置を採っているほどだ。

町は「福祉などの優先事項もあり、残念ながら国際交流へ

の余力は今のところない」と苦渋の選択を強いられた。

具体的には、隔年ごとに１０回続けていた池田町からの親善

訪問団派遣を０１年で中止、１６回にのぼった高校生、１１回を数

えた中学生の派遣を共に０３年に取り止めた。

また、ペンティクトン市から１９９６年以降、５人の英語指導

助手（AET）を招いていたが、これも２００３年で中止し、在町

の外国人への依頼に切り替えた。

ただ、町は今まで培ってきた親善、友好の絆をなんとかつ

なぎ続けようと、ペンティクトン市からの訪問団の受け入れ

池田小で児童たちと一緒に給食をとるペンティクトンの人々
＝２００４年９月

子供たちともすっかり打ち解け、踊りを楽しむペンティクトンの人たち＝２００４年９月、池田町で
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は、歯をくいしばって従来通り続けている。

これとは別に、姉妹都市提携による英語指導助手との交流

の深まりもあって、池田高校は１９９１年（同３年）からペンティ

クトン・セカンダリースクール（高校）と姉妹校提携をし、

その後姉妹校提携は３校に拡大、１年間の交換留学、３年に

１度の短期派遣、受け入れ事業をいまなお継続している。

同校は２００４年、道教育委員会から「夢と活力あふれる高校

づくり推進事業」の中で、英語教育の実践、研究を図る「北

海道イングリッシュ・ランゲージ・ハイスクール」の指定を

受けた。

姉妹都市提携がタネをまき、町が苦境の中でも独自に国際

交流の枝を広げていくものとして、期待がかけられている。

もうひとつ注目されるのが、池田ペンティクトン会の新た

な動きだ。ペンティクトン市では、姉妹都市交流は民間のボ

ランティアによる「ペンティクトン池田会」が中心になって

おり、それに合わせて町民がメンバーとなって１９９２年に設立

されたのが「池田ペンティクトン会」。

２００３年、町の親善訪問団の派遣が中止されたことを受けて、

黒川俊男同会会長らが「素晴らしい交流の実績と友情をつぶ

してはならないし、相手の誠意を裏切ってはならない」と自

主的に訪問団結成に立ち上がった。１人約２０万円の自費で８

人がペンティクトン市を訪れた。

感激したペンティクトン側は市長主催の歓迎会、ペンティ

クトン池田会主催の交流会など心温まる歓待で迎えてくれた

という。

黒川さんは「今までの交流は本物だった。ワイン生産と並

んでペンティクトン市との姉妹都市提携は町民にとって誇り

だし、財産だ。なんとかこの歴史ある交流は続けていきたい」

と語る。

この住民の動きは０５年（同１７年）にも引き継がれた。ペン

ティクトン市で造成されていた「池田・日本庭園」が完成、

その正面に掲げられる利別川上流地域の原木から採った縦７０

センチ、横２６０センチ、厚さ６センチの看板を町、同会、十

勝インターナショナル協会が合計約４０万円を出し合って作製

し、船便で発送した。

同時に０３年同様、町と同会が共同で呼びかけた親善訪問団

の派遣に、１２人の町民が応募した。親善訪問団は０５年９月、

ペンティクトン市を訪れ、大歓迎を受けた。完成した「池田・

日本庭園」の落成式にも参加し、心のこもった姉妹都市の絆

を新たにした。

財政難の中で、目に見えて「費用対効果」の成果が出にく

い国際交流事業に、やむを得ず腰を引かざるを得ない自治体

が増えているのは確かだ。

しかし、「自分たちの力で可能な限り継続したい」という

池田町民のこの試みは、苦境の中でこそ、根を張った国際交

流の実績の重みを感じさせる。他地域でも参考にしてほしい

ケースといえよう。

十勝平野のやや東寄りにあり肥沃な土地で畑作、酪
農などが主産業。鳥取藩主の池田公爵による「池田
農場」が町名の由来。１９６１年（昭和３６年）から始めた
ブドウ栽培によるワイン製造で、「ワインの町・池

田」が定着し、ワイン城は観光の目玉になっている。

国際交流の問い合わせ先
池田町企画財政課企画係 ℡（01557）2―3111

池 田 町
人口：約８千５００人 面積：３７２!

http : //www.town.hokkaido-ikeda.lg.jp/

「素晴らしい交流と友情を
つぶしてはならない」とア
ルバムを見ながら語る黒川
俊男・池田ペンティクトン
会会長＝２００５年１月

池田町とペンティクトン市との姉妹提携はなお篤い雰囲気に包まれ
ているが…＝２００４年９月、池田町での交流会
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関寛斎翁が開いた町

ふるさと銀河線の陸別駅と「道の駅」も兼ね、同町の玄関

ともいえる「オーロラタウン９３」。その中に、陸別の開拓者、

関寛斎の偉業を展示する町立の「関寛斎資料館」がある。

現在の千葉県出身の関寛斎は江戸時代末期、長崎でオラン

ダのポンペ海軍軍医に西洋医学を学び、当時では珍しい“国

際派の医師”の先駈けとなった。

その後徳島藩主の侍医、１８６８年（明治元年）の戊辰戦争時

には大総督府の西郷隆盛から官軍の奥州出張病院頭取に任命

されるなど、医師としての最高位を極めたほどの人だ。

その生き方は司馬遼太郎氏の著書「胡蝶の夢」や「街道を

行く１５―北海道の諸道」などに詳しいが、その後自ら一介の

町医者となった関寛斎は、実に７２歳の１９０２年（明治３５年）、

私財を投じて斗満原野（陸別町）の開拓に当たった。

１０年後、斗満の地で自殺によってその劇的な人生を閉じる

が、陸別が関寛斎の開いた町であることはいうまでもない。

町のホームページの「陸別町とはこんな町」では今でも関

寛斎から解きほぐされ、「彼の死後も…人々はあきらめるこ

となく、農場作り、子供たちの教育、青年会の組織、さらに

は文芸雑誌“交友”、“北潮”の発刊など、酷寒の地にも豊か

さを見出していった」と記されている。

司馬遼太郎氏も陸別町史に「寛斎の志の存するところ、ひ

とびとが不退の心で拓いたところ、一木一草に、聖書的な伝

説の滲みついたところです。森に、川に、畑に、それらのす

べてが息づいています」との一文を贈っている。

内陸に位置し、北海道ちほく高原鉄道!のふるさと銀河線
の廃止も決まった陸別町だが、その地理的なハンディにもか

かわらず、国際交流には以前から前向きだ。

その理由について北海道陸別・関寛翁顕彰会の斎藤省三幹

事は「小学校の郷土学習で子供たちは、必ず関寛斎のことを

学ぶ。関寛斎の西洋医学や開拓といった偉大なチャレンジ精

神が陸別町民の心のどこかに、遺産として生き続けているか

らだと思う」と分析する。

十勝管内 現在に生き続ける
「チャレンジ精神」陸別町

ラコーム町で歓迎を受ける陸別町の訪問団
＝２００２年３月
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ラコーム町（カナダ）との
「しばれる町同士」の“暖かい関係”
その言葉を裏付けるように、町が世界に開かれた地域社会

づくりの一環として、カナダ、北欧など北方圏諸国への町民

海外研修派遣事業を開始したのは、１９８１年（昭和５６年）と４

半世紀も前のこと。

８３、８４年のラコーム町（カナダ・アルバータ州）への２度の

訪問で気候、風土、人口規模（当時、陸別町は約４千５００人、

ラコーム町は約６千１００人）の似た両町は急速に接近、８５年

のラコーム町長の陸別来訪を経て８６年（同６１年）７月、ラコー

ム町で姉妹友好提携の盟約書にスピード調印した。

陸別町は“日本一しばれる町”の異名を持つが、ラコーム町

はそれ以上で、２月にはマイナス４０度を下回るという。しば

れる町同士の“暖かい国際交流”がスタートを切ったわけだ。

提携当初は隔年ごとに交互に町民が訪問し合って、友好関

係を深めた。ラコーム町ではボランティアの陸別委員会が発

足、これを受けて陸別町でも９０年（平成２年）、海外研修の

参加者を中心にした「陸別町国際交流町民の会」が設立され、

交流に弾みをつけたが、ラコーム町長の交代などもあって９１

年に町民の研修訪問は一時休止の事態となった。

“全員参加”のユニークな
中高校生の教育研修
再開策として浮上したのが、「国際社会に対応できる豊か

な人間性の育成」という、目的を明確にした中高校生の教育

派遣事業。第１回目の９２年（同４年）中学生１０人、高校生５

人、引率者３人の計１８人がラコーム中学などを訪れた。これ

がラコーム町でも好評で以来、毎年途切れることなく派遣が

続けられている。

２００１年（同１３年）秋は米同時多発テロ事件の影響で多くの

自治体が派遣を見合わせたが、陸別町の担当者は「陸別は翌

０２年３月に延期しただけ。従って０２年は２回の派遣となっ

た」と胸を張る。

１９８６年の姉妹友好提携後だけでも、陸別町からの訪問団、

派遣団は２００４年まで１７回３４４人にのぼり、ラコーム町からは

８回７０人が来町する分厚い交流となっている。

交流内容はホームステイをしながら学校訪問、体験入学、

町の施設見学、各種の交流などで多くの市町村が実施する内

容とそう変わりはないが、ユニークなのはその仕組みだ。

陸別町には中学校は陸別中１校で高校はない。町が中学生

等海外研修派遣事業とし、「等」で対象を中学３年生から高

校２年生に広げているのには、意味がある。

中学３年生は全員で２０人前後。中学３年の時、事情があっ

ラコーム町からの訪問団と別れを惜しむさようならパーティー
＝２００４年７月、陸別町で

カナダのバンフで記念写真を撮る陸別中の生徒たち
＝２００２年３月



131131131131131

て参加できなかった者にも卒業後高校２年生までは参加を認

めるという制度だ。

往復旅費、宿泊費、食事代などの経費の半分は町が補助し、

残り半分は上限を１０万円として自己負担。余程のことがない

限り、陸別の子供たちは全員カナダで国際交流を体験できる

という、うらやましいような内容だ。

その代わり、参加者は申し込み時に国際交流についての作

文を提出し、出発までに英会話、マナーなど４回程度の事前

研修、さらに帰国後には報告書への体験レポート提出などが

義務付けられ、文字通り、中身を伴う教育派遣事業となって

いる。

マチに根付く国際交流

ラコーム町からの来訪者を受け入れる母体になっているの

が、陸別町国際交流町民の会。海外研修などに参加した町民

ら７５人が会員になり、歓迎会や空港への出迎えなどを行って

いるが、研修経験者だけにホームステイも比較的スムーズに

運んでいるという。

また、国際交流員も１９９１年（同３年）から配置し、中学校

での英語授業をはじめ、保育所、小学校での英語のゲームや

歌の勉強、週１回町民への英語教室なども開き、国際理解は

町の中に広がりをみせている。

国際交流員制度はとりあえず２００４年で終わったが、７年間

も国際交流員を務めたドンさんはラコーム町の近隣に住んで

いる関係で、今でも自主的に陸別とラコームをつなぐ役割を

果たしてくれているという。

暖かい交流の証としてラコーム町には「陸別通り」がある

が、陸別町でもふるさと銀河線の駅舎と道の駅、関寛斎資料

館が入っている「オーロラタウン９３」と町役場、「りくべつ

宇宙地球科学館（愛称、銀河の森天文台）」を結ぶ約２キロ

の間を「ラコーム通り」としている。

街路灯にはカナダを象徴するメープルリーフ（カエデの

葉）をあしらい、表裏に日本語と英語でラコーム通りと書か

れたボードが取り付けられている。その通りに面した家屋の

壁に自主的にカナダ国旗を描いた民家もあり、内陸の町に国

際交流の根がしっかりと下ろしている感じだ。

陸別町は１９８７年（昭和６２年）度に環境庁から「星空の街」

に選定され、９７年（平成９年）度には「星空にやさしい街１０

選」に認定された。この自然環境を生かすため９８年には銀河

の森天文台がオープンした。

一般公開型天文台としては日本最大級の１１５㎝の反射望遠

鏡をはじめ、３０㎝の小型望遠鏡４基などを備えた公開型の天

文台。名古屋大学太陽地球環境研究所の「陸別総合観測室」

と環境庁国立環境研究所の「陸別成層圏総合観測室」も併設

されている。

成層圏・対流圏の大気やオーロラ研究に関連して、外国人

が参加する会議も適時開催されており、陸別町に新たな国際

交流の芽が育ち始めている。

道東部のほぼ中央に位置し、２０００年にはアメダスの
観測でマイナス３３．２度を記録した。関寛斎が開拓し
た町として有名だが、酪農、林業のほかに、厳寒の
町を活かした天文台、しばれフェスティバル、さら

にはオフロードレース、オールジャパンパッチ選手権
などの新たな町興しにも積極的に取り組んでいる。
国際交流の問い合わせ先
陸別町総務課 ℡（01562）7―2141

陸 別 町
人口：約３千１００人 面積：６０８．８!

http : //www.town.rikubetsu.hokkaido.jp/

街路灯にカナダの象徴
「メープルリーフ」があ
しらわれている陸別町の
ラコーム通り。奥の建物
は関寛斎資料館もある
「オーロラタウン９３」
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転機となったラムサール条約

釧路市の北約５キロに位置する釧路湿原は、面積１万８千

ヘクタールに及ぶ日本最大の湿原（ウエットランド）である。

８割がヨシ、スゲにおおわれた低層湿原で、絶滅の危機に

あるタンチョウ、シマフクロウ、オジロワシをはじめ、貴重

な生物の豊かな多様性を誇っている。

１９７１年（昭和４６年）、「特に水鳥の生息地として国際的に重

要な湿地に関する条約」、いわゆる「ラムサール条約」がス

タートしたが、８０年（同５５年）に釧路湿原は日本で最初のラ

ムサール登録湿地に指定された。

国際化の大きな転機になったのが、９３年（平成５年）に釧

路市で開かれたラムサール条約第５回締約国会議。

９５カ国、約１千２００人が参加し、延べ４千人の地域の人々

が通訳や会議運営、観光ボランティアとして活躍した。

同時に近くの厚岸湖・別寒辺牛（べかんべうし）湿原、霧

多布湿原（浜中町）もラムサール登録湿地に指定されたこと

もあって、地域ぐるみで国際化をさらに進めようとの動きが

広まってきた。

釧路市が翌９４年度の「先進的地域国際化推進のまち」部門

で総務大臣表彰を受けたのは、これらの活動が評価されての

ことだ。

釧路国際ウエットランドセンター
（KIWC）の誕生
この会議を機に高まった湿地保全と国際協力の気運を生か

すために、釧路市が音頭を取って９５年（同７年）に設立した

のが釧路国際ウエットランドセンター（KIWC）。

国際会議を経験した市民、民間団体の熱意による４千万円

の寄付も同センターの基本財産になった。

中心になっているのは釧路市だが、同じく登録湿原を持つ

厚岸町、浜中町などの隣接５町村、関係行政、教育機関、釧路

釧路管内 釧路湿原が
「国際化」に一段と拍車釧路市

釧路国際ウエットランドセンターの技術委員会による現地調査で湿
地保護が図られている

ラムサール登録湿地に指定された貴重な釧路湿原
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自然保護協会などの関係団体で構成する半官半民の組織体だ。

湿原の保全とその賢明な利用（ワイズユース）を図る活動

拠点と位置づけし、その活動は文字通り多岐にわたっている。

項目だけみても、①国連訓練調査研修所（UNITAR）など

による年１回以上の国際会議の開催②国際協力機構（JICA）

の渡り鳥研究などの研修事業③湧水などの調査研究④国際教

育専門家の派遣⑤ニュースレター発行などによる普及啓発―

―などで、活動内容の幅広さが端的にうかがえる。

実を結ぶ幅広い活動

活動の具体的な内容を見てみよう。例えば、２００２年（同１４

年）、JICA帯広、社団法人北方圏センター（帯広国際セン

ター）と共に実施した「ブータン・ツル飛来湿地の保全とワ

イズユース研修」では、ブータン王国の非政府機関（NGO）

である王立自然保護協会から職員２人が来道した。

同国のフォブジカ湿地が希少種のオグロヅルの重要な飛

来、越冬地だったのが縁だが、従来なら全く交流のないブー

タン王国との具体的なつながりは、「今後の新たな財産にな

りうる」と関係者は期待する。

現に０３年にJICAの地域提案型による草の根技術協力事業

の事前調査のため、釧路国際ウエットランドセンターの職員

が同国に事前確認調査を行った結果、同事業の３カ年の研修

プログラムが実現し、０４年と０５年には、ブータン王立自然保

護協会の職員各２人が相次いで釧路管内阿寒町（現在は釧路

市）の阿寒国際ツルセンターや釧路湿原でタンチョウや湿原

などの保護策を学んだ。

帰国後、同協会として釧路で吸収した研修結果をオグロヅ

ルなどの自然保護に生かすと同時に、釧路湿原同様エコツー

リズムの実施も検討したいとしている。

３年目となる０６年もさらに同協会職員４人が道東に派遣さ

れてくる予定で、日本側からの研修員の相互派遣も合わせ、

自然環境保護を絆とした国際交流は予想以上に大きな成果を

挙げているといえる。

湿原の生態系保全のために専門的な研究に取り組んでいる

同センター技術委員会は０４年（同１６年）、３年間にわたって

実施した調査研究報告書「湿地及びその環境の修復・再生の

試み」を作成。一般にも無料配布することで湿地復元や自然

再生、人と自然の関わり合いのあり方を模索する「エコツー

リズム」の提唱などの貴重な情報を住民に提供した。

同センターは釧路市環境部環境政策課が事務局を担当して

いるが、「地域の人々ともっと積極的に連携プレイをしてい

くのが今後の課題」という。

だが、その一方で、釧路湿原自然再生協議会が湿原の全体

的な再生事業を盛り込む「全体構想」づくりに、地域住民の

意見を反映させるため開催している「地域検討会」には釧路

市や釧路町の住民も参加し、活発な議論を展開するなど、活

動の輪は地域住民の中にも広がり始めている。

４カ国６地域との多様なつながり

かつては北洋漁業の日本一の基地、極東、ロシア、北米と

もつながる北太平洋の産業港、そしてラムサール条約の登録

湿地に指定された世界的な湿原―釧路は地政学的にも、経済

的にも、自然環境の面でも自ずと恵まれた国際性を備えてい

るといえる。

４０年前の１９６５年（昭和４０年）にカナダ・バーナビーと姉妹

都市提携を結んだのを皮切りに、現在、姉妹都市、姉妹校、

港街友好都市、友好湿地は４カ国６地域にも及んでおり、釧

路市がその特性を生かして積極的に国際交流を推進している

ことを裏付けている。

［姉妹都市］

「バーナビー市（カナダ・ブリティッシュ・コロンビア州）」
カナダ西海岸のバンクーバー市に隣接し、文教施設が整備

されているほか、通信機器などの先端技術産業が進出し、商

業都市としても発展している。

釧路市とほぼ同緯度で都市の形態も似ていることから、６５

年、カナダの自治体とは道内では第１号の姉妹都市提携を結

んだ。

両市関係者の相互訪問、中・高校生の交換事業だけでなく、

釧路公立大学とサイモンフレーザー大学、キャピラノカレッ

ジとの間で姉妹校提携を結ぶなど、交流の実績が挙がってい

るという。

「ホルムスク市＝旧真岡＝（ロシア・サハリン州）」
サハリン州南西部に位置し、同州最大の港湾施設を利用し

た鉄道貨物ターミナル基地建設で物流の拠点になっている。

姉妹都市提携も３０年前の旧ソ連時代の７５年（同５０年）。

港湾、紙パルプなどの基幹産業の類似性に加え、旧真岡市

を故郷にする釧路市民が多いことなどが理由だが、記念植樹自然の保全と共生を肌で感じるエコツアーもスタートしている
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姉妹関係にあるオーストラリアのクーラガング湿地周辺の人々との
珍しい交流も始まっている＝２００４年９月、釧路市で

や文化・スポーツ・教育分野での交流のほか、保育園の相互

交流なども行われている。

［姉妹港］

「スワード港（米アラスカ州）」
姉妹港提携は８２年（同５７年）のこと。アンカレジ市の南３００

キロに位置し、北洋漁業における補給基地、貿易の拠点とし

ての経済交流が深かったのが理由。

その後北洋漁業の終焉と共に関係は疎遠になっているが、

それでもスワード市開基１００年の２００３年（平成１５年）には副

市長が訪問し、大歓迎を受けるなど、姉妹港としての関係は

続いている。

「ニューオーリンズ港（米ルイジアナ州）」
１９８４年（昭和５９年）の提携で２００４年（平成１６年）に２０周年

を迎えた。同港はルイジアナの穀倉地帯を抱えた米国の物流

拠点で釧路西港とは穀物、飼料輸送など船舶の往来による経

済的な結び付きが強く、双方の利害が一致した経済主導の姉

妹港提携といえる。

２０周年の０４年８月の世界こどもサミット釧路大会には

ニューオーリンズ市の子供５人が出席、さらに、くしろ港ま

つりにもニューオーリンズ・ブラスバンドの７人が本場の

ジャズ演奏を披露するなど硬軟織り交ぜた交流が続けられて

いる。

同年１０月ニューオーリンズで行われた姉妹港提携２０周年記

念の友好調印式には、釧路から市長、市議会議長、海運関係

者ら１８人が出席し、両市と両港の経済、文化交流の一層の拡

大を誓い合った。

［港街友好都市］
「ペトロパブロフスク・カムチャツキー市（ロシア・カ
ムチャツカ州）」
両市が物流や漁業に重要な不凍港を持ち、港の産業を中心

に発展した港街だったことから１９９８年（同１０年）８月、珍し

い港街友好都市提携に調印した。

提携５周年の２００３年８月には、市長以下７５人の大訪問団が

訪れ友好を深めたが、もともと民間の釧路カムチャツカ研究

会が提携年の１９９８年から年１回の割合で両都市間にチャー

ター便を飛ばすなどの民間交流が基盤となっており、さらに、

北海道教育大釧路校と国立カムチャツカ教育大が、姉妹校提

携で留学生の交換を行うなど、民間主導の国際交流という特

徴を持っている。

［姉妹湿地］
「クーラガング湿地およびその周辺湿地（オーストラリ
ア・ニューサウスウエールズ州）」
「姉妹湿地」は、やはり湿原を持つ地域同士ならではの具

体的な国際交流だろう。

釧路西高校の野外科学部が、以前から釧路湿原で繁殖し

オーストラリアで越冬する、渡り鳥のオオジシギの調査研究

を続けてきたことに加え、９３年の釧路市でのラムサール条約

締約国会議が契機となって翌９４年（同６年）１１月姉妹湿地提

携が実現した。

同校は、同湿地のあるニューカッスル市のジェスモンド高

校と姉妹校提携を結び、交換留学を行っているほか、同湿地

周辺のポートスティーブンス郡の人々が釧路を訪れて友好、

交流を深めたり、研究者の交流による湿地再生研究、意見交

換を行うなど、湿地を媒体・原動力としたユニークな国際交

流が確実に結実し始めている。

目立つ民間の活動
―世界こどもサミットの成功にも力
前にも触れたように釧路市はもともと、北洋漁業など環太

平洋に目を開いた国際性があり、姉妹都市提携などの長い歴

史を誇るが、それには釧路カムチャツカ研究会のロシアとの

チャーター便交流を例に出すまでもなく、活発な民間活動に

よる下支えが大きな特徴となっている。

特に、９３年釧路でのラムサール条約締約国会議で活躍した

ボランティアを母体に、誕生した釧路国際交流ボランティア

提携５周年で釧路市の大訪問団がペトロパブロフスク・カムチャツ
キー市を訪れ、なごやかな交歓を繰り広げた＝２００３年８月
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の会は、年２回機関誌「VISTA」を発行、留学生のホームス

テイを受け入れるなどのさまざまな活動を続けている。

「釧路にとっては、色々な意味で釧路湿原という自然条件

とラムサール条約締約国会議が国際化の新たな土壌になっ

た」（釧路市企画財政部企画課）といえる。

そんな流れの中で「釧路の国際化」の実力が試されたのが、

２００４年（同１６年）８月に開かれた第１回世界こどもサミット

釧路大会（大会実行委主催）だろう。

アメリカ、カナダ、ロシア、オーストラリア、韓国、中国、

ベトナム、シンガポールなど９カ国２３６人の子供が５日間に

わたって、湿地を中心にした自然資産を学びながら国際交流

を楽しんだ。

ラムサール条約締約国会議とそれを支えたボランティア活

動による成功が評価された結果、この第１回世界こどもサ

ミットが釧路で開かれることになったわけだが、前年の１２月

に立ち上げた大会実行委員会にはさまざまなジャンルの１４団

体が参加、地域を挙げた取り組みとなった。

事務経費の節減のためでもあったが、ボランティアによる

運営を基本に置き、例えば、普段は旅行会社に依頼するロシ

ア、中国などの参加者の入国査証（ビザ）申請手続きなども

インターネット情報を収集して、自分たちで実行し、また、

通訳なども従来の学術会議のような形式にとらわれず、英語

を中心に身振り手振りも交えて対話を図るという手づくりの

大会に徹した。

期間中、釧路だけでなく釧路管内厚岸、浜中、標茶、釧路

の各町で「ソフトクリーム・地引き網」競技などの地域を挙

げた体験プログラムも行われた。

最終日には「さまざまな体験を通して得た釧路での多くの

思い出を胸に、かけがえのない文化や自然を守るために、宇

宙船地球号の乗組員として努力していくことを誓います」と

いう釧路から世界の友だちへの「こども宣言」を発信し、成

功裏に大会を終えた。

関係者は「最初は何が出来るだろうと不安だったが、今ま

での経験を基に力まず自然体でやれたのが良かったと思う」

としており、単に官民の協調態勢だけでなく、根付き始めた

ボランティアを中心にした地域ぐるみの高い国際性が、釧路

の国際化に新たなエネルギーを付加してきているといっても

過言ではないようだ。

釧路湿原国立公園を持ち、戦前から北洋漁業の基地
として日本有数の水揚げを誇る水産都市。太平洋炭
鉱の閉山などで経済の地盤沈下はあるものの、経済、
文化など東北海道の中核、拠点都市の地位は変わら
ない。２００４年大みそかのNHK紅白歌合戦で水森か

おりさんがヒット曲「釧路湿原」を歌った。０５年１０
月１１日、釧路管内阿寒町、音別町と道内では第１号
の「飛び地合併」を実現した。
国際交流の問い合わせ先
釧路市企画財政部企画課 ℡（0154）23―5151

釧 路 市
人口：約１９万５千人 面積：１，３６３!

http : //www.city.kushiro.hokkaido.jp/

ボランティア中心で運営し、成功を収めた第１回世界こどもサミット釧路大会＝２００４年８月
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歴史から再浮上したイーモント号

町役場の隣にある厚岸町海事記念館。その１階の奥中央の

クラレンスコーナーに船底の残がいの木片が展示されてい

る。これが１９８５年（昭和６０年）、同町末広（まびろ）の３００～

５００メートル沖の海底から１３５年ぶりに引き揚げられたオース

トラリア（豪州）・タスマニア州ホバート港を母港とした捕

鯨船イーモント号の木片だ。

案内してくれた同記念館学芸員の熊崎農夫博さんは「昔の

ことなので地元でも宝物を積んだ船が沈んでいる程度の話し

か伝わっていなかったのですがね」と木片の存在感の“重み”

を語る。

イーモント号（２７８トン）は１８５０年（嘉永３年）４月、前

夜来の風雨のため末広沖で座礁、３２人の乗組員が上陸し、救

助を要請してきた。当時、厚岸は幕府の直轄地で松前藩の詰

め所があり、アイヌの人々との交易の場所でもあった。

翌年、乗組員は長崎経由で故国に帰るが、１８３１年（天保２

年）シドニーの捕鯨船「レディー・ロウェナ号」が厚岸のウ

ライネコタン沖（現在の浜中町羨古丹沖）で松前藩と１７日間

にわたって戦闘とにらみ合いを続けた事件と合わせ、この２

つ出来事が歴史的にも日本人と豪州人の初の接点といわれて

いる。

当時から厚岸にあった蝦夷３官寺のひとつ国泰寺に残る

「日鑑記」にはイーモント号の海難事故は記録されていたが、

厚岸の人々の間ではこの事故はすっかり忘れ去られていた。

それが、歴史の陰から再び浮上したのが、１９７７年（昭和５２

年）豪州捕鯨操業の歴史調査の一環で在日オーストラリア大

使館からのイーモント号関係についての突然の問い合わせ。

時を合わせたように７９年横浜市の作家、遠藤雅子さんがシ

ドニーの新聞記者とともに来町し、イーモント号の遭難につ

いて調査。その結果は８１年に「謎の異国船」として出版され、

その史実が全国的に紹介されることになった。

一気に実現したクラレンス市との
姉妹都市提携
もともと、豪州に住んでいた遠藤さんの助力などもあって

８０年、厚岸町は在日オーストラリア大使館を通じてタスマニ

ア州第２の都市・クラレンス市に姉妹提携の希望を伝え、同

市もこの申し入れを快諾、遠藤さんの著書「謎の異国船」が

出版された翌年の８２年（同５７年）２月、同市で姉妹都市提携

のスピード調印となった。

釧路管内 よみがえった
「１５０年前の海難」厚岸町

姉妹都市提携２１周年記念で来町したキャンベル副市長らクラレンス市の訪問団。クラレンスコーナーに展示
されているイーモント号の船底の木片に感慨深げだ＝２００３年９月、厚岸町海事記念館で
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イーモント号の海難事故は１３２年目にして姉妹都市の“絆”

として現代によみがえったわけだ。

３９年（同１４年）宗谷管内猿払村の沖合で遭難、７２０人が死

亡した旧ソ連の貨客船インディギルカ号の大海難事故で、必

死の救助活動を行った同村に感謝して、半世紀を経た９１年（平

成３年）、サハリンのオジョールスキイ村の希望で姉妹都市

提携が実現している。

内容にはやや違いはあるものの１つの海難事故が長い時を

経て、姉妹都市提携に結び付いたケースとしては珍しい類似

点がある。加えて、厚岸町が北緯４３度に位置しているのに対

して、クラレンス市は南緯４３度。赤道を挟んで仲良く経緯が

同じ４３度同士の姉妹都市となった。

ボランティア主導の中身の濃い交流

行政レベルでは周年ごとの訪問、議会関係者などの訪問が

随時行われているが、厚岸町の場合は、民間が主導する中高

校生の訪問派遣事業が柱といえる。

その中心的な役割を果たしているのが、９０年（同２年）に

町内の主婦など５、６人の女性が自発的に発足させた民間国

際交流団体「アイリス」（西村由美子代表）。

「手紙のやり取りだけでなく、ペンパル同士を会わせてあ

げたかったから…」（同代表）が動機というが、９３年から町

の町おこし基金を活用して訪問派遣事業を開始した。

同基金は国のふるさと創生基金を原資に、町内の各種民間

団体が自主的に取り組む地域活性化・振興事業に補助金を出

し、活動を支援している。町から旅費、滞在費の半分が助成

されるが毎年、中高校生が１０数人訪問し、２００５年（同１７年）

までに約１２０人に上っている。

アイリスの活動でユニークなのが、他の地方でもそう例の

ない徹底した事前学習。訪問希望中学生には募集時の１年生

の５月にアイリスに入会してもらい、訪問時の２年生の末ま

での約２０カ月間、英語やホテルマナー、豪州の歴史、文化な

どを週一回のペースで研修してもらう。

研修といっても、会員が手書きの楽譜を作り、会員宅で実

施するというボランティアそのものの活動内容だ。訪問終了

後も報告書の作成や発表会を開くなど、結果のフォローアッ

プにも努めている。

西村代表は「町費を使っている以上、海外旅行が出来てラッ

キーだけではダメ。子供たちにとって実のある訪問となり、

その後の人生や将来のまちづくりに生かしてもらいたい」と

強調する。

町の花のヒオウギアヤメの英語名「アイリス」にちなんで

名づけたアイリスの会。ボランティアで姉妹都市交流を支え、

姉妹都市提携２０周年で獅子舞を披露するアイリス派遣の中学生たち
＝２００２年１月、クラレンス市で

ホームステイですっかりクラレンスの人々と仲良くなった厚岸の子供たち
＝２００４年３月
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それを自らの努力で実りあるものにしようという活動は、地

域おこし、人づくりの面からも注目していいだろう。

豪州輸入のシングルシード方式で
カキ養殖に活路
「カキといえば厚岸」というほど道内では有名だが、その

厚岸のカキが１９８３年（昭和５８年）大量斃死（へいし）した。

厚岸漁協、町にカキ生産再生の命題が大きくのしかかって

きたが、９３年（平成５年）たまたま、姉妹都市交流でクラレ

ンス市を訪問していた厚岸の中学生たちが、同市でカキのシ

ングルシード養殖を見学した。

シングルシードは「１つの種」の意味で、従来のホタテ貝

に多数のカキの稚貝を付着させ、養殖する方法と違い、細か

く砕いた貝殻の一片にカキの幼生・種苗を１個ずつ対にして

付着、養殖する方式で、豪州で確立された技術。

水産関係者も本などでの知識はあったが、実際に見たこと

はなかったという。

中学生たちの報告を聞いて翌年と翌々年、町長や町の担当

者らがクラレンスの養殖施設を視察、日本で初めてシングル

シード方式導入の検討に入った。

この方式が軌道に乗れば、宮城種などの移入、養殖をして

いた従来のホタテ貝の多数種苗と違い、純粋の厚岸カキの養

殖が可能になるという新たなメリットも生じる。

９９年（同１１年）、町は「厚岸生まれの厚岸育ち」の地元産

種苗生産のために「カキ種苗センター」を建設し、試験生産

に乗り出した。

２００３年（同１５年）には生態工学学会（本部・東京）から技

術賞を受賞、同センターの養殖技術は全国的にも認められる

段階にまでなった。

シングルシード技術によるカキ養殖は同町生産者の約３

割。種苗の数にまだ限界があるため０３年度の出荷額は約１千

万円に止まっているが、町では「カキえもん」の名称で、純

厚岸産のカキ生産増に本腰を入れている。

「姉妹都市提携で経済交流を」は各自治体が望むところだ

が、距離的なハンディによる採算性の問題などで、なかなか

実現には至っていないのが実情だ。そんな中で、姉妹都市交

流から実現したカキのシングルシード方式は、厚岸のカキ生

産の起死回生策の期待がかかる。

江戸時代に厚岸沖で難破した豪州捕鯨船イーモント号は約

１５０年を経た現代、厚岸町に姉妹都市をプレゼントし、日本

初のカキのシングルシード技術を呼び込んだ。

地元の言い伝え通り、本当に“宝船”だったのかもしれな

い。

厚岸湖および厚岸湾外海をふくむ７２キロの海岸線に
は漁村が点在し、丘陵地帯には酪農地帯が広がって
いる。「厚岸湖・別寒辺牛湿原」はラムサール条約
にも登録され、５千年前からカキの生息が確認され
ている。江戸後期から厚岸は国防上の拠点、海産物

の産地として注目された。１９６０年（昭和３５年）には
一時、人口は２万人を越えたことがある。

国際交流の問い合わせ先
厚岸町まちづくり推進課 ℡（0153）52―3131

厚 岸 町
人口：約１万２千人 面積：７３４．８!

http : //info.town.akkeshi.hokkaido.jp/

大きな実りをもたらしている姉妹都市提携。２１周年で来町したクラレンスの訪問団を歓迎する厚岸
の人々＝２００３年９月
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国境の町が背負う
「北の玄関」としての国際性
北はオホーツク海、南は太平洋に面し、細長い半島状に突

き出た水産都市・根室市。その地政学上の特性から、歴史的

にも「国境の町」としての“宿命”を背負わされてきた。そ

れを象徴しているのが、ロシア人のアダム・ラクスマンと米

国人のリンドバーグ夫妻の根室来訪だろう。

ラクスマンがアリューシャン列島に漂着した大黒屋光太夫

を伴って、エカテリーナ号で根室港にやって来たのが、１７９２

年（寛政４年）１０月のこと。通商を求めるためだが、江戸幕

府の返答を待つ８カ月間、乗組員４２人は根室沖の弁天島に上

陸し、家を建て生活した。

当時、根室には松前藩の役人、商人、アイヌの人々数十人

が住んでいたが、その間はさながらロシアと日本の情報交換

の場となった。日本側は初めてのロシア語辞典を作成したり、

ロシアの地図を書き写したりした。ラクスマンらも日本地図

の模写や植物、鉱物の標本を作るなど、日ロ間の初の歴史的

な“国際交流”となった。

時代はずっと下がるが、米国人のリンドバーグ夫妻が水上

飛行機「シリウス号」で根室港に着水したのが、１９３１年（昭

和６年）８月。その４年前の北太平洋無着陸横断飛行で、一

躍世界的な英雄になっていたリンドバーグ氏は根室滞在の２

日間、熱狂的な歓迎を受けた。

ラクスマンの来航は日ロ関係の幕開けを促すものだし、リ

ンドバーグの来日も米国と日本を結ぶ北太平洋空路開設のた

めの調査飛行。時期も目的も違うが、共に根室が日本の「北

の玄関」として米ロ両国にとって時代を超えて地政学的に重

要な意味を持つことを示している。

さらに第２次大戦後、冷戦下での両国の戦略的な思惑が交

差する地、「北方領土」という国際政治のくびきを担う「国境

の町」として、望むと望まざるとにかかわらず国際性を運命

付けられていたことを早くから物語っているもの、といえる。

ビザなし訪問による“日ロ交流”

第２次大戦後の北方領土を巡る日ソ関係、北洋漁業に関す

る日ソ漁業交渉の歴史などをひも解くまでもなく、冷戦によ

る米ソの戦略的思惑が複雑に絡み合い、「国境の町・根室」

は国際政治に翻弄され続けて来た。

それを大きく変えたのがソ連体制の崩壊に伴って９２年（平

成４年）４月から始まった北方四島とのビザなし訪問。

根室管内 北方圏国際交流交易
拠点都市を目指して根室市

ビザなし訪問でやって来たロシアの子供と根室の子供との対話も活発だ
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もちろん、領土問題が解決したわけではないが、永年途絶

えていた“故郷”との往来の道が「ビザなし訪問」という限

定付きながら再開され、北太平洋は「対立と緊張の海」から

「対話と交流の海」に変貌したといえる。

独立法人北方領土問題対策協会の調べでは、９２年（同４年）

度から２００４年（同１６年）度までの１３年間で日本側からは合計

１４９回６千５６９人が北方領土を訪問、北方四島側からは１０６回

５千３５８人が来道、双方合わせるとすでに１万人を超す往来

となっている。

領土問題が解決していない以上、これを“国際交流”と呼

ぶのは誤解を招くが、特別な措置による日本人とロシア人間

の「日ロ交流」であることは間違いない。

ビザなし訪問では日本側からは３泊４日、北方四島側から

は５泊６日程度の日程が主だが、ホームステイによる草の根

レベルの交流、領土問題に関する討論集会、社会制度の違い

などを学ぶ相互理解セミナーの開催や書道、華道といった異

文化体験―などの多彩なスケジュールが組まれており、「住

民相互で理解が進み、誤解が解けつつあることは確か。手紙

の交換など草の根レベルの交流も生まれてきた」（根室市北

方領土対策室）という。

また、１９９４年（同６年）の北海道東方沖地震で大きな被害

を出した北方四島に対してプレハブの仮設診療所や自航式は

しけの供与、その後人道支援の枠組み合意やディーゼル発電

設備の設置などが行われた。

さらに、ビザなし専門家交流の枠組みを使って９９年以降毎

年、ロシア人専門家と北方四島の生態系調査を実施している

特定非営利活動法人（NPO法人）の「北の海の動物センター」

が、４島の自然環境破壊を防ぐ日ロ共同の管理計画策定を呼

びかける構想を持つなど、ビザなし訪問は単なる人的交流の

枠を超えた新たな日ロ関係に発展しつつある。

町づくりに生かす国際交流推進計画

こういった時代の変化に対応するため根室市は、北太平洋

に面した歴史と、「北の玄関」としての地理的特徴（利便性）

を生かし、産業・経済、物流、情報などの中継・発信の拠点

としての役割を果たすことを目標に「北方圏国際交流交易拠

点都市を目指す国際交流推進計画」（１９９５年－２００４年）を策

定し、総合的なマチづくりに取り組んできた。

同計画と前後しながら、冷戦終結の変化に呼応して１９９２年、

全道に先駆けてロシア人専用のインフォメーションセンター

を設置した。

また、同市は人口３万人強に過ぎないが、ロシア人を中心

に年間２万人もの外国人が訪れる“国際都市”ということも

あって、市内の歓迎塔や道路標識、町名表記板やガイドブッ

クなどは日本語だけでなくロシア語、英語で併記するなど、

外国人が戸惑わないようなさまざまな施策を進めている。

さらに、基幹産業である漁業の振興を図るため、官民一体

となった「パイセス」（北太平洋の海洋科学に関する調査・

研究など国際条約で設立された政府機関組織）関係の国際会

議開催など、従来にはない「北方圏国際交流交易拠点都市」

づくりへの取り組みが行われている。

一方、同市内にある道立北方四島交流センターは、講演会

などが開ける交流ホールのほかに茶道、華道などの日本文化

を体験できる日本文化ルーム、ロシア料理などの調理実習室

など国際交流のハードとソフトの両面を兼ね備えている。

また、６５年（昭和４０年）に設立された根室市日ロ友好親善

協会はロシア語講座のテキスト作成、「ロシアの日・レセプ

ション」への祝電を打つなどさまざまな活動やイベントを

行っており、２００４年（平成１６年）９月、同協会が中心になっ

て開催したサハリン合奏団根室公演も好評だった。

このほか、市、根室海保、根室港周辺の町会など官民合わ

せ３５団体で組織する根室市国際交流安全対策会議は、公衆浴

「北の玄関」の国際性を象徴するように日本語、ロシア語、英語の
３カ国語で書かれた根室市内の道路標示板

民間が中心となって開催されたサハリン合奏団根室公演
＝２００４年９月
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場でのマナーのガイドブックを配布するなど、ロシア人との

トラブルを防止するための諸対策を協議、実行しており、官

民共同による国際化、国際交流事業が多角的に推進されてい

るのが特徴となっている。

こういった活動が評価され根室市は、順序は前後するが

１９９７年（同９年）度に「世界に開かれたまち」として自治大

臣表彰を受けた。

北太平洋を結ぶ２つの姉妹都市提携

［シトカ市（米アラスカ州）］
シトカ市はアラスカ州南東部のパラノフ島にある都市で、

サケ、ヒラメ漁船が集結する水産都市としても有名。北洋漁

業華やかかりし頃、根室市の北洋漁船が食糧補給などでシト

カ市に立ち寄り、自然と交流が広がった。これが縁となり７５

年（昭和５０年）、姉妹都市提携が結ばれた。

７９年には根室市長を団長とする８人がシトカ市を訪問し、

人的交流を中心に文化・教育面での交流を図っていくことが

改めて確認された。

以来、両市のアマチュアジャズバンドの相互訪問、小学校

の文通や美術作品などの交換、市長含むシトカ市から３度の

訪問団の来根に加え、９０年（平成２年）には花咲小とベスト

ビア小、９６年には根室高とシトカ高が姉妹校提携を結び、９７

年から９９年までは高校生の交換留学も行われていた。

しかし、９９年の根室市内のアマチュアジャズバンドのシト

カ市訪問以来、具体的な交流は途絶えたままになっている。

根室高では交流再開希望のメールなども送っているが、返答

がなく、北洋漁業の衰退に合わせるように自然と関係が希薄

になってきた。

根室市では北方圏国際交流交易拠点都市を具体化するため

にも「絵画交流など比較的取り組み易いプログラムなどから

交流再開を図っていきたい」としている。

［セベロクリリスク市（ロシア・サハリン州）］
セベロクリリスク市は千島列島（クリール諸島）北東部の

パラムシル島（幌!島）に位置し、北千島地区の拠点都市と
して行政府が置かれている人口約４千２００人の水産都市。沖

合は世界３大漁場の１つである北太平洋北西岸漁場でサケ、

マス、マダラの宝庫だ。

セ市から９１年に市長を団長とした漁業関係者、９３年にも水

産・建設視察団が根室市を訪れるなどの交流があった。漁獲

量の減少に悩む根室市も地域経済活性化を図る有力なパート

ナーとしてセ市を評価、９４年（同６年）に姉妹都市提携に調

印した。

千島列島の都市との姉妹提携は全国でも初めてで、いかに

も根室市ならではの特徴を生かした判断だったといえる。

姉妹都市提携の直後、まず、セ市青少年訪問団の一行１８人

が根室市を訪れ、高校の体験入学、スポーツなどを通して高

校生や市民との交流をスタートさせた。

また、９８年には市議会議長を団長に高校生、産業・市民団

体、行政関係などから成る１７人の初の根室市民代表団がセ市

を訪問し、一般家庭にホームステイをしながら、学校、幼稚

園、企業などを訪れ、親交を深めたほか、第２次大戦終結時

に日ソ両軍で約３千２００人が戦死した激戦地のシュムシュ島

（占守島）での戦没者の慰霊も実現した。

ただ、根室から船で３昼夜もかかるため、仙台からチャー

ター便でカムチャツカに飛び、さらに、ヘリコプターでセ市

に―という交通事情が交流のネックになっているのも事実。

最近では２００３年（同１５年）２月に双方による青少年絵画交

流事業を実施し、息の長い姉妹都市交流を目指している。

肝心の経済交流の面では、根室市は市内１２民間団体ととも

に経済振興協会を設立し、水産を軸にした関係の拡大を模索

している。

０４年７月、札幌市で開かれたサハリン州姉妹友好都市代表

者会議でセ市代表者とベニザケ、マダラの直接輸入について

協議したものの、不漁が災いして実現に至らなかった。

根室市としては今後も粘り強く協議を続けていく方針だ

が、実現すれば、姉妹都市提携の実のある柱ができ、地域の

活性化にもつながるものとして、注目される。

１８８０年（明治１３年）に郡役所、戸長役場が置かれ、
８２年には北海道内３県の１つとして根室県庁が設置
され、開拓が進んだ。特に北方領土近海の豊かな水
産資源によって１９００年（同３３年）には早くも人口は
１万４千人を突破した。４５年（昭和２０年）の戦災で
マチの大半を焼失したが、日本有数の水産都市とし

て復興。６７年（同４２年）の人口は４万９千人をオー
バーしたが、７７年の２００カイリ時代の幕開けによっ
て、北洋漁業は大きな打撃を受け、市勢も停滞気味
になっている。
国際交流の問い合わせ先
根室市総務部北方領土対策室 ℡（0153）23―6111

根 室 市
人口：約３万２千人 面積：５１２．６!

http : //www.marimo.or.jp/～n_city1/nemuro/jp/
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歴史と市民が支える国際都市

「日ロ交流はここに眠る人々の犠牲が基礎になっている」

―２００５年（平成１７年）６月３０日、函館ハリストス正教会の馬

場登司祭が初代ロシア領事ゴシケビッチ夫人をはじめ５０人の

ロシア人が眠る函館市のロシア人墓地の慰霊祭で、こう弔辞

を述べた。

１８５５年（安政２年）の日露通好条約締結１５０周年を記念し

て日露青年交流センターが主催した「友好の船」事業のひと

コマだ。同事業には日ロ両国の約１６０人の青年が参加したが、

函館での慰霊祭は同条約に調印したロシア使節プチャーチン

提督の渡航経路にちなんで行われたもので、いかに函館が以

前から「世界に繋がっていたマチ」であったかを、改めて印

象付けた。

それに先立つこと約６０年前の１７９３年（寛政５年）には、ロ

シア使節ラクスマンがエカテリーナ号で通商交渉のため箱館

港を訪れている。高田屋嘉兵衛やゴロウニンなどの名を挙げ

るまでもなく箱館は、松前と並んで日本と世界、特にロシア

との北の玄関の役割を自然と担わされてきた。

明治維新１０年前の１８５８年（安政６年）、幕府が米、英、露、

仏、オランダと修好通商条約を締結したことで、横浜、長崎

とともに一気に国際貿易港の地位に押し上げられた。

同年ロシア領事ゴシケビッチが箱館に着任したのをはじ

め、一時は１０数カ国の領事館、教会などが開設され、それに

伴って、多くの外国人が居住、函館（１８６９年＝明治２年＝の

開拓使設置で、箱舘から地名変更）は、近代国家の夜明けと

共に、国際都市の“宿命”を持ち、人々は他地域とはひと味

違う国際性を自ずと体現することとなった。

こういった背景が現在の国際都市の下地になっているの

か、２００４年（平成１６年）１２月の合併以前の旧函館市だけでも

国際交流の市民団体は２５を数え、民間レベルでの活発な活動

が続けられてきた。

それが旧ソ連体制の崩壊と新生ロシアの誕生によって、歴

史を規定してきた要素が再びクローズアップされ、「歴史と

市民が支える国際都市」の位置付けが改めて注目される新時

代を迎えた、といえる。

遺産が生んだ「星形城郭サミット」

函館市ならではの歴史的遺産を生かした象徴的な国際交流

といえば、世界星形城郭サミットが挙げられる。

いうまでもなく幕末の１８６４年（元治元年）築城された函館

の五稜郭は星形の、日本では初めての西洋式城郭。

１９９５年（平成７年）ハリファックス市（カナダ）で開かれ

た先進国首脳会議（サミット）の関連行事に参加した函館市

長が、ハリファックス市長に世界に点在する星形城郭都市に

よるサミットを提案、その２年後に函館市で第１回世界星形

城郭サミット開催が実現した。

第１回サミットには９カ国、１０都市が参加、採択されたコ

ミュニケでは「サミットを継続開催し、共通の歴史・文化遺

産を通じ、今後一層の友好と親善を深めるとともに、その連

携のもと、世界の平和に向けた都市ネットワークの構築と発

展に努力する」とうたわれた。

３年に１度の開催で第２回目は２０００年（同１２年）にパルノ

ヴァ市（イタリア）、０３年の第３回目はサンクト・ペテルブ

ルグ市（ロシア）とハミナ市（フィンランド）の両市共催で

開かれ、第４回目は０６年ヘレヴーツリュイス市（オランダ）

での開催が予定されている。

函館市では「城郭で結ばれた、世界でもユニークな都市間

交流であり、可能な限り続けたい」意向だが、問題は各都市

が抱えている財政問題。財政難からサミットへの参加数にも

ばらつきがあり、これをどう乗り切っていくか、が課題になっ

ている。

渡島管内「ひと、もの、情報の
国際交流拠点都市」に函館市

ロシアのサンクト・ペテルブルグ市とフィンランドのハミナ市の共
催で開かれた第３回世界星形城郭サミット＝２００３年８月
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市民と行政が進める５つの姉妹都市提携

函館のまちづくり３カ年計画にある５つの柱のトップに

「世界と結び豊かな心と文化をはぐくむまち―歴史と文化が

香る国際交流拠点の形成と２１世紀を担う人づくり」が、掲げ

られている。

誕生の経緯から「国際都市」として歩んできた函館だが、

市民と行政が一体となった国際交流の努力が、これを肉付け

してきた、といえる。

国際交流全般を扱う財団法人北海道国際交流センター、函

館市国際理解教育研究会の２団体のほか、早くは１９５３年（昭

和２８年）の日本中国友好協会函館支部発足から、２００４年（平

成１６年）６月の函館・江差・オランダ交流友の会設立まで、

函館日ロ親善協会を含む国別の民間交流団体は１６カ国２３団体

にものぼり、それぞれの活動が分厚い国際交流の土台を築い

てきたといっていい。

市もこれらの活動を支援するため、１９９０年（同２年）に「函

館市国際交流基金」を設置した。

支援対象は大きく分けて①民間団体の会議などの事業、外

国語講座などの国際交流活動への補助②外国人留学生への補

助―の２分野で、官民の協調態勢が函館のひとつの特徴とな

り、世界星形城郭サミットだけでなく、５つの姉妹都市提携

の幅広さにもつながっている。

［ハリファックス市（カナダ）］
海外との姉妹都市交流を望む市民の声もあって１９８２年（昭

和５７年）、函館市市制施行６０周年を記念して、同じ星形城郭

「ハリファックス砦」のある同市と姉妹都市提携を結んだ。

両市長の相互訪問、世界星形城郭サミットの共催など行政

ベースの交流はもちろんだが、提携後、行政以外でも市立東

山小とバートン・エッチンジャー小、市立五稜郭中とフェア

ビュー中、両市の図書館など９団体が次々と各種の姉妹提携

を実現し、語学研修派遣、図書館交流など幅広い付き合いを

繰り広げている。

中でも姉妹校となった北海道教育大函館校とセント・メ

リーズ大との間では毎年教員の交換交流が行われているほ

か、函館青年会議所の強い要請もあって、ハリファックス市

が９８年（平成１０年）の函館クリスマスファンタジー開催時か

ら毎年、巨大なもみの木をクリスマスツリーとしてプレゼン

トし、姉妹都市ならではの温もりが市民の間にも広まってき

ている。

［ウラジオストク市（ロシア沿海地方）］
明治の初めから、日本人が住み、１９２５年（大正１４年）には

日本領事館が設置されるなど、海を隔てた港湾都市でもある

両市にはもともと歴史的な交流があった。

旧ソ連体制下での長い「閉鎖都市」が解除された８９年（平

成元年）、会員数１５０人による函館日ソ親善協会（その後、函

館日ロ親善協会に名称変更）が設立されたこともあって、民

間ベースによる経済、文化、演劇交流の絆が深まった。

市民からの要望に加え、函館市市制施行７０周年を記念して

９２年（同４年）、姉妹都市提携が実現した。２年後に日本で

は初のロシア極東国立総合大学函館校が開学したことは姉妹

都市提携が生み出した大きな成果といえる。

このほか、小学校２校、中学校１校がそれぞれ姉妹校、函

館市にある北大水産学部とロシア科学アカデミー極東支部海

五稜郭と同じハリファックスの星形城郭都市を見学する函館の訪問団＝２００４年７月
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洋生物研究所、博物館同士もそれぞれ姉妹関係を結び、医療

関係者も同様に、相互訪問、研修をするなど、交流は多岐に

わたっている。

また、港町らしく、青函カップヨットレースにウラジオス

トクのヨットマン１２人が出場するなど、スポーツ面での親睦

も進んでいる。

［レイク・マコーリー市（オーストラリア）］
ウラジオストク市と同様、市制施行７０周年を記念して９２年

（同４年）に姉妹都市提携をした。９年前の８３年（昭和５８年）

に函館オーストラリア協会が発足し、レイク・マコーリー姉

妹都市協会との民間交流などが基盤となって姉妹都市提携に

結び付いた。

中学校２校が姉妹校関係を樹立しているほか、南北海道外

洋帆走協会とレイク・マコーリーヨットクラブが姉妹提携を

結ぶなど教育、スポーツなどの交流に広がってきている。

［ユジノサハリンスク（ロシア・サハリン州）］
空路でわずか２時間弱。もともと歴史的なつながりがあっ

たうえ、９４年（平成６年）に函館―ユジノサハリンスク間に

国際定期便が就航したことで、９７年（同９年）の姉妹都市提

携となった。

音楽、教育、スポーツ、文化など官民を問わぬ交流がある

ことは、いうまでもない。新千歳空港と共に北海道とロシア

をつなぐ空の玄関であり、サハリンでの石油・天然ガスの開

発プロジェクトに関連して、ひと、ものの往来は国際交流の

言葉を遙かに超えた日常的なものとなっている。

［天津市（中国）］
１９９０年代に入って函館から中国経済訪問団が毎年のように

天津市を訪問、また、９１年（同３年）には函館五稜郭病院と

天津医学院付属医院が姉妹病院提携をするなど、民間レベル

での交流が続けられていたが、これが一気に膨らんだのが９５

年にスタートを切った函館―天津空港間のチャーター便の開

設だ。

両市が取り組んでいる国際定期航空路開設運動の一環だ

が、中学、高校のほか函館大学と南開大学も姉妹校提携を結

び、両市も２００１年（同１３年）に友好交流都市の関係を築いた。

単に友好だけでなく今後、空路による「ひと、もの、情報」

の実質的な関係拡大への期待もかけられている。

国際観光・水産・海洋・学術
―新たな都市構想への再スタート
０４年（同１６年）１２月、函館市は渡島管内戸井、恵山、椴法

華、南茅部の４町村と合併し、新・函館市として再スタート

を切った。

今後１０年間の新市の総合計画では、国際観光都市に加え「国

際水産・海洋都市構想」を進めることになっている。いずれ

にしろ、姉妹都市のあり方から見ても、函館市が海と空路と

いう立地に根差した他都市とはひと味違う国際化の新局面を

迎えていることは間違いない。

中学生海外派遣事業で１８人がウラジオストク市を訪問し、親善を深めた＝２００４年９月



145145145

その最たるものがロシアとの関係だろう。もともと函館が

横浜、長崎と共に国際貿易港になったのは、ロシアとの地政

学上の位置が大きな要素だったが、ソ連邦の崩壊、それに続

くユジノサハリンスクとの定期空路の開通で再び今日的な脚

光を浴びてきたといえる。

ウラジオストクとの姉妹都市提携の話とほぼ同時に進めら

れた、函館市でのロシア極東国立総合大学函館校の開校（１９９４

年＝同６年）は日本では初めてのもの。

ロシア語はもちろんロシアの歴史・文化・政治・経済・社

会などを学び、ロシア関係のスペシャリストを育成するのが

目的で、ある意味で国際協力・交流面での“教科書的存在”

との言い方も出来るかもしれない。

また、先にも触れたようにユジノサハリンスクとの週２回

の定期便で年間約５千人、さらに週３回のチャーター便で約

３千人が利用、サハリンとわずか２時間弱の空路はロシアと

の新たな交通路となった。

特に、サハリンでの石油、天然ガス開発プロジェクトに関

連して工事関係者がチャーター便で来函、医療、ショッピン

グなど日帰りで用を足すケースも増え、サハリンと函館がひ

とつの生活圏を形成しつつある、とすらいえる。

こういったことから、函館市はサハリン・プロジェクトの

後方支援基地を目指しており、２００３年（同１５年）９月に市、

函館極東貿易協同組合、函館商工会議所、港湾空港に関係し

た２２社・団体が出資して第三セクターの!函館国際貿易セン
ターを設立した。貿易相談、ビジネス交流会開催などの産業

支援事業、サハリンオイルメジャーとの取引、仲介サービス

などの貿易促進事業などで、国際交流による経済の活性化に

取り組んでいる。

また韓国、香港、シンガポールなどから直行チャーター便

による観光客が年々増え、年間で１０万人にも届きそうな勢い。

観光による自然な国際交流のほか１９９２年（同４年）、函館

国際観光コンベンション協会とシンガポール政府観光局が姉

妹提携し、観光や物産を中心とする交流を続け、国際観光都

市同士ならではの新たな関係が生まれてきている。

函館市は合併によって漁獲高は根室、釧路市についで全道

で３位となった。いうまでもなく函館は対馬、リマン、千島

の３つの海流が流れ込む津軽海峡に面し、北大水産学部など

多くの学術・研究機関、水産・海洋関連産業が集積、水産・

海洋の研究を行う上で、他地域にはない環境が整っている。

今後１０年間で「海」をテーマに研究、観光施設を充実させ、

漁業振興を図る「函館国際水産・海洋都市構想」は、イタリ

アのナポリ、米マサチューセッツ州のウッズホールのような

国際的な水産・海洋都市づくりを構想している。

どこまで実現するかはこれからの課題だが、水産・海洋の

学術、研究などによる新たな国際交流の道を探るものとして

注目していいようだ。

全国でも注目されるボランティア組織
財団法人北海道国際交流センター（HIF）
２００３年（同１５年）１０月、函館市にある財団法人北海道国際

交流センターによる「国際交流のつどい」２５周年を記念する

「国際交流フェスタ２００３」が、１９日間にわたって同市内で開

かれた。

ホームステイで日本の餅づくりを体験する外国の学生たち
＝２００４年８月
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初日から１週間のオープニングパネル展だけでも２千２１５

人が来場し、期間中、記念講演と討論会、留学生との交流パー

ティー、世界の異文化体験、南米料理にチャレンジ、２５周年

記念シンポジウムなど盛りだくさんのイベントが催された。

その内容の多彩さはもちろんだが、ほとんどがボランティ

アの人々の支援で企画、運営が行われたところに、同センター

の特徴がはっきりと表れている。

同センターの発足は１９７９年（昭和５４年）、当時渡島管内七

飯町に住み、カナダでの永住権も持っていた秋尾晃正さんが、

出身校の早稲田大学からの依頼で１６人の外国人留学生を同町

内で２週間ホームステイをさせたのが、きっかけ。

「ホームステイで地域を変える。無形の学園を創る」とい

う秋尾さんの強い意思に七飯町役場、農協青年部、教育関係

者が賛同、翌８０年に任意団体として南北海道国際交流セン

ターを立ち上げた。

８４年に道教育委員会の認可で財団法人化、８６年（同６１年）

に財団法人北海道国際交流センターに名称を変更し、現在に

至っている。

ユニークな「国際交流のつどい」と
夏期セミナー
同センターの事業は２本の大きな柱から成っている。その

１つが毎年８月に実施する２週間の「国際交流のつどい」で

あり、もう１つが毎年開く２カ月間の日本語・日本文化講座

夏期セミナーだ。

国際交流のつどいは１度に３００人以上の外国人が函館市と

その周辺の町村でホームステイをし、さまざまな形で日本の

文化、生活を体験してもらおうというもので、すでに、約１００

カ国から６千人以上の人々が、草の根の交流を図っている。

８６年から始まっている２カ月間の日本語・日本文化講座夏

期セミナーは、国内外の専門家が大学での１年間の学習量に

相当する１５０時間もの日本語集中講座を行うもので、米エー

ル大学など海外の一流大学でも、大学の単位認定プログラム

にしているほどの高い評価を受けている。

いずれも同センターの呼びかけによるボランティアのホー

ムステイが支えになっているのが大きな特色だ。

民間ボランティア団体として、この種の活動は全国でもそ

う例がなく、第５回北海道青少年科学文化振興賞（１９８２年）、

国際ソロプチミスト日本財団千嘉子賞（８４年）、国際交流基

金国際交流奨励賞地域振興賞（８５年）、外務大臣賞（９１年）、

第１回北海道地域文化選奨（９４年）、自治大臣表彰（９９年）

と数多くの賞に耀いている。

鹿児島県にある「からいも交流」もボランティアによる在

日留学生のホームステイ・プログラムに取り組んでいること

で有名だが、先輩格の同センターのホームステイによる「国

際交流のつどい」を参考にしたものといわれ、同センターは

全国的にも脚光を浴びる存在になっている。

財団法人北海道国際交流センターの第１９回日本語・日本文化講座夏期セミナーに参加した受講者たち
＝２００４年７月。左側が同センターの事務所とロシア極東国立総合大学函館校が入っている建物
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財政難の克服が大きな課題

悩みがないわけではない。その最大のものが財政問題。財

団法人として民間からの寄付で３千万円の基本財産はあり、

事務所も市から無料貸与されているが、年間の事業費約６千

万円に対して、日本語講座などの収入は５千万円、残りは補

助金６００万円と後援会費や寄付金など４００万円。補助金、寄付

金も減る傾向にあり、同センターでは事務局のスタッフを９

人から５人に削減するなどして、急場をしのいでいる。

同センターの基本でもあるボランティアの確保も大変だ。

２カ月間のホームステイの場合は食事代の一部として月３万

５千円の補助を出しているが、２週間の場合はボランティア

の善意に頼って無料。

同センターは縦割りでも、横並びでもないボランティアの

自発的なエネルギーによる運営だが、ボランティアの人々の

持ち出しをどうカバーするか、講座を担当する専門家への謝

礼は今のままでいいのか―など、解決を迫られる懸案も少な

くない。

こういったこともあって、同センター、函館市役所、３０も

の団体があるNPO推進道南会議が協同で２００３年（平成１５年）

３月、無料の情報誌「ボラット」を発刊した。季刊で創刊号

の発行部数は５千部。「ぶらっとボランティアをやりません

か」という意味を込めた「ボラット」で、ボランティア活動

への新たな参加を呼びかけている。

同センターの山崎文雄代表理事は「やはり、今後もボラン

ティアの人々の自発性に期待したいし、国際交流は頭だけで

なく、肌で感じていく時代に入っている。そのためにもボラ

ンティアによるホームステイの重要性はますます高まってい

る」と語る。

２５年の経験でどう難局を乗り越えていくか、民間の国際交

流のあり方を模索していく上でも全国的に注目されていると

いえよう。

１８５８年に横浜、長崎とともに対外貿易港として開港
された。２００４年１２月、改正合併特例法による道内第
１号として渡島管内戸井、恵山、椴法華、南茅部の
４町村と合併、新・函館市として再スタートを切っ
た。人口約２９万８千人は札幌、旭川市に次いで３番

目。漁獲高も約１８０億円で、根室、釧路市に次いで
３番目で、２００５年１０月に「中核市」に指定された。
国際交流の問い合わせ先
函館市企画部国際課 ℡（0138）21―3111
財団法人北海道国際交流センター ℡（0138）22―0770

函 館 市
人口：約２９万８千人 面積：６７８!

http : //www.city.hakodate.hokkaido.jp/

大沼国定公園で国際交流を楽しむ各国の学生たち＝２００４年８月



148148148

歴史の土壌に根ざした国際化

『七飯町は明治以来、異国文化に接する機会が多く、西洋

農業、農法の北海道における発祥地として、今もその影響は

随所に残されております。昭和３９年（１９６４年）国際福音宣教

団チーフスクールが設立され、宣教師の子女と地域との交流

も自然発生的に進み、昭和５４年には、オレゴン州立大学の日

本留学生のホームステイによる町民レベルの交流を深めて以

来、"北海道国際交流センターの活発な活動により全道的な
草の根交流事業として、定着しております。これらの国際交

流の定着は、町民にとっても国際性が培われつつある状況と

なってきております。』

やや長い引用だが、１９９３年（平成５年）同町が自治省のリー

ディングプロジェクト「国際都市整備」の指定を受けて、作

成した「世界を結ぶ北緯４２度の里」推進計画書での金沢・七

飯町長（当時）のまえがきの一節である。

引用したのは同町が国際化を積極的に推進している背景と

基盤が分かり易く表現されているからだ。

江戸幕府は１８５４年（安政元年）の箱館（現在の函館）開港

と同時に、七重（現在の七飯町）を外国人の限られた遊歩地

に指定し、寄港する外国船、乗組員の需要を満たす目的で食

糧供給地域づくりにも着手した。

「七重で欧州型の農業法を導入したい」というプロシャ（現

在のドイツ）商人のR・ガルトネルが榎本武揚・蝦夷臨時政

権総裁との間で七重の土地を９９年間租借した“ガルトネル事

件”は有名だが、明治政府は１８７０年（明治３年）に七重官園

で気候や土地の似た米国農法の実験を開始、「西洋農業発祥

の地」として、現在の北海道農業の基礎を作った。

「北海道酪農の父」といわれる米国人のエドウィン・ダン

が七重官園にいたのもこの頃で、津軽出身の松田鶴と国際結

婚、七重ではいち早く国際化の花が開いていた証しともいえ

る。

１９０８年（明治４１年）川田龍吉男爵（函館ドック社長）が、

米マサチューセッツ州原産のジャガイモ「アイリッシュ・コ

プラー」を買い入れ、七飯村（１９０２年＝明治３５年＝から村制

を敷き七重から七飯村に）の自家農園で栽培、普及させたの

が、有名な「男爵イモ」。

また、明治初期からワイン用のぶどう栽培も試験的に行わ

れたが、七飯町にある「!はこだてわいん」が現在生産して

いる無添加ワイン「コンコード」は、同町が姉妹都市提携し

ている米国のコンコード町原産のぶどうがルーツという奇縁

となっている。

さらに、中国山東省に端を発した外国人宣教師の師弟のた

めの「チーフスクール」が、６４年（昭和３９年）に同町でも開

設された。言ってみれば、インターナショナル・スクールの

日本版で、他にアジアではマレーシアに１校あっただけとい

う、それ自体が珍しい“国際的な存在”だった。

同町では英語、中国語、韓国語、日本語などで教育し、チー

フスクールの子供たちは同町の峠下小、中学校の運動会に参

加するなど、地域交流も盛んだった。

９８年（平成１０年）に閉鎖されたが、近くに住んでいたとい

う同町の磯場嘉和・国際交流係長は「よく遊んだし、外国人

という違和感は子供の頃からなかった」と話す。

同町には日常の中で異文化と接し、国際性が“自生”する

という独特の歴史があったわけだ。

その土壌が、その後の「国際交流のつどい」や「世界を結

ぶ北緯４２度の里」づくり、米マサチューセッツ州コンコード

町との姉妹都市提携――といったさまざまな国際交流の取り

組みを生み出していったといえる。

生き続ける「国際交流のつどい」の精神

函館市の項で財団法人北海道国際交流センターについては

詳しく触れているが、ホームステイによるボランティアの国

際交流は同町で始まった。７９年（昭和５４年）同町に在住し、

カナダの永住権も持っていた秋尾晃正さんが外国人留学生を

２週間、同町でホームステイをさせたのが、そもそものきっ

かけ。

「ホームステイで地域を変える。無形の学園を創る」とい

う秋尾さんの呼びかけに、同町の農協青年部、教育関係者ら

が立ち上がり、翌年には任意団体の南北海道国際交流セン

ターを発足させた。

その活動は８６年（同６１年）に財団法人として再スタートを

切った北海道国際交流センター（函館市）に引き継がれ、全

道規模の広がりを持ってきている。

以来、「国際交流のつどい」発祥の地・七飯町は同センター

から毎年２０人前後のホームステイを受け入れ、同つどいでの

ホームステイ実施は２００５年で２７回目を数える。

渡島管内「世界を結ぶ
北緯４２度の里」づくり七飯町
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活動は自然な形で引き継がれているわけで、町では「町民

の国際交流の意識向上に果たした役割は大きく、心温まる

数々のエピソードは、そのまま町民が豊かに生きる財産に

なっている」という。

「国際観光ゾーン」が持つ“財産”

前述したように、自然が作り出した造形美ともいえる活火

山の駒ケ岳、その麓の大沼、小沼、じゅんさい沼などを含む

緑豊かな一帯は、明治維新前から外国人の遊歩地に指定され

たほどだ。１９０３年（明治３６年）には道立公園として自然保護、

公園整備がさらに進められ、全国でも最古の自然公園の１つ

となった。

５８年（昭和３３年）には全国で１３番目の国定公園に昇格、８６

年に同町国道５号線沿いの「赤松街道」が「日本の道百選」

に選ばれたこともあって、国際観光地としての同町の大きな

財産になった。

具体的には、翌８７年大沼は函館と共に、外国人観光客が１

人歩き出来る「函館大沼国際観光モデル地区」の指定を受け

たのを皮切りに、９６年（平成８年）には運輸省の「ウェルカ

ムプラン２１（訪日観光交流倍増計画）」、続く９７年には自治省

の「国際交流の町推進プロジェクト」にも相次いで指定され

た。

大沼国定公園への観光客の入り込み数は年間２００万人を超

え、宿泊者も約２０万人、うち外国人は約３千人。外国人が安

心して散策できるように英語などのパンフレット、案内標識

の作成だけでなく、多様化するニーズに対応することでリ

ピート観光につながるよう、情報提供とガイド機能、国際交

流と参加体験機能の充実を図っている。

その中心になっているのが、町が２０００年（同１２年）、JR大

沼公園駅前に開設した「七飯町大沼国際交流プラザ」。

英語の出来る職員を配置し、写真パネル、インターネット

などを活用した情報の提供、さらに、各種ボランティアと協

力して地場産品の紹介などを行っているほか、絵手紙や押し

花、七宝焼きなどの体験教室も開いて、参加・体験型の観光

対策にも力を入れている。

同町の国際化には歴史の流れだけでなく、大沼国定公園と

いった恵まれた自然が大きくプラスに作用しており、外国人

観光客による国際交流、経済効果が自然に生まれる―という

他地方にはうらやましいほどの土壌となっている。

道は０５年（同１７年）７月に体験型観光を推進するモデル団

体として道内３団体を選定した。そのうちの１つが駒ケ岳・

大沼ツーリズム実行委員会。道内でも有数の国際観光ゾーン

が今後さらに「国際交流の町」をどう大きく成長させていく

のか―が試されているといえる。

交流の拠点
―「大沼国際セミナーハウス」
１９８５年（昭和６０年）度に策定された七飯町総合計画は「豊

かな緑につつまれた魅力あるあすのまちづくり」を目指し、

その中心に「人」を据え、国際交流の拠点づくりの推進に取

り組んできた。

その発想の基盤には前述した「国際交流のつどい」があっ

たというが、その延長線上にある「世界を結ぶ北緯４２度の里」

の拠点構想が８９年（平成元年）、自治省のリーディングプロ

ジェクト（国際都市整備）の指定を受け、９１年から５カ年計

画で構想の具体化が始まった。

総事業費は約１４億円。約５４ヘクタールの土地に「国際交流

の森」と「国際自然の森」を設け、約２４ヘクタールの「国際

交流の森」の中に「世界を結ぶ北緯４２度の里」を実現する拠

点施設を整備・建設した。

９２年（同４年）にオープンした北海道大沼国際セミナーハ

ウス（写真）は、３カ国語の同時通訳が可能な８０席の国際会

議場、３つの研修室、和風研究棟などを備えた堂々たる施設。

!数理科学振興会主催の日米JAMSセミナー、国際啄木学

コンコード町から１１人の教師が七飯町の峠下小学校を訪れ、子供た
ちと和やかな交歓を行った＝２００５年６月

「世界を結ぶ北緯４２度の里」の拠点となっている北海道大沼国際セ
ミナーハウス
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会北海道大会、第１３回国際地球内部電磁誘導研究集会、環境

問題を考える日米高校生会議など参加者が１００人を超える国

際会議が、例年開かれている。

また、財団法人北海道大沼国際交流協会（職員４人）も翌

９３年、七飯町を中心に函館市、上磯町、大野町の１市３町の

協力体制で設立され、同セミナーハウスの管理・運営に当

たっている。

同交流協会主催のダニエル・カール、ケント・ギルバート

氏らによる国際理解講演会も例年のように開かれ、さらに、

町民から通訳・翻訳、ホームステイ、茶道、華道などの文化

交流ボランティアの登録を受け、さまざまな国際交流イベン

トを実施している。

緑の森に囲まれた同セミナーハウスを文字通り国際交流の

拠点にしようと、元山口大学学長で世界的な数学者の広中平

祐氏が世界の頭脳を集めた「湧源大学」開設を提唱、その後

これとは別にはこだて未来大学が実現するが、２００４年（同１６

年）８月には同セミナーハウス内に広中氏の研究室「湧源室」

の開設をみた。

米田力・同セミナーハウス事務局長心得は「まだ利用者が

少ないので、さらにアイデアを凝らして、利用者増に努めた

い」と語るが、年間の利用者は０２年（同１４年）度から連続し

て２００件、１万人を超えてきた。

利用者増は当然国際観光地区としての同町の発展と経済効

果に波及していくわけで、「世界を結ぶ北緯４２度の里」は、

その存在感を維持し続けているといえる。

北緯４２度同士のコンコード町（米国）
との姉妹都市提携
「北緯４２度の里」づくりと並行して１９９２年（同４年）、北海

道庁の紹介で米マサチューセッツ州のコンコード町との交流

が始まった。

前述したように七飯町発祥の男爵イモや同町特産のリンゴ

などは同州から取り入れたものだし、明治初期の「七重官園」

はコンコード町出身のホイラー氏が設計、そこでの米国農業

実験も同州と深いつながりがある。

いわば七飯町の「国際化の歴史」が呼び込んだ姉妹都市提

携といっても過言ではない。

同町と同じ北緯４２度、州都ボストンの北西約３０キロに位置

するコンコード町は、人口約１万６千人の町。独立戦争勃発

の地で同町生まれの作家ルイザ・オルコットが書いた「若草

物語」の舞台であり、ヘンリー・ソロの「森の生活」も大沼

に似たコンコードのウォールデン湖を舞台にしている。

歴史的なつながりに加え、気候、農作物、風土などが七飯

町と類似していることもあって、両町の相互訪問、小学生の

作品の交換・展示など交流が一気に加速、９４年には民間の「コ

ンコードと仲良くする会」も結成された。

両町が七飯町で正式に姉妹都市提携の調印をしたのは、９７

年（同９年）１１月のこと。道内では滝川市とスプリングフィー

ルド市に次いでマサチューセッツ州の自治体とは２番目の姉

妹都市提携となった。

姉妹都市国際交流員のバートン・ベイツさん（中央）が大沼国際セミナーハウスとその周辺で開いた「ネ
イチャー・スクール」＝２００５年４月
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交流内容は中、高校生の海外交流研修が主。毎年１０月に中

学生５人、高校生２人、引率教諭、町職員、町民代表がコン

コード町を訪れ、５泊のホームステイで授業参観などの交流

を図る。町が全額助成（２００５年からは１人３万円の自己負担）

してきた。

また、２００４年（同１６年）度から町が半額助成して、町民レ

ベルの人的、文化的交流によって相互理解を深める姉妹都市

交流町民派遣事業もスタートさせた。

コンコード町の方からは、中学生や高校生、さらには教師

が来町しているが、大規模な訪問団としてはコンコード・

カーライル高スクールバンドの生徒が１９９８年（同１０年）に７９

人、２００４年には９３人が七飯町を訪れ、地元の七飯中、七飯高

との合同演奏会を開いたり、近隣の高校生と日米環境問題討

論会を催すなど中身の濃い交流となっている。

もう１つの特徴は１９９８年以降、七飯町独自でコンコード町

から国際交流員を採用していること。

国際交流員は町民を対象に初級、中級、上級の１０クラスの

英会話講座、年４回の野外活動講座「ネイチャー・スクール」、

各種国際イベントへの参加などで“親善大使”の役割を果た

している。

２代目の国際交流員のモニカ・テリーさんは日本人と国際

結婚したし、４代目のバートン・ベイツさんは小樽商大に１

年間留学したこともある親日家。「人々が親切で、七飯町が

大好きだ。コンコードとの絆をもっと強めたい」という。

人口３万人にも満たない七飯町だが、以前から町には国際

交流係があり、国際交流に力を入れてきた。「スクールバン

ドの１００人近い高校生でも、町の人々がホームステイを引き

受けてくれる。国際交流のつどいの経験からでしょうか…」

と磯場・同町国際交流係長も感心する。

国際観光を標ぼうできる恵まれた自然と国際性豊かな歴史

があるものの、同町の自然体ともいえる国際交流は、これら

に加え、財団法人北海道国際交流センターの発祥地として

培ったボランティアの高い国際意識と、国際化の土壌をさら

に豊かに拡大しようという、町ぐるみの前向きな姿勢が、相

乗効果になって現れていることは間違いないようだ。

七飯はもともと七重と書かれていたが、１９０２年（明
治３５年）の２級町村制の施行で七飯村となり、１９５７
年（昭和３２年）に現在の七飯町の名称となった。人
口は５９年の精進川鉱山の閉山で一時減少したが、函
館市、上磯町、大野町との１市３町で形成する函館
圏の一翼を担い、１９７５年以降函館市のベッドタウン
として人口増加が続いている。明治初期の七重官園

での西洋農業発祥の地という歴史を持つ農業、酪農
に加え、「大沼国定公園」による国際観光で今後、
通過型から滞在型への展開が課題になっている。

国際交流の問い合わせ先
七飯町企画財政課国際交流係 ℡（0138）65―2511
"北海道大沼国際交流協会 ℡（0138）67―3950

七 飯 町
人口：約２万９千人 面積：２１６．６!

http : //www.town.nanae.hokkaido.jp/

姉妹都市提携５周年でいつものようにホームステイによる温かいも
てなしが待っていた＝２００２年１０月

１９９８年に次いでコンコード・カーライル高校スクールバンドのメン
バー９３人が来町し、七飯中、七飯高との合同演奏会で親交を深めた
＝２００４年４月



152152152

きっかけは友情とホルスタイン

日本で初めての女医、荻野吟子氏が明治時代に医院を開業

し、生活したことで一躍全国にその名を知られるようになっ

た「瀬棚」。旧瀬棚町役場（現在の瀬棚総合支所）の玄関に

入ると、すぐ目に飛び込んで来るのが米ハンフォード市（カ

リフォルニア州）との姉妹都市コーナーだ。

訪れた人が一目で分かるように、姉妹都市提携の盟約書、

交歓風景の写真などがきっちりと展示されている。

人口３千人にも満たない旧瀬棚町（以下、旧名で記載）が

荻野吟子氏とは別に、もう１つ誇りとしているのが、友情と

ホルスタインが取り持った、この国際交流なのだ。

その生みの親ともいえるのが、ハンフォード市出身の日系

アメリカ人のアーサー・神塚氏。神塚氏は江別市の酪農学園

大学に勤務中、親しくなった同町の酪農家を時々訪れ、その

都度酪農技術の指導も行っていた。

その縁もあって同氏の働き掛けで１９６０年（昭和３５年）、ハ

ンフォード市からホルスタインの優秀な未経産牝牛１０頭、翌

年にも１０頭、合わせて２０頭が同町に寄贈され、「棚瀬におけ

る酪農振興の出発点になった」（同町）との経緯がある。

その後の交流もあって、同町は９０年（平成２年）に同氏を

通じて姉妹都市提携を申し入れ、９１年（同３年）のハンフォー

ド市開基１００年記念式典に招待された佐々木町長（当事）ら

が、盟約書に正式調印した。

人口だけでも同町の２０倍以上もある同市が提携に踏み切っ

たのは、同市にある地元紙が姉妹都市提携時に掲載した「本

来、姉妹都市提携は都市同士の関係ではなく、住民の努力、

人と人との関係で築かれるべきものだ」という識者の意見を

実行に移した形。

その意味では道内でもそう例のない友情が築いた住民レベ

ルの提携といえる。

米ハンフォード市との手作りの友好、親善

提携翌年の９２年から瀬棚、ハンフォード双方がそれぞれ隔

年毎に相互訪問を続けている。１週間程度、ホームステイを

檜山管内 親子二代がはぐくむ
日米の絆

せたな町瀬棚区
（旧 瀬棚町）

よさこいソーラン祭りに参加するのも交流の楽しみというハンフォードの人たち
＝２００４年６月、札幌市で
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ハンフォード市を訪れた際、ちぎり絵作りを指導する瀬棚の参加者

して親睦を図るが、日米間の旅費はそれぞれが持ち、その国

の滞在期間中の費用は、招待者側が負担する仕組み。

瀬棚では米国への訪問団参加者の旅費の３分の２を補助し

ていた。

小さな町だけに交流は、気持ちのこもった“手作り”の内

容になっている。例えば、２００４年（同１６年）６月、同町を訪

れたハンフォードからの訪問団１８人（高校生１２人、一般の人

６名）の８日間のスケジュールを見てみると―。

新千歳空港到着後、同夜は札幌泊。２日目は瀬棚での歓迎

式を皮切りに記念撮影、ホストファミリーとの対面。３日目

は、瀬棚海上保安署の巡視艇搭乗後、立象山展望台などの町

内観光。さらにパークゴルフ大会参加、よさこいソーラン踊

りの練習と続く。

４日目は瀬棚商業高校との交流、日本料理講習、町民との

交歓パーティー。５日目は姉妹都市懇談会、学校訪問、日本

文化体験（ちぎり絵、茶道、書道など）、よさこいソーラン

踊り練習。６日目は町内散策、近隣観光地視察。

７日目はお別れ式後、札幌のよさこいソーラン祭りに参加

し、札幌泊。最後の日は同じくよさこいソーラン祭りを楽し

んだ後、新千歳空港へ―というハードな日程。町ぐるみで歓

待する姿が目に浮かぶようなスケジュールになっている。

交流内容もほぼ想像できるが、映画「ラスト・サムライ」

の影響もあって、北檜山警察署での剣道体験、威勢のいいよ

さこいソーラン踊りなどが人気で、ハンフォードを訪れた際

も、よさこいソーラン踊りを披露したり、ちぎり絵講習も実

施しているそうだ。

ピアノコンサート
―親子二代が引き継ぐ交流
ジョン・神塚氏は国際的にも著名なピアニストだが、名前

でも分かるように、アーサー・神塚氏のご子息。

ジョンさんは幼少の頃、父親のアーサー氏に連れられて同

町によく遊びに来ていたほか、アメリカンスクール時代に同

町にある三愛牧場でのワークキャンプに参加、瀬棚ファンに

なったそう。

こういったこともあって、姉妹都市提携翌年の１９９２年（平

成４年）から毎年、日本での公演の都度同町を訪れ、文字通

り、“瀬棚のためのピアノコンサート”を開いている。

２００４年（同１６年）までコンサートは１３回を数えるが、瀬棚

では滅多にチャンスのない生のピアノ演奏を楽しめるほか、

時間があればジョンさんが直接子供たちにピアノを教える、

といった心のこもったサービスも―。

父親が芽吹かせた国際交流を息子がさらに温かく包み込

み、親子二代で「友情の絆」を膨らませ続けているわけだ。

瀬棚の人々が誇りに思うのもうなずける、文字通りのほの

ぼのとした「心の懸け橋」となっている。

和太鼓で日本文化体験も
＝２００４年６月、旧瀬棚町で

瀬棚海上保安署巡視艇で洋上視察を楽しむハンフォードの人々
＝２００４年６月
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姉妹校提携にも発展

姉妹都市提携後から、小、中学生による絵画などの交流の

ほか、中、高校生の文通も続けられてきたが、瀬棚商業高校

とハンフォード高校との姉妹校提携が出来たのが、１９９８年（同

１０年）のこと。

翌９９年から２００１年の米国での同時多発テロ事件、０３年（同

１５年）の重症急性呼吸器症候群（SARS）流行時を省いて毎

年、瀬棚商業高２年生全員が修学旅行で同市を訪問、米国か

らも訪問団の中に高校生が積極的に参加し、親睦を深め合っ

ている。

瀬棚商業高では、ハンフォード市から取り寄せた物産を実

習販売会で町民向けに販売したり、ハンフォード高では日本

語クラブが設立されるなど、交流の具体的な成果が出てきて

いる。

旧瀬棚町の国際交流担当者は「こんな地方にもかかわらず

外国人への違和感は無くなってきたし、修学旅行などで知り

合いも出来、ホームステイの依頼もスムーズになってきた。

姉妹都市交流のいい結果」という。

２００５年９月１日に旧瀬棚町は北檜山町、大成町と合併し「せ

たな町」となったが、神塚親子が取り結んだ“友情の絆”が、

今後も生き続けていくことは間違いないだろう。

日本で初めての女性医師で、婦人解放運動でも著名
な荻野吟子氏が１８９４年（明治２７年）瀬棚区（旧瀬棚
町）に居を移し、医院を開業したことで有名。酪農、
漁業のまちで、海岸線は変化に富み、狩場茂津多道
立自然公園にも指定されている景勝地でもある。旧

瀬棚町（面積１２５．７!、人口約２千７００人）は２００５年
９月１日、北檜山町、大成町と合併し、「せたな町」
となった。
国際交流の問い合わせ先
せたな町瀬棚教育事務所 ℡（01378）7―3322

せ た な 町 瀬 棚 区
人口：約１万１千人 面積：６３８．６!

http : //www.town.setana.lg.jp/

姉妹校提携で高校生同士の交流も深まっている
＝２００４年６月
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年 月 主な交流・出来事
１９７１年（昭和４６年） ４ 北方圏調査会設立

４ 第３期北海道総合開発計画スタート（北方圏構想が盛り込まれる）
９ シベリア・極東地方経済文化視察団派遣

１９７２年（昭和４７年） ２ 北海道・カナダ親善スポーツ交流
５ 北方圏調査室設置（北海道）
６ 北方圏交流推進協議会設置（北海道）
８ 第１回北海道・ソ連極東地区親善スポーツ夏季大会（札幌、釧路）
９ 北海道・カナダアラスカ経済文化視察団派遣
１１ 北方圏構想推進の季刊誌「北方圏」創刊

１９７３年（昭和４８年） １ 北欧文化視察団派遣
２ 第１回北海道・ソ連極東地区親善スポーツ冬季大会（札幌ほか）
１０ 北海道・アルバータ州スポーツ指導者交流

１９７４年（昭和４９年） ７ 北海道・アルバータ州酪農科学技術交流開始
８ 農業技術交流団派遣
９ 第１回北方圏環境会議（札幌）

１９７５年（昭和５０年） １１ 北方圏交流推進委員会設置（知事の諮問機関）
１９７６年（昭和５１年） ２ 第１回北方圏文化会議（札幌）

１１ 北方圏情報センター設立（北方圏調査会に併設）
１９７７年（昭和５２年） ３ 北欧ファッション視察団派遣

９ 北欧生活環境視察団派遣
１２ 北海道のカーリング元年

１９７８年（昭和５３年） ４ !北方圏センター発足
５ !北方圏センター設立総会
７ "北方圏交流基金創設（２００４年に北方圏センターと統合）

１９７９年（昭和５４年） １ 北方圏センター新施設オープン
２ 北方圏ジャーナリスト交流会議（札幌）
６ 北方圏寒地住宅視察調査団派遣
９ 第２回北方圏環境会議（カナダ・エドモントン）

１９８０年（昭和５５年） ２ 第１回札幌国際スキーマラソン大会（札幌）
９ 北海道とカナダ・アルバータ州との姉妹提携調印

１９８１年（昭和５６年） １１ 北海道・アルバータ州経済交流会議（札幌）
１９８２年（昭和５７年） ２ 第１回北方都市会議（札幌）

６ 北方圏交流北海道国際会議（札幌）
１９８３年（昭和５８年） ２ 第１回寒地開発に関する国際シンポジウム（札幌）

２ 「冬の装い」研究協議会・国際展（札幌）
１９８４年（昭和５９年） ４ 第１回日ソ極東・北海道友好交流会議（ロシア・ハバロフスク）

６ 札幌国際見本市開催（札幌）
１９８５年（昭和６０年） ９ 第２回北方都市会議（瀋陽市）
１９８６年（昭和６１年） ２ 氷海域開発国際シンポジウム（紋別）

６ 北海道と中国・黒竜江省との友好提携調印
１９８７年（昭和６２年） ３ 北方圏スパイクタイヤセミナー（札幌）
１９８８年（昭和６３年） ２ 第３回北方都市会議（カナダ・エドモントン）

８ 第２回寒地開発に関する国際シンポジウム（中国・ハルビン）
１９９０年（平成２年） ２ 北海道とアメリカ・マサチューセッツ州との姉妹提携調印

３ 第４回北方都市会議（ノルウェー・トロムソ）
９ 第３回北方圏会議（アメリカ・アンカレジ）

１９９１年（平成３年） ６ 第３回寒地開発に関する国際シンポジウム（カナダ・エドモントン）
１１ 北方圏フォーラム設立

１９９２年（平成４年） １ 第５回北方都市会議（カナダ・モントリオール）
１９９３年（平成５年） ９ 北方圏フォーラム第１回総会（ノルウェー・トロムソ）
１９９４年（平成６年） ３ 第６回北方都市市長会議（名称変更 アメリカ・アンカレジ）

６ 第４回寒地開発に関する国際シンポジウム（フィンランド・エスポ）
１９９５年（平成７年） ９ 北方圏フォーラム第２回総会（札幌、赤井川）

９ 北方圏フェスティバル’９５（札幌）
１９９６年（平成８年） ２ 第７回北方都市市長会議（カナダ・ウィニペグ）
１９９７年（平成９年） ５ 第５回寒地開発に関する国際シンポジウム（アメリカ・アンカレジ）

８ 北方圏フォーラム第３回総会（ロシア・ヤクーツク）
１９９８年（平成１０年） １ 第８回北方都市市長会議（中国・ハルビン）

１１ 北海道とロシア・サハリン州との友好・経済協力提携調印
１９９９年（平成１１年） ５ 北方圏フォーラム第４回総会（フィンランド・ロバニエミ）

６ 第１回北方圏経済人会議（フィンランド・ロバニエミ）
２０００年（平成１２年） １ 第６回寒地開発に関する国際シンポジウム（オーストラリア・ホバート）

２ 第９回北方都市市長会議（スウェーデン・ルレオ、キルナ）
８ 北方圏フォーラム野生動物保護管理指針遂行プロジェクト委員会（ロシア・カムチャツカ）

２００１年（平成１３年） １０ 北方圏フォーラム第５回総会（カナダ・エドモントン）
１２ ユース・エコ・フォーラム（カナダ・エドモントン）

２００２年（平成１４年） ２ 第１０回北方都市市長会議（青森）
６ 北方圏フォーラム環境教育プロジェクト委員会（中国・ハルビン）

２００３年（平成１５年） ４ 北方圏フォーラム第６回総会（ロシア・サンクトペテルブルグ）
２００４年（平成１６年） ２ 第１１回北方都市市長会議（アメリカ・アンカレジ）

８ ユース・エコ・フォーラム（札幌、当別）
９ 第７回寒地開発に関する国際シンポジウム（札幌）

２００５年（平成１７年） ６ 北方圏フォーラム第７回総会（中国・ハルビン）
８ ユース・エコ・フォーラム（アイスランド・アクレイリ）

②北方圏構想推進の歩み

社団法人北方圏センター調べ
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北方圏構想と北方圏センターの設立

１９７１年（昭和４６年）４月、北海道開発の長期的な指針である「第三期北海道総合開発計画」（１０カ年）がスター
トし、その中に北方圏諸国との交流を目指す北方圏構想が盛り込まれました。
この北方圏構想は、北海道と同じような積雪寒冷の気候風土の中で長い歴史を持ち、高い文化を培ってきた北米、
カナダ、北欧諸国などとの交流を通じて、北海道の産業経済や生活、文化の向上を図り、北国の風土に根ざした北
海道らしい地域づくりを進めていこうとするもので、これは、開拓以来の中央から持ち込まれた南方志向の発想を、
北海道の風土に立脚した北方志向の発想へと、道民意識のドラスティックな転換を求めるものでもありました。し
かし、この構想が始動した当時は、「北方圏」の言葉自体が耳新しいものであったうえ、「北方圏」とはどこを指す
のかなど馴染みがなく、構想の推進の第一歩は、まず道民に対する啓蒙活動から始められました。

この北方圏構想の推進母体となったのが、三期計画のスタートと同時に設立された「北方圏調査会」であり、翌
年１月に内閣総理大臣から社団法人の認可を得、１９７６年（昭和５１年）１１月には、北方圏諸国に関する資料・文献な
どを収蔵する「北方圏情報センター」を併設し、さらに、１９７８年（昭和５３年）４月には、これらを発展的に改組の
上、事務所を北海道庁別館に移転して、現在の「社団法人北方圏センター」が発足しました。以来、北方圏交流を
主軸としたシンクタンク機能、データバンク機能、エクスチェンジ機能を持った全国でもユニークな国際交流団体
として活発な活動を展開し、冬の生活に対する道民意識の改革や特色ある地域づくりに向け、多方面に大きなイン
パクトを与えてきました。また、北方圏センター発足後の１９７８年（昭和５３年）７月には、民間団体などの北方圏交
流事業を資金面から支援する「財団法人北方圏交流基金」も設立されました。

総務省から地域国際化協会の認定

近年のグローバル化の進展の中で、国際社会の相互依存関係がますます強まるとともに、地域に対する国際協力
への要請など、様々な変化が押し寄せてきています。
このようなことから北方圏センターでは、北海道が北米や欧州諸国に最も近く、北方圏諸国とアジア太平洋地域
との結節点に位置する地域でもあることから、従来の北方圏諸国との交流のみならず、さらに広く世界との交流や
協力活動にも力を入れていくこととし、１９９５年（平成７年）６月、定款の一部変更を行い、活動の拡大を図りまし
た。

そして１９９６年（平成８年）４月からは、国際協力機構（JICA）が開発途上国の技術研修員の受け入れを進める
ために設置した「札幌国際センター」、「帯広国際センター」の管理・運営を受託するとともに、道の技術研修員の
受入事業なども担当。さらに、１９９８年（平成１０年）３月には、総務省から「地域国際化協会」に認定され、また２００４
年（平成１６年）７月には、（財）北方圏交流基金を吸収統合し、北海道の中核の国際交流団体として、北海道の国際
化の推進に向け、幅広く多彩な活動を展開してきています。

北方圏センター年表（略）

・１９７１年（昭和４６年）４月 北方圏調査会の設立
・１９７２年（昭和４７年）１月 内閣総理大臣から社団法人の認可
・１９７６年（昭和５１年）１１月 北方圏情報センターの併設
・１９７８年（昭和５３年）４月 社団法人北方圏センターに改組

・１９９５年（平成７年）６月 定款一部変更（青年婦人国際交流事業の統合）
・１９９６年（平成８年）４月 国際センターの管理運営
・１９９８年（平成１０年）３月 総務大臣から地域国際化協会の認定
・２００４年（平成１６年）７月 財団法人北方圏交流基金を統合

③社団法人北方圏センター
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国際交流・国際理解�

北方圏交流� 国際協力�

調査研究出版� 情報収集提供�

北方圏センターは、会員をもって構成される社団法人であり、会員数は平成１７年４月１日
現在、約１，６００人です。
北方圏センターの運営は、会員総会で選出された理事によって構成される理事会があり、
そこで会長、副会長、専務理事などが選任されて行われ、そのもとに事務局が置かれて事業
の推進にあたっています。
事務局は、事務局長のもとに、本部には総務、事業、調査研究、出版、国際協力の５部が、
出先には札幌、帯広の２国際センターが置かれています。

北方圏センターは、設立以来、シンクタンク機能・データバンク機能・エクスチェンジ機
能の３つの柱をもとに、北方圏交流をはじめ、世界との国際交流・国際理解や国際協力、さ
らには調査研究出版、情報収集提供などの事業を行い、本道の国際化の推進に取り組んでい
ます。

組 織

顧 問
総 会 総 務 部

会 長
理 事 会 事 業 部

副 会 長
専務理事
常務理事

監 事 事務局長 調査研究部

参 与
専門委員

出 版 部

国際協力部

館 長

館 長

札幌国際センター

帯広国際センター

活 動
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国 名 州・省・地域 提携先 市町村名 提携年月日 提携順
アメリカ

アラスカ州

スワード 帯 広 市 １９６８年３月２７日 ９
アンカレジ 千 歳 市 １９６９年４月２１日 １０
シトカ 根 室 市 １９７５年１２月１９日 ２２
パーマ 佐 呂 間 町 １９８０年１０月２８日 ３０
ホーマー 天 塩 町 １９８４年４月７日 ３７
ポートライオンズ 福 島 町 １９８７年６月２３日 ４５
フェアバンクス 紋 別 市 １９９１年２月８日 ６０

オレゴン州

ポートランド 札 幌 市 １９５９年１１月１７日 １
ニューポート 紋 別 市 １９６６年４月８日 ５
シーサイド 積 丹 町 １９６６年５月１７日 ６
グレシャム 江 別 市 １９７７年５月２０日 ２５
キャンビー 栗 沢 町 １９８９年７月１９日 ５０

カリフォルニア州
トレーシー 芽 室 町 １９８９年８月５日 ５１
ハンフォード せ た な 町 １９９１年８月１１日 ６４

マサチューセッツ州
スプリングフィールド 滝 川 市 １９９３年８月７日 ７３
コンコード 七 飯 町 １９９７年１１月１５日 ８８

イリノイ州 ブルーミントン・ノーマル 旭 川 市 １９６２年１０月１１日 ２
ニュージャージー州 エリザベス 北 見 市 １９６９年６月１２日 １１
アイダホ州 ポカテロ 岩 見 沢 市 １９８５年５月２０日 ４０
ケンタッキー州 レキシントン 静 内 町 １９８８年７月２１日 ４７
テネシー州 ノックスビル 室 蘭 市 １９９１年１月１６日 ５９
コロラド州 アスペン 占 冠 村 １９９１年８月２９日 ６５

カナダ

ブリティッシュ・コロンビア州

バーナビー 釧 路 市 １９６５年９月９日 ４
ペンティクトン 池 田 町 １９７７年５月１９日 ２４
スパーウッド 上 砂 川 町 １９８０年９月２３日 ２９
ケネル 白 老 町 １９８１年７月１３日 ３２
キャンベルリバー 石 狩 市 １９８３年１０月２４日 ３６
ポートアルバーニ 網 走 市 １９８６年２月９日 ４３
キャッスルガー 遠 別 町 １９８９年６月２１日 ４８
レイクカウチン 大 滝 村 １９８９年１０月８日 ５２
ポートハーディ 沼 田 町 １９９４年４月３日 ７５
アシュクラフト 美 深 町 １９９４年７月２３日 ７６
サマーランド 豊 頃 町 １９９６年６月１１日 ８０
アボツフォード 深 川 市 １９９８年９月１４日 ９３

アルバータ州

ロッキーマウンテンハウス 上 川 町 １９８４年６月２１日 ３８
ストーニープレイン 鹿 追 町 １９８５年８月２６日 ４１
カムローズ 上富良野町 １９８５年９月５日 ４２
ラコーム 陸 別 町 １９８６年７月５日 ４４
カンモア 東 川 町 １９８９年７月１２日 ４９
ステットラー 興 部 町 １９９０年６月２６日 ５５
ウェタスキウィン 足 寄 町 １９９０年９月１５日 ５６
バーヘッド 常 呂 町 １９９１年７月４日 ６３
ホワイトコート 上 湧 別 町 １９９８年７月１７日 ９０

オンタリオ州
リンゼイ 名 寄 市 １９６９年８月１日 １２
ケノーラ 下 川 町 ２００１年２月１６日 ９９

ノバスコシア州 ハリファックス 函 館 市 １９８２年１１月２５日 ３５
プリンス・エドワード・アイランド州 シャーロットタウン 芦 別 市 １９９３年７月１日 ７２

ブラジル サンパウロ州 バストス 遠 軽 町 １９７２年１０月１８日 １８
中国

遼寧省
瀋陽 札 幌 市 １９８０年１１月１８日 ３１
撫順 夕 張 市 １９８２年４月１９日 ３４
朝陽 帯 広 市 ２０００年１１月１７日 ９８

④道内姉妹友好提携都市一覧（国籍別）
７３市町村 １７カ国 １０３組 平成１７年１１月現在
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国 名 州・省・地域 提携先 市町村名 提携年月日 提携順
中国 黒竜江省 哈爾濱 旭 川 市 １９９５年１１月２１日 ７９

河北省
秦皇島 苫 小 牧 市 １９９８年９月１日 ９２
天津 函 館 市 ２００１年１０月１８日 １０１

湖南省 汨羅 赤 平 市 １９９９年９月３０日 ９５
四川省 彭州 石 狩 市 ２０００年１０月２４日 ９７
広東省 広州 登 別 市 ２００２年３月１９日 １０２
山東省 日照 室 蘭 市 ２００２年７月２６日 １０３

韓国 慶尚南道 晋州 北 見 市 １９８５年５月１６日 ３９
京畿道 水原 旭 川 市 １９８９年１０月１７日 ５３
江原道 三陟 赤 平 市 １９９７年７月１８日 ８３

フィリピン バギオ 稚 内 市 １９７３年３月２０日 １９
オーストラリア

ニューサウスウェールズ州
レイクマコーリー 函 館 市 １９９２年７月３１日 ６９
ゴールバーン 士 別 市 １９９９年７月３日 ９４

タスマニア州 クラレンス 厚 岸 町 １９８２年２月９日 ３３
ビクトリア州 ミッチェル 本 別 町 １９９１年９月１５日 ６６
クィーンズランド州 ゴールドコースト 鷹 栖 町 １９９５年１１月１８日 ７８

ニュージーランド タスマン地区 モトエカ 清 里 町 １９９７年９月７日 ８４
ワイパ地区 ケンブリッジ 美 幌 町 １９９７年１０月１２日 ８６

ネーピア 苫 小 牧 市 １９８０年４月２２日 ２７
ダニーデン 小 樽 市 １９８０年７月２５日 ２８
セルウィン 湧 別 町 ２０００年７月１４日 ９６

オーストリア
ザルツブルグ州

サールフェルデン 蘭 越 町 １９６９年１０月１５日 １３
ザールバッハ 美 瑛 町 １９７３年７月６日 ２０

シュタイヤーマルク州 シュラートミンク 富 良 野 市 １９７７年２月２３日 ２３
ドイツ

バイエルン州
ミュンヘン 札 幌 市 １９７２年８月２８日 １６
バッサーブルグ 別 海 町 １９７９年５月１０日 ２６

フィンランド ケミヤルビ 壮 瞥 町 １９９３年５月２０日 ７０
ハウスヤルビ 奈 井 江 町 １９９５年４月１日 ７７

スウェーデン ダーラナ県 レクサンド 当 別 町 １９８７年１０月５日 ４６
ベステルノルランド州 ソレフテオ 枝 幸 町 １９９６年１１月４日 ８２

スイス グラウビュンデン州 サンモリッツ 倶 知 安 町 １９６４年６月１１日 ３
イギリス スコットランド地方 イースト・ダンバートンシャイア 余 市 町 １９９７年１１月１１日 ８７
フランス ジェラ県 モアラン・アン・モンターニュ 遠 軽 町 １９９８年５月２２日 ８９
ノルウェー フログン 広 尾 町 １９９６年１０月２２日 ８１
ロシア

サハリン州

ユジノサハリンスク
旭 川 市 １９６７年１１月１０日 ８
函 館 市 １９９７年９月２７日 ８５
稚 内 市 ２００１年９月９日 １００

コルサコフ
紋 別 市 １９９１年１月１２日 ５８
稚 内 市 １９９１年７月２日 ６２

ポロナイスク 北 見 市 １９７２年８月１３日 １５
ネベリスク 稚 内 市 １９７２年９月８日 １７
ホルムスク 釧 路 市 １９７５年８月２７日 ２１
オジョルスキー 猿 払 村 １９９０年１２月２５日 ５７
ドリンスク 名 寄 市 １９９１年３月２５日 ６１
トマリ 天 塩 町 １９９２年７月２８日 ６８
セベロクリリスク 根 室 市 １９９４年１月２７日 ７４

沿海地方
ナホトカ 小 樽 市 １９６６年９月２７日 ７
ウラジオストク 函 館 市 １９９２年７月２８日 ６７

ブリヤート自治共和国 ウラン・ウデ 留 萌 市 １９７２年７月５日 １４
ノボシビルスク州 ノボシビルスク 札 幌 市 １９９０年６月１３日 ５４
ハバロフスク地方 ワニノ 石 狩 市 １９９３年６月３日 ７１
カムチャツカ州 ペトロパブロフスクカムチャツキー 釧 路 市 １９９８年８月２５日 ９１

北海道知事政策部知事室国際課調べ〈北海道の国際化の現状（平成１７年）参照〉
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支庁 市町村名
提携・交流先

提携年月日 H１６年度事業実績 担当課
国名 省・州名 市町村名

石狩

札 幌 市

アメリカ オレゴン州 ポートランド １９５９（S３４）．１１．１７

姉妹都市提携４５周年記念事業 総）交流課
男女共同参画交流事業（周年事業） 市）男女共同参画課
国際親善ジュニアスポーツ姉妹
都市交流事業 市）企画事業課

札幌マラソン姉妹都市交流事業 市）企画事業課
訪問団の派遣・受入（周年事業） 議）総務課

ドイツ バイエルン州 ミュンヘン １９７２（S４７）．８．２８ ミュンヘン・クリスマス市 in Sapporo 総）交流課

中国 遼寧省 瀋陽 １９８０（S５５）．１１．１８

市議会訪問団受入 議）総務課
技術交流団受入
（１９９０（H２）．９．９協議書締結） 水）総務課

医学分野における技術交流団受入 病）管理課
技術交流団受入 消）総務課

ロシア ノボシビルスク州 ノボシビルスク １９９０（H２）．６．１３
ノボシビルスク少年交流団派遣 子）子どもの権利推進課
札幌カップ国際アイスホッケー大会 市）企画事業課

中国 浙江省 杭州 都市セミナー（相互交流） 総）交流課

中国 北京
札幌経済交流室
（市内企業の中国ビジネス支援、
観光客誘致）

経）産業企画課

中国 吉林省 長春 東アジア都市間文化交流事業 総）交流課

韓国 ソウル
２００５ソウル・札幌の物産と観
光フェア（札幌の特産品販売と
観光PR）

経）産業企画課

韓国 忠清南道 大田

東アジア都市間文化交流事業 総）交流課

２００４（H１６）．２．２６
「経済交流に

関する覚書」

H１６年７月に副市長を代表とする
訪問団にて大田市を訪問。大徳
バレー常設テクノマート内に札
幌市常設展示コーナーをオープ
ン。１０月には札幌市エレクトロ
ニクスセンター内に札幌市IT産
業国際交流スペースとして大田
市の常設展示スペース等を開設。

経）産業企画課

２００５（H１７）．１．２４
「同市企業の札幌
進出に関する

覚書」

これまでのeシルクロード事業
を通じ札幌進出に意欲的な姿勢
を見せている韓国企業４社が、
札幌市IT産業国際交流スペース
の海外企業進出サポートルーム
への進出を決定。その４社及び
大田広域市先端産業財団が来札
し、副市長を表敬訪問。

経）産業企画課

モンゴル バヤンゴル地区 ウランバートル

２００４（H１６）．１．６
「中央区とバヤンゴル
地区におけるこども交流
事業に関する議定書」

自治体職員協力交流事業 総）交流課

バヤンゴル地区こども交流団受入 中）地域振興課

カナダ アルバータ州
エドモントン
カルガリー
ブランドン

札幌カップ国際アイスホッケー
大会 市）企画事業課

カメルーン
ザンビア
バヌアツ
ハイチ
ガーナ

JICA集団研修
「道路技術」コース 建）総務課

バングラデシュ JICA国別研修
（道路と橋梁の継続的維持管理） 建）総務課

江 別 市
アメリカ オレゴン州 グレシャム １９７７（S５２）．５．２０ （なし） 秘書課

コロンビア コロンビア共和国行政職員の研
修受入（JICA受託事業） 秘書課

千 歳 市

アメリカ アラスカ州 アンカレジ １９６９（S４４）．４．２１ 当市イベントへのミスアンカレ
ジ参加 国際交流課

中国 吉林省 長春
市民訪問団の長春市訪問 国際交流課
千歳市と長春市の友好親善都市合
意書の取り交わし（２００４．１０．１１） 国際交流課

オランダ アムステルフェン 経済訪問団の来訪 国際交流課
北広島市 カナダ サスカチュワン州 サスカツーン 高校生相互訪問（受入れ・派遣） 教育委員会

石 狩 市
カナダ ブリティッシュ・

コロンビア州 キャンベルリバー １９８３（S５８）．１０．２４

高校生の交換留学 秘書課
少年少女親善訪問団来訪 秘書課
代表使節来訪 秘書課

ロシア ハバロフスク地方 ワニノ １９９３（H５）．６．３ 代表使節訪問 秘書課

⑤道内市町村の海外との交流状況（平成１６年度）
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支庁 市町村名
提携・交流先

提携年月日 H１６年度事業実績 担当課
国名 省・州名 市町村名

石狩

石 狩 市 中国 四川省 彭州 ２０００（H１２）．１０．２４
医療関係者来訪 秘書課
５周年記念訪問（石狩→彭州） 秘書課

当 別 町 スウェーデン ダーラナ県 レクサンド １９８７（S６２）．１０．５ 日本公園開園記念レクサンド訪
問団派遣事業 企画課

新篠津村 オーストラリア クイーンズランド州 ブリスベン 国際理解教育推進事業 教育委員会

渡島

函 館 市

カナダ ノバスコシア州 ハリファックス １９８２（S５７）．１１．２５
訪問団派遣 国際課
クリスマスツリー受贈 観光課

ロシア 沿海地方 ウラジオストク １９９２（H４）．７．２８

博物館交流事業 博物館
訪問団受入 国際課
中学生派遣事業 学校教育課

オーストラリア ニュー・サウス・ウェールズ州 レイク・マコーリー １９９２（H４）．７．３１ 青少年派遣 学校教育課

ロシア サハリン州 ユジノサハリンスク １９９７（H９）．９．２７

経済交流団派遣 商業課
訪問団受入 国際課
青少年交流団受入 学校教育課
職員交流派遣 人事課
中学生派遣事業 学校教育課

中国 天津 ２００１（H１３）．１０．１８

訪問団派遣 国際課
訪問団受入 国際課
中学生派遣事業 学校教育課

大 野 町 オーストラリア マンリー （なし） 総務課

七 飯 町 アメリカ マサチューセッツ州 コンコード １９９７（H９）．１１．１５

コンコード交流事業（受入） 企画国際課
中高生海外派遣事業 企画国際課
町民代表海外派遣事業 企画国際課
国際交流員受入事業 企画国際課

檜山

江 差 町 オーストラリア クイーンズランド州 ブリスベン
（なし） 教育委員会

社会教育課
上ノ国町 カナダ アルバータ州 カルガリ－、バンフ 少年少女親善訪問事業 教育委員会
厚沢部町 中国 江蘇省 江都 農業県修正受入事業 農林課

（旧）
瀬 棚 町 アメリカ カリフォルニア州 ハンフォード １９９１（H３）．８．１１

ハンフォード市訪問団受入 教育事務所
ハンフォード市訪問団派遣 教育事務所
瀬棚商業高校修学旅行 瀬棚商業高校
児童生徒会絵画等交流 教育事務所

今 金 町 ニュージーランド クライスチャーチ バーンサイド高校生受入 教育委員会

後志

小 樽 市

ロシア 沿海地方 ナホトカ １９６６（S４１）．９．１２ （なし） 秘書課

ロシア サハリン州 ホルムスク港 １９９１（H３）．８．２０
※姉妹港

小樽～ホルムスク旅客航路開設 港湾振興室
日ロフェリー５周年記念事業
（セミナー・交流懇親会） 〃

ニュージーランド ダニーデン １９８０（S５５）．７．２５
ダニーデン市親善使節団歓迎事業 秘書課
少年少女使節団ダニーデン市派遣事業 〃

中国 厦門 中国視察（表敬訪問・市内視察） 港湾振興室

倶知安町
スイス グラウビュンデン州 サンモリッツ １９６４（S３９）．３．１９

通信員制度の充実 企画振興
スキーインストラクター交流 〃
４０周年記念フレンドリーフラッグ製作 社会教育

ペルー タルマ （なし）

神恵内村 中国 遼寧省 大連・回龍 （なし）

余 市 町 イギリス スコットランド地方 イースト・ダンバートンシャイア １９９７（H９）．１１．１１ （なし）

赤井川村 オーストラリア ヴィクトリア州 メルボルン 赤井川村中学生海外研修事業 教育委員会

空知

夕 張 市 中国 遼寧省 撫順 １９８２（S５７）．４．１９
撫順市友好経済考察団受入事業 総務課
夕張市友好交流代表団派遣事業 総務課

岩見沢市

アメリカ アイダホ州 ポカテロ １９８５（S６０）．５．２０
※姉妹港

中高生相互訪問事業 市長室
インターネット会議 民間

中国 天津市津南区 市民訪問団派遣 市長室
中国 河北省 承徳 市民訪問団派遣 市長室

中国 遼寧省 瀋陽
市民訪問団派遣 市長室
食品加工業視察団受入 市長室

芦 別 市 カナダ プリンス・エドワード・
アイランド州 シャーロットタウン １９９５（H７）．７．１

カナダ中学生受入れ事業 企画課
カナダ中学生派遣事業 企画課

赤 平 市
韓国 江原道 三陟 １９９７（H９）．７．１８ （なし）

中国 湖南省 汨羅 １９９９（H１１）．９．３０ 赤平市市制施行５０周年記念事業 企画財政課

滝 川 市 アメリカ マサチューセッツ州 スプリングフィー
ルド １９９３（H５）．８．７

ジュニア大使訪問団派遣事業 秘書課
短期留学生相互派遣事業 教育委員会
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支庁 市町村名
提携・交流先

提携年月日 H１６年度事業実績 担当課
国名 省・州名 市町村名

空知

滝 川 市

マラウイ デザ県 ロビ
農業研修員受入 秘書課
農業技術専門家派遣
２０００年より毎年受入（約４カ月） 秘書課

ブータン 農業研修員受入
２００４年７月から開始（約３カ月間受入） 秘書課

スリランカ （なし）

深 川 市 カナダ ブリティッシュ・
コロンビア州 アボツフォード １９９８（H１０）．９．１４

深川市公式訪問団派遣 企画課
青少年カナダ交流訪問団派遣 企画課
高校生の交換留学制度事業 企画課

栗 沢 町 アメリカ オレゴン州 キャンビー １９８９（H元）．７．１９ 中学生派遣事業 学務課
奈井江町 フィンランド ハウスヤルビ １９９５（H７）４．１ ハウスヤルビ町訪問団受入 まちづくり課
栗 山 町 フィンランド スオムサルミ 介護福祉学校生交換留学 教育委員会

雨 竜 町 カナダ オンタリオ州 トロント １９７９（S５４）．１２．１
※雨竜小と姉妹校提携

（なし）

沼 田 町 カナダ ブリティッシュ・
コロンビア州 ポートハーディ １９９４（H６）．９．３

ポートハーディ訪問団受入事業 総務課
ポートハーディ姉妹都市提携１０
周年記念事業 総務課

ポートハーディ派遣事業 総務課

幌加内町
フィンランド ルオヴェシ 町内そば愛好会のそば交流 総務課

韓国 天安 幌加内高等学校修学旅行
（天安農業高校との交流） 教育委員会

上川

旭 川 市

アメリカ イリノイ州 ブルーミントン
ノーマル １９６２（S３７）．１０．１１

高校生の受入・派遣 国際交流課
中学生一行の受入・派遣 〃

ロシア サハリン州 ユジノサハリンスク １９６７（S４２）．１１．１０

ユジノサハリンスク市代表団の受入 国際交流課
ユジノサハリンスク市医療研修
生の受入 〃

姉妹友好都市代表者会議出席 〃

韓国 京畿道 水原 １９８９（H元）．１０．１７

姉妹都市提携１５周年記念訪問団
の派遣 国際交流課

水原市技術職員研修員の受入 〃
水原市ベンチマーキング視察団
の受入（２回） 〃

旭川市経済交流団の派遣 〃

中国 黒竜江省 哈爾濱 １９９５（H７）．１１．２１
ハルビン市代表団派遣 国際交流課
ハルビン市代表団受入 〃

名 寄 市

カナダ オンタリオ州 リンゼイ
（現カワーサレイク州） １９６９（S４４）．８．１

姉妹都市提携３５周年記念訪問団
の派遣 企画調整課

市内高校生２名の交換学生派遣 企画調整課

ロシア サハリン州 ドーリンスク １９９１（H３）．３．２５ ドーリンスク市開拓１２０周年記
念訪問団の派遣 企画調整課

中国 （なし）

韓国 （なし）

士 別 市 オーストラリア ニューサウスウェールズ州 ゴールバーン １９９９（H１１）．７．３ ゴールバーン市短期留学研修事業（訪問） 企画課

鷹 栖 町 オーストラリア クイーンズランド州 ゴールドコースト １９９５（H７）．１１．１８
鷹栖町学生訪問団派遣 企画課
国際交流アシスタント招致 企画課

東神楽町 カナダ バンクーバー島ビクトリア 青少年海外派遣事業 社会教育課

上 川 町 カナダ アルバータ州 ロッキーマウンテ
ンハウス １９８４（S５９）．６．２１

カナダ中学生受け入れ事業 教育委員会
上川高校生海外派遣事業 企画商工観光課
姉妹提携２０年記念事業 企画商工観光課

東 川 町 カナダ アルバータ州 カンモア １９８９（H元）．７．１２
カンモア高校生受入れ 企画総務課
クリスマスカード交換 企画総務課

上富良野町 カナダ アルバータ州 カムローズ １９８５（S６０）．９．５ （なし） 総務課
占 冠 村 アメリカ コロラド州 アスペン １９９１（H３）．８．２９ 中学生短期交換留学事業 教育委員会
下 川 町 カナダ オンタリオ州 ケノーラ ２００１（H１３）．２．１６ 交換留学生受け入れ 税務住民課

美 深 町 カナダ ブリティッシュ・
コロンビア州 アシュクラフト １９９４（H６）．７．２３

札幌在住留学生美深町体験プロ
グラム（ホームステイ） 総務課町政推進室

近隣市町村ALT交流事業「英語
であそぼ！」 〃

留萌

留 萌 市
ロシア サハリン州 コルサコフ 児童民謡舞踊団受入交流事業 区画調整
ロシア ブリヤート共和国 ウラン・ラデ １９７２（S４７．７．５） （なし）

中国 遼寧省 営口 １９９０（H２）．４．１７ （なし）

苫 前 町 ロシア サハリン州 （なし）

羽 幌 町 韓国

韓国素明（ソンミョン）女子高
等学校国際交流事業 企画課

羽幌高校生及び協会会員による
韓国訪問

事業主体：羽幌国際交流協会
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支庁 市町村名
提携・交流先

提携年月日 H１６年度事業実績 担当課
国名 省・州名 市町村名

留萌
遠 別 町 カナダ ブリティッシュ・

コロンビア州 キャッスルガー １９８９（H元）．６．２１ キャスルガー市青少年訪問団受
入事業 総務課

天 塩 町 アメリカ アラスカ州 ホーマー １９８４（S５９）．４．７ 交換留学生受入 振興課
幌 延 町 ロシア サハリン州 トロイツコエ １９９０（H２）．１２．２５ （なし） 総務課

宗谷

稚 内 市

ロシア サハリン州 ネベリスク １９７２（S４７）．９．８

友好都市水産問題会議 水産問題連絡協議会
ネベリスク市誕生１５０周年記念
式典出席 サハリン課

少年少女サミット訪問 稚内国際文化交流協議会
友好都市研修生受入れ事業 サハリン課
ロシア人研修生受入れ事業 商工会議所

ロシア サハリン州 コルサコフ １９９１（H３）．７．２

友好都市水産問題会議 水産問題連絡協議会
稚内コルサコフ定期航路合同会議 稚内コルサコフ定期航路利用促進協議会
稚内コルサコフ少年サッカー交流 稚内国際文化交流協議会
友好都市研修生受入れ事業 サハリン課
ロシア人研修生受入れ事業 稚内商工会議所
稚内商工高校・コルサコフ６番学
校交流事業 稚内商工高校

ロシア サハリン州 ユジノサハリンス
ク ２００１（H１３）．９．９

トレードフェア IN サハリン トレードフェア IN サハリン実行委員会
友好都市研修生受入れ事業 サハリン課
民族アンサンブル「エトナス」受入 文化交流事業 稚内国際文化交流協議会
ロシア人研修生受入れ事業 稚内商工会議所
稚内北星学園大学・サハリン国
立総合大学交換留学生事業 稚内北星学園大学

猿 払 村 ロシア サハリン州 オジョールスキイ １９９０（H２）．１２．２５ 学童相互交流事業（訪問・受入） 総務課
浜頓別町 ロシア サハリン州 （なし）

中頓別町 ロシア サハリン州 ノビコボ サハリン州ノビコボ村青少年交流事業（受入） 総務課

枝 幸 町 スウェーデン ソレフテオ １９９６（H８）．１１．４
ソレフテオ市公式訪問団派遣事業 企画係
ソレフテオ市中学校交流事業 教育委員会

礼 文 町 ロシア サハリン州 ユジノサハリンスク （なし）

利尻富士町 ロシア サハリン州 ユジノサハリンスク （なし）

網走

北 見 市

カナダ アルバータ州 エドモンド 青年海外派遣研修事業 青少年課
韓国 慶尚南道 晋州 １９８５（S６０）．５．１６ 韓日親善協会会長来北 国際交流主幹

ロシア サハリン州 ポロナイスク １９７２（S４７）．８．１３
職員交流事業（受け入れ） 国際交流主幹
第９回日ロシンポジウム出席 〃

網 走 市 カナダ ブリティッシュ・
コロンビア州 ポートアルバーニ １９８６（S６１）．２．９

高校留学生受入事業 企画調整課
〃 派遣事業 〃

少年少女訪問団派遣事業 〃

紋 別 市

アメリカ オレゴン州 ニューポート １９６６（S４１）．４．８ 中学生親善訪問団派遣 企画調整課

アメリカ アラスカ州 フェアバンクス １９９１（H３）．２．８
紋別市市制５０周年記念式典招待 企画調整課
北方圏国際シンポジウム参加 企画調整課

ロシア サハリン州 コルサコフ １９９１（H３）．１．１２
紋別市市制５０周年記念式典招待 企画調整課
ヨット親善訪問団招待 企画調整課

美 幌 町 ニュージーランド ワイパ地区 ケンブリッジ １９９７（H９）．１０．１２

高校生短期交換留学制度 住民活動課
高校生親善大使海外派遣事業 住民活動課
JETプログラムALT受入 教育委員会
美幌ケンブリッジ交流事業 住民活動課
ケンブリッジ訪問団受入 住民活動課

斜 里 町 ロシア カムチャツカ州 エリゾボ （なし）

清 里 町 ニュージーランド モトエカ １９９７（H９）．９．７
高校生交換留学事業 社会教育課
中・高校生海外研修事業 社会教育課

置 戸 町 アメリカ ケンタッキー州 ベリア 置戸町高校生海外ホームステイ
事業 教育委員会

佐呂間町 アメリカ アラスカ州 パーマ １９８０（S５５）．１０．２８

高校生短期派遣・受入事業 企画財政課
中学生短期派遣・受入事業 教育委員会
姉妹都市提携２５周年記念訪問団
派遣事業 企画財政課

常 呂 町 カナダ アルバータ州 バーヘッド １９９１（H３）．７．４ 常呂町児童生徒国際交流派遣事業 管理課（教育委員会）
（旧）生田原町 フランス フランシュ・コンテ州ジュラ県 モアラン・アン・モンターニュ １９９８（H１０）．５．２２ （なし）

遠 軽 町 ブラジル サンパウロ州 バストス １９７２（S４７）．１０．１８ バストス市訪問団の来町（副市
長、日系文化体育協会長） 企画財政室

（旧）白滝村 カナダ アルバータ州 バンフ 第１５回カナダアルバータ州バン
フ親善交流訪問 教育委員会

上湧別町 カナダ アルバータ州 ホワイトコート １９９８（H１０）．７．１７
中高生派遣事業 教育委員会
一般町民派遣事業 総務課
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支庁 市町村名
提携・交流先

提携年月日 H１６年度事業実績 担当課
国名 省・州名 市町村名

網走

湧 別 町 ニュージーランド カンタベリー地方 セルウィン ２０００（H１２）．７．１４

訪問団受入 企画課
中高生海外派遣研修事業 企画課
一般海外派遣研修事業 企画課
交換留学生事業 企画課

興 部 町 カナダ アルバータ州 ステットラー １９９０（H２）．６．２６ 姉妹都市訪問団受入事業 企画財政課

西興部村 アメリカ アラスカ州 ジュノー 生徒海外体験、ホームスティ、
地元中学生との交流 教育委員会

胆振

室 蘭 市
アメリカ テネシー州 ノックスビル １９９１（H３）．１．１６ 中学生派遣事業 総務課
中国 山東省 日照 ２００２（H１４）．７．２６ 市長一行親善訪問 総務課

苫小牧市
ニュージーランド ネーピア １９８０（S５５）．４．２２ ネーピア市市民親善訪問団受入 国際交流
中国 河北省 秦皇島 １９９８（H１０）．９．１ 中学生秦皇島市派遣事業 国際交流
韓国 ソウル （なし）

登 別 市

デンマーク リンゲ ウィスリンゲ 中学生海外派遣事業 総務課

中国 広州 ２００２（H１４）．５．１９

自治体職員協力交流事業 総務課
友好交流促進都市盟約 総務課
３周年記念訪問団の派遣 観光課

豊 浦 町 カナダ ブリティッシュ・コロンビア州 クオリカムビーチ １９９７（H９）．１０．２１ （なし）

洞 爺 村 イギリス プロジェクトトラスト派遣の英
国青年（２名）受入れ

教育委員会
生涯学習課
社会教育係

大 滝 村 カナダ ブリティッシュ・
コロンビア州 レイクカウチン １９８９（H元）．１０．８

第１６次レイクカウチン町・大滝
村親善訪問団 教育委員会

第１７次大滝村・レイクカウチン
町親善派遣団 教育委員会

第１６代英語指導助手招聘 教育委員会

壮 瞥 町 フィンランド ケミヤルヴィ １９９３（H５）．５．２２

中学生フィンランド国派遣（海
外研修）事業（ホームステイ） 社会教育課

国際雪合戦交流事業 相互派遣
（副市長、日系文化体育協会長） 経済課

白 老 町 カナダ ブリティッシュ・
コロンビア州 ケネル １９８１（S５６）．７．１３

日本文化支援事業（シラオイハ
ウスオープニングセレモニー参
加、日本文化披露・交流）

企画課

日高

新 冠 町 モンゴル ナライハ モンゴル少年国際交流事業（青
少年の派遣） スポーツ青少年課

静 内 町
アメリカ ケンタッキー州 レキシントン １９８８（S６３）．７．２１

レキシントン市友好親善訪問団受入 企画課
レキシントン市長ほか訪問団受入 企画課
レキシントン市友好親善訪問団派遣 企画課

カナダ アルバータ州 （なし）

浦 河 町 イギリス サフォーク州 フォーレストヒース （なし）

十勝

帯 広 市

アメリカ アラスカ州 スワード １９６８（S４３）．３．２７

高校生相互派遣事業 国際交流課
成人相互派遣事業 国際親善市民の会
市長賞等相互交換事業 国際交流課

中国 遼寧省 朝陽 ２０００（H１２）．１１．１７

高校生相互派遣事業 国際交流課

JICA支援による交流
帯広市中国朝陽市農
業交流協議会

「朝陽市建平県畑作振興」コー
ス受け入れ
JICA草の根技術協力事業短期
専門家派遣

上士幌町
カナダ アルバータ州 スレイブレイク

AET招聘 教育委員会
学校教育担当

スペイン ソルソーナ （なし）

鹿 追 町 カナダ アルバータ州 ストニイプレイン １９８５（S６０）．８．２６

ストニイプレイン町交換留学生受入 町民政策課
AET歓送迎会 学校教育課
鹿追高校カナダ短期留学 学校教育課
北海道・アルバータ州姉妹都市
連絡会議 町民政策課

関係機関への情報提供、原稿協力 町民政策課
清 水 町 アメリカ ミシガン州 チェルシー 清水町国際交流協会補助金 学校教育課

芽 室 町 アメリカ カリフォルニア州 トレーシー １９８９（H元）．８．５

中学生訪問団相互交流事業 企画財政課
物産交流事業 企画財政課
中学生芸術交流事業 社会教育課
英語指導助手招致事業 学校教育課

中札内村 アメリカ ワシントン州 エルマ １９８５（S６０）．９．５ 中学生同士の相互訪問 教育委員会
幕 別 町 オーストラリア キャンベラ （なし）

池 田 町 カナダ ブリティッシュ・コロンビア州 ペンティクトン １９７７（S５２）．５．１９ 親善訪問団受入事業 地域振興課
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支庁 市町村名
提携・交流先

提携年月日 H１６年度事業実績 担当課
国名 省・州名 市町村名

十勝

豊 頃 町 カナダ ブリティッシュ・
コロンビア州 サマーランド １９９６（H８）．６．１１

中学生によるサマーランドへの
派遣交流事業 企画財政課

サマーランドからの訪問団の受
入交流事業

本 別 町 オーストラリア ミッチェル １９９７（H９）．１１．２０ ミッチェル訪問団受入
総務課
教育委員会

足 寄 町 カナダ アルバータ州 ウェタスキウィン １９９０（H２）．９．１５
国際交流員の委嘱（継続） 教育委員会
国際協力員の委嘱（継続） 総務課

陸 別 町 カナダ アルバータ州 ラコーム １９８６（S６１）．７．５
中学生等海外派遣事業 総務課
ラコーム町訪問団受入事業 総務課

釧路

釧 路 市

カナダ ブリティッシュ・
コロンビア州 バーナビー １９６５（S４０）．９．９ 「世界こどもサミット釧路大会」

参加の訪問団受入
企画財政部
企画課

ロシア サハリン州 ホルムスク １９７５（S５０）．８．２７ 「世界こどもサミット釧路大会」
参加の訪問団受入

企画財政部
企画課

アメリカ アラスカ州 スワード １９８２（S５７）．７．２１
（姉妹港）

「世界こどもサミット釧路大会」
参加の訪問団受入

企画財政部
企画課

アメリカ ルイジアナ州 ニューオリンズ １９８４（S５９）．１０．３１
（姉妹港）

「世界こどもサミット釧路大会」
参加の訪問団受入

企画財政部
企画課

ニューオリンズ市訪問 港湾空港課

ロシア カムチャツカ州 ペトロパブロフス
ク・カムチャツキー

１９９８（H１０）．８．２５
（港街友好都市）

「世界こどもサミット釧路大会」
参加の訪問団受入

企画財政部
企画課

オーストラリア ニューサウスウ
エールズ州 クーラガング湿地 １９９４（H６）．１１．７（姉妹湿地）

「世界こどもサミット釧路大会」
参加の訪問団受入 企画財政部企画課

ニューカッスル市２００周年記念式
典に出席及び、姉妹湿地提携更新。 環境政策課

厚 岸 町 オーストラリア タスマニア州 クラレンス １９８２（S５７）．２．９

世界こどもサミット釧路大会にお
けるクラレンス市参加者との交流 まちづくり推進課

中高生ホームステイ訪問（民間
団体） 教育委員会生涯学習課

白 糠 町
中国 福建省 福州 （なし）

中国 福建省 厦門 （なし）

根室
根 室 市

アメリカ アラスカ州 シトカ １９７５（S５０）．１２．１９ （なし）

ロシア サハリン州 セベロクリリスク １９９４（H６）．１．２７ （なし）

ロシア サハリン州 ユジノサハリンス
ク

第３回ハナサキプログラムワー
クショップ 水産課

標 津 町 カナダ ブリティッシュ・コロンビア州 ノースバンクーバー １９９２（H４）．９．１５ 中学生海外研修派遣事業 あすぱる

北海道知事政策部知事室国際課調べ〈北海道の国際化の現状（平成１７年）参照〉
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圏 域 名 支 庁 名 市 町 村 名
外国人登録者数

H１６ H１５
道 央 圏 １２，２５６ 石 狩 支 庁 ９，４７４ 札 幌 市 ８，４１８ ８，６１９

江 別 市 ３１７ ２９５
千 歳 市 ３０７ ３２０
恵 庭 市 ２０５ ２０４
石 狩 市 ７０ ６４
北 広 島 市 １１０ １０６
町 村 計 ４７ ４６

後 志 支 庁 ６６６ 小 樽 市 ３５７ ３７８
町 村 計 ３０９ ２２５

空 知 支 庁 ６１１ 夕 張 市 １０ ７
岩 見 沢 市 １２８ １１８
美 唄 市 ７０ ５８
芦 別 市 ６５ ７７
赤 平 市 １８ １９
三 笠 市 １５ １３
滝 川 市 ６５ ８１
砂 川 市 ２７ ２８
歌 志 内 市 １５ １９
深 川 市 ４０ ３６
町 村 計 １５８ １５８

胆 振 支 庁 １，１３８ 室 蘭 市 ２７４ ３０４
苫 小 牧 市 ４８４ ４９５
登 別 市 ９５ ８４
伊 達 市 ５２ ５６
町 村 計 ２３３ ２０８

日 高 支 庁 ３６７ 町 村 計 ３６７ ３９４
道 南 圏 １，１２０ 渡 島 支 庁 １，０３５ 函 館 市 ６１８ ５８３

町 村 計 ４１７ ３３３
檜 山 支 庁 ８５ 町 村 計 ８５ ７９

道 北 圏 １，６４９ 上 川 支 庁 ９３０ 旭 川 市 ６２４ ５８７
士 別 市 ２４ ２８
名 寄 市 ５１ ４２
富 良 野 市 ５１ ５０
町 村 計 １８０ １７３

留 萌 支 庁 ２３７ 留 萌 市 ５４ ３９
町 村 計 １８３ １７９

宗 谷 支 庁 ４８２ 稚 内 市 ２６１ ２７４
町 村 計 ２２１ １７７

オホーツク圏 １，６３７ 網 走 支 庁 １，６３７ 北 見 市 ３７８ ３８０
網 走 市 ２１８ ２００
紋 別 市 ２５２ １７４
町 村 計 ７８９ ６４０

十 勝 圏 ８３１ 十 勝 支 庁 ８３１ 帯 広 市 ４９３ ４７７
町 村 計 ３３８ ３５３

釧路・根室圏 １，０７６ 釧 路 支 庁 ６９２ 釧 路 市 ４６４ ４３７
町 村 計 ２２８ ２２８

根 室 支 庁 ３８４ 根 室 市 ２０７ １８５
町 村 計 １７７ １３５

合 計 １８，５６９ １８，１６５

⑥北海道における外国人登録者数の推移（地域別）
（各年１２月末日現在）

注：各市町村では、法務省入国管理局からの通知後処理を行うため、出入国管理統計年報掲載の数値と差異が生じています。
北海道知事政策部知事室国際課調べ
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（総領事館） （２００５年１１月１日現在）

館 名 所 在 地 開設年月日 代 表 者 備 考

在札幌アメリカ合衆国総領事館
〒０６４―０８２１
札幌市中央区北１条西２８丁目
（℡０１１―６４１―１１１５～７）

昭和
２７．４．２８

総領事（８代目）
マリー・シェーファー
（平成１６．８．２６認証）

昭和６１．１１．２１
領事館から総
領事館に昇格

在 札 幌 大 韓 民 国 総 領 事 館
〒０６４―０８２３
札幌市中央区北３条西２１丁目９―１
（℡０１１―６２１―０２８８～９）

昭和
４１．６．９

総領事（１４代目）
呉 榮煥
（平成１５．７．７認証）

在札幌ロシア連邦総領事館
〒０６４―０９１４
札幌市中央区南１４条西１２丁目８２６
（℡０１１―５６１―３１７１～２）

昭和
４２．１０．９

総領事（１０代目）
レオニード・レオニードヴィッチ・シェフチューク
（平成１６．９．８認証）

函 館 事 務 所
〒０４０―００５４
函館市元町１４―１
（℡０１３８―２４―８２０１）

平成
１５．９．１９

所長（副領事）
アレクセイ・ウソフ

在札幌中華人民共和国総領事館
〒０６４―０９１３
札幌市中央区南１３条西２３丁目１５
（℡０１１―５６３―５５６３）

昭和
５５．９．１０

総領事（１０代目）
斉 江
（平成１７．６．２１認証）

在札幌オ－ストラリア領事館
〒０６０―０００５
札幌市中央区北５条西６丁目２番地
札幌センタービル１７階

（℡０１１―２４２―４３８１）

平成
４．１２．２

領事（３代目）
ジョアンナ・ルース・
ナーシー・ブレイ

（平成１４．１．２１認証）

（名誉領事館）
館 名 所 在 地 代 表 者 備 考

在札幌インドネシア共和国
名 誉 領 事 館

〒０６０―００４２
札幌市中央区大通西７丁目３番地
（℡０１１―２０７―２１００）

名誉領事（４代目）
佐々木 正丞
（平５．４．１９証認）

開 設 昭和４４．１２
連絡先 北海道ガス㈱

在札幌オーストリア共和国
名 誉 領 事 館

〒０６０―０００１
札幌市中央区北１条西３丁目富士メガネビル６F
（℡０１１―２６１―３２３３）

名誉領事（２代）
金井 重博
（平１５．７．１５証認）

開 設 昭和４７．２
連絡先 ㈱富士メガネ

在札幌フィンランド共和国
名 誉 領 事 館

〒０６２―０９３１
札幌市豊平区平岸１条１丁目９―６
（℡０１１―８１３―２５２５）

名誉領事（３代目）
横山 清
（平７．９．５証認）

開 設 昭和４８．８
連絡先 ㈱ラルズ

在札幌ベルギー王国
名 誉 領 事 館

〒０６０―８６４６
札幌市中央区大通西５丁目１１―１
（℡０１１―２１８―１０００）

名誉領事（３代目）
山崎 泰博
（平１４．２．１５証認）

開 設 昭和５５．３
連絡先 ㈱ロイズコンフェクト

在札幌ドイツ連邦共和国
名 誉 領 事 館

〒０６０―００４１
札幌市中央区大通東１丁目２
（℡０１１―２５１―１１１１）

名誉領事（２代目）
中野 友雄
（平２．１．２３証認）

開 設 昭和５５．５
連絡先 北海道電力㈱

在札幌フィリピン共和国
名 誉 領 事 館

〒０６３―０８４１
札幌市西区八軒１条西１丁目１―２６健由ビル４階
（℡０１１―６１４―８０９０）

名誉領事（２代目）
戸部 謙一
（平５．２．２２証認）

開 設 昭和５８．６
連絡先 日本食品製造!合

在札幌デンマーク王国
名 誉 領 事 館

〒０６０―８６４４
札幌市中央区北１１条西１５丁目JR北海道㈱内
（℡０１１―７００―５７００）

名誉領事（３代目）
大森 義弘
（平１２．６．５認証）

開 設 昭和６１．３
（閉鎖 平成１１．８、再開 平成１２．６）
連絡先 JR北海道㈱

在札幌チリ共和国
名 誉 領 事 館

〒０６０―０００４
札幌市中央区北４条西４丁目１加森ビル３
（℡０１１―２３２―０６３９）

名誉領事（初代）
加森 公人
（平６．６．２４証認）

開 設 平成６．６．２４
連絡先 ㈱加森観光

在札幌コロンビア共和国
名 誉 領 事 館

〒０６３―００５２
札幌市西区宮の沢２条２丁目１１―３６
（℡０１１―６６６―１４８３）

名誉領事（初代）
石水 勲
（平７．５．２６証認）

開 設 平成７．５．２６
連絡先 ㈱石屋製菓

在札幌ノルウェー王国
名 誉 領 事 館

〒０６０―０００４
札幌市中央区北４条西１１丁目
（℡０１１―２３１―６５４７）

名誉領事（初代）
滝沢 靖六
（平８．１．３０証認）

開 設 平成８．１．３０
連絡先 ㈱札幌オーバーシーズ・

コンサルタント

在札幌カナダ
名 誉 領 事 館

〒０６０―０８０７
札幌市北区北７条西２丁目２０東京建物札幌ビル２階
（℡０１１―７２６―２８６１）

名誉領事（２代目）
藤田 恒郎
（平１１．９．２認証）

開 設 平成８．１１．２５
連絡先 北海道カナダ協会

在札幌スペイン国
名 誉 領 事 館

〒０６４―０９１２
札幌市中央区南１２条西１８丁目２の１
（℡０１１―５６３―８９９０）

名誉領事（初代）
名塩 良一郎
（平１１．１．１証認）

開 設 平成１１．１．１３
連絡先 ㈱ナシオ

在札幌モンゴル国
名 誉 領 事 館

〒０６２―８６０５
札幌市豊平区旭町４―１―４０
（℡０１１―８４１―１１６１）

名誉領事（初代）
森本 正夫
（平１１．５．３証認）

開 設 平成１１．６．１
連絡先 北海学園大学

在札幌スリランカ民主
社会主義共和国
名 誉 領 事 館

〒０６０―０００５
札幌市中央区北５条西６丁目１―２３
第２北海道通信ビル

（℡０１１―２２２―３６８１）

名誉領事（２代）
中村 光雄
（平１４．５．１４認証）

開 設 平成１４．５．１４
連絡先 菱中建設㈱
（再開）

在札幌リトアニア共和国

名 誉 領 事 館

〒０６０―００４２
札幌市中央区大通り西１１丁目４
大通藤井ビル２F

（℡０１１―２２１―３９３９）

名誉領事（初代）
藤井 英勝
（平１６．７．２３認証）

開 設 平成１６．７．２３
連絡先 ㈱藤井ビル

⑦在道外国公館
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番号 支庁 市町村名 団 体 名 主な交流先 郵便番号 所 在 地 電話番号

１ 石狩 札 幌 市 アジアのこどもの会 タイ ０６２―０９２１ 札幌市豊平区中の島１条７丁
目６―１０ アジアン・スパイス内 ０１１―８２０―５２２７

２ 石狩 札 幌 市 アジア友好協会 アジア ０６４―０８０７ 札幌市中央区南７条西１５丁目
１―１ ミナト光産!内 ０１１―５１２―００７５

３ 石狩 札 幌 市 アムネスティ・インターナショナル
札幌２８G 全般 ０６３―０００１ 札幌市西区山の手１条１３丁目

３―３ ０１１―６２２―５４５３

４ 石狩 札 幌 市 イーメンズ国際平和教育財団
設立準備委員会 全般 ００３―００２４ 札幌市白石区本郷通１３丁目５―

１９ ０１１―８６１―０６６０

５ 石狩 札 幌 市 犬養基金を支える市民の会
（通称：ライラックの会） 全般 ０６４―０８０４ 札幌市中央区南４条西１７丁目 北星学園中・高校気付 ０１１―３７３―４９４８

６ 石狩 札 幌 市 NPO法人 エスニコ 全般 ０６０―００４２ 札幌市中央区大通西１６丁目１―
１３ けいほくビル２階 ０１１―６４０―２８２５

７ 石狩 札 幌 市 #オイスカ北海道支部 東アジア ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西２丁目 経済センタービル ６階 ０１１―２２２―４２４８

８ 石狩 札 幌 市 オーストラリア交流センター オーストラリア ０６０―０００４ 札幌市中央区北４条西５丁目 アスティ４５ ７階 ０１１―２０５―６７５２

９ 石狩 札 幌 市 "ガールスカウト日本連盟
北海道支部 全般 ０６０―０００２ 札幌市中央区北２条西７丁目

１ かでる２・７ ９階 ０１１―２２１―４８１１

１０ 石狩 札 幌 市 "ガールスカウト日本連盟
北海道支部札幌地区協議会 全般 ０６０―０００２ 札幌市中央区北２条西７丁目

１ かでる２・７ ９階 ０１１―２２１―４８１１

１１ 石狩 札 幌 市 "北太平洋地域研究センター アメリカ・中国
韓国 ０６２―０９１１ 札幌市豊平区旭町４―１―４０ 北海学園内 ０１１―８３２―９０７０

１２ 石狩 札 幌 市 「９９９人の第九」の会 全般 ０６２―００３４ 札幌市豊平区西岡４条４丁目
４―１３ 黒田様方 ０１１―８５０―０８９０

１３ 石狩 札 幌 市 草の根会 ロシア
モンゴル ０６４―０８０８ 札幌市中央区南８条西１２丁目 ０１１―５６１―２９９８

１４ 石狩 札 幌 市 言語交流研究所
ヒッポファミリークラブ札幌 全般 ０６２―０９０６ 札幌市豊平区豊平６条６丁目

５―４０―３０１ 奥山真由美様方 ０１１―８２４―１１３０

１５ 石狩 札 幌 市 国際オアシスクラブ 全般 ０６０―００４１ 札幌市中央区大通東２丁目 プレジデント札幌８０２ ０１１―２３２―０２０９

１６ 石狩 札 幌 市 $独国際協力機構
札幌国際センター

開発途上国
全般 ００３―００２６ 札幌市白石区本通１６丁目南４―

２５ ０１１―８６６―８３３３

１７ 石狩 札 幌 市 国際ソロプチミスト札幌 全般 ０６０―００６３ 札幌市中央区南３条西６丁目 セザール第一札幌３１２号 ０１１―２８１―１２３０

１８ 石狩 札 幌 市 国際ソロプチミスト札幌アカシア 全般 ００３―０８７５ 札幌市白石区米里５条２丁目
２―３０ 協和交通!内 ０１１―８７３―８２８６

１９ 石狩 札 幌 市 国際ソロプチミスト札幌中央 全般 ０６０―００６１ 札幌市中央区南１条西１１丁目
１

コンチネンタルビル５階
高橋合同事務所内 ０１１―２４１―０４４８

２０ 石狩 札 幌 市 国際ソロプチミスト札幌ノイエ 全般 ００４―００１４ 札幌市厚別区もみじ台北５丁
目２―６ 松原悦子様方 ０１１―８９７―２４０４

２１ 石狩 札 幌 市 ザ・フレンドシップ・フォース・オ
ブ札幌 全般 ０６１―２２７２ 札幌市南区簾舞５条１丁目 船本のりえ様方 ０１１―５９６―５０６２

２２ 石狩 札 幌 市 在日外国人の人権を守る会・北海道 全般 ０６４―０８２１ 札幌市中央区北１条西２３丁目
１―３６

DRMビル ２階
女のスペース・おん気付 ０１１―６２２―７２４０

２３ 石狩 札 幌 市 在日本大韓民国大韓婦人会
北海道地方本部 日本・韓国 ０６４―０８０９ 札幌市中央区南９条西４丁目

１―７ 韓国会館４F ０１１―５３１―２７３３

２４ 石狩 札 幌 市 在日本大韓民国民団北海道地方本部 日本・韓国 ０６４―０８０９ 札幌市中央区南９条西４丁目
１―７ 商銀ビル ０１１―５１１―３３８１

２５ 石狩 札 幌 市 在日朝鮮人総聯合会北海道本部 北朝鮮 ０６０―００３１ 札幌市中央区北１条東８丁目
８４―２ 平和ビル ０１１―２４１―５３７１

２６ 石狩 札 幌 市 札幌アジア・アフリカ研究会 アジア・
アフリカ ００４―０８７１ 札幌市清田区平岡１条１丁目

５―２４ テレジアの家１０１ ０１１―８８２―９６２７

２７ 石狩 札 幌 市 札幌英会話協会ACCESS 全般 ００３―０８０２ 札幌市白石区菊水２条２丁目
４―２３ 喜多英明様方 ０１１―８３１―４５３５

２８ 石狩 札 幌 市 札幌オランダ交流協会 オランダ ０６４―８５８８ 札幌市中央区南４条西７丁目 !地崎工業内 ０１１―５１１―８１１２

２９ 石狩 札 幌 市 札幌海洋少年団 全般 ０６０―０８０６ 札幌市北区北６条西６丁目 北海道青年会館内 ０１１―８６１―２３２４

３０ 石狩 札 幌 市 #札幌がんセミナー 全般 ０６０―００４２ 札幌市中央区大通西６丁目６ ０１１―２２２―１５０６

３１ 石狩 札 幌 市 "札幌観光協会 全般 ０６０―８６１１ 札幌市中央区北１条西２丁目 札幌市役所内 ０１１―２１１―３３４１

３２ 石狩 札 幌 市 札幌ケア研究会 全般 ００６―０８１６ 札幌市手稲区前田６条６丁目
２―１９ 小原様方 ０１１―６９５―３０９８

３３ 石狩 札 幌 市 #札幌市芸術文化財団 全般 ００５―０８６４ 札幌市南区芸術の森２丁目７５ ０１１―５９２―５１１１

３４ 石狩 札 幌 市 札幌圏大学国際交流フォーラム 全般 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西３丁目
札幌MNビル３階 #札幌国際プラザ内 ０１１―２１１―２１０５

３５ 石狩 札 幌 市 札幌圏ホームステイ交流協会 全般 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西３丁目
札幌MNビル３階 #札幌国際プラザ内 ０１１―２１１―２１０５

３６ 石狩 札 幌 市 札幌国際見本市協会 全般 ００３―００３０ 札幌市白石区流通センター４
丁目３番５５号 札幌産業流通振興協会内 ０１１―８６５―５８１１

３７ 石狩 札 幌 市 札幌国際親善の集い 全般 ０６４―０９５３ 札幌市中央区宮の森３条１３丁
目４―３５ 谷口良一様方 ０１１―６４４―１７３５

３８ 石狩 札 幌 市 札幌国際美術協会 全般 ０６４―０８０９ 札幌市中央区南９条西４丁目
６―３ 弘成ビル ０１１―５５２―８７１６

３９ 石狩 札 幌 市 #札幌国際プラザ 全般 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西３丁目
札幌MNビル３階 ０１１―２１１―２１０５

４０ 石狩 札 幌 市 札幌国際プラザフローラルアートグ
ループ 全般 ０６５―００４１ 札幌市東区本町１条９丁目１―

２９ ０１１―７８１―０７６１

４１ 石狩 札 幌 市 札幌国際理解教育研究会 全般 ０６０―０８０９ 札幌市北区北９条西１丁目 札幌市立北九条小学校内
嶋田肇様 ０１１―７３６―２５６４

⑩道内国際交流団体一覧
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番号 支庁 市町村名 団 体 名 主な交流先 郵便番号 所 在 地 電話番号

４２ 石狩 札 幌 市 札幌姉妹都市協会 姉妹都市 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西３丁目
札幌MNビル３階 #札幌国際プラザ内 ０１１―２１１―２１０５

４３ 石狩 札 幌 市 さっぽろ自由学校「遊」 全般 ０６０―００６１ 札幌市中央区南１条西５丁目 愛生舘ビル ２階 ０１１―２５２―６７５２

４４ 石狩 札 幌 市 "札幌青年会議所 全般 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西２丁目
２―１

北海道経済センタービル
９階 ０１１―２２２―１４３９

４５ 石狩 札 幌 市 札幌アリアンス・フランセーズ フランス ０６０―００６２ 札幌市中央区南２条西５丁目
１０―２ 南２西５ビル ２階 ０９０ ―９０８０ ―

１４６１

４６ 石狩 札 幌 市 札幌日韓友好親善協会 韓国 ０６４―０８０９ 札幌市中央区南９条西４丁目 商銀ビル ６階 ０１１―５１１―４０６４

４７ 石狩 札 幌 市 札幌日中友好協会 中国 ０６０―０００４ 札幌市中央区北４条西４丁目 加藤ビル③ ５階 ０１１―２３１―４４５３

４８ 石狩 札 幌 市 札幌日本語クラブ 全般 ０６４―０９５３ 札幌市中央区宮の森３条７丁
目１―４０―２０４ 竹田あけみ様方 ０１１―５２１―６２３０

４９ 石狩 札 幌 市 札幌ニュージーランド協会 ニュージーランド ０６４―０８０５ 札幌市中央区南５条西１丁目
１―１２ ヒカリビル９F ０１１―５３２―７８３０

５０ 石狩 札 幌 市 札幌フォスター・ペアレントの会 全般 ０６３―０８０４ 札幌市西区二十四軒４条４丁
目１３―１―２０１ 西崎様方 ０１１―６４４―５８４５

５１ 石狩 札 幌 市 札幌貿易協会 全般 ０６０―８６１０ 札幌市中央区北１条西２丁目 札幌商工会議所内 ０１１―２３１―１１２２

５２ 石狩 札 幌 市 札幌ホームステイ協会 全般 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西３丁目
札幌MNビル３階 #札幌国際プラザ内 ０１１―２１１―２１０５

５３ 石狩 札 幌 市 札幌・香港親善協会 香港 ０６０―８６１１ 札幌市中央区北１条西２丁目 札幌市役所内 "札幌観光
協会 ０１１―２１１―３３４１

５４ 石狩 札 幌 市 札幌ユネスコ協会 全般 ０６０―０００２ 札幌市中央区北２条西３丁目 朝日生命ビル ２階 ０１１―２５１―６６７０

５５ 石狩 札 幌 市 札幌Ⅰゾンタクラブ 全般 ０６４―０８２３ 札幌市中央区北３条西２２丁目
１―５ 渋谷みよ様方 ０１１―６２１―９５３７

５６ 石狩 札 幌 市 札幌Ⅱゾンタクラブ 全般 ０６４―０９１５ 札幌市中央区南１５条西１８丁目 ０１１―５３１―３８４５

５７ 石狩 札 幌 市 #自治体国際化協会北海道支部 全般 ０６０―８５８８ 札幌市中央区北３条西６丁目 北海道知事政策部知事室国
際課内 ０１１―２３１―４１１１

５８ 石狩 札 幌 市 シャプラニール札幌連絡会 バングラディ
シュ・ネパール ０６３―０８１２ 札幌市西区琴似２条７丁目 くすみ書房気付 ０１１―６１１―３８１９

５９ 石狩 札 幌 市 ジェム・サハラの会 ０６２―００３５ 札幌市豊平区西岡５条１４丁目 ウェストヒルズ３番館２０１
号 ０１１―５８３―０６８７

６０ 石狩 札 幌 市 瀋陽会 瀋陽 ０６３―０８２３ 札幌市西区発寒３条４丁目９―
１５ 佐々木龍雄様方 ０１１―６６１―２６７６

６１ 石狩 札 幌 市 スリランカ・チャイルド・エイド スリランカ ００５―００４０ 札幌市南区藻岩下３丁目７―１９ スタジオワーム内 米山均
様方 ０１１―５８２―２２２７

６２ 石狩 札 幌 市 星光（せいこう）会 中国 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西２丁目 オーク札幌ビル６階 創業
準備室

０９０ ―８６３９ ―
５７６７

６３ 石狩 札 幌 市 青年海外協力隊北海道OB会 全般 ００３―００２６ 札幌市白石区本通１６丁目南４―
２５ JICA札幌国際センター ０１１―８６６―８３９３

６４ 石狩 札 幌 市 世界平和女性連合 全般 ０６０―００３４ 札幌市中央区北４条東２丁目
７―１ シャルム北４条 ２０１号室 ０１１―２３２―０４４６

６５ 石狩 札 幌 市 #ダンと町村記念事業協会 アメリカ
オハイオ州 ０６０―０００３ 札幌市中央区北３条西７丁目 北海道酪農協会内 ０１１―２４１―２７３８

６６ 石狩 札 幌 市 たんぽぽ 全般 ００５―００２２ 札幌市南区真駒内柏丘７丁目
４―１７ 外山様方 ０１１―５８２―５０５６

６７ 石狩 札 幌 市 チェルノブイリへのかけはし ベラルーシ共和国 ０６４―０９１７ 札幌市中央区南１７条西６丁目
１―１ ０１１―５１１―３６８０

６８ 石狩 札 幌 市 どさんこ海外保険協力会 全般 ０６０―００４２ 札幌市中央区大通西１５丁目２―
１８ ファミール西１５ ３０３ ０１１―６２２―８１８６

６９ 石狩 札 幌 市 NPO法人「飛んでけ！車いす」の会 開発途上国
アジア ０６０―０００５ 札幌市中央区北５条西６丁目

２ 札通ビル ２階 ０１１―２４２―８１７１

７０ 石狩 札 幌 市 日中友好道民運動連絡会議 中国 ０６０―０００４ 札幌市中央区北４条西１２丁目 ほくろうビル ３階 ０１１―２６１―８６７４

７１ 石狩 札 幌 市 日本語教師の会ひらがなクラブ 全般 ０６４―０９５２ 札幌市中央区宮の森２条１６丁
目４―１０ 高島様方 ０１１―６１３―４３７２

７２ 石狩 札 幌 市 日本国際連合協会北海道本部 全般 ０６０―８５８８ 札幌市中央区北３条西６丁目 北海道知事政策部知事室国
際課内 ０１１―２３１―４１１１

７３ 石狩 札 幌 市 日本語ボランティア「窓」 全般 ００３―００２４ 札幌市白石区本郷通７丁目南
２―８ 佐藤真紀子様方 ０１１―８６２―９５７６

７４ 石狩 札 幌 市 日本シェラレオネ友好協会 シェラレオネ
共和国 ００３―００２９ 札幌市白石区平和通５丁目北

２―８ !シスコム内 ０１１―８６６―８１８０

７５ 石狩 札 幌 市 日本チェコ協会／日本スロバキア協会
北海道支部 チェコスロバキア ０６３―００３７ 札幌市西区西野７条２丁目１―

５２ ０１１―６７１―０２３６

７６ 石狩 札 幌 市 "日本ネパール協会北海道支部 ネパール ０６４―０９４４ 札幌市中央区円山西町５―２―２２ 在田一則様方 ０１１―６４４―００９３

７７ 石狩 札 幌 市 日本ハンガリー友好協会北海道支部 ハンガリー ０６４―０９５２ 札幌市中央区宮の森２条３丁
目１―１―６０９ 谷本様方 ０１１―６２２―６９２６

７８ 石狩 札 幌 市 日本ボーイスカウト札幌地区委員会 全般 ００７―０８４２ 札幌市東区北４２条東１５丁目２―
１２ コード撮影!気付 ０１１―７５２―１６２０

７９ 石狩 札 幌 市 日本ボーイスカウト北海道連盟 全般 ０６２―０９３４ 札幌市豊平区平岸４条１４丁目
３―４０

北海道ボーイスカウト会館
内 ０１１―８２３―７１２１

８０ 石狩 札 幌 市 "日本モンゴル協会北海道支部 モンゴル ０６３―００３８ 札幌市西区西野８条９丁目１６
―２ 菊池様方 ０１１―６６３―１９３９

８１ 石狩 札 幌 市 日本ユーラシア協会札幌支部 ロシア
ユーラシア諸国 ０６０―０８０９ 札幌市北区北９条西４丁目 エルムビル ４階 ０１１―７０７―９７２２

８２ 石狩 札 幌 市 日本ユーラシア協会北海道連合会 ロシア
ユーラシア諸国 ０６０―０８０９ 札幌市北区北９条西４丁目 エルムビル ４階 ０１１―７０７―０９３３

８３ 石狩 札 幌 市 #日本ユニセフ協会北海道支部 全般 ０６３―０８３１ 札幌市西区発寒１１条５丁目１０
―１ コープさっぽろ本部 ２階 ０１１―６７１―５７１７

８４ 石狩 札 幌 市 日本ルーマニアンレース協会 ルーマニア ００４―０８６４ 札幌市清田区北野４条３―８―２７ ０１１―８８５―６６８２

８５ 石狩 札 幌 市 #パシフィック・ミュージック・
フェスティバル（PMF）組織委員会 全般 ０６４―０９３１ 札幌市中央区中島公園１―１５ 札幌コンサートホール内 ０１１―５２０―２２２２
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８６ 石狩 札 幌 市 バングラデシュ会・てんしのゆめ バングラデシュ ０６４―０９１７ 札幌市中央区南１７条西１６丁目
３―１―２０２ ０１１―５６３―７０７１

８７ 石狩 札 幌 市 ベトナムの子どもの家を支える
地球ともだちいいん会・札幌 ベトナム ０６５―００１８ 札幌市東区北１８条東１６丁目２―

１０ 共育舎気付 ０１１―７８０―７１１２

８８ 石狩 札 幌 市 北海道AALA（アジア・アフリカ・
ラテンアメリカ）連帯委員会

アジア・
アフリカ ００１―００１７ 札幌市北区北１７条西３丁目２１

番地 高栄荘 １階 ０１１―７４７―０９７７

８９ 石狩 札 幌 市 北海道ILO協会 アジア・
アフリカ・南米 ０６０―８５８８ 札幌市中央区北３条西６丁目 北海道経済部労政福祉課内 ０１１―２３１―４１１１

９０ 石狩 札 幌 市 北海道NGOグローバルトレイン 全般 ００３―００２１ 札幌市白石区栄通１７丁目１―２６ ポレポレ ０１１―８５１―００８６

９１ 石狩 札 幌 市 #北海道YMCA 全般 ０６４―０８１１ 札幌市中央区南１１条西１１丁目 ０１１―５６１―５２１７

９２ 石狩 札 幌 市 北海道インドネシアガルーダ会 インドネシア ０６２―００３２ 札幌市豊平区西岡２条１丁目
２―６ !早水組札幌支社内 ０１１―８５３―６５５１

９３ 石狩 札 幌 市 北海道カーリング協会 全般 ０６２―０９０５ 札幌市豊平区豊平５条１１丁目
１―１ 道立総合体育センター内 ０１１―８１５―８８２８

９４ 石狩 札 幌 市 北海道海外移住家族会 南米 ０６０―０００３ 札幌市中央区北３条西７丁目
第２水産ビル #北海道海外協会内 ０１１―２７１―０３５３

９５ 石狩 札 幌 市 #北海道海外協会 南米 ０６０―０００３ 札幌市中央区北３条西７丁目 第２水産ビル ４階 ０１１―２７１―０３５３

９６ 石狩 札 幌 市 "北海道開発技術センター 全般 ０６０―００５１ 札幌市中央区南１条東２丁目
１１ ０１１―２７１―３０２８

９７ 石狩 札 幌 市 北海道カナダ協会 カナダ ０６０―０８０７ 札幌市北区北７条西２丁目２０ 東京建物札幌ビル ２階 ０１１―７２６―２８６１

９８ 石狩 札 幌 市 "北海道観光連盟 全般 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西２丁目 経済センタービル ９階 ０１１―２３１―０９４１

９９ 石狩 札 幌 市 "北海道機械工業会 全般 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西５丁目 北１条ビル ０１１―２２１―３３７５

１００ 石狩 札 幌 市 北海道企業誘致推進会議 全般 ０６０―８５８８ 札幌市中央区北３条西６丁目 北海道経済部産業立地課内 ０１１―２３１―４１１１

１０１ 石狩 札 幌 市 北海道国際音楽交流協会（HIMES） 全般 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西３丁目
札幌MNビル６階 SIS内 ０１１―２３２―７５９２

１０２ 石狩 札 幌 市 "北海道国際農業交流協会 全般 ０６０―００４２ 札幌市中央区大通西７丁目２ ダイヤビル ８階 ０１１―２５１―３８５３

１０３ 石狩 札 幌 市 北海道国際女性協会 全般 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西３丁目
札幌MNビル６階 SIS内 ０１１―２２１―３５０１

１０４ 石狩 札 幌 市 "北海道国際貿易促進協会 中国 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西２丁目 北海道経済センタービル
９階 ０１１―２１１―７３４１

１０５ 石狩 札 幌 市 北海道国際理解教育研究協議会 全般 ００６―０８０５ 札幌市手稲区新発寒５条４丁
目２―１ 新陵東小学校内 ０１１―６８４―５５６１

１０６ 石狩 札 幌 市 北海道札幌市国際交流のつどい
連絡協議会 全般 ００４―０８６３ 札幌市清田区北野３条５丁目

２７―２０ ０１１―８８１―４６７３

１０７ 石狩 札 幌 市 北海道・札幌文化団体協議会 全般 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西１３丁目 札幌市教育文化会館内 ０１１―２７１―５０３６

１０８ 石狩 札 幌 市 北海道サハリンビジネス交流支援協会 サハリン ０６０―０００４ 札幌市中央区北４条西６丁目 毎日会館 ３階 ０１１―２２２―３６６９

１０９ 石狩 札 幌 市 北海道自然体験学校NEOS 全般 ０６４―０８０５ 札幌市中央区南５条西８丁目 アーバンビル ２階 ０１１―５２０―２０６６

１１０ 石狩 札 幌 市 北海道JICA帰国専門家連絡会 開発途上国 ００３―００２６ 札幌市白石区本通１６丁目４―２５ 国際協力事業団
札幌国際センター内 ０１１―８６６―７２２２

１１１ 石狩 札 幌 市 北海道ジャパ・ベトナム ベトナム ００２―０８５２ 札幌市北区屯田２条２丁目４―
７ 横井晶写真事務所内 ０１１―７７３―９０５７

１１２ 石狩 札 幌 市 北海道女性国際交流連絡協議会 全般 ０６０―０００５ 札幌市中央区北３条西７丁目 道庁別館 １２階 "北方圏
センター交流部気付

０１１―７７８―５４０７
（事務局長宅）

１１３ 石狩 札 幌 市 北海道スウェーデン協会 スウェーデン ０６０―００６２ 札幌市中央区南２条西１０丁目 !アラゼン内 ０１１―２１４―８４４４

１１４ 石狩 札 幌 市 #北海道青少年科学文化財団 全般 ０６０―０００２ 札幌市中央区北２条西３丁目 札幌第１ビル ７階 ０１１―２７１―０８６４

１１５ 石狩 札 幌 市 北海道青年国際交流機構
（北海道IYEO） 全般 ００４―０８６５ 札幌市清田区北野５条４丁目

１５―３ 上森奈穂美様方 ０１１―８８１―８３４０

１１６ 石狩 札 幌 市 北海道青年海外協力隊を育てる会 全般 ００３―００２６ 札幌市白石区本通１６丁目４―２５ 国際協力事業団
札幌国際センター内 ０１１―８６６―７２２２

１１７ 石狩 札 幌 市 #北海道体育協会 カナダ・中国・
ロシア・ドイツ ０６２―８５７２ 札幌市豊平区豊平５条１１丁目

１―１ 道立総合体育センター内 ０１１―８２０―１７０１

１１８ 石狩 札 幌 市 北海道大学国際婦人交流会 全般 ０６０―０８０８ 札幌市北８条西５丁目 北海道大学国際交流課気付 ０１１―７１６―２１１１

１１９ 石狩 札 幌 市 北海道タイランドクラブ タイ ０６０―００３４ 札幌市中央区北４条東２丁目 斉藤ビル１階 ０１１―２１９―０４４４

１２０ 石狩 札 幌 市 北海道台湾貿易協会 台湾 ０６０―８６１０ 札幌市中央区北１条西２丁目 札幌商工業会議所総務部国
際課内 ０１１―２３１―１１２２

１２１ 石狩 札 幌 市 北海道中国人留学生協会 中国 ００１―００４５ 札幌市北区麻生町２丁目９―３―
１０５ ０１１―７２６―００２５

１２２ 石狩 札 幌 市 北海道デンマーク会 デンマーク ０６０―０００３ 札幌市中央区北３条西７丁目 北海道酪農協会内 ０１１―２４１―２７３８

１２３ 石狩 札 幌 市 北海道二胡愛好会 全般 ０６４―０８２０ 札幌市中央区大通西２４丁目２―
２０ 大通２４MS ２０２ ０１１―６４２―５５３６

１２４ 石狩 札 幌 市 北海道日伊協会 イタリア ００３―００２９ 札幌市白石区平和通１５丁目北
１―２１ !宮川建設内 ０１１―８６１―２２８８

１２５ 石狩 札 幌 市 北海道日英協会 イギリス ０６０―０８０８ 札幌市北区北８条西７丁目 北海道大学クラーク会館内
#杉野目記念会気付 ０１１―８２０―４８７８

１２６ 石狩 札 幌 市 北海道日豪協会 オーストラリア ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西３丁目
札幌MNビル６階 SIS内 ０１１―２８１―４２２２

１２７ 石狩 札 幌 市 北海道日独協会 ドイツ ０６０―０００５ 札幌市中央区北５条西７丁目 京王プラザホテル札幌内 ０１１―２７１―０１１１

１２８ 石狩 札 幌 市 北海道日米協会 アメリカ ０６４―０８２１ 札幌市中央区北１条西２８丁目 在札幌米国総領事館内 ０１１―８８２―４０９８

１２９ 石狩 札 幌 市 北海道日韓友好親善協会連合会 韓国 ０６４―０８０９ 札幌市中央区南９条西４丁目 商銀ビル ６階 ０１１―５１１―４０６４

173



番号 支庁 市町村名 団 体 名 主な交流先 郵便番号 所 在 地 電話番号

１３０ 石狩 札 幌 市 北海道日中友好協会 中国 ０６０―０００４ 札幌市中央区北４条西４丁目 加藤ビル③ ６階 ０１１―２３１―４４５３

１３１ 石狩 札 幌 市 北海道日中友好センター 中国 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西８丁目 東信札幌ビル ９階 ０１１―２５１―６８３７

１３２ 石狩 札 幌 市 北海道日朝連帯道民会議 北朝鮮 ０６０―０００４ 札幌市中央区北４条西１２丁目 ほくろうビル ２階 北海
道平和運動フォーラム気付 ０１１―２１０―０２００

１３３ 石狩 札 幌 市 北海道日伯協会 ブラジル ０６０―００６１ 札幌市中央区南１条西４丁目 日本旅行ビル ４階 ０１１―２８１―１５１０

１３４ 石狩 札 幌 市 北海道日本語教育ネットワーク 全般 ０６０―０００３ 札幌市中央区北３条西７丁目 道庁別館 １２階
"北方圏センター内 ０１１―２８０―５８３４

１３５ 石狩 札 幌 市 北海道日本ロシア協会 ロシア ０６０―０００３ 札幌市中央区北３条西７丁目 緑園ビル １０階 ０１１―２６１―８８８７

１３６ 石狩 札 幌 市 北海道ノルウェー協会 ノルウェー ０６０―８６７１ 札幌市中央区北１２条西２０丁目
１―１０ 高橋水産株式会社内 ０１１―６１８―２１１１

１３７ 石狩 札 幌 市 北海道ハンガリー文化交流協会 ハンガリー ０６２―００２４ 札幌市中央区大通西１７丁目１―
２０―５０１ ０１１―６１８―３１５５

１３８ 石狩 札 幌 市 北海道パラグアイ懇話会 パラグアイ ００６―００６１ 札幌市中央区南１条西４丁目 日本旅行ビル ４階
北海道日伯協会内 ０１１―２８１―１５１０

１３９ 石狩 札 幌 市 北海道フィンランド協会 フィンランド ０６０―０００２ 札幌市中央区北２条西３丁目 札幌第１ビル ７階 ０１１―２７１―０８６４

１４０ 石狩 札 幌 市 北海道ペルー友好協会 ペルー ０６２―８６０５ 札幌市豊平区旭町４―１―４０ 北海学園大学内 ０１１―８４１―１１６１

１４１ 石狩 札 幌 市 "北海道貿易物産振興会 全般 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西２丁目 北海道経済センター ０１１―２５１―７９７６

１４２ 石狩 札 幌 市 北海道北方博物館交流協会 全般 ０４０―００００ 札幌市厚別区厚別町小野幌５３
―２

北海道開拓記念館
開拓の村文化振興会内 ０１１―８９８―４５６４

１４３ 石狩 札 幌 市 北海道・マサチューセッツ協会 アメリカ・マサ
チューセッツ州 ０６０―０００３ 札幌市中央区北３条西７丁目 道庁別館 １２階 ０１１―２３１―３３９２

１４４ 石狩 札 幌 市 北海道マルディコラ・ネパール教育
基金 ネパール ００６―０８１１ 札幌市手稲区前田１条９丁目

４―１２ ０１１―６８２―５６８４

１４５ 石狩 札 幌 市 北海道民際交流センター 全般 ０６０―００６１ 札幌市中央区南１条西５丁目 プレジデント河村ビル ８階
土田企画!内 ０１１―２３２―３４６０

１４６ 石狩 札 幌 市 北海道モンゴル親善協会 モンゴル ０６２―０９３４ 札幌市豊平区平岸４条８丁目
９―９ ０１１―８３１―０８８８

１４７ 石狩 札 幌 市 北海道ユネスコ連絡協議会 全般 ０６０―０００２ 札幌市中央区北２条西３丁目 朝日生命ビル ２階 ０１１―２５１―６６７０

１４８ 石狩 札 幌 市 北海道留学生交流推進協議会 全般 ０６０―０８０８ 札幌市北区北８条西８丁目 北海道大学学務部留学生課
内 ０１１―７０６―２１９１

１４９ 石狩 札 幌 市 "北方圏センター 全般 ０６０―０００３ 札幌市中央区北３条西７丁目 道庁別館 １２階 ０１１―２２１―７８４０

１５０ 石狩 札 幌 市 山と森の散歩道 全般 ０６３―０００２ 札幌市西区山の手２条１１丁目
３―１５ 石島しのぶ様方 ０１１―６２１―５３８０

１５１ 石狩 札 幌 市 ラポ国際交流センター北海道連絡所 全般 ００３―００２１ 札幌市白石区栄通１８丁目５―４５ ライフルビル ３階 ０１１―８５５―５３８８

１５２ 石狩 札 幌 市 I.H.C北海道 ネパール ０６１―２２８４ 札幌市南区藤野４―４―９―７ 三浦博志様方 ０７０―５１１７―１０２７

１５３ 石狩 札 幌 市 J.WORKS 全般 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西３丁目
札幌MNビル６階 SIS内 ０９０―８３７０―４３８１

１５４ 石狩 札 幌 市 北欧社会研究協会 （NESSA） 北欧 ００２―８０５５ 札幌市北区篠路町福移１４７―３ "札幌協働福祉協会あいのさと
アクティビティセンター内 ０１１―７９２―４２６４

１５５ 石狩 札 幌 市 N・R・S日本語の会 全般 ００１―００３４ 札幌市北区北３４条西５丁目１―
３―９０８ ０１１―７０９―７５６５

１５６ 石狩 札 幌 市 SICPF外国語ボランティアネット
ワーク 全般 ０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西３丁目

札幌MNビル３階 #札幌国際プラザ内 ０１１―２１１―２１０５

１５７ 石狩 江 別 市 "いけばなインターナショナル
札幌支部 全般 ０６９―０８４４ 江別市大麻西町１１丁目１ 佐野様方 ０１１―３８６―１２２９

１５８ 石狩 江 別 市 江別グリーンライオンズクラブ 全般 ０６９―０８１１ 江別市錦町１３―１ 吉川ビル ２階 ０１１―３８２―７７７２

１５９ 石狩 江 別 市 江別グレシャム会 全般 ０６７―００２３ 江別市東光町２５―１３ たしろ屋製菓内 ０１１―３８２―５０２６

１６０ 石狩 江 別 市 江別市国際交流推進協議会 全般 ０６９―０８２２ 江別市東野幌本町７―４ ０１１―３８１―１１１１

１６１ 石狩 江 別 市 江別市民国際交流協会 全般 ０６９―０８５１ 江別市大麻園町２４―１０ ０１１―３８６―６４２３

１６２ 石狩 江 別 市 江別市都市提携委員会 全般 ０６７―８６７４ 江別市高砂町６ 江別市役所企画政策部秘書
課内 ０１１―３８１―１００８

１６３ 石狩 江 別 市 江別西ロータリークラブ 全般 ０６９―０８１２ 江別市幸町１０―７ ０１１―３８２―００８１

１６４ 石狩 江 別 市 江別日中友好の会 中国 ０６９―０８３１ 江別市野幌若葉町２８―６ ０１１―３８２―４５８２

１６５ 石狩 江 別 市 江別ユネスコ協会 全般 ０６７―００７４ 江別市高砂町２４ 江別市教育委員会青少年課 ０１１―３８１―１０６０

１６６ 石狩 江 別 市 江別ライオンズクラブ 全般 ０６７―０００３ 江別市緑町東１―６７ 角屋興産!内 ０１１―３８３―３０００

１６７ 石狩 江 別 市 江別ロータリークラブ 全般 ０６７―００７１ 江別市高砂町１０―１５ ０１１―３８２―０９３９

１６８ 石狩 江 別 市 外国人妻の会北海道支部 全般 ０６９―０８３３ 江別市文京台南１２―１０ ０１１―３８７―５４１１

１６９ 石狩 江 別 市 言語交流研究所 ヒッポファミリー
クラブ江別 全般 ０６９―０８３４ 江別市文京台東町１６―１４ ０１１―３８７―７３２０

１７０ 石狩 江 別 市 北海道アルバータ 酪農科学技術交
流協会

カナダ・
アルバータ州 ０６９―０８３６ 江別市文京台緑町５８２―１ 酪農学園大学内 ０１１―３８６―２６７６

１７１ 石狩 江 別 市 北海道ポーランド文化協会 ポーランド ０６９―０８５１ 江別市大麻園町２８―１８ 小笠原正明様方 ０１１―３８６―３４０５

１７２ 石狩 江 別 市 楽・智んサークル 全般 ０６９―０８３５ 江別市文京台南町６１―１６ ０１１―３８６―０８５２

１７３ 石狩 江 別 市 CLUB LATINO 南米 ０６７―００２５ 江別市あけぼの町１９―２７ ０１１―３８２―０７４９
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１７４ 石狩 江 別 市 Affinity 全般 ０６９―０８１４ 江別市野幌松並町２４―１０ ０１１―３８２―３７０４

１７５ 石狩 千 歳 市 ガールスカウト日本連盟 北海道第
３１団 全般 ０６６―００６７ 千歳市桂木５丁目４―３３ ０１２３―２３―５３９０

１７６ 石狩 千 歳 市 国際ソロプチミストアメリカ 日本
北リジョン千歳 全般 ０６６―００６４ 千歳市錦町２丁目 ホテル千歳屋内 ０１２３―２３―２８１１

１７７ 石狩 千 歳 市 千歳姉妹都市交流協会 アメリカ ０６６―８６８６ 千歳市東雲町２丁目３４ 千歳市国際交流係 ０１２３―２４―３１３１

１７８ 石狩 千 歳 市 千歳観光連盟 全般 ０６６―００６２ 千歳市千代田町６―２０ 第１２ふじやビル ０１２３―２４―８８１８

１７９ 石狩 千 歳 市 千歳国際高等教育村 全般 ０６６―００６２ 千歳市千代田町５丁目３ ０１２３―２４―２５３５

１８０ 石狩 千 歳 市 千歳国際交流協会 全般 ０６６―８６８６ 千歳市東雲町２丁目３４ 千歳市国際交流係 ０１２３―２４―３１３１

１８１ 石狩 千 歳 市 千歳市女性団体協議会 全般 ０６６―００４２ 千歳市東雲町２丁目３４ ０１２３―２４―３１３１

１８２ 石狩 千 歳 市 千歳セントラルロータリークラブ 全般 ０６６―００４７ 千歳市本町４丁目 ホテル日航千歳内 ０１２３―２６―５７８８

１８３ 石狩 千 歳 市 千歳中央ライオンズクラブ 全般 ０６６―００４７ 千歳市本町４丁目 ホテル日航千歳内 ０１２３―２６―３３３１

１８４ 石狩 千 歳 市 千歳日中交流促進会 中国 ０６６―００３４ 千歳市富丘３丁目１１―７ ０１２３―２４―２０１０

１８５ 石狩 千 歳 市 千歳ボランティア通訳クラブ 全般 ０６６―００４２ 千歳市東雲町５丁目４４ ０１２３―２３―５８８５

１８６ 石狩 千 歳 市 千歳ユネスコ協会 全般 ０６６―００４２ 千歳市東雲町２丁目３４ 千歳市教育委員会内 ０１２３―２４―３１３１

１８７ 石狩 千 歳 市 千歳ライオンズクラブ 全般 ０６６―００４７ 千歳市本町４丁目 ホテル日航千歳内 ０１２３―２３―１７９７

１８８ 石狩 千 歳 市 千歳ロータリークラブ 全般 ０６６―００３６ 千歳市北栄２丁目２―１ 千歳全日空ホテル ０１２３―２３―４４７０

１８９ 石狩 千 歳 市 日中交流千歳市民会議 全般 ０６６―００３５ 千歳市高台５丁目７―１３ JA千歳市内 ０１２３―２３―５１５１

１９０ 石狩 千 歳 市 北海道スペイン協会 スペイン ０６６―００４７ 千歳市本町５丁目８７８―３０ ０１２３―２３―９２１２

１９１ 石狩 恵 庭 市 恵庭国際交流市民の会 全般 ０６１―１４３１ 恵庭市有明町３丁目１―６ 宮脇實海様方 ０１２３―３２―５２２４

１９２ 石狩 恵 庭 市 恵庭国際交流プラザ 全般 ０６１―１４３１ 恵庭市有明町３丁目１―６ 宮脇實海様方 ０１２３―３２―５２２４

１９３ 石狩 恵 庭 市 恵庭市青少年育成市民の会 全般 ０６１―１４９８ 恵庭市新町１０番地 恵庭市教育委員会生涯学習
振興課内 ０１２３―３３―３１３１

１９４ 石狩 恵 庭 市 恵庭日中友好協会 中国 ０６１―１４１１ 恵庭市恵南７―４６ 斎藤昭子様方 ０１２３―３３―２７０２

１９５ 石狩 恵 庭 市 恵庭ニュージーランド協会 ニュージーランド ０６１―１４４４ 恵庭市京町８０番地 恵庭商工会議所内 ０１２３―３４―１１１１

１９６ 石狩 恵 庭 市 恵庭ユネスコ協会 全般 ０６１―１３６４ 恵庭市下島松６２６ 吉田法純様方 ０１２３―３６―８２２９

１９７ 石狩 恵 庭 市 恵庭ライオンズクラブ 全般 ０６１―１４２４ 恵庭市大町４丁目２―２７ ０１２３―３３―９１９８

１９８ 石狩 恵 庭 市 恵庭ロータリークラブ 全般 ０６１―１４４１ 恵庭市住吉町８０―１ ０１２３―３２―２３８８

１９９ 石狩 恵 庭 市 国際ソロプチミスト恵庭 全般 ０６１―１４３１ 恵庭市有明町６―３―５ 伊藤美智子様方 ０１２３―３２―２３０４

２００ 石狩 恵 庭 市 スウェーデン・ルシアを迎える会 全般 ０６１―１３５３ 恵庭市島松本町１丁目６―１ 掛水美枝子様方 ０１２３―３３―２７０２

２０１ 石狩 恵 庭 市 日中友好恵庭市民協会 中国 ０６１―１４４４ 恵庭市京町８０番地 恵庭商工会議所内 ０１２３―３２―４０５０

２０２ 石狩 恵 庭 市 北海道文教大学 全般 ０６１―１４０８ 恵庭市黄金町１９６―１ ０１２３―３４―００１１

２０３ 石狩 北広島市 北広島国際交流協議会 カナダ ０６１―００２１ 北広島市中央４丁目２―１ 北広島市教育委員会生涯学
習部 ０１１―３７２―３３１１

２０４ 石狩 北広島市 国際ソロプチミスト北広島 カナダ ０６１―１１２７ 北広島市新富町西２丁目１―１２ 丸清建設内 ０１１―３７３―５３８５

２０５ 石狩 石 狩 市 石狩国際交流協会 カナダ・
ロシア・中国 ０６１―３２１７ 石狩市花畔２条１丁目９―１ 北ガスプラザ２階 ０１３３―６４―５９３１

２０６ 石狩 石 狩 市 石狩市議会日本・ロシア議員連盟 ロシア ０６１―３２１２ 石狩市花川北２条６丁目２４９ 片平様方 ０１３３―７４―１６５５

２０７ 石狩 石 狩 市 石狩地区日本ロシア協会 ロシア ０６１―３２１２ 石狩市花川北２条６丁目２４９ ０１３３―７４―１６５５

２０８ 石狩 石 狩 市 石狩日中友好協会 中国 ０６１―３２１３ 石狩市花川北３条４丁目１２４ ０１３３―７４―５２６１

２０９ 石狩 石 狩 市 石狩ユネスコ協会 全般 ０６１―３２１２ 石狩市花川南３条５丁目１ 漆様方 ０１３３―７４―０３３３

２１０ 石狩 石 狩 市 石狩ライオンズクラブ 全般 ０６１―３２０２ 石狩市花川南２条２丁目２２０ 小寺ビル２階 ０１３３―７４―３７８０

２１１ 石狩 石 狩 市 国際ソロプチミスト石狩 全般 ０６１―３２０７ 石狩市親船町６０―９ ０１３３―６２―３０６９

２１２ 石狩 石 狩 市 少年ケニアの友北海道支部 アフリカ ０６１―３２１３ 石狩市花川北３条４丁目６ 佐藤様方 ０１３３―７４―６２５５

２１３ 石狩 石 狩 市 日本ユーラシア協会石狩支部 ロシア ０６１―３２０４ 石狩市花川南４条１丁目９７ ０１３３―７３―０５９９

２１４ 石狩 石 狩 市 北海道地球市民の会 全般 ０６１―３２１４ 石狩市花川北４条２丁目１９７ ０１３３―７４―１２９６

２１５ 石狩 当 別 町 !スウェーデン交流センター スウェーデン ０６１―３７７２ 当別町スウェーデン・ヒルズ
２３２９番地２５ ０１３３―２６―２３６０

２１６ 石狩 当 別 町 当別・レクサンド都市交流協会 スウェーデン ０６１―０２２６ 当別町錦町１２４８ 当別商工会館内 ０１３３―２３―２４４７

２１７ 渡島 函 館 市 日朝連帯函館市民の会 朝鮮 ０４０―００３２ 函館市新川町２―１６ 道南労働福祉会館 ０１３８―２２―５７２３
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２１８ 渡島 函 館 市 日朝協会函館支部 朝鮮 ０４２―０９４３ 函館市乃木町４―１３ 佐竹様方 ０１３８―５２―０８４１

２１９ 渡島 函 館 市 日本中国友好協会函館支部 中国 ０４０―０００５ 函館市人見町２６―３８ 大渕様方 ０１３８―５１―５１５４

２２０ 渡島 函 館 市 日本ベトナム友好協会函館支部 ベトナム ０４１―０８４４ 函館市川原町１８―２―２０１ 佐藤様方 ０１３８―５３―６２６０

２２１ 渡島 函 館 市 日本ユーラシア協会函館地方支部 ロシア ０４１―０８０６ 函館市五稜郭町４４―２ 函館博物館五稜郭分館内
紺谷様方 ０１３８―５１―２５４８

２２２ 渡島 函 館 市 特定非営利活動法人
函館アフリカ支援協会 アフリカ各国 ０４１―０８３６ 函館市山の手３―３４―４ 升田様方 ０１３８―５４―６７１２

２２３ 渡島 函 館 市 函館インドネシア友好協会 インドネシア ０４０―００８４ 函館市大川町４―４３―７１３ 山田様方 ０１３８―４１―８０５１

２２４ 渡島 函 館 市 函館オーストラリア協会 オーストラリア ０４０―００４３ 函館市宝来町１４―８ 藤井様方 ０１３８―２２―６８４７

２２５ 渡島 函 館 市 函館市国際理解教育研究会 全般 ０４０―００４４ 函館市青柳町２２―１３ 青柳小学校 石山様方 ０１３８―２３―８３４８

２２６ 渡島 函 館 市 函館シンガポール協会 シンガポール ０４０―００５４ 函館市元町３３―１４ "函館国際観光コンベン
ション協会内 ０１３８―２７―３５３５

２２７ 渡島 函 館 市 函館中国経済促進協会 中国 ０４１―０８２１ 函館市港町３―１８―１５ !テーオー小笠原内 ０１３８―４５―３９１１

２２８ 渡島 函 館 市 函館日英協会 イギリス ０４０―００５４ 函館市元町３３―１４ 旧イギリス領事館内 ０１３８―２７―８１５９

２２９ 渡島 函 館 市 函館日独協会 ドイツ ０４２―０９３５ 函館市駒場町１６―１４ ごとう内科胃腸科内 ０１３８―５４―７０３６

２３０ 渡島 函 館 市 函館日仏協会 フランス ０４０―００５３ 函館市末広町４―５ 五島軒本店内 ０１３８―２３―１１０６

２３１ 渡島 函 館 市 函館日米協会 アメリカ ０４０―０００１ 函館市五稜郭町４３―９ 五稜郭タワー!内 ０１３８―５１―４７８５

２３２ 渡島 函 館 市 函館日ロ親善協会 ロシア ０４０―００５４ 函館市元町１４―１ ロシア極東国立総合大学函
館校内 ０１３８―２３―６５２３

２３３ 渡島 函 館 市 函館日韓友好親善協会 韓国 ０４０―００６４ 函館市大手町１６―３ 民団函館支部 ０１３８―２２―６４１１

２３４ 渡島 函 館 市 函館日中文化交流をすすめる会 中国 ０４２―０９５５ 函館市高丘町１９―１３ 木村様方 ０１３８―５７―５４６７

２３５ 渡島 函 館 市 函館日中問題研究会 中国 ０４０―００５３ 函館市末広町１２―１ 石田様方 ０１３８―２２―１７２８

２３６ 渡島 函 館 市 函館日中友好協会 中国 ０４０―００１３ 函館市千代台町１４―８ 喫茶「隗」内 ０１３８―５１―００４１

２３７ 渡島 函 館 市 函館モンゴル友好親善協会 モンゴル ０４１―０８２４ 函館市西桔梗町２１８―４３ ききょう幼稚園内 ０１３８―４９―０３１３

２３８ 渡島 函 館 市 函館ユネスコ協会 全般 ０４０―００４４ 函館市青柳町１２―１７ 函館市公民館内 ０１３８―２２―３３２０

２３９ 渡島 函 館 市 #北海道国際交流センター 全般 ０４０―００５４ 函館市元町１４―１ ０１３８―２２―０７７０

２４０ 渡島 函 館 市 北海道日中青少年交流協会 中国 ０４０―００４７ 函館市川原町８―６ 淡路様方 ０１３８―５２―５６７７

２４１ 渡島 函 館 市 函館日本語教育研究会 全般 ０４２―０９４２ 函館市柏木町２―１７ 田中様方 ０１３８―３２―６１０３

２４２ 渡島 函 館 市 日本と中国の心をつなぐ会 中国 ０４１―０８０７ 函館市北美原２―９―２ 高橋様方 ０１３８―４６―２１０７

２４３ 渡島 函 館 市 函館・江差・オランダ交流友の会 オランダ ０４０―００５１ 函館市弁天町２４―１ オクトパス内 ０１３８―２６―４７０５

２４４ 渡島 上 磯 町 上磯国際交流ネットワーク
（Kif―net） 全般 ０４９―０１２１ 上磯町久根別４丁目５―５ 小林様方 ０１３８―７３―６２０２

２４５ 渡島 上 磯 町 函館ニュージーランド友好協会 ニュージーランド ０４０―００４９ 上磯町飯生１―７―２ 山本様方 ０１３８―７３―６９２２

２４６ 渡島 上 磯 町 函館ハリファックス協会 カナダ ０４９―０１５５ 上磯町字中野１８２―２ 三上様方 ０１３８―７３―８２６１

２４７ 渡島 七 飯 町 コンコードと仲良くする会 アメリカ ０４１―１１２２ 七飯町大川４丁目２１―１０ ０１３８―６５―８２３２

２４８ 渡島 七 飯 町 #北海道国際交流センター七飯支部 全般 ０４１―１１１１ 七飯町字本町５６８―３ 七飯町役場企画国際課 ０１３８―６５―２５１１

２４９ 渡島 七 飯 町 #北海道大沼国際交流協会 全般 ０４１―１３５４ 七飯町字大沼町１２７―１ 大沼国際セミナーハウス内 ０１３８―６７―３９５０

２５０ 渡島 八 雲 町 八雲町国際交流をすすめる会 韓国 ０４９―３１１２ 八雲町末広町１５４ 八雲町教育委員会内 ０１３７６―３―３１３１

２５１ 渡島 八 雲 町
（旧熊石町） 北海道日中青少年交流協会熊石支部 中国 ０４０―００５７ 八雲町熊石関内町関内小学校

内 ０１３９８―２―３３８５

２５２ 渡島 長万部町 長万部国際交流センター 全般 ０４９―３５２１ 長万部町字長万部１１ 守田様方 ０１３７７―２―２３０５

２５３ 檜山 江 差 町 江差国際交流協会
（江差オーストラリア協会） オーストラリア ０４３―００４３ 江差町字本町２７１ 江差町教育委員会内 ０１３９５―２―１０４７

２５４ 檜山 せたな町 瀬棚姉妹都市交流推進協議会 アメリカ ０４９―４８１２ せたな町瀬棚区本町７１９ 瀬棚教育事務所 ０１３７８―７―３３２２

２５５ 檜山 今 金 町 今金町ペガサスの翼
ニュージーランド友好協会 ニュージーランド ０４９―４３０８ 瀬棚郡今金町字今金４８―１ 今金町教育委員会事務局 ０１３７８―２―３４８８

２５６ 後志 小 樽 市 アイセック（国際経済商学学生協会）
小樽商科大学委員会 全般 ０４７―００３４ 小樽市緑３丁目５―２１ 小樽商科大学 新サークル

会館内

２５７ 後志 小 樽 市 小樽市国際理解教育研究会 全般 ０４７―０１５５ 小樽市望洋台１―８―２５ 望洋台小学校内 ０１３４―５２―２００７

２５８ 後志 小 樽 市 小樽市姉妹都市提携委員会 ロシア・
ニュージーランド ０４７―８６６０ 小樽市花園２丁目１２―１ 小樽市役所総務部秘書課内 ０１３４―３２―４１１１

２５９ 後志 小 樽 市 小樽商科大学国際企画課 全般 ０４７―００３４ 小樽市緑３丁目５―２１ ０１３４―２７―５２６０

２６０ 後志 小 樽 市 小樽青年会議所 全般 ０４７―００３１ 小樽市色内１丁目６―３２ 小樽商工会議所 ２階 ０１３４―２２―２１６６

２６１ 後志 小 樽 市 小樽ゾンタクラブ 全般 ０４７―００２１ 小樽市入船５丁目１０―５ ０１３４―２３―４８７３
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２６２ 後志 小 樽 市 小樽地区日本・中国友好協会 中国 ０４７―０１５２ 小樽市新光１丁目１４―２７ ０１３４―５４―８３５５

２６３ 後志 小 樽 市 小樽地区日ロ親善協会 ロシア ０４７―００２４ 小樽市花園３―９―１４ 新川ビル２F 民主党小樽
総支部内 ０１３４―３３―８７５０

２６４ 後志 小 樽 市 小樽ニュージーランド協会 ニュージーランド ０４７―８６６０ 小樽市花園２丁目１２―１ 小樽市役所総務部秘書課内 ０１３４―３２―４１１１

２６５ 後志 小 樽 市 小樽日本語サポートくらぶ
（ONSA） 全般 ０４７―０２６１ 小樽市銭函１丁目１６―２８ ０１３４―６２―３１６４

２６６ 後志 小 樽 市 小樽ユネスコ協会 全般 ０４７―００２４ 小樽市花園５丁目１０―１ 小樽市教育委員会生涯学習
課内 ０１３４―３２―４１１１

２６７ 後志 小 樽 市 国際ソロプチミスト小樽 全般 ０４７―００２４ 小樽市花園２―１０―２０ ０１３４―２２―８３１２

２６８ 後志 小 樽 市 国際ソロプチミスト小樽マリン 全般 ０４７―０１５６ 小樽市桜２丁目１―１ ０１３４―５４―８２３３

２６９ 後志 小 樽 市 日本中国友好協会小樽支部 中国 ０４７―００１１ 小樽市天神１丁目１０―１５１ ０１３４―２５―１３０１

２７０ 後志 小 樽 市 日本ユーラシア協会小樽支部 ロシア ０４７―００３１ 小樽市色内２丁目１３―５ 小樽市民センター内 ０１３４―３２―２８４３

２７１ 後志 寿 都 町 世界の友と手を結ぶ寿都の会 全般 ０４０―０４１３ 寿都町字樽岸町樽岸１５１番地 ０１３６―６２―２０８５

２７２ 後志 蘭 越 町 蘭越町海外研修友の会 全般 ０４８―１３９２ 蘭越町蘭越町２５８―５ 蘭越町役場内 ０１３６―５７―５１１１

２７３ 後志 真 狩 村 真狩村国際交流協議会 全般 ０４０―１６３１ 真狩村字真狩１１８ 真狩村役場内 ０１３６―４５―２１２１

２７４ 後志 倶知安町 くっちゃんJAZZフェスティバル実
行委員会 全般 ０４４―００３１ 倶知安町南１西１ やまだ園内 ０１３６―２２―０２０１

２７５ 後志 倶知安町 倶知安町国際交流協会 全般 ０４４―００８１ 倶知安町字山田 ペンションきのこ内 ０１３６―２２―６６２３

２７６ 後志 倶知安町 倶知安国際支援協会 KISS（Kutchan
International Support Society） 全般 ０４４―００７６ 倶知安町字高砂２２４ 倶知安塗装工芸社内 ０９０―３０１９―４５１７

（０１３６―２２―０５７９）

２７７ 後志 倶知安町 国際ソロプチミスト倶知安 全般 ０４４―００７２ 倶知安町北３東１ ０１３６―２３―３７１７

２７８ 後志 倶知安町 サンモリッツクラブ スイス国グラウビュン
デン州サンモリッツ ０４４―００１１ 倶知安町南１東１ コーリン建設!内 ０１３６―２２―０３０４

２７９ 後志 倶知安町 ペルー共和国と交流する倶知安の会 ペルー共和国
タルマ市 ０４４―００３１ 倶知安町南１西１ 横関建設工業!内 ０１３６―２２―０１３８

２８０ 後志 岩 内 町 岩宇国際交流センター 全般 ０４５―００２３ 岩内町字相生１９５ 野澤様方 ０１３５―６２―７８５６

２８１ 後志 岩 内 町 岩内・スラビャンカ友好協会 ロシア ０４５―８５５５ 岩内町字清住２５８ 岩内町役場内 ０１３５―６２―１０１１

２８２ 後志 岩 内 町 日本ユーラシア協会岩内地方支部 ロシア ０４５―８５５５ 岩内町字清住２５８ 岩内町役場内 ０１３５―６２―１０１１

２８３ 後志 神恵内村 神恵内ニュージーランド協会 ニュージーランド ０４５―０３０１ 神恵内村大字神恵内村８１ 神恵内村役場内 ０１３５―７６―５０１１

２８４ 後志 古 平 町 古平国際交流協会 全般 ０４０―０１０９ 古平町字浜町６７９―１２ 浅野様方 ０１３５―４２―２５７０

２８５ 後志 余 市 町 余市町国際交流推進協議会 イギリス ０４６―８５４６ 余市町朝日町２６ 余市町役場内 ０１３５―２１―２１４２

２８６ 後志 赤井川村 赤井川村国際交流推進委員会 全般 ０４６―０５０１ 赤井川村字赤井川７２ 赤井川小学校内 ０１３５―３４―６８６０

２８７ 空知 夕 張 市 夕張・撫順友好都市市民協会 中国 ０６８―０４９２ 夕張市本町４丁目 夕張市役所内 ０１２３５―２―３１３１

２８８ 空知 夕 張 市 夕張日中友好協会 中国 ０６８―０４９２ 夕張市本町４丁目 夕張市役所内 ０１２３５―２―２５９１

２８９ 空知 岩見沢市 岩見沢国際交流市民の会 全般 ０６８―０８３５ 岩見沢市緑が丘３丁目１９１―３０ 笹嶋様方 ０１２６―２３―６３９６

２９０ 空知 岩見沢市 岩見沢日中友好協会 中国 ０６８―０８１３ 岩見沢市美園３条１丁目１―９ 前川様方 ０１２６―２２―４０８１

２９１ 空知 岩見沢市 国際ソロプチミスト岩見沢 全般 ０６８―０８３５ 岩見沢市緑が丘２丁目７９―８ 佛田様方 ０１２６―２３―９７３５

２９２ 空知 岩見沢市 姉妹都市岩見沢ポカテロ会 アメリカ ０６８―００２４ 岩見沢市４条西８丁目２ 日浦金物内 ０１２６―２２―１７０９

２９３ 空知 岩見沢市 日中農業技術交流岩見沢協議会 中国 ０６８―８６８６ 岩見沢市鳩が丘１―１―１ 岩見沢市役所総務部市長室
内 ０１２６―２３―４１１１

２９４ 空知 岩見沢市 岩見沢伊春会 中国 ０６８―０００６ 岩見沢市６条東１４丁目 浦下様方 ０１２６―２４―０５５５

２９５ 空知 岩見沢市 モーリタ二ア里親の会 モーリタニア ０６８―０８３２ 岩見沢市ふじ町２条５丁目１―
４ 末岡様方 ０１２６―２３―３４９０

２９６ 空知 美 唄 市 美唄市国際交流会 全般 ０７２―００２４ 美唄市西１条南１丁目１―１５ 藤本様方 ０１２６―６３―４５８９

２９７ 空知 芦 別 市 芦別市国際交流協会 カナダ ０７５―８７１１ 芦別市北１条東１丁目３ 芦別市役所内 ０１２４２―２―２１１１

２９８ 空知 芦 別 市 芦別日中友好クラブ 中国 ０７５―０００２ 芦別市北２条西１丁目 定田印刷所内 ０１２４２―２―２０３３

２９９ 空知 赤 平 市 北海道赤平日中友好手をつなぐ会 中国 ０７９―１１１１ 赤平市若木町北７丁目１３番地 ０１２５―３２―３６２７

３００ 空知 三 笠 市 三笠日中友好協会 中国 ０６８―２１５８ 三笠市堤町３―１０ 加後様方 ０１２６７―２―３４２８

３０１ 空知 滝 川 市 "滝川国際交流協会 全般 ０７３―８６８６ 滝川市大町１丁目２―１５ 滝川市役所 ０１２５―２３―１２３４

３０２ 空知 砂 川 市 砂川市国際交流ふれあい委員会 全般 ０７３―０１６８ 砂川市西８条北３丁目 砂川市教育委員会内 ０１２５―５４―２１２１

３０３ 空知 深 川 市 国際ソロプチミスト深川 全般 ０７４―０１５１ 深川市納内町３丁目６―７ ０１６４―２４―２５５８

３０４ 空知 深 川 市 深川国際交流協会 全般 ０７４―８６５０ 深川市２条１７―１７ 深川市役所企画課内 ０１６４―２６―２２１５

３０５ 空知 深 川 市 深川国際農業研究会 全般 ０７４―８６５０ 深川市２条１７―１７ 深川市役所農政課内 ０１６４―２６―２２５５
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３０６ 空知 北 村 北村国際交流協会 全般 ０６８―１２１３ 北村字赤川５９３―１ 北村役場内 ０１２６―５６―２００１

３０７ 空知 栗 沢 町 栗沢町国際交流協会 全般 ０６８―０１２３ 栗沢町東本町２１ 栗沢町役場内 ０１２６―４５―２４１１

３０８ 空知 栗 沢 町 どさんこ海外保健協力会 全般 ０６８―３１７８ 栗沢町美流渡錦町９２ 美流渡診療所内 ０１２６―４６―２１２２

３０９ 空知 南 幌 町 南幌町国際文芸交流協会 全般 ０６９―０２１２ 南幌町南１２線西２１ 竹内様方 ０１１―３７８―２４３８

３１０ 空知 南 幌 町 北海道農民日中友好会議南幌支会 中国 ０６９―０２１５ 南幌町南１５線西３ 野崎様方 ０１１―３７８―０２２７

３１１ 空知 奈井江町 奈井江スオミクラブ フィンランド ０７９―０３９２ 奈井江町字奈井江１１ 奈井江町役場内 ０１２５―６５―２１１１

３１２ 空知 上砂川町 上砂川・スパーウッド姉妹都市
提携委員会 カナダ ０７３―０２９２ 上砂川町中央北１条５丁目１―

７ 上砂川町企画産業課内 ０１２５―６２―２０１１

３１３ 空知 由 仁 町 由仁ライオンズクラブ オーストラリア ０６９―１２０６ 由仁町本町２７１番地 ０１２３８―８３―２３５５

３１４ 空知 由 仁 町 由仁ロータリークラブ オーストラリア ０６９―１２０３ 由仁町東栄７８番地 ０１２３８―８３―２６３４

３１５ 空知 長 沼 町 長沼ロータリークラブ 全般 ０６９―１３４３ 長沼町旭町南１丁目１番２号 !ケイ・エスインターナ
ショナル内 ０１２３８―８―０８０１

３１６ 空知 栗 山 町 栗山町国際交流センター 全般 ０６９―１５９７ 栗山町松風３丁目２５４ 栗山町役場（教育委員会） ０１２３７―２―１１１７

３１７ 空知 月 形 町 月形町国際交流協会 全般 ０６９―０５００ 月形町１２１９ 月形町役場内 ０１２６―５３―２３２１

３１８ 空知 雨 竜 町 雨竜町国際交流センター 全般 ０７８―２６０６ 雨竜町字満寿３３―９４ 雨竜町教育委員会内 ０１２５―７７―２３２１

３１９ 空知 沼 田 町 沼田町国際交流協会 カナダ ０７８―２２０２ 沼田町南１条３丁目６―５３ 沼田町役場内 ０１６４―３５―２１１１

３２０ 空知 沼 田 町 沼田ポートハーディ交流協会 カナダ ０７８―２２０３ 沼田町本通２丁目３番６号 沼田町商工会事務局内 ０１６４―３５―２２３１

３２１ 上川 旭 川 市 旭川市国際交流委員会 全般 ０７０―８５２５ 旭川市６条通１０丁目 市第３庁舎旭川市国際交流
課内 ０１６６―２５―７４９１

３２２ 上川 旭 川 市 旭川国際経済交流会 全般 ０７０―８０２２ 旭川市神居町台場 クラウン商事!内 ０１６６―６１―４５６６

３２３ 上川 旭 川 市 北北海道国際交流センター 全般 ０７０―００２７ 旭川市東７条１丁目 土肥様方 ０１６６―２３―０７９６

３２４ 上川 旭 川 市 旭川スウェーデン協会 スウェーデン ０７０―００４３ 旭川市常盤通１丁目 道北経済センター"旭川観
光協会内 ０１６６―２３―００９０

３２５ 上川 旭 川 市 旭川ドイツ交流協会 ドイツ ０７０―００３７ 旭川市７条通１３丁目 !北海道録画センター内 ０１６６―２５―２７００

３２６ 上川 旭 川 市 旭川デンマーク協会 デンマーク ０７０―８０２１ 旭川市神居町忠和２２４ 北海道東海大学内 ０１６６―６１―５１１１

３２７ 上川 旭 川 市 旭川・日英協会 イギリス ０７０―００３８ 旭川市８条通６丁目 森山病院内 ０１６６―２２―４１５１

３２８ 上川 旭 川 市 旭川日米協会 アメリカ ０７０―００３１ 旭川市１条通６丁目 増田クリニック内 ０１６６―２２―９６００

３２９ 上川 旭 川 市 旭川日ロ親善協会 ロシア ０７０―８３４８ 旭川市東光８条８丁目６―１１ 渡辺様方 ０１６６―３１―１２１４

３３０ 上川 旭 川 市 旭川日韓友好親善協会 韓国 ０７０―８５２５ 旭川市６条通９丁目 旭川市広報広報課内 ０１６６―２５―５３７０

３３１ 上川 旭 川 市 旭川日本中国友好協会 中国 ０７１―８１４４ 旭川市春光台４条４丁目６―４ 江口様方 ０１６６―５３―１１５２

３３２ 上川 旭 川 市 旭川ハルビン友好協会 中国 ０７０―８５２５ 旭川市６条通１０丁目 市第３庁舎旭川市国際交流
課内 ０１６６―２５―７４９１

３３３ 上川 旭 川 市 旭川・ブルーミントン・ノーマル
姉妹都市委員会 アメリカ ０７０―８５２５ 旭川市６条通１０丁目 市第３庁舎旭川市国際交流

課内 ０１６６―２５―７４９１

３３４ 上川 旭 川 市 旭川北方圏懇話会 北欧・北米 ０７０―８５２５ 旭川市６条通１０丁目 市第３庁舎旭川市国際交流
課内 ０１６６―２５―７４９１

３３５ 上川 旭 川 市 インターナショナル・ディ・イン
旭川実行委員会 全般 ０７０―０９０１ 旭川市花咲町１丁目 梶間小動物病院内 ０１６６―５１―４３３０

３３６ 上川 旭 川 市 北・北海道フィンランド協会 フィンランド ０７０―８００１ 旭川市神楽１条１０丁目 上山建設!内 ０１６６―６１―３８８９

３３７ 上川 旭 川 市 言語交流研究所旭川支部 全般 ０７８―８２３７ 旭川市豊岡７条４丁目４―１７―
６０１ 川崎様方 ０１６６―３５―３０６６

３３８ 上川 旭 川 市 日本朝鮮連帯旭川市民委員会 北朝鮮 ０７０―８０４３ 旭川市忠和３条５丁目 大河内様方 ０１６６―６２―００８０

３３９ 上川 旭 川 市 日本・ニュージーランド友好協会 ニュージーランド ０７１―８１３８ 旭川市末広８条１丁目 旭川実業高校内 ０１６６―５１―１２４６

３４０ 上川 旭 川 市 日本ベラルーシ市民友好協会 ベラルーシ ０７９―７４１４ 旭川市永山４条２０丁目 天寧寺様方 ０１６６―４８―１０３４

３４１ 上川 旭 川 市 日本ユーラシア協会旭川支部 ヨーロッパ・
アジア ０７８―８３５４ 旭川市東光１４条２丁目 成田様方 ０１６６―３２―７０６３

３４２ 上川 旭 川 市 フィリピン耳の里親の会 フィリピン ０７０―０８２５ 旭川市北門町１９丁目２１５５―１６５ ０１６６―５５―９６５４

３４３ 上川 旭 川 市 北海道日中友好手をつなぐ会 中国 ０７１―８１３１ 旭川市末広１条６丁目６―１６ 秋葉様方 ０１６６―５３―５１８１

３４４ 上川 士 別 市 士別国際交流協会 オーストラリア ０９５―００２１ 士別市西１条６丁目 阿部新聞店内 阿部様方 ０１６５２―３―１１９１

３４５ 上川 士 別 市 士別北方圏交流協会 オーストラリア ０９５―００２９ 士別市大通西４丁目 岡田商店内 岡田様方 ０１６５２―３―３１３１

３４６ 上川 士 別 市 ライオンズクラブ３３１－B地区
キャビネット事務局 オーストラリア ０９５―００２９ 士別市大通西１丁目 士別プリンスホテル内 ０１６５２―３―１０００

３４７ 上川 士 別 市
（旧朝日町） 朝日町国際交流会 ０９５―０４０１ 士別市朝日町字中央７３３５番地 穴田一男様方 ０１６５２８―３２５３

３４８ 上川 名 寄 市 イリマニの会 ボリビア ０９６―００１３ 名寄市西三条南４丁目 名寄カトリック幼稚園内 ０１６５４―９―４２９１

３４９ 上川 名 寄 市 名寄・ドリンスク友好委員会 ０９６―８６８６ 名寄市大通南１丁目 名寄市役所内 ０１６５４―３―２１１１

178



番号 支庁 市町村名 団 体 名 主な交流先 郵便番号 所 在 地 電話番号

３５０ 上川 名 寄 市 名寄日韓友好親善協会 韓国 ０９６―００１１ 名寄市西１南３ 相澤吉雄様方 ０１６５４―３―３３６８

３５１ 上川 名 寄 市 名寄・リンゼイ姉妹都市友好委員会 ０９６―８６８６ 名寄市大通南１丁目 名寄市役所内 ０１６５４―３―２１１１

３５２ 上川 名 寄 市 日本日中友好協会名寄支部 中国 ０９６―８６８６ 名寄市大通南１丁目 名寄市役所内 ０１６５４―３―２１１１

３５３ 上川 鷹 栖 町 鷹栖国際交流協会「鷹の翼」 ０７１―１２０１ 鷹栖町南１条３丁目５―１ 鷹栖町役場内 ０１６６―８７―２１１１

３５４ 上川 東神楽町 東神楽町青年婦人国際交流センター 全般 ０７１―１５９３ 東神楽町北１条東１丁目 東神楽町農業協同組合管理
課内 ０１６６―８３―２３２１

３５５ 上川 当 麻 町 当麻国際交流協会 全般 ０７８―１３９３ 当麻町３条東２丁目１１―１ 当麻町企画商工課内 ０１６６―８４―２１１１

３５６ 上川 上 川 町 上川町姉妹友好協会 カナダ ０７８―１７４３ 上川町花園町 上川町商工会内 ０１６５８―２―３１１１

３５７ 上川 東 川 町 東川町国際文化交流協会 ０７１―１４２５ 東川町西町３丁目１２―１９ ０１６６―８２―３５７１

３５８ 上川 美 瑛 町 美瑛町国際交流友好協会（BFA） 全般 ０７１―０２０９ 美瑛町寿町２丁目３―１３ 美瑛町教育委員会内 ０１６６―９２―４１４２

３５９ 上川 和 寒 町 和寒町国際交流の会 ０９８―０１３３ 和寒町字北町６１ 和寒町教育委員会内 ０１６５３２―２４７７

３６０ 上川 剣 淵 町 剣淵町国際交流の会 ０９８―０３０３ 剣淵町第３区 ０１６５３４―２１２６

３６１ 上川 下 川 町 下川国際交流の会 ０９８―１２０６ 下川町共栄町２３９番地 日野昭雄様方 ０１６５５―４―２５１１

３６２ 留萌 留 萌 市 日本ユーラシア協会留萌支部 ロシア ０７７―８６０１ 留萌市幸町１―１１ 留萌市役所内 ０１６４―４２―１８０１

３６３ 留萌 留 萌 市 留萌市国際交流協会 ロシア・
サハリン州 ０７７―８６０１ 留萌市幸町１―１１ 留萌市役所内 ０１６４―４２―１８０１

３６４ 留萌 留 萌 市 留萌日中友好協会 中国 ０７７―００３７ 留萌市沖見町５丁目 野崎様方 ０１６４―４２―６２３１

３６５ 留萌 苫 前 町 苫前国際交流サークル
「ハート ツウ ハート」 ロシア ０７８―３７９２ 苫前町字旭３７―１ 苫前町役場内 ０１６４６―４―２２１１

３６６ 留萌 遠 別 町 遠別・キャッスルガー国際交流協会 カナダ ０９８―３５４３ 遠別町字本町３丁目 遠別町役場内 ０１６３２―７―２１１１

３６７ 留萌 天 塩 町 天塩町姉妹都市交流促進協会 アメリカ ０９８―３３９８ 天塩町新栄通８丁目 天塩町役場内 ０１６３２―２―１００１

３６８ 留萌 羽 幌 町 羽幌国際交流協会 韓国 ０７８―４１２３ 羽幌町栄町９３ 小川様方 ０１６４６―２―４４６１

３６９ 宗谷 稚 内 市 稚内国際文化交流協議会 サハリン ０９７―８６８６ 稚内市中央３丁目１３―１５ 稚内市サハリン課内 ０１６２―２３―６１６１

３７０ 宗谷 稚 内 市 稚内地区国際安全対策連絡協議会 全般 ０９７―０００５ 稚内市大黒１丁目６―４８ 稚内警察署内 ０１６２―２４―０１１０

３７１ 宗谷 稚 内 市 稚内日ロ経済交流協会 サハリン ０９７―０００１ 稚内市末広町３丁目４―５ 稚内市日ロ友好会館内 ０１６２―２３―４９１３

３７２ 宗谷 猿 払 村 猿払村国際交流協会 ロシア ０９８―６２９２ 猿払村鬼志別西町１７２ 猿払村役場総務課内 ０１６３５―２―３１３１

３７３ 宗谷 猿 払 村 北斗国際交流事業協同組合 中国 ０９８―６２３１ 猿払村鬼志別東町１ ０１６３５―２―２３５０

３７４ 宗谷 中頓別町 中頓別町国際交流協会 サハリン ０９８―５５９５ 中頓別町字中頓別１８２ 中頓別町役場総務課内 ０１６３４―６―１１１１

３７５ 網走 北 見 市 "ガールスカウト日本連盟
北海道支部第３３団 全般 ０９０―０８０３ 北見市朝日町１９―５ 赤塚様方 ０１５７―２２―１８３９

３７６ 網走 北 見 市 北見エリザベス会 アメリカ ０９０―００２０ 北見市大通東２丁目 山下金物店!内 ０１５７―２３―７７３１

３７７ 網走 北 見 市 北見国際交流の集い実行委員会 全般 ０９９―０８７８ 北見市東相内町２５０ 高屋敷様方 ０１５７―３６―３２２１

３７８ 網走 北 見 市 北見市国際技術協力推進会議 全般 ０９０―８５０１ 北見市北５条東２丁目 北見市企画部内 ０１５７―２５―１１０３

３７９ 網走 北 見 市 北見市国際親善交流委員会 全般 ０９０―８５０１ 北見市北５条東２丁目 北見市企画部内 ０１５７―２５―１１０３

３８０ 網走 北 見 市 北見市青少年国際交流事業
実施委員会 全般 ０９０―００２４ 北見市北４条東４丁目 北見市役所青少年課内 ０１５７―２５―１１２４

３８１ 網走 北 見 市 北見市ポロナイスク研究会 ロシア・サハリン
州ポロナイスク市 ０９０―００５７ 北見市若葉２丁目 白川様方 ０１５７―３６―６１４１

３８２ 網走 北 見 市 北見商工会議所 全般 ０９０―８５０１ 北見市北３条東１丁目 ０１５７―２３―４１１１

３８３ 網走 北 見 市 "北見青年会議所 全般 ０９０―００６５ 北見市寿町３―１―１９ ０１５７―２４―５３６８

３８４ 網走 北 見 市 北見日独協会 ドイツ ０９０―００４５ 北見市北５条西７丁目 五十嵐建設!内 ０１５７―２４―５１４５

３８５ 網走 北 見 市 北見日ロ親善協会 ロシア ０９０―００１９ 北見市三楽町１０３ 金子様方 ０１５７―２４―５３６８

３８６ 網走 北 見 市 北見日韓親善協会 韓国 ０９０―００１５ 北見市公園町１―３３ ドリーム橋梁内 ０１５７―２２―６２８８

３８７ 網走 北 見 市 北見ペルー友の会 ペルー ０９０―０８０７ 北見市川東３１４―１６ 瀬野様方 ０１５７―２５―２３２８

３８８ 網走 北 見 市 北見ミント交流 全般 ０９０―００６３ 北見市清見町１６ 菊池様方 ０１５７―２５―９０１０

３８９ 網走 北 見 市 北見モンゴル友好協会 モンゴル ０９９―０８７８ 北見市東相内２５０ 高屋敷様方 ０１５７―３６―３２２１

３９０ 網走 北 見 市 北見ユネスコ協会 全般 ０９０―０８１７ 北見市常盤町２丁目３―２７ 益村様方 ０１５７―２５―２９８６

３９１ 網走 北 見 市 北見ライオンズクラブ 全般 ０９０―００２４ 北見市４条東４丁目 伊藤ビル ３階 ０１５７―２３―４７９８

３９２ 網走 北 見 市 北見白樺ライオンズクラブ 全般 ０９０―０８３３ 北見市とん田東町６３４―５２ ０１５７―２２―３４４５

３９３ 網走 北 見 市 北見中央ライオンズクラブ 全般 ０９０―００５８ 北見市高栄西町１丁目１２―３５ ０１５７―２２―３１７３
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３９４ 網走 北 見 市 北見ロータリークラブ 全般 ０９０―００４５ 北見市北５条西２丁目 ナシオビル ロータリーク
ラブ事務所内 ０１５７―２５―２８２４

３９５ 網走 北 見 市 北見西ロータリークラブ 全般 ０９０―００４５ 北見市北５条西２丁目 ナシオビル ロータリーク
ラブ事務所内 ０１５７―２５―２８２４

３９６ 網走 北 見 市 北見東ロータリークラブ 全般 ０９０―００４５ 北見市北５条西２丁目 ナシオビル ロータリーク
ラブ事務所内 ０１５７―２５―２８２４

３９７ 網走 北 見 市 北見YMCA 全般 ０９０―００４５ 北見市朝日町３７ ０１５７―２４―６７３９

３９８ 網走 北 見 市 北見ワイズメンクラブ 全般 ０９０―０８０３ 北見市朝日町３７ 北見YMCA ０１５７―２４―６７３９

３９９ 網走 北 見 市 北見草の根会 全般 ０９０―００６３ 北見市清見町１６ 菊池様方 ０１５７―２５―９０１０

４００ 網走 北 見 市 北見日中友好協会 中国 ０９０―００３６ 北見市幸町３丁目１番６号 島田様方 ０１５７―２４―１５４１

４０１ 網走 北 見 市 多言語交流研究所
ヒッポファミリークラブ北見 全般 ０９０―００６４ 北見市美芳町６―３―１ 石川様方 ０１５７―２５―０３８７

４０２ 網走 北 見 市 国際ソロプチミスト北見 全般 ０９０―０８３３ 北見市とん田東町４８４―１ 辻様方 ０１５７―２５―６６７７

４０３ 網走 北 見 市 国際ソロプチミスト北見みんと 全般 ０９０―０８１８ 北見市北７条東４丁目１ 後藤田様方 ０１５７―２４―３６７９

４０４ 網走 北 見 市 青年海外協力隊北海道OB会
オホーツク支部 全般 ０９０―０８０５ 北見市清月町７６―６６ 佐藤様方 ０１５７―２３―７０３１

４０５ 網走 北 見 市 日本ボーイスカウト北見第２団 全般 ０９０―００２２ 北見市北２条東７丁目 北見さくら幼稚園内 ０１５７―２３―５４１４

４０６ 網走 北 見 市 北泰少数民族支援団 東南アジア ０９０―００１５ 北見市公園町１―３３ ドリーム橋梁内 ０１５７―２２―６２８８

４０７ 網走 北 見 市 ランタン基金の会 ネパール ０９９―０８７１ 北見市相内１０１―４０ 西村様方 ０１５７―３７―２２５６

４０８ 網走 北 見 市 $AFS日本協会オホーツク支部 全般 ０９０―００６１ 北見市東陵町３０―５２ 越膳様方 ０１５７―２４―２５２９

４０９ 網走 網 走 市 網走市日中友好促進協議会 中国 ０９３―００４２ 網走市潮見８丁目８―１ 阿部様方 ０１５２―４３―４４１２

４１０ 網走 網 走 市 網走・ポートアルバーニ姉妹都市交
流協会 カナダ ０９３―８５５５ 網走市南６条東４丁目 網走市役所企画調整課内 ０１５２―４４―６１１１

４１１ 網走 網 走 市 網走北方圏交流協会 フィンランド ０９３―００４１ 網走市桂町２丁目８―４ 大矢様方 ０１５２―４４―７４７２

４１２ 網走 網 走 市 網走国際交流協同組合 中国 ０９９―３１１１ 網走市字藻琴１６３ 佐々木様方 ０１５２―４６―２４４７

４１３ 網走 紋 別 市 紋別オホーツクライオンズクラブ 全般 ０９４―００１１ 紋別市港町５丁目３―１５ ０１５８２―３―７２１１

４１４ 網走 紋 別 市 国際ソロプチミスト紋別 全般 ０９４―０００５ 紋別市幸町３丁目 河原様方 ０１５８２―４―５７５１

４１５ 網走 紋 別 市 日本ユーラシア協会紋別支部 ロシア ０９４―００１１ 紋別市港町６丁目５―２ 紋別漁業協同組合内 ０１５８２―４―２１３１

４１６ 網走 紋 別 市 紋別市国際交流委員会 アメリカ・
ロシア ０９４―０００４ 紋別市本町４丁目 紋別商工会議所内 ０１５８２―３―１７１１

４１７ 網走 紋 別 市 紋別ライオンズクラブ 全般 ０９４―００１１ 紋別市港町５丁目３―１５ ０１５８２―４―７１５７

４１８ 網走 紋 別 市 紋別ロータリークラブ 全般 ０９４―０００４ 紋別市本町４丁目 紋別商工会議所内 ０１５８２―３―３１２８

４１９ 網走 紋 別 市 紋別港ロータリークラブ 全般 ０９４―０００４ 紋別市本町４丁目 紋別商工会議所内 ０１５８２―３―３１２８

４２０ 網走 紋 別 市 北方圏国際シンポジウム実行委員会 全般 ０９４―００２３ 紋別市海洋公園１番地 海洋交流館内 ０１５８２―６―２８１０

４２１ 網走 女満別町 女満別町国際交流推進協議会 全般 ０９９―２３５６ 女満別町字昭和８３ 郷右近様方 ０１５２７―４―３９９１

４２２ 網走 美 幌 町 国際ソロプチミスト美幌 全般 ０９２―００１２ 美幌町字栄町２丁目 浦部美千子会長様方 ０１５２７―３―２２５５

４２３ 網走 美 幌 町 美幌国際交流推進委員会 全般 ０９２―００５１ 美幌町字東１条北１丁目 タイセー電器!内 ０１５２７―３―３２１６

４２４ 網走 美 幌 町 美幌サハリン友好協会 ロシア ０９２―００３１ 美幌町字大通南１丁目 藤田様方 ０１５２７―３―３５７７

４２５ 網走 美 幌 町 #美幌青年会議所 全般 ０９２―００５１ 美幌町字東１条北３丁目 NTTビル内 ０１５２７―３―０９６９

４２６ 網走 美 幌 町 美幌日中友好促進協議会 中国 ０９２―０００４ 美幌町字仲町１丁目 前田様方 ０１５２７―３―３２７０

４２７ 網走 美 幌 町 美幌ニュージーランド友好協会 ニュージーランド ０９２―００３１ 美幌町大通南１丁目 大西燃料店"内 ０１５２７―３―２５０９

４２８ 網走 美 幌 町 美幌ライオンズクラブ 全般 ０９２―００５０ 美幌町字大通北２丁目１１―２ 事務局 ０１５２７―２―３８６８

４２９ 網走 美 幌 町 美幌ロータリークラブ 全般 ０９２―０００４ 美幌町字仲町１丁目４４ 美幌経済センター内 ０１５２７―３―５１０１

４３０ 網走 斜 里 町 斜里町国際交流協会 全般 ０９９―４１１３ 斜里町本町３８―１３ 森元様方 ０１５２２―３―２６０２

４３１ 網走 斜 里 町 斜里町日中友好親睦会 中国 ０９９―４１１３ 斜里町本町１６―４ 室本様方 ０１５２２―３―２５５４

４３２ 網走 斜 里 町 斜里町ロシア極東地域との交流を
進める会 ロシア ０９９―４１１３ 斜里町本町１２ 斜里町役場内 ０１５２２―３―３１３１

４３３ 網走 斜 里 町 チェルノブイリへのかけはし 斜里
実行委員会 ウクライナ ０９９―４１１７ 斜里町青葉町４９―４ 土田様方 ０１５２２―３―３８２１

４３４ 網走 小清水町 小清水町国際交流協会 全般 ０９９―３６１３ 小清水町字神浦 馬淵様方 ０１５２―６２―４３４１

４３５ 網走 清 里 町 清里町国際交流推進協議会 全般 ０９９―４４９２ 清里町羽衣町１３ 清里町役場内 ０１５２２―５―２１３１

４３６ 網走 端 野 町 端野町国際交流広場 全般 ０９９―２１９２ 端野町字二区４７１―１ 端野町役場内 ０１５７―５６―２１１１

４３７ 網走 訓子府町 イリマニの会 ボリビア ０９９―１４２５ 訓子府町若葉町１０１―１ ０１５７―４７―３３８２
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４３８ 網走 佐呂間町 国際民間援護協議会メコン基金 アジア ０９３―０４２３ 佐呂間町字浜佐呂間４１８ メコン基金本部 ０１５８７―６―２４２５

４３９ 網走 佐呂間町 佐呂間町姉妹都市国際交流委員会 アメリカ ０９３―０５９２ 佐呂間町字永代３―１ 佐呂間町役場内 ０１５８７―２―１２１４

４４０ 網走 佐呂間町 SICEA（シセア） 全般 ０９３―０５０６ 佐呂間町字宮前町１６１―２ ０１５８７―２―２３２１

４４１ 網走 常 呂 町 常呂町国際交流会（休会中） 全般 ０９３―０２９２ 常呂町字常呂３２３ 常呂町役場内 ０１５２―５４―２１１１

４４２ 網走 遠 軽 町 遠軽町国際交流の会 全般 ０９９―０４１４ 遠軽町南町２丁目３―６ 松橋様方 ０１５８４―２―６１６７

４４３ 網走 遠 軽 町
（旧丸瀬布町） オホーツク国際交流センター 全般 ０９９―０２０３ 遠軽町丸瀬布中町１１５―２ 遠軽町丸瀬布総合支所内 ０１５８４―７―２２１１

４４４ 網走 遠 軽 町
（旧丸瀬布町） 丸瀬布町国際交流実行委員会 全般 ０９９―０２０３ 遠軽町丸瀬布中町１１５―２ 遠軽町丸瀬布総合支所内 ０１５８４―７―２２１１

４４５ 網走 遠 軽 町
（旧白滝村） 白滝村国際交流後援会 全般 ０９９―０１１１ 遠軽町白滝１３８―１ 遠軽町白滝総合支所内 ０１５８４―８―２２１１

４４６ 網走 湧 別 町 湧別町国際交流センター 全般 ０９９―６４０４ 湧別町栄町 湧別町文化センター内 ０１５８６―５―３１３２

４４７ 網走 湧 別 町 湧別町国際交流推進委員会 全般 ０９９―６４０４ 湧別町栄町１１２―１ 湧別町役場内 ０１５８６―５―２２１１

４４８ 網走 湧 別 町 ニュージーランドの会 ニュージーランド ０９９―６４１５ 湧別町字川西 会長 友沢勇司様方 ０１５８６―５―３５８６

４４９ 網走 上湧別町 ホワイトコートとの交流を支援する会 カナダ ０９９―６５９２ 上湧別町字屯田市街地 上湧別町役場内 ０１５８６―２―２１１１

４５０ 網走 興 部 町 興部町国際交流協会 カナダ ０９８―１６９２ 興部町旭町 興部町役場内 ０１５８８―２―２１３１

４５１ 胆振 室 蘭 市 室蘭国際交流センター 全般 ０５０―００７６ 室蘭市知利別町３丁目１６―１３ 宇佐見様方 ０１４３―４３―４３１４

４５２ 胆振 室 蘭 市 室蘭市国際交流推進協議会 全般 ０５０―００８２ 室蘭市寿町１丁目１０―１１ 東サービスセンター２階 ０１４３―４３―９０９２

４５３ 胆振 苫小牧市 国際ソロプチミスト苫小牧 全般 ０５３―０８０７ 苫小牧市青葉町２丁目１３―１４ 寺師様方 ０１４４―７３―９６６８

４５４ 胆振 苫小牧市 苫小牧キリスト教船員奉仕会 全般 ０５３―００４５ 苫小牧市双葉町２丁目１０―１２ シーフェアラーズセンター内 ０１４４―３４―８８９０

４５５ 胆振 苫小牧市 とまこまい国際交流センター 全般 ０５３―０８１１ 苫小牧市光洋町１丁目５―１７ 和幸建設!内 ０１４４―７２―２６４１

４５６ 胆振 苫小牧市 日本外交協会苫小牧支部 全般 ０５３―００２１ 苫小牧市若草町４―１―１ 岩倉博文事務所内 ０１４４―３５―５１１５

４５７ 胆振 苫小牧市 苫小牧ユネスコ協会 全般 ０５３―８７２２ 苫小牧市旭町４丁目５―６ 苫小牧市役所教育委員会内 ０１４４―３２―６１１１

４５８ 胆振 苫小牧市 苫小牧日中友好促進協会 中国 ０５３―００２１ 苫小牧市若草町３丁目１―８ 苫小牧民報社内 ０１４４―３２―５３１１

４５９ 胆振 苫小牧市 苫小牧ネパール協会 ネパール ０５３―０８５３ 苫小牧市花園町３丁目３―１ !尾崎測量設計事務所内
尾崎様方 ０１４４―７２―５９５９

４６０ 胆振 苫小牧市 苫小牧ニュージーランド協会 ニュージーランド ０５３―００２２ 苫小牧市表町１丁目１―１３ 経済センタービル ６階 ０１４４―３４―３６２７

４６１ 胆振 苫小牧市 苫小牧ロータリークラブ 全般 ０５３―００２２ 苫小牧市表町１丁目１―１３ 経済センタービル ６階 ０１４４―３６―２６８８

４６２ 胆振 苫小牧市 苫小牧北ロータリークラブ 全般 ０５３―０００６ 苫小牧市新中野町３丁目１―１２ 川端ビル １階 ０１４４―３３―０１１２

４６３ 胆振 苫小牧市 苫小牧東ロータリークラブ 全般 ０５３―０００６ 苫小牧市新中野町３丁目１―１２ 川端ビル １階 ０１４４―３５―３３４４

４６４ 胆振 苫小牧市 日本ユーラシア協会北海道連合会
苫小牧支部 ユーラシア地域 ０５３―０００６ 苫小牧市新中野町１丁目１２―

２０ 浦澤様方 ０１４４―３２―８６７６

４６５ 胆振 登 別 市 のぼりべつ国際交流会 全般 ０５９―０４６４ 登別市登別東町２―１９―２ 山口様方 ０１４３―８３―１５４０

４６６ 胆振 登 別 市 登別デンマーク協会 デンマーク ０５９―００１２ 登別市中央１丁目１０―８ !山崎建設内 ０１４３―８５―５５５１

４６７ 胆振 登 別 市 登別日本中国友好協会 中国 ０５９―００１６ 登別市片倉町４丁目１１―３ 佐々木様方 ０１４３―８５―３１４６

４６８ 胆振 伊 達 市 伊達国際交流協会 アメリカモンタ
ナ州ミズーラ市 ０５２―００２５ 伊達市網代町２４ "伊達青年会議所内 ０１４２―２３―４０５３

４６９ 胆振 虻 田 町 虻田町国際交流の会 全般 ０４９―５６０３ 虻田町字入江２５７―１０１ 大久保様方 ０１４２―７６―３６４３

４７０ 胆振 洞 爺 村 洞爺村国際交流協会 イギリス ０４９―５８０２ 洞爺村字洞爺町１３２ ０１４２―８２―５２２１

４７１ 胆振 大 滝 村 大滝国際フレンドシップ・クラブ カナダ・ブリティッシュコロ
ンビア州レイクカウチン町 ０５２―０３１１ 大滝村字本郷８４―１ 大滝村教育委員会内 ０１４２―６８―９３３３

４７２ 胆振 壮 瞥 町 キートスクラブ フィンランド ０５２―０１０１ 壮瞥町字滝之町２４５ 壮瞥町教育委員会内 ０１４２―６６―２１３１

４７３ 胆振 白 老 町 白老町国際交流グループ
「SINCE'９８」 カナダ ０５９―０９０６ 白老町本町１丁目７―５ しらおい創造空間「蔵」内 ０１４４―８５―３１０１

４７４ 胆振 白 老 町 白老町姉妹都市協会 カナダ ０５９―０９０６ 白老町本町１丁目７―５ しらおい創造空間「蔵」内 ０１４４―８５―３１０１

４７５ 胆振 白 老 町 NPO法人 しらおい創造空間「蔵」 カナダ ０５９―０９０６ 白老町本町１丁目７―５ ０１４４―８５―３１０１

４７６ 胆振 早 来 町 早来町地域間交流協会 全般 ０５９―１５０２ 早来町字北進１０２―４ 早来町教育委員会事務局内 ０１４５―２２―３２２４

４７７ 胆振 厚 真 町 厚真町国際交流協会 全般 ０５９―１６９２ 厚真町京町１２０ 厚真町役場企画調整課内 ０１４５―２７―２３２１

４７８ 胆振 鵡 川 町 鵡川町国際交流推進協会 全般 ０５４―８６６０ 鵡川町美幸町２丁目８８ 鵡川町役場内 ０１４５４―２―２４１１

４７９ 胆振 追 分 町 追分町国際交流センター 全般 ０５９―１９７１ 追分町緑が丘２００―２ 追分町教育委員会事務局内 ０１４５―２５―２０８３

４８０ 日高 静 内 町 静内インターナショナルクラブ アメリカ ０５６―０１４４ 静内町字田原６６６―４ 新和牧場 ０１４６４―６―２１２１

４８１ 日高 静 内 町 静内ライオンズクラブ 全般 ０５６―００２５ 静内町木場町１―２―２８ ０１４６４―２―０６７８
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４８２ 日高 静 内 町 静内ロータリークラブ 全般 ０５６―００１７ 静内町御幸町２―１―９ ０１４６４―３―２４８１

４８３ 日高 静 内 町 国際ソロプチミスト静内 全般 ０５６―００２７ 静内町駒場６―３５ パブリックマシーンイケダ ０１４６４―２―２３７８

４８４ 日高 浦 河 町 浦河国際交流クラブ イギリス ０５７―８５１１ 浦河町築地１丁目３―１ 浦河町役場教育委員会内 ０１４６２―２―２３１１

４８５ 十勝 帯 広 市 帯広市国際親善交流市民の会 全般 ０８０―８６７０ 帯広市西５条南７丁目 帯広市役所国際交流課内 ０１５５―２４―４１１１

４８６ 十勝 帯 広 市 帯広市中国朝陽市農業交流協議会 中国 ０８０―８６７０ 帯広市西５条南７丁目１ 帯広市役所国際交流課内 ０１５５―２４―４１１１

４８７ 十勝 帯 広 市 #帯広青年会議所 全般 ０８０―００１３ 帯広市西３条南９丁目 帯広経済センター内 ０１５５―２４―６２５５

４８８ 十勝 帯 広 市 帯広ユネスコ協会 全般 ０８０―００２８ 帯広市西１８条南２丁目１１―１３６ ０１５５―３３―３９８１

４８９ 十勝 帯 広 市 帯広ラテンアメリカ協会 全般 ０８０―００２６ 帯広市西１６条南６丁目 ランチョエルパソ内 ０１５５―３４―３４１８

４９０ 十勝 帯 広 市 帯広YMCA 全般 ０８０―０８４７ 帯広市公園東町４丁目４―３ ０１５５―２７―１７０３

４９１ 十勝 帯 広 市 言語交流研究所 ヒッポファミリー
クラブ・帯広支部 全般 ０８０―０８５５ 帯広市南町東５条６丁目３０番

地
"熊切設備工業所内
熊切加代様方 ０１５５―４８―６６７７

４９２ 十勝 帯 広 市 $独国際協力機構
帯広国際センター

開発途上国
全般 ０８０―２４７０ 帯広市西２０条南６丁目１―２ ０１５５―３５―１２１０

４９３ 十勝 帯 広 市 国際ソロプチミスト帯広 全般 ０８０―０８０２ 帯広市東２条西４丁目８ 板倉恵子様方 ０１５５―２３―７７７５

４９４ 十勝 帯 広 市 国際ソロプチミスト帯広みどり 全般 ０８０―００２１ 帯広市西１１条南１８丁目２―９ 藤本様方 ０１５５―２３―８５５２

４９５ 十勝 帯 広 市 青年海外協力隊北海道道東OB会 全般 ０８０―０８０２ 帯広市西２０条南６丁目１―２ 北海道国際センター（帯広）
内 ０１５５―３５―１２１０

４９６ 十勝 帯 広 市 十勝インターナショナル協会 全般 ０８０―２４７０ 帯広市西２０条南６丁目１―２ 森の交流館・十勝内 ０１５５―３４―０１２２

４９７ 十勝 帯 広 市 十勝日中友好協会 中国 ０８０―００１０ 帯広市大通南２１丁目１４―２ 東様方鍼灸 ０１５５―２４―８１１１

４９８ 十勝 帯 広 市 日本ユーラシア協会帯広支部 全般 ０８０―００２７ 帯広市西１７条南３丁目４ 太田様方 ０１５５―３６―４４６０

４９９ 十勝 音 更 町 日中友好協会帯広支部 中国 ０８０―０１３４ 音更町宝来西町南２丁目６ 坂本様方 ０１５５―３１―６２６３

５００ 十勝 音 更 町 北海道日中友好協会帯広支部 中国 ０８０―０１３４ 音更町宝来西町南２丁目６ 坂本様方 ０１５５―３１―６２６３

５０１ 十勝 音 更 町 十勝国際ネットワーク研究会 全般 ０８０―０３１６ 音更町緑陽台北区１０―１２ 横谷優一様方 ０１５５―３１―０６３９

５０２ 十勝 上士幌町 海外研修ネットワーク「みらい」 全般 ０８０―１４０８ 上士幌町字上士幌東３線２３８ 上士幌町役場内 ０１５６４―２―２１１１

５０３ 十勝 上士幌町 スレイブレイク訪問団を歓迎する会 カナダ ０８０―１４０８ 上士幌町字上士幌東３線２３８ 上士幌町役場企画課内 ０１５６４―２―２１１１

５０４ 十勝 鹿 追 町 鹿追町国際交流協会 全般 ０８１―０２２３ 鹿追町南町２丁目２６ ０１５６６―６―２３３０

５０５ 十勝 鹿 追 町 鹿追町国際交流協議会 カナダ ０８１―０２９２ 鹿追町東町１丁目１５―１ 鹿追町役場内 ０１５６６―６―２３１１

５０６ 十勝 清 水 町 清水町国際交流協会 アメリカ ０８９―０１２７ 清水町南２条西６丁目１６ 岩崎様方 ０１５６６―２―４３８２

５０７ 十勝 芽 室 町 芽室町国際交流協会 アメリカカリフォル
ニア州トレーシー市 ０８２―００６０ 芽室町本通南４丁目１番地９ 会長 唯野義勝 ０１５５―６２―３３９２

５０８ 十勝 広 尾 町 広尾町北方圏交流振興会 ノルウェー ０８９―２６９２ 広尾町西４条７丁目１ 広尾町役場水産観光課内 ０１５５８―２―０１７７

５０９ 十勝 幕 別 町 幕別町国際交流協会 全般 ０８９―０６１４ 幕別町緑町１０―３３ 菅様方 ０１５５―５４―３８３８

５１０ 十勝 幕 別 町 NPO法人 国際パークゴルフ協会 全般 ０８９―０６１６ 幕別町宝町５３―１ NPO法人 国際パークゴ
ルフ協会 ０１５５―５４―２２６０

５１１ 十勝 池 田 町 池田語学ボランティアの会 カナダ ０８３―８６５０ 池田町西１条７丁目 池田町役場内（藤原知樹様
方） ０１５５７―２―３１１１

５１２ 十勝 池 田 町 池田町国際交流協議会 カナダ ０８３―８６５０ 池田町西１条７丁目 池田町役場内 ０１５５７―２―３１１１

５１３ 十勝 池 田 町 池田町ペンディンクトン会 カナダ ０８３―００２１ 池田町大通１丁目３―５ 池田町商工会内 ０１５５７―２―２１３５

５１４ 十勝 豊 頃 町 豊頃町交流協議会 カナダ
サマーランド市 ０８９―５３１２ 豊頃町茂岩本町１２５ 豊頃町役場内 ０１５５７―４―２２１１

５１５ 十勝 本 別 町 本別町国際交流協会 オーストラリア ０８９―３３９２ 本別町北２丁目４―１ 本別町役場内 ０１５６２―２―２１４１

５１６ 十勝 足 寄 町 足寄町国際交流友の会 カナダ ０８９―３７９７ 足寄町北１条４丁目３７ 足寄町役場内 ０１５６２―５―２１４１

５１７ 十勝 陸 別 町 陸別町国際交流町民の会 カナダ ０８９―４３１１ 陸別町東１条３丁目１ 陸別町役場総務課内 ０１５６２―７―２１４１

５１８ 釧路 釧 路 市 釧路かささぎの会 韓国 ０８５―０８１４ 釧路市緑ヶ岡１―１０―４２ 釧路短期大学内 ０１５４―４１―０１３１

５１９ 釧路 釧 路 市 釧路カムチャッカ研究会 ロシア ０８５―００４２ 釧路市若草町３―１ 藤田印刷!内 ０１５４―２２―１１７５

５２０ 釧路 釧 路 市 釧路国際ウエットランドセンター 全般 ０８５―８５０５ 釧路市黒金町７―５ 釧路市環境部環境政策課自
然保護担当 ０１５４―２３―５１５１

５２１ 釧路 釧 路 市 釧路国際交流協会 全般 ０８５―０８４７ 釧路市大町１―１―１ 釧路青年会議所内 ０１５４―４２―１１２１

５２２ 釧路 釧 路 市 釧路国際交流ボランティアの会 全般 ０８５―００１７ 釧路市幸町３―３ 釧路市観光国際交流センター ０１５４―３１―４５０３

５２３ 釧路 釧 路 市 釧路国民外交協会 全般 ０８５―００２４ 釧路市浜町３―１５ !矢崎トレーディング内 ０１５４―２３―５３６４

５２４ 釧路 釧 路 市 釧路市日ロ親善協会 ロシア ０８５―００１６ 釧路市錦町２―４ 釧路機船漁協内 ０１５４―２５―３４１１

５２５ 釧路 釧 路 市 釧路ゾンタクラブ 全般 ０８４―０９０６ 釧路市鳥取大通５―２―５ 佐藤様方 ０１５４―５１―５５５７
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番号 支庁 市町村名 団 体 名 主な交流先 郵便番号 所 在 地 電話番号

５２６ 釧路 釧 路 市 釧路日韓友好親善協会 韓国 ０８５―００１３ 釧路市栄町４―１ 民団釧路支部内 ０１５４―２５―４７５７

５２７ 釧路 釧 路 市 釧路日中友好協会 中華人民共和国 ０８５―００３６ 釧路市若竹町５―２５ 高橋様方

５２８ 釧路 釧 路 市 釧路ライオンズクラブ 全般 ０８５―００１７ 釧路市幸町７―１ 釧路プリンスホテル内 ０１５４―３１―１１１１

５２９ 釧路 釧 路 町 釧路湿原ライオンズクラブ 全般 ０８８―０６２６ 釧路町桂１―４―１ ０１５４―３７―４１６６

５３０ 釧路 釧 路 市 釧路丹頂ライオンズクラブ 全般 ０８５―００１３ 釧路市栄町７―２ 産光ビル２階 ０１５４―３１―０２０５

５３１ 釧路 釧 路 市 釧路ぬさまいライオンズクラブ 全般 ０８５―００１３ 釧路市栄町７―２ 産光ビル２階 ０１５４―２４―３３１１

５３２ 釧路 釧 路 市 釧路まりもライオンズクラブ 全般 ０８５―００１３ 釧路市栄町７―２ 産光ビル２階 ０１５４―２３―１９０６

５３３ 釧路 釧 路 市 釧路みなとライオンズクラブ 全般 ０８５―００１３ 釧路市栄町７―２ 産光ビル２階 ０１５４―３１―３７１０

５３４ 釧路 釧 路 市 釧路ロータリークラブ 全般 ０８５―００１３ 釧路市栄町２―６ 釧路パシフィックホテル内 ０１５４―２４―３８１１

５３５ 釧路 釧 路 市 釧路北ロータリークラブ 全般 ０８５―００４６ 釧路市新橋大通１―２―２０ 農協ビル２階 ０１５４―２３―６１７５

５３６ 釧路 釧 路 市 釧路東ロータリークラブ 全般 ０８５―０８０５ 釧路市桜ヶ丘３―１ ヒルトップ内 ０１５４―９１―６８５２

５３７ 釧路 釧 路 市 釧路南ロータリークラブ 全般 ０８５―００４６ 釧路市新橋大通１―２―２０ ０１５４―２３―６５７５

５３８ 釧路 釧 路 市 国際ソロプチミスト釧路 全般 ０８５―００３６ 釧路市若竹町１４―５ 加勢内科医院内 ０１５４―２２―８２８１

５３９ 釧路 釧 路 市 国際ソロプチミスト釧路アミティ 全般 ０８５―０８４２ 釧路市米町３―２―１０ 福田様方 ０１５４―４１―３３８９

５４０ 釧路 釧 路 市 在日本大韓民国民団
北海道地方釧路支部 韓国 ０８５―００１３ 釧路市栄町４―１ ０１５４―２５―４７５７

５４１ 釧路 釧 路 市 在日本朝鮮人総連合釧路支部 韓国 ０８５―０００４ 釧路市新富町９―１３ ０１５４―２３―７２６４

５４２ 釧路 釧 路 市 チェルノブイリ救援／釧路 ロシア ０８５―０８３２ 釧路市千歳町１０―３６ 渡辺様方 ０１５４―４１―８３９９

５４３ 釧路 釧 路 市 日本・エストニア友好協会 エストニア ０８５―００４６ 釧路市新橋大通６―１―５ 中村歯科内 ０１５４―２３―８０３６

５４４ 釧路 釧 路 市 日本中国友好協会釧路支部 中華人民共和国 ０８５―０８０６ 釧路市武佐３―２９―８ 赤坂様方

５４５ 釧路 釧 路 市 日本ユーラシア協会・釧路支部 ロシア ０８５―０８３２ 釧路市富士見２―１―３５ 釧路ハリスト正教会 ０１５４―４１―６８５７

５４６ 釧路 釧 路 市 東北海道日ロ友好貿易協会 ロシア ０８５―０８４７ 釧路市大町１―１―１１ グリーンショップ内 ０１５４―４２―９６７７

５４７ 釧路 釧 路 市 北海道教育大学釧路校
国際交流委員会 全般 ０８５―０８２６ 釧路市城山１―１５ ０１５４―４４―３２２９

５４８ 釧路 釧 路 市 ミャンマー臨床歯学協議会 ミャンマー ０８５―００１６ 釧路市錦町５―３三ツ輪ビル４
F 想歯会武藤歯科診療室内 ０１５４―２２―３６３５

５４９ 釧路 厚 岸 町 アイリス オーストラリア ０８８―１１１８ 厚岸町若竹町４―４８ 西村様方 ０１５３―５２―４３６４

５５０ 釧路 厚 岸 町 ホストファミリーの会 オーストラリア ０８８―１１１８ 厚岸町若竹町３―６ ０１５３―５２―２７１９

５５１ 釧路 標 茶 町 塘路口琴研究会「あそう会」 ロシア ０８８―２２６１ 標茶町塘路 ０１５４８―７―２３３２

５５２ 釧路 標 茶 町 弥栄地域振興会 中華人民共和国 ０８８―２３００ 標茶町弥栄 ０１５４８―５―１２９８

５５３ 釧路 弟子屈町 川湯ライオンズクラブ 全般 ０８８―３４６１ 弟子屈町字跡左登原野６８―８７―
５ 宮崎様方 ０１５４８―３―２６０３

５５４ 釧路 弟子屈町 国際ソロプチミスト摩周 全般 ０８８―３２１１ 弟子屈町中央１―９―２ 合田様方 ０１５４８―２―２２０２

５５５ 釧路 弟子屈町 弟子屈ロータリークラブ 全般 ０８８―３２０４ 弟子屈町朝日１―５―２ 小野様方 ０１５４８―２―２２８３

５５６ 根室 根 室 市 根室市姉妹都市提携市民会議 全般 ０８７―８７１１ 根室市常盤町２―２７ 根室市総務課内 ０１５３―２３―６１１１

５５７ 根室 根 室 市 根室市日ロ友好親善協会 ロシア ０８７―８７１１ 根室市常盤町２―２７ 根室市役所北方領土対策室
内 ０１５３―２３―６１１１

５５８ 根室 根 室 市 根室日ロ親善協会 ロシア ０８７―００４１ 根室市常盤町２―２４ 連合北海道根室地域協議会
内 ０１５３―２３―２７０２

５５９ 根室 根 室 市 ブージェム・ドルウジャーミー ロシア ０８７―００５１ 根室市緑町１―２４ 伊澤様方 ０１５３―２３―２４０９

５６０ 根室 中標津町 日中友好協会中標津支部 中国 ０８６―１０５５ 中標津町東１５条北４丁目 殿守様方 ０１５３７―２―１１２２

５６１ 根室 中標津町 中標津ライオンズクラブ 全般 ０８６―１１２２ 中標津町西２条北３丁目 中標津町職業訓練センター
内 ０１５３７―２―０８４６

５６２ 根室 標 津 町 メイプルクラブ カナダ ０８６―１６００ 標津町南１条西５丁目１―２４ 標津町生涯学習センター内 ０１５３８―２―２９００

５６３ 根室 羅 臼 町 羅臼日ロ友好協会 ロシア ０８６―１８９３ 羅臼町船見町２番地１３ ０１５３７―７―２１３１

北海道知事政策部知事室国際課調べ〈北海道の国際化の現状（平成１７年）参照〉
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